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岳美遺跡は、静岡平野の北西部、餞機丘陵の東側から南沼上丘陵西側の間の中

西部に位置する、古代の条里型水田遺構を中心とした遺跡である。

当研究所では、昭和59年度より静活バイパス建設に伴う発掘調査を実施し、静

岡市池ヶ谷遺跡◎川合地区の遺跡群◎瀬名遺跡、清水市長崎遺跡などで、それぞ

れ特色のある成果を得ている。特に、弥生時代中期から近世に至るまでの水田遺

構が次々に検出され、膨大な資料を提供し、とりわけ古代の条里型水田について、

その具体像が明らかになりつつある。

岳美遺跡は、平成4年4月から平成5年10月まで現地調査を行い、引き続き同

年11月より本格的な資料整理を始め、平成6年度までに遺構編を刊行した。遺構

編では、坪界線にあたる南北方向9本、東西方向6本の合わせて15本の条里型水

田に伴う大畦畔が検出され、おおむね、主軸方位が約N390W、き一坪の辺長が約107

mの条里制区画が静活平野の北部の広範囲に広がっていることが確認された。ま

た、それらの大畦畔が、西寄りの池ヶ谷遺跡に近い調査区では、杭列を伴い頑強

に補強され、特に、南北方向の大畦畔に対して補強が著しいことが指摘されてい

る。

本書は、調査報告書の遺物編であり、岳美遺跡の調査報告書の第2冊目にあた

る。遺物については、大畦畔の中から8世紀の第3四半期のものと考えられる藤

枝市⑳助宗窯で焼成されたとみなされる須恵器が出土し、838年の伊豆神津島の噴

火による火山灰の堆積状況と合わせて、条里型水田の施工から廃絶までの年代を

考える上で重要な資料を提供することができた。また、農具を中心に大量に出土

した木製品の中には、翼状木製品や、残存状態の良好な馬鍬など貴重な遺物が出

土している。これらの資料は、この地域の条里型水田を考える上で、欠くことの

できない考古資料となろう。

なお、本書の作成にあたっては、建設省、静岡県教育委員会、静岡市教育委員

会をはじめ関係機関各位に多大な援助◎協力を得ている。この場をかりて深くお

礼を申し上げる次第である。また、資料整理にあたった研究所職員、作業に参加

された多くの方々、多くの助言◎指導をくださった方々に深く感謝したい。

平成8年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎　藤 忠



例ー　　　　　　Aに瑠

1◎　本書は、静岡県静岡市北安東4丁目◎岳美1丁目◎立石に所在する岳美遺跡の調査報告書の第2分

冊である。

2◎　調査は、平成4年度から平成5年度まで静清バイパス（岳美地区）埋蔵文化財発掘業務として、建

設省中部地方建設局からの委託を受け、調査指導機関　静岡県教育委員会、調査実施機関　財団法

人静岡県埋蔵文化財調査研究所で実施した。

3。現地発掘調査は、平成4年4月1日から平成5年10月31日まで行った。整理作業は、現地発掘調査

と並行して現地で基礎的作業を行い、平成5年11月から平成6年度末まで遺構編の資料整理を、平

成7年度に遺物編の資料整理を行った。

4。調査体制は、以下の通りである。

平成4年度　所長　斎藤忠

調査研究部長　山下晃

調査研究部第二課長　栗野克巳

主任調査研究員　亀山雅弘

調査研究員　池ヶ谷清、一杉高徳、岩崎直巳、厚地淳司、鈴木正悟

平成5年度　所長　斎藤忠

調査研究部長　植松章八

調査研究部第二課長　栗野克己

主任調査研究員　亀山雅弘

調査研究員　青野好身、厚地淳司

平成6年度　所長　斎藤忠

調査研究部長　小崎章男

調査研究部次長兼調査研究部第一課長　栗野克己

主任調査研究員　池ヶ谷清

平成7年度　所長　斎藤忠

副所長　池谷和三

調査研究部長　小崎章男

調査研究部次長兼調査研究部第一課長　栗野克巳

調査研究員　山本真央

5◎　報告書の執筆は、調査研究員　山本真央が行った。

6◎　本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

7◎　本書の作成にあたり、出土木製品について神奈川大学経済学部　河野通明氏に、出土土器について



藤枝市郷土博物館　八木勝行氏、静岡県教育委員会文化課　山田成洋氏に御教示を頂いた。記して

御礼申し上げる。

8．木製品の樹種同定は、東北大学　鈴木三男氏に依頼した。その結果は、木製品観察表の樹種の覧に

記載した。なお樹種の覧の（）で示したものは、研究所の職員が肉眼観察したものである。

9．石製品の石材鑑定は、静岡大学名誉教授　伊藤通玄氏に依頼した。

10．本書の遺物写真撮影は、楠華堂（楠本真紀子氏）に依頼した。

11．プラント・オパール分析は、㈱古環境研究所に、花粉・珪藻分析、種実同定はパリノ・サーヴェイ

株式会社に依頼した。

凡　　　例

本書の記述については、以下の基準に従い統一をはかった。

1．調査区の座標軸は、平面直角座標VIII系を用いた。

2．使用した方位は、上記の座標系の方位（座標北）である。

3．遺構の表記は、次の通りである。

SK…畦畔　S R‥・自然流路

4．遺物分布図の縮尺は、1／250である。

5．遺物の出土地点は、グリッドを南北2つに分け、北半部にN、南半部にSを記した。

6．実測図版、写真図版の遺物個体の番号、遺物分布図中の番号は、すべて統一をはかっている。

7．実測図中の木製品の部分表記は、以下のとおりである。

木釘・楔　●

8．木製品の年輪パターンは、断面に模式的に記入している。
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第凰車　遺物資料整理の概要

取り止げ⑳登録番号　調査で出土した遺物は、土器◎木製品など種類別に分類し、遺物台　遺物台帳

帳に登録した上で、遺構に伴うものについては遺構別に、その他のものについては、層単

位◎グリッド単位で取り上げている。取り上げに際しては、水糸を張ってメッシュをつく

り1：20縮尺、1：10縮尺などの平面実測後に取り上げたものと、作業効率を高めるため

トータルステーションでポイントをとって取り上げたもの、グリッド◎層位のみを確認し

て取り上げたものがある。これらの遺物は、木製品が「W」、土器が「P」、石製品が「S」登録番号

の記号を登録番号の頭に付している。木製品の中でも杭として使用されていたものについ

ては「WK」を付している。したがって、杭の形状をしているものであっても、杭として

使用されていなければ「W」である。登録番号は、遺構単位で取り上げたものについては、

遺構別にSK－1W－1◎W－2…というようにした。また、層単位◎グリッド単位で取り

上げたものについては、層別◎グリッド別にDIII層　H92　Wつ　◎W－2…というように

番号を付している。したがって、同じ登録番号が、調査区◎遺構⑳グリッド◎層の違いに　番号の重複

よって複数存在するため注意されたい。

水洗◎仮収納　取り上げた遺物は、水洗した後に、それぞれ以下のような手順で仮収納し

た。土器は、十分に乾燥させた後ビニール袋に入れテンバコに収納した。木製品は、シー

ラーパックをし、区毎、層毎に分けて保管した。種実は、1点ずつフィルムケースに水浸

けして保管した。これらの作業はすべて、隣接する池ヶ谷遺跡の事務所にて、現地作業と

並行して行った。

注記◎接合　土器の注記は、現地作業終了後の整理作業の中で行った。接合◎復元できる

土器についても整理作業の中で石膏で復元し、色付けまで行っている。

実測　土器、石製品の実測にはB3版の方眼紙を、木製品については普通の方眼紙では湿

気のため収縮するためセクションフイルムを使用した。木製品の実測は、正面、縦位断面、

横位断面を図示することを基本とし、裏面、側面に特徴（加工痕◎圧痕など）があるもの、

資料価値の高いものについては必要に応じて、それらの面の実測を行っている。なお、棒

状のものについては、縦位断面は省略している。木製品は実測点数が多いため、「実測木製　実測木製品

品登録台帳」を調査区別のものと器種別のものの2種類作成し、整理しながら実測を行っ
登録台帳

た。

実測した方眼紙、セクションフイルムには、実測順に番号をつけて整理した。1枚の用　区日面番号

紙に複数の遺物実測がある場合は、枝番号を付した。観察表の「図面番号」がそれにあた

る。

遺物番号　前述のとおり、現地での遺物登録では、同じ登録番号が、調査区◎遺構◎グリッ

ド◎層の違いによって複数存在する。また、木製品については、実測作業の中で細かく観

察した結果、接合できるものも存在した。このため、実測◎写真撮影を行った遺物につい

ては、登録番号とは別に、新たに通し番号を付した。なおこれは、本文中の番号、挿図版、

実測◎写真図版中の番号とも対応するもので、「遺物番号」とした。土器は1～10、木製品　遺物番号

は11～′194、197へ／258、335◎336、石製品は195◎196である。

写真⑳写真整理　遺物写真については、4×5判の大型カメラによる撮影を基本として行っ　4　×　5判

た。木製品は、同じ器種の遺物の出土点数が多いため、1点しか出土していない器種と重

一一11－－－



要遺物以外は数点ずつまとめて撮影し報告書に掲載した。その他、器種ははっきりしない

6　×　7　判　が残存状態がよいもの、顕著な加工痕がみられたものなどは、6×7判の白黒写真で記録

遺物写真　保存を行った。撮影した4×5判写真については遺物写真台帳に登録し、注記をした上で
台　　　帳

リングファイルに収録し、ネガは専用のファイルボックスに収納した。6×7判写真につ

いては遺物写真台帳に登録した上で、写真とネガを別々のリングファイルに収納した。

写真の保管で問題になるのは、フイルムが退色◎劣化してしまうことである。せっかく

フォトC D　撮った貴重な調査記録写真を半永久的に保存するためにフォトCnという形でデジタル化

して保存している。手順としては、遺構写真を最優先し数カットの中から最も写りの良い

ものを選びフォトCD化していった。まず35mnlカラースライドに着手し、必要に応じてカ

ラーネガの中からも人物の入った調査風景などをフォトCD化した。さらに、報告書や広報

活動等に使用した中で特に重要なものや利用頻度の高いものは、厳選した上で、印刷の原

プロフォトCD　稿として品質が高いプロフォトCn化した。また、フォトCD化した写真については、各コ

マのキャプション等を記入したフォトCD台帳に登録した。

カ…ド◎デ…タベース　実測後、各遺物ごとにカードを作成し、個々の遺物に関する情報

の登録を行った。遺物カードには実測図、写真を貼付する事を原則とした。

以上の遺物カードの情事酎ま、パソコンに入力し、整理の終了した遺物◎実測図◎写真ネ

ガなどについて必要に応じて取り出し、検索活用が迅速に行えるようデータベースの作成

を進めている。

保存処理　木製品の保存処理の方法については、PEG加熱含浸法、PEG常温含浸法、真空

針葉樹材　凍結乾燥法の3種類を用いている。針葉樹材は、PEG4000の100％加熱含浸法あるいは、

PEG4000の40％溶液に含浸後真空凍結乾燥法により処理を行っている。なお、針葉樹材で

残存状態の良いものは、PEG4000の40％溶液に常温含浸後自然乾燥する方法をとってい

広葉樹材　る。また、、広葉樹材はPEG4000の100％加熱含浸法を用いている。

種　　　実　　種実は、1点ずつフィルムケースに入れアルコール浸けにしてあり、木製品と同様の保

昆　　　虫　存処理をほどこす予定である。昆虫は、土ごとブロック状にしアルコールを散布した上で、

プラスチックケースに収納した。

収納◎保管　報告書掲載の遺物については、図版番号順に、それを明示したラベルを貼付

したテンバコに収納保管する。報告書末掲載遺物であるが実測を行っているもの（用途不

明品）、写真撮影のみ（6×7判カメラ）の遺物もひとまとめに収納する。その他の遺物に

ついては調査区別にグリッド◎層単位で収納する。その際下記のようなラベルをテンバコ

に張り、遺物が迅速に取り出せるように整理していく。テンバコ数は、土器◎石製品◎土

壌サンプルが各1箱、木製品が約200箱、種実12箱、昆虫化石13箱程になる。

歯糞遺跡
木　製　品

岳美遺跡
遺物番号

第1図　保管◎収納ラベル
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石製品　点、穫実蟻点であり、木製品が全体の約鮒％を占める。これはまさに水田という

低湿地遺跡の特徴を顕著に示すものである。土器◎木製品儲石製品⑳自然遺物の概要につ

いては、それぞれの章で詳しく言及することとし、この章では、各調査区での層別の遺物

の出土点数の一覧表と遺物分布図を示し、遺物の空間的な広がりや出土状況等を見ていき

たい。

遺物分布図は、扮m層上面の遺構を示しDⅢ層以外の出土遺物については、出土層位を　遺物分布図

カッコ書きで記入し、図中の番号は、遺物番号と対応している。また、注目される遺物に

ついては実測図を載せたが、縮尺は一定ではない。なお、『岳美遺跡‡（遺構編）』と合わ

せて見るとより遺物の分布状況がわか　やすいため、各調査区の遺物出土状況の所に遺構　遺構編の

編（H　と遺物編　OH　の挿図番号を併記している。

′一′＋「　′ノ　∴∵、人、′′∴つ：＿　一′1′

挿図番号

）′1長与一　　．．＼ノ　　　ー．′．メ　　　：′、′　∵弓

区のⅢ描層では、商北方向の太畦畔SKつとそれに直交する小畦畔が1本検出されて　遺　構　の

いる。SK一　の中央が約2mにわたって途切れており、北東側から南西側に水を供給した

水口であると考えられる。

本調査区は、出土遺物が最も多く、626点の遺物が出土した。

土器⑳軽業が各4点出土している他は以夕吊ますべて木製品であ

る。土器は、須恵器と土師器の破片である。

木製品の半分以上が、杭⑳矢板で、太畦畔1m当たり約m本

の割合で激しく打ち込まれていた。西隣の池ヶ谷遺跡でも条里

型水田の太畦畔が大量の杭で補強がなされている。本調査区は、

岳美遺跡の中で最も西寄りに位置しているため、池ヶ谷遺跡と

同様の傾向を示すのだろう。

器種別に見ると、輪カンジキ墾田下駄が蟻点、田下駄が6点、

泥除けが6点といったところが多い。SK当に伴って出土した

ものは、輪カンジキ型田下駄が13点、田下駄が4点、泥除けが

5点ということで分布の仕方はいずれも太畦畔に集中している。

輪カンジキ型田下駄と田下駄の合計の点数が17点で、畦畔長に

対する出土割合璃SK∴脾の次に高い。

注目される遺物としては、鋤柄、横槌、方形の刹物があり、

いずれも太畦畔の盛土中から畦畔の芯材として出土している。

鋤柄は、岳美遺跡では2点しか出土していないものの内の1点

で、下部の形状から、一木鋤と考えられるものである。横槌も、

2点の内の上蕪で完形品である。刹物は4点出土しているが、

方形のものはこれ1点だけで中央で割れているものの整った形

をしている。

つ
、　　．）

検出状況

′．ぐ　、　　　モ1　デ∴∴

！ 種　 別・器　 種 1点　 数 報 告 書

土　　　 器須恵墜　　　　 i　 29 7
土師器　　　　　 ！　 37 1
吠柵陶器　　　　 1　　 2 2
青磁　　　　　　 i　 l

瓦　　　　　　　 i　 l

訂吾－　 計 ！　 70 †0

木　 製　 品輪カンジキ型田下駄 i　 77 74
田下駄　　　　　 i　 17 ユ7
大足　　　　　　 i　　 6 2
鋤 （柄）　　　　 ！　　 2 2
えぶり　　　　　 ！　 1 1
泥除け　　　　　 1　 骨 4 1
馬鍬　　　　　　 ！　 1 1
横槌　　　　　　 ！　　 2 2
田舟　　　　　　 i　　 2 2
翼状木製品　　　 l　 l 1
細物　　　　　 i　　 9 7
陶物　　　　　 i　　 4 4
下駄　　　　　 i　　 2 2
1横櫛　　　　　 l　 l 1
火きり臼　　　　 ！　 1 1
火きり棒　　　　 i　 l 1
擢　　　　　　 ！　 1 1
付札状木製品　　 l　　 8 8
机　　　　　　 ！　 1 1
扉板　　　　　　 i　　 2 1
建築材　　　　　 1　　 2 2
樋状木製品　　　 l　　 5 3
杭 e矢板　　　　 i 1323 2
有頭棒 （板）状木製品 ［　 26 24
有乳棒 （板）状木製品 i　 23 23
棒状木製品　　　 i　　 5 2
その他の用途不明品 i　 630 11

合　　　 計 i 2196 237
石　 製　 品砥石　　　　　　 ！　　 2 2
自然遺物 種実　　　　　　 i 159

総　 合　 計 ！　 2427 249



図
興
野
て
ニ
ー
も
　
回
N
碓

迄 ／ ＿．誓 イ十 ＼豪

／　 こ　　　／
／

／
／

ノ！ 、＼Ⅸ　　 ／

C I
く〇
二ノへ－
／

ニ　b

忘 打

′ こ 、－、 ′　　 ヽ グ　　　　　　　　　　　　　 Y ＝ －9 ，0 0 0 －

・－． 0　　　　　 挿

ン
了 ＿古1‾　 ・せ

』 ノ／′、、、二、、、′　 ニ／ ノ　 ニ　 ッ

r ′ こ ノ・・．、、、さ竜 ′／ノ　 ／ ク
凶

く8

－▼‾‾

＋ ．

．－わ．r

＼　　　 1

「 ミ 隼 ．．子 ．．－、．．＿、恵 、、、 ′ノ　 ／ こ　 ，へ⊥・＿ 〕 ・子‾シ／ ・害

°l 1
顔 誓 窄 、言＼　　 1

1
ヽ

＼＼ ＼　 ＼ 、＼

＼

＼＼ ∴ 好 ／．．＿∴

I ，I

ニ〆 言 ／こ－・・軋 彦

∴彦 ‘r ′ ？

′、＼、＼ ノ 子

、十 メ へ

＼

ノ′＼

ノヽ．′1 ・

も、、 二

、、℃tノ

1ヽ

．ヽ

1 ．

L r）r

l ＼
　ヽヽ
、ヽ、、　　　　 ・・‘．ク

・・ン・一・・・ 、 、ヽヽ ′

こ　　ノ′　　、
、1　り、ヽ1、6

メ雲 ’、、、、、

‾ ．ノ／

′　　　 ニ

．‾． 0　 3 ／／ ニ ／

．‾）．－

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ク

／　　　 茸′′彰 小 ＼　 ㍉■

ソ 、、、、　　　 こ 0　 3

lfつ

＼

‘l
1

⊥ヽ－
ト十 ‾‾

l

l り
　ヽ　 ． 1 1 「寸

ン

：‾‾「‾十

／ ・．　 レて
‘・　 ／1

ユ ニコ 凶
⊥

ぐ、」

耳

ニ′
l　 くり

こ／ク ・．．

篭

． し、＼ 、＼

＼、

＼

ン㌧〆
、ぞう

、J

、ン ぜ

黛

コ 二

l

く N　 ． 廿 イ　 ′　 　ヽ　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

タ

へ ／ノ／　 、　　 フ

＞

＼

、＼さ、
、こも 、．

1

㌧′／ノ

二‾∴ ＼

＼－

＼ 、、

｛ 転

戦

首 「

＋

濾

∴ 十

熟 ′

■

‡ ＋

．／く、鶏 糞ノ

′ 、、、怯

°ワ、、
d O
q ノ．

、／
療 完

．／

′ノヽ

＼

J　　　　　　　　　　　　　 廿

悪

輿

＼ノ．＿．

1 ≠∴

d

l

l　 rQ
“　 ll聴二

l

t

這ク

凶

u つ r l l Iu V 耳

1
，

上 凶

」 白 書 ‘

l
＼

J戒 、u l ， l l

I＼’「Y削＼ l J 1 1 j

1ノ撒 潜 齢 結 黛

・‾・ 凶

一♂㌢㌣　　　　 ＿・ニ　N　　　　　 ，
抒 儲 淵 坪 ≠ 十 十 腎 一十五 楊 冒 ′0

　ヽ も止ノ〆 ［ l レ1．4 ＼ lヽ ll＼

讃 脚 空 陸　　　 －

． Ⅴ瀬 田 剤 射 I 一一　　　　 ／′

「、h　 t　ふ＼＼＝＋川
l ll l 、J＼ 11 m

1
巳 書

l k
■ t

C D ノ． l
■

4－ ■

ト「‾

ノ′　　－

「

呼 ′

rノ宅 ′h
ン肇 、ヽ＿＼

甑 ：

緻

1ノ

小

帯

ユ′n
∵ ＋

拶 ・・ ：

ヽII

．∴‾　くつ　　⊂〉

買気 …

、、さ・T

〆r 、ヽ
仁 コ豊

瘍 弓 、

′‾． －　 X　　 －

・．一一撃
無 ±

β 」二一⊥」

ン l、’、． 一帖 一 一
i ト

、・古 土

l♂　 ∴ 宝＿i幽

ロ ー・ ・ヽヽ ！－・



．

第3図　遺跡全体図および土層柱状模式図
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第2表1区出土遺物一覧表

種　 別 器　 種 C 層 D I 層 D Ⅱ層 D Ⅲ層 E 層 不明 合計

土器 須恵器 不明 2 2

土師器 不明 1 1 2

木製品 農具 輪カンジキ型田下駄 1 1 5 16

田下駄 5 1 6

鋤 （柄） 1 1

泥除け 5 1 6

横槌 1 1

容器 曲物 1 1

剖物 1 1

交通交易 付札状木製品 2 2

土木材 樋状木製品 1 1

杭 ・矢板 36 0 36 0

用途不明品 有頭棒 （板）状木製品 1 3 4

有礼棒 （板）状木製品 5 5

棒状木製品 1 1

その他 3 2 08 2 2 13

自然遺物 種実 4 4

合計 0 2 3 6 16 3 2 6 2 6

53

■輪カンジキ型田下駄

□田下駄

▲泥除け

●杭・矢板

☆用途不明晶

×土器

第4図　1区遺物分布図
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遺　構　の

検出状況

2の　2◎3匹の遺物激劃搬泥目上第鋸乱　臣窮酎郵

2＠3区のDm層からは、2区から東西方向の太畦畔SK…2が、3区から南北方向の大

畦畔SK－3が検出されている。SK－3にはそれと直交する小畦畔も1本確認されている。

SK－3は、盛土の中央部が、柑～邦雄陥没しており、2股に分かれたようになっている特

徴のある畦畔である。また、針葉樹と広葉樹の2種類の杭によって2条に補強がなされ、

杭列の間には田下駄や板材、矢板等の補強材が確認された。

総　点　数　本調査区では、301点の遺物が出土しており、5点の土師器片と灰抽陶器碗1点以外すべ

て木製品である。

木製品の約2／3は、杭◎矢板である。ほとんどの杭が長さ50cm程で∴：「mを越える杭は

数えるほどしかない。66ラインを境にして2区と3区を分けてみてみると、2区の出土木

南北畦畔の　製品はH点、3区は184点で∴調査面積の狭い3区の方が多い。これは、南北方向の畦畔
補　　　強

（SK…3）の方が東西方向の大畦畔（SK…2）より強固に補強されているということを示

している（「第4章　第1節　出土木製品の概要工「第4章　第10節　杭◎矢板」参照）。

器種別に見ると、輪カンジキ型田下駄の15点、泥除けの4点といったところが多い。分

出土状況　布の仕方は、SK…2に伴って出土したものは、輪カンジキ型田下駄4点、泥除け1点、S

K…3に伴って出土したものは、輪カンジキ型田下駄3点、泥除け3点で、輪カンジキ型田

下駄に関しては太畦畔への集中は見られない。Ⅹ63グリッドにはSK～2に直交する形で1

列に4点の輪カンジキ型田下駄が並んでいる。SK…2のこの部分は、盛土が切れていると

ころで、水口の可能性が指摘されており、水流によって小畦畔の方向に沿ってこのような

形で並んだ可能性もある。

遠目遺物　注目される遺物としては、えぶり、火きり棒、机が2区の大畦畔の盛土中から畦畔の芯

材として出土している。いずれも、岳美遺跡では1点しか出土していない。また、りI層

から灰抽陶器の椀と下駄が出土している。この灰粕陶器の椀は、猿投窯編年の折戸53号窯

第3衷　2◎3匹激田酌匪肇潰

種　 別 器　 種 C 層 D I 層 n HI層 n Ⅲ層 E 層 不明 合計
十器 土師器 不明 5 5

灰粕陶器 碗 1＿ 1
木製品 農具 輪カンジキ型田下駄 3 1 11． 15

田下駄 1 1
えぶり 1 1
睡強 け i 4 4

樫 身具 下駄 1！ 1
食事具 火きり棒 1 1
交通交易 付礼状木製品 2 2
家具 机 ！ 1． l＿
土木材 杭 ・矢板 i 200 200
用途不明品　 i

i

有頭棒 （板）状木製品 i 4 4
有乳棒 （板）状木製品 ！ 1． 1
i

i

棒状木製品 1 1
皇＿聖＿＿堕 2 6 1′ 63

合計 0 5 3 293 0 0 30 1

－8－
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式に比定されるものであり、層位の年代観を決定する上で重要な遺物である。

3ゆ　4匹の遺物出藍状況（上第川風∴断層沌図）

4区のmm層からは、南北方向の太畦畔SK－4が、E層からはE76◎77グリッドで湧水　遺　構　の

施設と考えられる土坑が検出されている。本調査区は、面積が狭く、しかも調査区全体に
検出状況

厚さ1m強にもおよぶコンクリート基礎が存在しており、表土から作土中にも産業廃棄物

が著しく混入していたため北東部と中央部に撹乱坑があった。SK4接上中央部がその撹

乱によって破壊されているため検出長は、わずか3。5mにすぎない。

そのため、出土遺物は76点だけで土師器片1点以外はすべて木製品である。木製品も、　総　点　数

杭◎矢板と用途不明品のみで注目すべきものはない。

4◎　5匹の遺物出土状況（巨第1墟凱I巨第7図）

5区のDm層からは、南北方向の大畦畔SK－5とそれに直交する小畦畔が検出されてい　遺　構　の

る。SK…5のH87グリッドには、水口と考えられる畦畔の途切れた部分がある。
検出状況

大畦畔解体の結果、調査区南端から約6．5mの範囲で畦畔の芯材として輪カンジキ墾田下

駄などの農貝類や板材などが多数集中的に出土した。これらの木製品の出土位置は、盛土

の検出位置よりやや南西方向にズレ、杭頭や芯材の標高が盛土上面より20～30cmも低いこ

とから、盛土畦畔より古い時期の畦畔に伴うものである可能性もある。

本調査区の出土遺物は175点で、3点の土器片、2点の種実以外はすべて木製品である。総　点　数

土器は、須恵器と土師器の破片である。

木製品の多くは杭◎矢板であるが、地面に打ち込まれていたものはほとんどなく、多く　出土状況

のものは畦畔の補強用の芯材として出土したものである。また、輪カンジキ型田下駄と泥

除けがそれぞれ4点出土しているが、その他多くは用途不明晶である。器種として、特に

注目すべきものではないが、147◎148はともに同じような形状の150cmを越える大型の有頭

棒であり、出土地点も近いことから何らかの関連があるかもしれない。

第4表　射区出遭遇猶か∃監表

種 ‾‾‾‾‾所‾ 器　 種　　 I C 層 D I層 D Ⅱ層 D Ⅲ層 E 層 l 小用 合計

土器 土師器 不明　　　　　 ‾‾…‾…‾‾‾1‾‾‾‾…‾‾‾‾‾ 1i 1

木製品 土木材 杭 ・矢板　　　　 i 34 ！ 34

用途不明品 棒状木製品　　　　 ［ 1 l 1＿
その他　　　　　 ！ 40 l 40

合計 i　　 o 0 0 75 1i　　 o 76

第6図　4区遺物分布図
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第5表　5匹出土遺物一覧表

種　 別 器　 種 C 層 D I 層 D Ⅱ層 D Ⅲ層 E 層 不 明 合計

土器 須恵器 不 明 1 1
土 師器 不 明 2 2

木製 品 農具 輪 カ ンジキ型 田下駄 4 4
泥 除け 4 4

容 器 曲物 1 1
土 木材 杭 ・矢板

l
1 15

l l l
1 15

用 途不 明品

！

！

有頭棒 （板 ）状木 製 品 4 4
有乳棒 （板 ）状 木 製品 1 1
板 状木 製品 l＿ 1

その他 1 3 8 1 4 0
自然 遺物 種 実 2 2

合壁＿＿＿＿ 0 1 0 1 7 3 1 0 17 5

遺　構　の

検出状況

補　　　強

第7図　5区遺物分布図

5◎　6◎7区の遺物出土状況（上第18◎21臥I巨第8図）

6◎7区のDm層からは、東西方向の大畦畔SK－6と、南北方向の大畦畔SK－7が検

出された。また、SK－6に対してはそれと直交する小畦畔が、北西方向と南東方向にそれ

ぞれ1本ずつ確認された。SK－6には、水口と考えられる部分もあり、レベル差から北西

から南東に水が供給されたと考えられる。

SK－6のし97グリッドからは、二条の杭列とそれらの問に敷き詰められた木の枝による

補強の状況が見られたが、遺物はあまり多くはない。SK－7は、北端と南端の部分に木製

品が集中していた。特に南端には、二条の杭列の問に田下駄や板材、矢板等を畦畔の補強

材とする状況が確認された。北端の方は、SK…6のし97グリッドと同じように木の枝など

が多く、木製品は南端と比較すると少なかった。

総　点　数　遺物の総点数は、347点で1区に次いで多く、3点の須恵器片、5点の種実以外は木製品

である。木製品の約6割は杭◎矢板であるが、6区から出土したものは47点で、137点が調

南北畦畔の　査面積の狭い7区から出土している。ここでも南北方向の畦畔に補強が著しいという状況

が見られる。その他の木製品では、輪カンジキ型田下駄が15点、泥除けが10点といったあ

たりが目立っているが、やはり7区からの出土が多い。また、別物は3点であるが、岳美

遺跡での出土総点数が4点であるため、本調査区に集中していると言える。

－12－



翼状木製品

⊥

十

第8図　6・7区遺物分布図
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■輪カンジキ型田下駄

□田下駄

◆大足
▲う尼除け

○曲物

△別物

◇付礼状木製品

☆用途不明品

×土器
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ノ′．　′′　　　　　．′・　一　方　　＿；′

攣‾；：＿：‾：＿：＿＿‾‾：＿室＿撃［：＿：＿：‾：：：：：：：：＿＿＿＿＿＿＿＿　詰‾…‾‾‾‾：：‾＿撃‾‾‾‾‾ C肩‾i…‾‾‾‾‾‾‾玩‾‾‾…董‾‾‾‾肩！‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾玩‾‾‾‾嘉‾‾‾肩覇‾‾‾惑‾‾肩E層！不明　j　合計

土器　　須恵器 碧 ！‾‾‾…‾‾iW‾れWム…”Vあル 1 i…‾‾‾‾…‾‾…‾‾　‾…‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾im′m……〃〝．…げ′…一”ほnmMumm′菅
糎 1 i　　鼠
糎瀾 i 1 i　　　　　 l

木製品　農具 i輪カンジキ撃坦貰駄 i 15 i　　　　 15
瞳球面 i 3 3

容器

交通交易

睡魔
護 3 3

憐潤滑 i＋＋i
i

i
i

10 i　　j　lO
；翼状本製品 1 i　　　　　 i
腫物 i i　　2 ！　　　　　　 2
別物 i i

i
3 i　　　　　　 3

付礼状木製品 虹…ムーu＿＿一＿＿ムー＿＿＿ 3 3
建築材 その他 i 鼠！ i＋＋［＋＋1

土木材 杭・矢板 ！ 184 1彿‾‾壷

用途不明品有頭棒（板）状木製品 3 ！　　　　　　 3

有乳棒（板）状木製品 2 2
その他 現＋＋：摘 82 ［　　　　　 且09

自然遺物㌃薗嚢 5 i　　　　　 5

合計i ……苛…m……‾…”…26 0 320≡≡萱≡≡藍≡墜

注目すべき遺物としては、7区から出土した翼状木製品がある。これは、「もぐら脅　翼状木製品

し工あるいは祭祀遺物ではないかと　考えられるもので鴻畦畔の盛土中から、翼部が軸部

樗装着された状態で出土した。形状は「木とんぼ」に似ているが、長さは翼部が残存長30も7

細軸部は42。9cmと、かなり大型である。その他、38の輪カンジキ型田下駄は、岳美遺跡で

、′m rl′、∴′、、　　　　′　′．　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　．　　　　′′

ら出土したものである。

一．　～う　メ′′㍉、戸∴多　　　′、ノ　′　　′∴ノ／：く　　　ノ．！′ノ、Jく

′、．′ノ′　′　．′　　　　　　′．　　　　　、　、∴　　　　　　　、　　　　　　　　　　‘、・　∴

交する小畦畔が東側と西側にそれぞれ1本ずつ確認された。SKつ‖お北側部分の約10m
検出状況

、　　′ノノ　ー　′′－′′ノ・ノ′　　　’　　　　、　‾　ノ　ーノ　　　′　　．一　　、　　・、、．、∴、

除けなどが補強材として集中的に見られた。

出土遺物の総点数は、膵点でそのほとんどは木製品である。土器は2点のみで、且点は　総　意　数

平瓦片で、もう1点は灰抽陶器の椀である。灰和陶器の椀は、猿投窯編年の折戸53号窯式

に比定されているもので、C層下面から出土した。

175点の木製品の7割弱は、杭◎矢板である。しかし、SK…8に対して打ち込まれてい

′ノ′、！∴。；つく　一　ハ‾≒l少　子′ヾ

！ 種‾‾…‾‾膏‾尋 器　種　　　　　 C層 D I層 DⅡ層「m 憎 i E層 i 不明

士器 睡瀾臓器 碗　　　　　　　 ！　 1 ！ i＋ ＋ i 1
恢 ！　 1 i ［ 1

木製品 農具 輪カンジキ型田下駄 i 1i　　 2 i 3
田下駄　　　　　 i ！　　 3 i 3
泥除け　　　　　 ！ i　　 5 ［ 5
馬鍬　　　　　　 i i i　 l i 1
田舟　　　　　　 ！ i　 l i 1

惨身具 下駄　　　　　　 i 1 i i 1
條適交易 付礼状木製品　　　 i 「…」 l＿
土木材 杭e矢板　　　　 ！ i l1－7 ！ H＿7
用途不明品

i
［

有頭棒（板）状木製親 i
i
i

i　　 4 i 4
有乳棒（板）状木凱糾 i　　 3 i 3
棒状木製猛…………」 i　 li i 1
その他　　　　　 ！ i　 瑚 ！ 35

合壁 i　　 2 1 1　 173i 0！　　 0 177

一一、つ5
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■輪カンジキ型田下駄

口田下駄

▲泥除け

◇付札状木製品

●杭・矢板

☆用途不明晶

N
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第9図　8区遺物分布図

たものは9本だけで、そのほとんどは、畦畔の芯材として横たわった状態で出土している。

その他は、用途不明品が多い。

馬　　　鍬　　注目される遺物としては、馬鍬、田舟、下駄などがある。馬鍬は、0110グリッドのSK

－8の盛土中位から、台木を南北方向に置き、歯を西に向けた状態で杭列の間から出土し

た。引棒、鳥居形把手はないものの残存状態はよい。田舟もやはり、SK－8の盛土中位か

ら出土している。下駄は、連歯下駄でDI層から出土している。

7．9～11区の遺物出土状況（ト第27図、II一第10図）

遺　構　の
検出状況

9～11区のDIII層からは、東西方向の大畦畔SK－9、SK－11と、南北方向の大畦畔S

K－10が検出された。SK－9、SKTllは、R121グリッドで若干の補強材が確認された他

は、盛土のみで構築されていた。いっぽう、SK－10は、SK－9・11との交点を中心に約

10mの範囲で補強材として使用された板材等が検出されたが、それより北の部分はほぼ盛

土のみの畦畔であった。また、SK－10から東に約7mのDIII層下層からE層直上で、大量

の板材の列（SK－10，）が検出された。SK－10，には、直交する木製品の列（SK－11，）が

あり、SK－11の約5m北に位置する。SK－10，、SK－11，ともに盛土は見られないことか

ら、SK－9～SK－11より古い段階の大畦畔と考えられる。

総　点　数　　出土遺物の総点数は388点で、土器が23点、木製品が300点、種実が65点である。点数も

多いが、器種もバラエティーに富んでいる。

土器の23点という数字は、岳美遺跡の調査区の中では最も多い。ほとんどは、破片で土

助宗窯産の　師器片が19点と多い。ほぼ完形に復元できたものとしては須恵器の有台杯（3）が出土し
須　恵　器

ている。藤枝市・助宗窯産で8世紀の第3四半期のものである。この有台杯は、SK－11の

－16－



盛土中～底部を軒心に∴紛鋤罰紛範囲に散在し、底部は地面に対し横に突き刺さったよう

、　　　　　　　　　　　　　、－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　′、

す遺物として非常に重要なものである。

木製品の約6割は㌔杭⑳矢板である。しかし、この杭◎矢板のほとんどは、畦畔の芯材

＼　　　・・′′・

点にわずかに見られるのみである。杭で畦畔を補強するとい　状況は、　区以東ではほと

んど見られなくなる。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、　′　　　　　　　八ノ

いったところの出土数が多い。分布の仕方は、輪カンジ針墾田下駄で璃∴SKつ都から出土

ノ′　　　　、＼　　　　　　　　　　　．　　　　＼　′　　　　　　　　　′　一

り、南北方向の畦畔から出土したものが多く、樽にSK」瀬は検出長が短いにもかかわら

ず、数多くの輪カンジキ型田下駄が出土している。　監…用には、輪カンジキ墾田下駄以外

の木製品も集中している。泥除けは、畦畔に伴って出土したものは少なく、散在している。

曲物は、　点の内の　点　拍蟻砂l蟻の鼠摘）がS123グリッドのほぼ同地点から出土してお

洩　法蔓　近いことから、その内　点は同一個体となる可能性が高い。樋状木製品は、総

．　　′′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　＼　　ノ　　　　　　ー

出土しており、いずれも畦畔の芯材として、畦畔の方向に沿って出土している。瀬名遺跡

では、樋状木製品は淘　レベル差のある畦畔越しに水を適すための導水施設として報告され

ているが、岳蓑遺跡ではそのような状況は見られなかった。

その他、横櫛が主点、正接狛啓の上面から出土している。櫛はこのl点のみで、残存状態　機　　　覇

は良　ない。身が3つに割れており、中央に残っていた歯も根本から折れた状態で出土し

ている。

ニ′　　－‾　′　　　　　　　　′∴’、．、　　‥　．

は区の拍Ⅲ層からほ、商北方向の太畦畔SK…12が検出された。暖畔北部には撹乱坑が見　遺　構　の

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　l　　　　　　　　　－　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、　　′　　　　　　　　　　・′

′．♪ノ　へ。　　　　　ノ　　　∴　与．‘′′・

検出状況

W〃m”V”‾…”ル‾‾撃＿‾‾＿‾＿‾：＿：：：‾‾＿：撃‾撃 i＿：‾＿：‾：＿：：‾：‾：：：：‾‾：‾‾‾： 墾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾種 C層 i‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾玩…董‾酢 D 謹‾‾肩 玩‾‾惑‾‾顧‾ 鷲‾‾肩 i 不明 合計
土器 須恵器 有台杯 ！ 鼠 i…N”～‾Hm””murW“WW“m〃‾””MWn… 鼠

糎瀾 3 3
土師器 杯 4 i＋ ＋ 1虹　　 5

胚瀾 ！‾ 13 且 14
本製品 農具 i輪カンジキ型田下駄 i　 l i　 19 i 20

田下駄 ！ 4 ！ 4
大足 i 1 i

「＋ …当
1

憐瀾瀞 10 10
容器 曲物 i 5 ！ 5
装身具 横櫛 ［ 1 i 1
建築材 ．扉板 ！ 1 i 1
土木材 樋状木製品 i 4 i 4

杭・矢板 188 188
用途不明品 有頭棒 （板）状木製品 i …ん＿＿一旦j i i＿＿＿＿…＿＿　　 5

有孔棒 （板）状本製品 i i 7 i 7
その他 i 7l 47 i 54

自然遺物種実 i 64 i＋ 1 65
合計 0　　　　　 1 7 377 0　　　　　 3 喜‾義‾§

…二は∴…
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ない土盛畦畔であった。

遺物の総点数はわずかに17点で、木製品と種実が各8点、土器片が1点である。すべて　総　点　数

DIII層からの出土である。これは、調査面積が最も狭く、SK－12の検出長も7．5mにすぎ

ないことが、要因の1つとして考えられる。また、SK－12は、南北方向の畦畔であるが、

調査区が東隣の上土遺跡寄りであり、東寄りの調査区は畦畔の補強が少ないという傾向が

ある。

注目される遺物は、須恵器の無台杯と田舟がある。須恵器の無台杯は、約4／5が残存し　注目遺物

ていた。田舟は、岳美遺跡では2点しか出土していないもので、SK－12の盛土下位から出

土した。

9．14区の遺物出土状況（I一第33図、Iト第12図）

14区からは、SR－3が検出されている。SR－3は、DII層から下刻されており、条里　遺　構　の

型水田より新しい流路と考えられる。大畦畔は検出されていないが、SR－3の右岸側に、検出状況

大畦畔の痕跡であると思われる杭列や板材などの補強材の列が確認されている。このため、

本来存在していた大畦畔が、SR－3によって浸食されてしまった可能性がある。

出土遺物は105点で、10点の土器、5点の種実の他はすべて木製品である。本調査区は、総　点　数

DII層からの出土遺物が多いが、それらはすべてSRA3から出土したものである。

土器は、須恵器片と土師器片がほとんどであるが、その中で須恵器の有台杯が注目され

る。これは、8世紀の第3四半期のものと考えられ、層位の年代観を決定する上で貴重な　8世紀後半

遺物である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の須恵器

木製品の約半分は杭・矢板で、その他は、3点の泥除け以外すべて用途不明晶である。

第9表12区出土遺物一覧表

種　 別 器　 種 C 層 D I 層 D Ⅱ層 D Ⅲ層 E 層 不 明 合計

土 器 須 恵器 杯 1 1

木 製品 農 具 輪 カ ンジキ型 田下駄 1 1

田舟 1 1

土 木材 杭 ・矢 板 3 3

用途不 明 品 その他 3 3
自然 遺物 種 実 8 8

合計 0 0 0 17 0 0 17

19



遺　構　の

検出状況

′　　　く′　　　′．　′　　′、　・　　　　　　　！ニ　′

、、　　ノ　　　　　　・′　　　′、　　　　　　　　・　．　一

、　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′、

－．′　1、1・．．f．一一一ノ＼ムーノト　ー′　．「，llTlトnT＼レI　ヾ　1・－　A　一　　　∵†∵．I＿ご11【一，一′，卜一　一′　r・▼′tや－r、　　－′

′こ4しこi上し叉ニウ　ノリノ」＼町弾I二乙11′／ト、圧」聴ノ月や‖」や上し＼しいり。

l　′　′　′丁　　－　　　　　　′　　　′　　　ヽ　　　　　　　、　　　　　一

ノ　　　ノ　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　－　　　　、

緒　点　数　　出土遺物は凱点で、調査面積の割にその数は非常に少ない。しかし鴇種実は翻点出土し

ており、他の調査区と比較して持出している。また淘　監層からの出土遺物が多いが、その

多くはS段一5から出土したものである。

土器は膵薫出土しており、他の調査区と比べその数は多い。須恵器片淘土師器片がばと

青　磁　措　んどであるが中に青磁片が1点含まれる。これは、龍泉窯産でB蟻4グリッドのC層下面か

ら出土したものである。

′　　＿　　′　′ノ　　　　　　ー′、ノ　　　　′　　　′　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′ノ

とまって出土している器種は少ない。約　割は、杭怨矢板であるが鴇地面に打ち込まれた

′′′　′ノ　／Jt　　、ら　　－　′、・

：‾‾；‾＿：：‾‾‾‾‾…ルNW‾‾‾…‾‾…‾‾‾‾撃：＿…＿…＿＿‾＿‾＿＿＿＿＿＿m＿…．WPi“一：≡：：＿‾＿‾＿：‾：＿‾：‾＿＿＿＿＿　＿＿型‾‾‾‾‾種　‾；…＿‘苛F‾…＿：＿：‾＿‾＿‾＿萱＿‾＿攣　り‡‾‾‾‾‾肩‾‾‾‾‾nⅡ層　琵‾‾‾玩‾‾肩琵層…‾‾‾i”…m‾‾‾‾‾不‾萌『竃膏
土器　　須恵器　　　瞳廼墜…＿‥＋’…「

L。u………＿＿……　陰≡≡‾　護…－ムー≒幸≡孝

i‾‾‾‾‾…　　2 i‾‾‾…‾‾‾‾‾ 2
i＋＋1 」 凰　　鼠

車′ンー‾ll、l′′′‾ノンノ′ノノ′．‾′′′一‾ノ′［ ＝達＿ノー．＿＿ん＿み＿＿＿ 且
l　　　　り

卜　　　　l　　　　　　U
i

i　　　　　　i 3
睦師器　　　陸戦 輸‾′y′′′ハヮ‾ノ‾′ノ′‘′′．1′′、ン、

3 i 3
木製品　選堅－　 ＿＿泥準＿げ　　　　　 患－』三：ルハム′‾‾ i＿　　3 ！ 3

睦塑虹　　 杭の矢板　　　　 i　　　　　 3 鼠3　　　　29 虹。…＿…一＿＿Mh＿＿＿＿＿茎＿＿．′′．．．ノ＿（ノ、紺
用途不明品　有頭樺（飯）状木製品　　　 i＋＋！

有乳棒（擬）状木製品i　　‾頂
1 ！ 1
2　　　　1 i 3

iその他　　　　　 』＋＋i＋＋うm　　 喜5 i 38
堕＿墜＿撃墜＿＿＿i＿＿墜＿墾　　 i　　　　　　　　　 i m i…‾‾…‾‾‾‾ 5
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状態で出土したものは数えるほどしかない。畦畔の補強材としての木製品もほとんど見ら

れず、ここでも東寄りの調査区は畦畔への補強が顕著でないという特徴を嘉している。

本調査区の特徴として、石製品が　点出土していることがあげられる。他の調査区では、

石製品の出土は見られない。　点の石製品はいずれも砥石で、温点は流紋岩質凝灰岩製の　2点の砥石

小型の手持ち砥石、もうl点は凝灰質砂岩製の大型の置き砥石である。後者は、SR－5よ

り出土した。

注目される遺物は、り描層では扉板鴻火きり臼がある。扉板は、下部の突起部分が一部　扉　　　板

－　　　　・′・、′′′　、　　　　′．・J・、．、′′　、・　′∴－．　‘－、ノ．．　′．一　′′、：ノ、、′　㌔：′　一

きり臼は、岳美遺跡ではこの1点だけで、両端が欠損しているものの6カ所のウス部があ

り、SK」5の盛土下位から出土した。E層からは、大足言晰軋横槌、橙、置き砥石が出

土している。樺以外は、いずれもSR…5から出土したものである。大足は、覆土最下層か　大　　　足

ら、縦枠が2つに割れ、3本の横木がバラバラになった状態で出土したが、縦枠は接合で

き、3本の横木が上から順に縦枠のポゾ孔に結合する。鋤柄は、下部が欠損しているもの　鋤　　　柄

の丁寧に加工されているもので、覆土中層から出土した。横槌は打部の中心が欠損してい　機　　　槌

るもので、覆土最下層から出土した。確は、調査区の外周を回っている排水溝のすぐ外側　　　確

で横になった状態で出土した。

参考文献

静岡県埋蔵文化財調査研究所　『瀾名遺跡m（遺物編Iと）』1鱒　→樋状木製品の出土状況について

静岡県埋蔵文化財調査研究所　『岳美遺跡‡（遺構編）。i1995→遺構検出状況について

茅∴　′Y　、ノ　．声、．云∵一春　吉圭；や

準　 則　 ！　　 器　 種 C 層 n †層 D 打開 n Ⅲ層 E 層 不 明 否‾評‾…‾

土器 須 恵器　　　 匪 身

匪 蓋

懐

i不 明

1 1

1 l

3
葛

3

6 6

士 帥器　　　　 皿

碧

1 ユ＿

1．． ユみ

杯 明 1 2 3

青磁　　　　 憐 1 1

木製 品 農具　　　 i輪 カ ンジキ型 田下駄 3 i 3

上大足 1＿ 1！ 2

！鋤 （柄 ） ユ．．i 1

憐 僚 け 1． lA

i横槌 1 1

食 事具　　　 陳泊 り臼 ユ． 1

漁 猟具　　　 憐 1 1

建 築材　　 i扉板 1 1

！そ の他 1 1

土 木材　　　 圃 ∴ 矢腐 6 2 1 5 7 7

用途不 明 品　 捧 腰 棒 （板 「状 木製 品 1 1

i有乳 棒 （板 ）状 木製品 1 1

圧 亘 木出 ∴ 1 1

！その他 3 6 1 1 12 2 34

石製 品 砥 石　　　 i 1 1 2

自然 遺物 墜 実　　 i 6 9 1 70

会計 ！ 3 3 6 16 5 3 5 3 2 15
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∴∴二．＿「三

第温節　出丑並器の概要

須恵器、土師器を中心に70点の土器が出土しているが、復元できたものはわずか6点で

他はすべて破片である。実測された遺物を除くと、器種の特定の困難な細かな破片が大半

を占めている。焼き物の性質上土師器の方が、摩耗の激しい細かい破片が多い。しかし、

数少ない実測可能な土器は、層序の年代観を決定できる良好な資料である。

調査区毎では、9～n区と15◎16区からの出土が多い。須恵器、土師器は、ほとんどり

m層から出土している。須恵器では特に、8世紀第3四半期のものと考えられる藤枝市◎

助宗窯産の有台杯が、9～11区の太畦畔（SK∴n）の中から出土しており、条里型水田の

助宗窯産の
須　恵　器

構築が8世紀第3四半期まで遡ることが明らかとなった。灰粕陶器は、C層下面、りI層　8　世　紀

下面から各1点出土している。いずれも椀で、猿投窯編年の折戸53号窯式に比定されるも

のである。青磁は、13世紀の龍泉窯産と考えられるもので、C層下面から1点出土してい

る。

第2節　須恵器

第3四半期

渾身、士不蓋、婆がある。渾身は、有台塔と無台土不が見られる。

奈良時代後半のものが中心だが、古墳時代の遺物と考えられる土器片が2点ある。自然　年　　　代

袖のかかった日縁部の小片とよ不蓋の口縁部と思われる小片である。

産地は、助宗窯産のもの以外ははっきりしないが、ほとんどのものは県内産で、湖西窯　産　　　地

産あるいは活ヶ谷窯産の可能性がある。

無高台渾身（且　◎2）

1は、15の16区のSK＋蟻から出土した8世紀後半の県内産の無高台渾身。胴部の下1／

3から底部にかけて、回転へラ削りが見られる。

2は、12区のSK」2の盛土内部から出土した。薄手で洗練された作りの無高台坤身。8

世紀後半の県内産である。

第五2表　調査区別土器…覧表

種　 別 1 区 2　e　3 区 4 区 5 区 6 ・7 区 8 区 9 ㌦ 1 1 区 1 2 区 1 4 区 1 5 ・1 6 区 合計

須恵器 2 1 3 4 1 7 1 1 29

土師器 2 5 1 2 19 3 5 37

灰袖 陶器 1 1 2

青磁 1 1

瓦 l＿ 1

4 6 1 3 3 2 2 3 1 10 17 70

第五3表　層別土器一覧表

種　 別 C　 層 D I 層 D Ⅲ層 D Ⅲ層 E　 層 不　 明 合　 計

須恵器 28 1 2 9

土師器 1 2 30 2 2 3 7

灰 紬陶器 1 1 2

青 磁 1 1

瓦 1 1＿

合 計 3 4 0 5 8 3 2 7 0
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8　世　紀

第3四半期

有台輝身（3～5）

3は、9～11区のSK…11盛土内部から出土した。8世紀第3四半期の藤枝市砂助宗窯産

の有台杯身である。塔身の底部が非常に厚く、助宗窯の特徴がよく表れている。出土状態

助　宗　窯　は底部を中心に半径約60cmの範囲に破片が散在していたが、ほぼ完形に復元できる。

4は、14区のDm層から出土した有台土不身。8世紀第3四半期の有台杯身の底部で、そ

の異常な厚みから、これも藤枝市◎助宗窯産と考えられる。焼成時の大きな火ぶくれが見

られ、表面には鉄分が吹き出している。

5は、14区のDm層から出土した、県内産の有台土不身。高台の形が3と同じで、中央が

やや窪んでいることから、やはり8世紀第3四半期のものと考えられる。

その他（6）

須恵器の土不の目線部。有台か無高台かの判別はつかない。

聾（10）

賓の胴部の破片である。表面には斜行のタタキ目が、裏面には青海波文が見られる。同

様の須恵器の賓は、10の他に4点が15◎16区を中心に出土している。

第3節　灰軸陶器

灰抽陶器は2点のみで、いずれも椀である。

折戸53号窯式　　7は、2区の大畦畔上のりI層下面で出土した。猿投窯編年の折戸53号窯式に比定され

る10世紀後半～11世紀前半の県内産の無柚の灰粕椀である。内面にスス痕があるが、廃棄

された時点でごみと共に焼かれたとするにはススの付き方が不自然で、2次的な使用に

よって付着したと考えられる。8と比べ、底部の糸切り痕がそのまま残っている新しい形

式をとっているが、口縁部は古い形式を残している。

8は、8区のC層下面から出土した、猿投窯編年の折戸53号窯式に比定される10世紀後

半～11世紀前半の無柚の灰柚碗である。底部の糸切り痕を消してあるところは、7より古

い形式を残しているが、目線部は新しい形式である。

第4節　その他

貞三
円

土師器、青磁、瓦がある。

土師器は出土数としては最も多いが、すべて破片である。坪が多いが、摩耗が激しく小

片が多いので器種の半順路ゞっかないものが多い。

9は、15◎16区のDm層から出土した駿東婆の日縁部である。

磁　　青磁（写真図版1－A）は1点のみ、15◎16区のC層下面から碗の破片が出土している。

13世紀の龍泉窯産である。

瓦（写真図版1－B）は、8区C層から出土した平瓦の破片である。

参考文献

八木勝行　「志太地域における律令期須恵器について」（『藤枝市郷土博物館年報e紀要No2』）1989

→助宗窯　須恵器について
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第4車　木製品

第胤節　出丑木製品の概要

「第2章　出土遺物の概要」で触れたように、出土木製品の総点数は2，196点で出土遺物　総　点　数

の90％以上を占める。器種別には、杭◎矢板が1，323点と最も多く約60％を占める。しか

し、土木材を除き用途の特定できる物の中では農貝類で、輪カンジキ型田下駄が77点、泥

除けが43点、田下駄が17点などまとまった点数が出土している。

分類については、『木器集成図録　近畿古代篇』

を参考にして、農貝、容器…など10種類に大き

く分類し、さらに、それぞれの大分類の中を器

種別に、農具は輪カンジキ型田下駄◎田下駄◎

大足…、容器は、曲物◎別物などの様に細分類

した。分類は、大項目で10種類、細項目で27種

類を数え、点数は少ないものの農具以外の器種

の出土も見られ、水田遺跡という遺跡の性格の

割に種類はバラエティーに富んでいる。

各調査区での木製品の出土の密度は、第15表

に示した。この表は、各調査区の面積に対し、

どの程度の密度で木製品が出土しているかを1

グリッドの面積である100m2当たりに換算して

と、『瀬名遺跡m（遺物編I）本文編』　分　　　類

第15表　調査区別木製品密度

調 査 区 面 積 （扉） 木製 品点 数 点数 ／1 0 0 扉

1 区 4 6 3 ．6 6 1 8 13 3 ．3

2 区 7 3 2 ．9 1 1 1 15 ．1

3 区 2 8 0 ．0 1 8 4 6 5 ．7

4 区 13 5 ．8 7 5 5 5 ．2

5 区 1 8 1．0 1 7 0 9 3 ．9

6 区 7 2 3 ．1 1 3 0 1 8 ．0

7 区 2 5 6 ．3 2 0 9 8 1 ．5

8 区 3 2 6 ．8 1 7 5 5 3 ．5

9 、 1 1 区

l ＿　　｛　「一一　　　　　　　　 l

7 2 §＿・＿牢

l

3 0 0

l

4 工3

鬱

第14表　木製品一覧表

種　 別 器　 種 1 区 2 ・3 区 4 区 5 区 6 ・7 区 8 区 9 ～ 1 1 区 1 2 区 1 4 区 1 5 ・1 6 区 合計

農具 輪 カンジキ型田下駄 16 1 5 4 1 5 3 2 0 1 3 7 7
田下駄 6 1 3 3 4 1 7
大足 3 1 2 6

鋤 （柄） 1 1 2

えぶ り 1 1

泥除け 6 4 4 10 5 1 0 3 1 4 3

馬鍬 1 1

横槌 1 1 2
田舟 1 1 2

翼状木製品 1 1

容器 曲物 1 1 2 5 9

到物 1 3 4

装身具 下駄 1 1 2

横櫛 1 1
食事具　 l

l

火 きり臼 1 1

火 きり棒 1 1

漁猟具 擢 1 1

交通交易 付礼状木製品 2 2 3 1 8

家具 机 1 1

建築材　 I

l

扉板 Il 1 1 2

その他 I
l 1 1 2

土木材　 l

l

樋状 木製品 1 4 5

杭 ・矢板 360 20 0 3 4 1 15 18 4 1 1 7 1 8 8 3 4 5 7 7 13 2 3

用途不明品 有頭棒 （板）状木製品 4 4 4 3 4 5 1 1 2 6

有乳棒 （板）状木製品 5 1 1 2 3 7 3 1 2 3
棒状木製品 1 1 1 1 1 5
その他 213 6 3 4 0 4 1 10 9 3 5 5 4 3 38 3 4 6 3 0

合計 618 2 9 5 7 5 1 7 0 3 3 9 17 5 30 0 8 9 0 1 2 6 2 1 9 6
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調査区毎の　示したものである。この表から2つのことが指摘できる。第1に、南北方向の畦畔を持つ
出土状況

層位毎の
出土状況

調査区は木製品の密度が高いということである。南北方向の畦畔を持つ3区、7区は、そ

れぞれ東西方向の畦畔を持つ隣の2区、6区の4倍以上の密度で木製品が出土している。

これは、南北方向の畦畔が、東西方向の畦畔より補強を強固にする必要があったことを示

している。第2に、西の池ヶ谷遺跡寄りの調査区では出土木製品の密度が高いが、東の上

土遺跡寄りの調査区では密度が低くなる傾向があるということである。この2つのノ由ま、

「第10節　2◎　杭◎矢板」の項でよりはっきり示される。

出土層位毎に見ると、条里型水田の遺構面であるりm層が全体の94％を占め、りI層、

りH層が各2％、E層が上6％、C層が0．4％である。DI層、DH層は、条里型水田

が廃絶された後の泥炭層で、E層は、条里型水田が営まれる前の砂～シルト～粘土質（1

区から4区：砂層、5区：やや粘質、6区以東：粘土質）であることからするとりm層出

土の木製品が94％を占めるのは当然の結果である。

翼状木製品　　注目すべき木製品としては、翼状木製品、馬鍬などがある。翼状木製品は、祭祀遺物あ

馬　　　鍬　るいは「もぐら脅し」と考えられるもので出土例の少ない貴重な遺物である。馬鍬は、引

棒と鳥居形把手はないものの、台木と歯の部分の残存状態がよい。

第2節　農輿

上　輪カンジキ型閏下駄（且且～60◎197～220）

用　　　途　　輪カンジキ型田下駄は、稲刈りなどの時に湿田にはまり込まないために履くもので、77

点出土している。瀬名遺跡では、同時期の輪カンジキ型田下駄は8点しか出土しておらず、

調査面積を考え合わせるとその数は非常に多いと言える。樹種は、他の木製品と同じくほ

とんどスギである。

足板◎横木◎輪　　輪カンジキ型田下駄は、足を載せる足板、足板を下から支える横木、足板と横木を結合

させる輪の3つの部材からなる。しかし、この3つがセットになって出土する例は少ない。

岳美遺跡でも、足板、横木、輪がセットで出土したものは38の1点のみで、しかも約半分

しか残存していない。また、足板と横木がセットで出土したものは、11の1点だけである。

その他の75ノ由こついては、足板のみの出土である。ただし、その他の部材とセットで出土

していないため用途不明品の有頭棒としたものの中には、輪カンジキ型田下駄の横木にな

るものが相当数含まれていると思われる。151～155◎157～162の11点はその可能性が高い。

岳美遺跡では、他の静清バイパス関係の遺跡である池ヶ谷遺跡、上土遺跡、瀬名遺跡と

共通の基準で、輪カンジキ型田下駄の分類を行った。輪カンジキ型田下駄は、その多くは

足板の分類　足板のみの出土のため、足板の分類をもって輪カンジキ型田下駄の分類とした。分類する

ことによって、それぞれの形態に分布の仕方の違いなどがでれば、使用集団の違いなどが

指摘できるかもしれない。また、分類した形態ごとに、足板と輪を緊縛する部分の距離を

計測することによって、形態それぞれの特徴が指摘できるのではないかという予想の元に

である。輪カンジキ型田下駄の分類については、『瀬名遺跡m（遺物編I）本文編』で中山

氏が、模式図を示し7種類に分類しているが、、今回の資料整理の中で、それぞれの遺跡か

ら出土した輪カンジキ型田下駄を網羅する共通の分類を考え、その分類に瀬名遺跡も当て

はめてみた。第15図は、分類の模式図である。

平面形態　　まず、平面形態から大きく2つに分類する。
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I類　長方形のもの

甘賛　前後の幅が中央より細くなっている、いわゆる舟形のもの。仕草はさらにその

側辺形態から、2つに分類する。

I「1類　例辺加工が多く、両側面がカーブを描くような形態

Ⅲ＋2類　側辺加工が少なく、両側面が直線的な形態

さらに緊縛方法から4種類に分類する。

a　切り込みを入れてくびれを作り、緊縛部を作り出すタイプ

b　上下に1つずつ緊縛孔が穿たれているタイプ

C　上下に2つずつ緊縛孔が穿たれているタイプ

d　その他のタイプ　　岳美遺跡では、木釘で緊縛したものがある。

またその組み合わせ形態として、切り込みを入れてくびれを作り、上下に1つずつ

緊縛孔が穿たれているタイプの、a bがある。

そして、平面形態での分類と、緊縛方法からの分類を組み合わせ、上a、H－上bなど

のように表記することとした。

各形態の出土点数の内訳は、第16表のとおりである。

Ⅱ類と私費を比較すると、Ⅲ類はI類の3倍以上の出土がある。I類の中では全体の個

緊縛方法

出土点数

「 才　　　　　　籍豆　　　　　　云　　　　　　C　　　　　　d

‡

類

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　．

□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　 ．

Ⅱ

類

1

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　●

□　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □　　　　　　　　　　　　　　　　　 □　　□　　　　　　　　　　　　　　　 ・　 ・

2

□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　・

［］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こコ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。

第摘匡　輪カンジキ型関下駄分類模式図
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第16図　岳美遺跡、輪カンジキ型田下駄分類一覧図
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体数が少なく傾向はつかみにくいが、Cが比較的多い。

Ⅲ㍉招卦は全体の個体数も最も多く、a◎a b◎bは摘

点以上の出土があった。Ⅲ十㌢類は言鼠が14点と持出し

ている。転用の2点（218の219）は、いずれも曲物から

である。不明（220）は、緊縛部が欠損しているため、分

類できなかったものである。

次に、緊縛方法だけの分類数では、aが29点、a b

が13点、bが19点、Cが12点、dが1点で、a◎a b魯

b⑳Cにまとまった個体数があり、特にaが持出して

いる。緊縛部の形態の違いは、作り易さと強度の問題

があると考えられるが、aが多いというのは作り易い

からであろう。a bという形態は、作り易さの上に強

度を確保するためと思われる。

第17図は、前述した4遺跡の輪カンジキ型田下駄を分類しそれぞれの個体数の割合をグ

ラフ化したものである。なお、この分類図は転用と不明を除いている。あらかじめ断って

おくが、岳美遺跡と池ヶ谷遺跡の輪カンジキ型田下駄は、条里型水田に伴うものであり奈

良時代末期から平安時代前期のものである。一方、瀬名遺跡は、弥生後期から中◎近世の

ものまでを、上土遺跡は、奈良時代末期から中◎近世のものまでを対象としている。同時

代のもののみで比較する方が、より正確なデータが得られるが、対象個体数が少なくなっ

てしまうため、輪カンジキ型田下駄一般として読みとっていただきたい。

4遺跡のデータを比較してみると、岳美遺跡のものは形態がバラエティーに富み、最も

劉射パ渦は＋多いⅢ言上aでも摘％で他の遺跡と比較して持出した形態がなく平均的である。特にI類

ではその傾向が強く、5種類の形態があり、上d（22主　上ab（198）は岳美遺跡にし

か見られない。上dは、くびれの緊縛部を持ち更に木釘が残存しているものである。Ⅲ㍉2

－aは、池ヶ谷遺跡、瀬名遺跡で特出しているが岳美遺跡ではそれほど顕著ではない。aと

いう緊縛形態は、一般的に多い形態のようである。

大　き　さ　　次に、輪カンジキ型田下駄の大きさについてである。前述の様に、輪カンジキ型田下駄

は本来、足板、横木、輪の3つの部材がセットになる。しかし、3つがセットになって出

土するのは希で、その多くは足板だけの出土である。そこで、足板と輪の緊縛部間の長さ

を計測することによって、輪カンジキ墾田下駄の大きさを推定する事を試みた。緊縛部間

計測方法　の長さが長くなれば、それに比例して面積も広くなると考えられるからである。計測の仕

方は、aはくびれからくびれまでの距離を計測し、左右で平均した（第18図①）。bは、前

後の緊縛孔の中心の距離を計測した洞②）。Cは、前後の緊縛孔の中心の距離を計測し左

右で平均した（同③）。a bについては、aの部分を計測した。第17表が計測結果である。

これは、計測可能なものだけを対象としているため、分類点数とは一致していない。

I類とH類
の大　き　さ

この表から、Ⅲ類の方がI類より大きいことがわかる。そのことを更にわかりやすくす

るためにグラフ化したのが、第19図である。このグラフから、I類は、20～50cmの中に平

均して収まっているのに対し、相葉は、個体数のピークが40～壷cmであり、25～65cmまで

のものがあり比較的大きめのものが多い。第1第喪を更に細かく見ていくと、個体数が少な

く一般的な傾向となりうるかわからないが、m類の中で滝上　私言上イが小型である。Cは、

上下2孔タイプであるためあまり大型になると緊縛しにくくなるためであろうか。また、
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I「1－a bは、II類の中でも特に大型である。a bは、最も強く緊縛できる形態と考えら

れるため大型のものはこの形態が多いのではないかと思われる。

次に、前述の4遺跡で輪カンジキ型田下駄の大きさを比較するため緊縛部間の距離を計　他の遺跡

測し、その個体数の割合をグラフ化したのが第20図である。

このグラフから、岳美遺跡の輪カンジキ型田下駄は他の遺跡と比べて大きなものから小

さなものまでのばらつきが大きいことがわかる。最大62．5cm、最小21．3cmで、他の遺跡に

は1点も出土していない55cm以上のものが6点で11．5％、25cm未満のものが3点で5．8％を

占める。最も個体数が多かったのは、40～45cm未満のものが14点で26．9％を占める。これ

は、上土遺跡のピークと同じである。

次に、池ヶ谷遺跡と岳美遺跡を比較すると、池ヶ谷遺跡は30～35cm未満のものが最も多

く、瀬名遺跡のピークと同じであり、岳美遺跡のピークより10cm短い。しかし、池ヶ谷遺

跡も岳美遺跡も、上土遺跡や瀬名遺跡と比べて持出した部分がなく平均的である。岳美遺

跡のグラフを左へ平行移動すれば池ヶ谷遺跡

のグラフと同じような軌跡を描く。

これらのことを総合すると、岳美遺跡は、

最も個体数の割合が多いのは40～45cm未満で

上土遺跡と同じであるが、そのグラフの軌跡

は池ヶ谷遺跡に近い。言ってみれば、2つの

遺跡の中間に位置する岳美遺跡の輪カンジキ

型田下駄は、上土遺跡的要素と池ヶ谷遺跡的

要素を合わせ持つ、2つの遺跡の中間型と言

えるのではないか。
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第17図　遺跡別輪カンジキ型田下駄分類図
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S Kll（11
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1㌔’2（）・21
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i　 3 5 5 区　　　 睦 K －5　 iw つ 0 7　 i　　　　 i　　　　 ！　　　 3 招 口十 b
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射） ゆ　 区　　 は K －7　　 匪 5 2　 i　　　　 i　　　　 i　　　　 46 90 廿ヰ「b
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i
l
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本文編』では、池ヶ谷遺跡と瀬名遺跡の板状田下駄の面積を比較し、前者の方が後者のも

のより太型であることが指摘されているが、今回の輪カンジキ墾田下駄の結果はそれを再

確認したことになる。やはり、静岡平野の中でも一大集水地帯である麻機低湿地の南部に

位置する3遺跡と、長尾川が開削した扇状地にのり、長尾川の押し出した多義の土砂の堆

積した地形に立地する瀬名遺跡の地盤の違いが、輪カンジキ墾田下駄の太ききにも影響を　地盤の影響

与えているのであろう。
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田下駄も輪カンジキ墾田下駄と同じ機能を持つもので、膵点出土している。当初は、輪

カンジキ型田下駄と判断していたものもあったが、緊縛部が見られないことと、サイズが
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第20図　遺跡別輪カンジキ型田下駄計測図

異常に大きいことから、田下駄であると判断した。いずれも縦長の板状田下駄で、長さは

非常に大型　41．3～88．2cmまであるが、多くは70cm前後で輪カンジキ型田下駄と比べて、非常に大型で

緒孔の位置　ある。緒孔が全体的に前の方に穿たれているものが多いが、後ろの2孔が田下駄の重心に

なっているようである。

形　　　態　　形態は、大きく3つのタイプに分けられる。長方形の板材をそのまま利用したもの

（61～63など）、長方形の板材の前の二隅をカットしたもの（69・70など）、長方形の板材の

四隅をカットしたもの（72・73など）である。それぞれの形態で、出土分布状況に特徴が

あるわけでもなく形態分類する意義は兄い出せなかったため形態分類までは行っていない。

3．大足（74・75）

用　　　途　　大足は、緑肥を代の中に踏み込んだり代掻きをするものであり、形状は枠型田下駄に似

ているが田下駄とは機能を異にする。岳美遺跡では、6点出土している。代掻きには、牛

馬による「馬鍬」、人力による「えぶり」と「おおあし」が併用されるが、岳美遺跡ではそ

の3つとも出土しているため水田の状況に応じ丁寧に代作りが行われていたと推測される。

大足の各部分の名称については、第21図を参照

第21回　大足各部の名称

－36

されたい。

74は、6区のSK－6から出土したもので足板

の装着部であり、足板横枠と呼称したい。一部

欠損し、2つに割れているが、復元長は52cmほ

どになると思われる。

75は、15・16区のS R－5から出土したもの

で、片方の縦枠と横木で、3本の横木はそれぞ

れ上から順に縦枠のホゾ孔に結合する。また、

縦枠には、手綱を結ぶための切り込みがあり、



紐が残存している。15箇所にホゾ孔が穿たれており、上から5・6番目のホゾ孔以外には

楔が残存している。10・15番目のホゾ孔には、L字型に、14番目のホゾ孔には横木の両側

に2枚の楔を打ち込み、強固に固定している状況が見られた。また、7・10・11・13・14・

15番目のホゾ孔には横木のホゾ挿入部が残存している。復元すれば、縦84cm、横47cmほど

になると思われる。その他の4点については、いずれも横木である。

4．鋤（76・77）

鋤は2点出土しており、いずれも柄のみである。

76は、15・16区のSR－5から出土した。把手がT字型に作り出されており、偏平な断面

形で、下部は欠損している。

77は、把手が三角形に作り出されており、身は欠損しているが下部が末広がりになって　一　木　鋤

いるため、一木鋤と考えられる。

5．えぶり（78）

水田を平らにならしたり、穀物の乾燥時に平坦にならす農具である。

78は2区のSK－2の盛土内からの出土したもので、身の部分だけで上部が一部欠損して

いる。6つの山型の歯を持ち、方形の2つのホゾ孔で柄と装着したと考えられる。

6．泥除け（79～105・225～238）

鍬の柄に装着し、泥が跳ねるのを防ぐものである。岳美遺跡では43点出土しており、す　用　　　途

べて2枚組み合わせて用いるタイプである。鍬は1点も出土していないのに対し、泥除け

は43点も出土しているため泥除けは、消耗品的に使用されたと推測できる。薄い板材の側

面を緩いカーブを持たせるように削り、中央に鍬の柄と装着できるように半円形の孔を穿

つ。それと左右対称のものをもう1枚組み合わせ、鍬の身の少し上に取り付ける（第22

図）。

左右がそろっているものは、79～81と84の4点であるが、いずれも欠損箇所がある。形　形　　　態

態は、かまぼこ型（82・91など）、上部が細くなっているタイプ（90・100など）、長方形タ

イプ（88・98など）の3タイプに大別でき、前者2タイプが多い。また、105は挽物を転用

したものであり、この他にもう1点出土している。しかし、それぞれのタイプに出土分布

状況の特徴などは見られない。

第23図は、出土した泥除けの中で、長さと幅が計測できるものに

ついてその法量の分布を示したものである。なお、計測数値は1枚

の状態のものであり、2枚組み合わせた値ではない。長さはほとん

どのものが20～28cmで、幅は6～10cmの間に収まる。長さと幅はほ

ぼ比例関係になり比は、約3：1である。長さと幅の平均はそれぞ

れ24．7cm、8．0cmである。

7．馬鍬（106）

牛馬に引かせて潅水後の水田の代掻き作業を行う農具である。馬

鍬は、田植えの準備の第2段階で用いられる。第1段階は、荒起こ

しであり、馬または牛に撃を引かせて、鋭い筆先で土を切り翠へラ

に沿わせて土を持ち上げ反転させながら横に落とす。第2段階は代

掻きで、水田に水を張り、馬または牛の引く馬鍬などで縦横に掻い

て土の塊をこなしていく（『静岡県史　通史編1　原始・古代』

1994）。
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第22回　泥除け装着想像図
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第23図　泥除け法量分布図

出　土　例　　馬鍬の出土例は、1990年段階で8都道府県・14遺跡・21例ある。静岡県内では、伊場遺

跡で4例ある他、神明原・元宮川遺跡、祝田遺跡で各1例見られる。馬鍬は、6世紀後半

には九州から東北まで出土するため、その初源は6世紀後半から5世紀にも遡るのではな

いかと見られている。県内のものでは、神明原・元宮川遺跡のものが現在のところ最も古

く6世紀末から7世紀の年代が与えられている。

民具の馬鍬は、1m前後の台木に8から10本前後の歯を打ち、前方に引棒、上方には鳥

定型馬鍬　居形把手を構える形態のものが標準的な馬鍬であり「定型馬鍬」と呼ぶことが提唱されて

いる。このタイプの馬鍬は、九州から東北まで全国的に使われているということである（河

野通明『日本農耕具史の基礎的研究』1994、『古代における農具の変遷』1994、『静岡県史

通史編1　原始・古代』1994）。

岳美遺跡の
馬　　　鍬

岳美遺跡出土の馬鍬は、台木と歯だけであるが、残存状態は良好である。台木は、122．2

cm、歯は木製で11本ある。台木は、鳥居形把手が装着されていたホゾ孔の付近は、土圧で

変形している。また、引棒が装着されていたホゾ孔の下には圧痕が見られる。台木の右端

部から9，6cmと左端部から8．4cmの所には縦2．4cm、横3．6cmほどの引棒を挿入した長方形の

第24図　馬鍬による代掻き（民家検労図）

ホゾ孔が穿たれている。左右両方とも、それぞれ端から

1番目と2番目の歯の間にある。台木の歯が挿入されて

いるホゾ孔の左から2・3・5・6・9・10番目には楔

が残存している。5番目のホゾ孔にはT字型に、9番目

のホゾ孔には十字型に楔が打ち込まれ強固に固定されて

いる。

鳥居形把手は、左側のホゾ孔の中に挿入した部分が残

存しているのみであるが、ホゾ孔の角度から、約450の角

度で台木に装着されていたことがわかる。ホゾ孔は、左
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右それぞれの端から　番目と　番目の歯の間に穿たれている。歯の心々距離の平均は誹の且

cmである。

この馬鍬は』泉竪型水田の太畦畔上針臥璃）の盛土中から出土しており、8世紀後半か

、－　′　　－．、　　　　　　　　　・　　　′．　、、　∴　－　　　　　′㌦∵∵′．、

次的に使用されたと考えられる。

ハ∴ノミ　′′：一　：：．．

円柱形の身と棒状の柄とかちなる、藁などを打つ道具である。必ずしも農員に限定でき　用　　途

ないが、出土位置や遺跡の性格から農員の範疇に含めた。2点出土しており、いずれも芯

持ち丸太材を用いている。

且酢は∴i区のSKつから出土したもので完形品である。

′、、、一　、　　く′、・．　ノ　ー　　　　．　　　、、・∴バノノ・　∴′′　ノー、　’、

部欠損している。

－　　　　　　　、ご′　　　′

湿田での農作業時に、稲束や農貝や土を運搬するときに用いた農員である。岳美遺跡で　用　　途

は、2点出土している。

且0鋸ま、i区のSK…ほ盛土中から出土した。把手が　つしか残存していないが、付いて

いる位置から、上下2つずつ把手が付いていたと思われる。

．‘∴　、く、′、、、．、ノ　　ー∴　　　　　′　　′　　　り　、∴′ノ　ー　＿　　　　′ノ　l′、，

ノ　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

三′∴′∴一　　　　′

軸部は長さ舶黒娠恥∴翼部は長さ3裾短を測るプロペラ状の木製品である。翼部の一部が

切断されたように欠損しており、もう一方に刃物でついたような鋭い切　込みが入り、土

圧等によって一部圧縮されている。軍部の復元長は罰cmほどになる　のと思われる。軸部

は、偏平な板を削りだし丸棒にしている。条里型水田の太畦畔纏監…7　の盛土中から睾　出土状況

部が軸部に装着された状態で出土した。

形状は、「木とんぼ」に似ている。「木とんぼ」の出土例としては、駿府城三の丸、神明　水とんぼ

原◎元宮川遺跡などで事ずれも翼部のみが出土している。前者は長さ約8甜鶴後者は残存

長摘。玩mで岳美遺跡出土の翼状木製品と比べ非常に小さい。神明原飴元宮川遺跡のものに

ついては、報告書の中で吉凶を占う要素を推定している。

用途については、祭祀遺物説と「もぐら脅し」説の2つが考えられる。

水田の祭祀には、春に稲の豊作を祈る予祝の行事から㌔秋の収穫を感謝するまつりまで

実にたくさんあることが、各地の民族例あるいは出土する祭祀遺物から推定される。祭祀

遺物の中に「鳥形」がある。木製の物が中心であるが、烏をかたどった土器や鳥の絵まで

が知られている。全開恕は「春の渡り鳥は稲の穀霊と共に飛来する物で、穀雲を迎えるま

つりは豊作を祈るまつりに他ならない」とする（『静岡県史　通史編且　原始◎古代』

1994）。管見の限りでは、翼状木製品が水田祭祀の遺物として報告されている例ははない

が、鳥形木製品のような祭祀遺物あるいは、神明原◎元宮川遺跡の「木とんぼ」のような

吉凶を占うものの可階隆もある。

祭祀遺物
もぐら脅し

「もぐら脅し」は現在でも使用されている。岳美遺跡のある静岡平野の北西部の麻機地　現　在　の

域のみならず、静岡市内では普通に見ることができる。写真2～5は、静間市瀬名川ぬ立

石◎加藤島で撮影したものである。写真3◎4◎5の後方に見えるのは静活バイパスの橋

一一：拍　一

もぐら脅し



写真2　もぐら脅し（静岡市瀬名川）　　　　写真3　もぐら脅し（静岡市立石　西より）

写真4　もぐら脅し（静岡市立石　東より）　　　写真5　もぐら脅し（静岡市加藤島）

脚である。写真2・3・4は、いわゆるプロペラ型のもので2は木製、3・4はブリキと

木でできている。最近では写真5のように、ジュースのペットボトルを利用したものをよ

く見かける。1．51のペットボトルにカッターで切り込みを入れて羽根を作り、針金製のハ

ンガーを軸にしたもので、20分ほどで簡単にできるそうである。羽根に色を塗ったりビニー

ルテープを貼って、稲穂を食べてしまうスズメなどを追い払うために利用している地域も

あるという（『朝日小学生新聞』1995）。その他にも、竹の棒を地面に突き刺しその上に空

き缶を伏せただけの簡単なものもある。風が吹くと空き缶がカラカラと動き、その振動が

地面に伝わるというものである。農家の方の話では、「これをつけた所はもぐらが避ける。」

とか、「もぐら脅しをつけてからもぐらを見なくなった。」というように、その効果は大き

いようである。

もぐら脅しとして使用されていたとすれば、軸部の中央に、地面に突き刺す棒に固定す

るための孔や、孔の周りの擦痕が見られるはずであるがそれらは見られない。また、中世

においても、お札の効力で虫を追い払うということが行われていたという。目に見える虫

に対してでさえこのような方法を用いていたのだから、この時代に地下のもぐらを振動を

利用して追い払うというのは考えにくい（註1）。これらのことから、私自身は祭把遺物説

を支持したい。

第3節　容器

1．曲物（112～118）

曲物とは薄板を円筒形に曲げて、両端の重ね合わせ部分を樺皮紐で綴合わせて側板とし、

これに、蓋板ないし底板を接合した容器の総称で、円形、楕円形、長方形など平面形を異
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にするものがある。底板と側板の接合方法は㌔底板が側腹の内側に入り込んでしまう「ク＋汐』㍉ブヨ

レゾコ」と鞠底板の径が側板の径より腑‡前後義　戦底板が側板よ　はみ出している「カ　カキツ㌔ヨ

キゾコ」汗カキイレゾコ」）とがある紺木器集成図録　近畿古代篇拇鱒馬　瀬名遺跡Ⅲ　遺

物編招』摘鍼。

岳美遺跡では、　点の曲物が出土しているが鴻　側板を伴うものは出土していない。その

内訳は、円形曲物が　点淘　楕円形曲物が　点、判別がつかないものが2点ある。またその

他に、輪カンジキ型田下駄に転用されていた　のが　点円形曲物1点㌔楕円形曲物2点）輪カンジキ型

出土している。接合方法で分類すると淘　タレゾコが　点のみで、転用された　の　含めて
田下駄に転用

その他はすべてカキゾコである。

Ⅲ2～Ⅲ射敷∴楕円形曲物でいずれ　カキゾコである。且腿には鴻　カ所に木釘が残存し、

且蟻に　木釘が打ち込まれていたと思われる小孔が見られる。また、護臓には中央に乳が穿

たれているため何かに転用されたと思われる。

且15～Ⅲ8までは鴻円形曲物でⅢ7がカキゾコであるが他はすべてタレゾコである。クレゾ

コの温蟻診l蟻魯温臓にはいずれ　樹海に木釘が残存して持た。温膵には、側板と綴じ合わせ

るだめの樟皮紐が城存工∵いな言耳元律は、11うが1工バし・111、l用はlう．」＝11、11TEH（3．鉦111、1は

は摘ゆ紋mであ　かな　規格性がある。鼠蟻⑳鼠蟻昏温蟻は凱壷とも　～温　区のSはNグリッ

ドのほぼ同地点から出土しており淘　このうち2当が海　関一個体になる可能性が高い。
、

樹を劉　抜いてつくる容器で鴻　岳薫遺跡ではれ重出土している。平面形で見ると円形の

ものが2点　粗相の腿の鴇　楕円形の　のが結真　拍封鵜　方形の　のが　点　祖霊　である。

′

′

め、判断できなかった。畿内を中心にした歴史時代の別物の木取　は　横木取　の財など
′

とい　ことである。しかし海　瀬名遺跡出土の奈良時代以降の長方形別物の場ノ合「木裏面を

打線部にあてる」と。い　原則は守られていないとい　ことであ、点数は少なも′議が出土し

たものについては岳美遺跡　瀬名遺跡と同様の傾向が見られる。

第磯節　装身輿

儲　帯駄　拍調合照射

下駄は2点出土しており鴇　いずれも連歯下駄でⅢ　層から出土している。連歯下駄とは、遠歯帯観

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

照　は、丸型で右半部しか残存していないが淘　幅は約　の鉦mであったと推定できる。全長

は23。5cmである。緒孔はいずれも歯を避けるよ　に穿たれているため、かなり前寄りにあ

る。

且2射ま、隅丸方形で、中央で折損しているがほぼ完形品である。123と比べて、横幅があ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、　、　　　　　　　　　　　　ノ′　′　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ミ

篇』1985）ということで、且23◎鼠別とも　世紀前半代では一般的な大きさのものである。

つ1

一般的な
大　き　さ



2．櫛（125）

横櫛が1点出土している。9～11区のDIII層

上面から出土したもので、全長7．85cm、残存幅

は1．95cmであるが、復元すれば3．4cmほどになる

と思われる。歯は60本ある。裏面が削れ、3カ

所で折れている。歯もすべて根本から折れてお

り残存状態は良くない。

第5節　食事貝

火きり棒と火きり臼が各1点ずつ出土してい

る。

火き　り棒　126は、火きり棒で2・3区のSK－2の盛土中位より出土した。途中で折れ曲っている

が、完形品である。全長39．8cmを測り、下端部が黒く炭化している。板材を削り出し側面

に面取りを施し丸棒状にしている。

火き　り臼　127は、火きり臼で、15・16区SK－15の盛土下位より出土した。両端が欠損しており残

存長は17．3cmを測る。ウス部は6カ所ありすべて炭化している。

第6節　漁猟具

樫が1点出土している。全長132．3cmを測るバチ型の確で完形品である。軸部の上から6

cmほどの所に切り込みを入れてくびれを作り出している。15・16区のE層から出土した。

第7節　交通交易

付札状木製品　付札状木製品が8点出土している。上部が欠損している136以外はすべて上部に切り込み

を入れてくびれを作り出している。赤外線カメラで見ても、墨書があるものはないため、

その形状からの分類で付札状木製品と呼んでいる。132～134と136は、下部が鋭舟に尖らせ

てあり、それ以外の物は下部が平坦である。樹種はすべてスギで、薄い板目材を使用して

いる。

第8節　家具

机 机が1点出土している。天板のみで、脚は伴っていない。2・3区のSK－2の盛土下位

より出土したもので、左端部が約1／3程欠損しているが、残存状態はよい。全長73．3cmを

測り、上下の溝に脚を挿入したと思われる。上部にホゾ孔と思われる長方形の孔が穿たれ

ているが、何かに転用された際の2次加工と考えられる。

第9節　建築材

1．扉板（141）

扉板は2点出土している。

141は、15・16区のSK－16の盛土下位から出土したもので、下の突起部分が一部欠損し

ているものの残存状態は良く、残存長は156．7cmを測る。幅は35．1cmであることとその平面

形から、同じものがもう1枚セットで左右対称の両開きの扉になるものと考えられる。
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2◎　その他（142◎336）

142は、15◎16区のSR←軸5の下位から出土した、厚さ5．7cnlを測るしっかりとした柾目材

である。上部に、一方向から穿たれた方形の穿孔がある。上下両端は欠損しているが、ほ

ぼ同形のポゾ孔が穿たれていたと思われる。

336は、6◎　7区のSK…7から出土した建築材である。下部は欠損しているものの残存

長297cm、幅19。4C恥　厚さ8。6cmの大変がっちりしたものである。正面に貫通したポゾ孔、

両側面に貫通していないポゾ孔があり、両側面の孔の下には溝がある。その形状から、壁

板と壁板の中間に位置する中間柱になるものと思われる。

その他用途不明品に含めた177～179も、その法量とポゾ孔と思われる穿孔があることか　　　　あ

ら、建築部材になる可能性がある。

第摘節　並木樹

皇◎　樋状木製品（且38～摘0）

樋状木製品とは、断面形が「U」字または「コ」の字状をし、「樋」のような形状を一木

で到り出した木製品である。瀬名遺跡では、弥生時代後期～古墳時代前期の水田遺構から、

畦畔越しに導水する際に用いられる「導水施設」として畦畔に直交する形で出土している。導水施設

岳美遺跡では、5点の樋状木製品が出土しているが、いずれも条里型水田の盛土中から

出土し、畦畔の方向に沿って畦畔の芯材のような形で出土している。このことから、岳美

遺跡の樋状木製品は、「樋」として使用されていたものを2次的に畦畔の芯材として再利用　2次的利用

したと考えられる。

138は、9～11区のSK一一10，から出土したもので、全長14上8cmを測り非常に荒削りながら

手斧による加工痕が見られる。鉄釘の痕が2カ所見られることから、樋として利用されて

いたと考えられる。

139は、9～11区のSK－10の盛土下位から出土したものである。上部が欠損しているが

残存長は137．1cmを測り、やはり手斧痕が顕著に見られる。残存部分の断面は、「L」字型

であるが左端部が欠損しており、本来は「コ」の字型をしていたと思われる。

140は、1区のSK」の盛土

中位から出土したもので、左側

の縁の上部が欠損しているもの

の比較的残存状態はよい。

2◎　杭⑳矢板（146◎257）

杭◎矢板は、1，323点もの出土

があり出土木製品の約60％を占

める。ただし、ここでいう杭◎

矢板とは形状が杭◎矢板という

ものであり、必ずしも杭◎矢板

として用いられていた（地面に

打ち込まれていた）ものではな

い。実際、地面に打ち込まれて

いなかった杭◎矢板も少なから

ずある。中には、土圧によって

第18表　大畦畔の杭密度

調査 区 遺構番号 方 向 畦畔長 （m ）　 a 杭 （本数） b b ＋a

1 区 S K … 1 南北 3 1．0 3 3 6 10．8

2 ・3 区 S K －…2 東西 6 3．0 2 0 0．3

S K … 3 南北 19 ．8 6 6 3．3

4 区 S K …4 南北 3．5 0 0．0

5 区 S K － 5 南北 14 ．5 7 0．5

6 ・7 区 S K － 6 東西 6 1．5 1 8 0．3

S K － 7 南北 28．7 3 8 1．3

8 区 S K … 8 南北 26．9 9 0．3

9 ㌦ 1 1 区

i

i

l

i

S K － 9 東西 12．7 1 0．lA

S K … 1 0 南 北 2 3．0 2 0．1

S K － 1 1 東 西 4 9．3 1 0．0

S K 一一1 0 ’ 南 北 12．5 0 0．0

S K － 1 1 ’ 東 西 25．0 0 0．0

1 2 区 S K … 1 2 南北 7．5 0 0．0

巨 5 ・1 6 区 l

l

l

S K － 1 4 東西 3 7．8 1 0．0

S K － 1 5 南北 3 1．3 3 0．1

S K … 1 6 東西 2 3．3 4 0．2

b／a　小数点以下第2位四捨五入
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倒れたものもあるだろうし、畦畔の芯材として再利用されていたものもある。ここでいう

杭◎矢板は言い換えれば、遺物としての杭◎矢板ということである。したがって59⑳60の

輪カンジキ型田下駄は、それぞれS灘言う㌦B S誹むつ弓に後部を下にして杭として転用されて

いたものであるが、ここには含まれていない。

スギの割柑　　この内のほとんどは、スギの割材で、表面に調整がほどこされている90点を除くとその

他のものはスギ材を割っただけの簡単な作りのものである。

146は、表面と右側面に手斧による加工痕が顕著に見られる作りのしっかりしたスギ材の

杭である。このような丁寧な作りの杭は、非常に少数である。この杭は、条里型水田の畦

畔（SK－1）の盛土中から、畦畔の芯材として出土した。

257は、長さ174。8cmを測る杭である。告4～10。1cmの間隔で表面に12カ所の刃痕がある。

8区のDH‡層から横になった状態で出土した。

次に、杭として用いられていたもの（地面に打ち込まれていたもの）について述べてみ

たい。ここでいう杭とは、言ってみれば遺構としての杭である。第18表は、SKつからS

杭の密度　K二蟻までの条里型水田の大畦畔に伴う杭の密度を表したものである。畦畔に打ち込まれた

杭の数を畦畔長で割ったものが（b／a）で、畦畔1m当たりに打ち込まれた杭の数を表す。

南北畦畔に　　この表から2つのことが指摘できる。第1に、南北方向の畦畔に対する杭の密度が高い
高　密　度

ことである。1区のSKつには1m当たり約は本という大量の杭が打ち込まれ、それに続

くのが、SK…3の3。3本、SK…7の1点本である。これらはいずれも南北方向に延びる畦

畔で、南北方向の畦畔に対しては、強固に補強がなされていることがわかる。第2は、西

西寄りの畦畔　の池ヶ谷遺跡寄りの畦畔は杭の密度が高いのに対し、SK－9以東の上土遺跡寄りの畦畔に
高　密　度

輪カンジキ型
田下駄横木

はほとんど杭が打ち込まれていないということである。この事は、第15表の調査区別木製

品の密度の所ですでに傾向として指摘したことであったが、この結果でそれが更に明確に

なった。岳美遺跡の西隣に位置する池ヶ谷遺跡でもやはり条里型水田に畦畔補強の杭が大

量に打ち込まれ、特に南北方向の畦畔に対しては非常に高い密度である。瀬名遺跡では、

ほぼ同時期の平安時代後期の水田の畦畔は、盛土のみで構築されているものが多く、ほと

んど杭が打ち込まれていない（『瀬名遺跡Ⅲ　（遺構編H）』1993）。これもやはり、「第4

章　第2節1◎　輪カンジキ型田下駄」の所で指摘したように、地盤の関係が一因と考え

られるが、その他の可能性については、「第7章　まとめ」に譲ることにしたい。

第温凰節　用途不明品

温◎　有頭棒（板）状木製品（皇45⑳摘7～皇56◎皇58～皇66◎畳68～五m）

有頭棒（板）状木製品は、26点出土している。木製の棒または板の両端、あるいは一端

に加工を施し、頭部を作り出したものであり、用途がわからないため単に平面形態からこ

のように分類している。この中には、端部を削り細くするような加工を施しているものも

含めている。大きさは大小さまざまである。

有頭棒の中でも、用途が推定できるものもあるため、それらについて述べてみたい。輪

カンジキ型田下駄の項ですでに述べたが、151～155◎157～162は形状と法量から輪カンジ

キ型田下駄の横木になる可能性がある。特に151～155◎157◎158はその可能性が高い。157

は、裏面の中央に幅10cm程のわずかな段差があり、足板が載る部分であったと推定できる。

150と156は、やはりその形状と法量から大足の横木になる可能性がある。特に、150には両

端部に楔が残存している。
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有乳棒（仮）状木製品は、23点出土している。前述したが、177～179については、いず

れも厚手の板材にポゾ孔と思われる方形の孔が穿たれているため建築部材の可能性がある。建築部樹

腿は、右側の下部に切り込みと複数の穿孔があり、形状は輪カンジキ型田下駄に似てい

るが、孔の位置と数から断定できないため用途不明品とした。

温81は、曲物を転用したもので形状は輪カンジキ墾田下駄に似ているが、孔の位置が違っ

ているため用途は不明である。

185は、大足の縦枠の一部である可能性がある。

2姐◎242は、形状、穿孔の位置から輪カンジキ型田下駄の足板になる可能性がある。

24鋸ま、穿孔が1つしかないが、形状から判断して、田下駄末製品の可能性がある。

く　藩ニノごノ・＼葦巨　′　こ′′　たつ

167は、全長42。8cmを測り全面に面取りがなされ、上下はやや細く削られている。形状と

法墨は、126の火きり棒によく似ているが、上下のどちらにも焼け跡が見られなかったため

棒状木製品とした。

255は、全長19。3cmを測る棒状木製品である。芯持ち丸材の芯の部分が抜け2つに割れた

ものを、ツルで巻いて固定したものである。ツルは、一方の材のみに付着していた。　　ツルで固定

′　　日ソ∴　つ冥：＼・・㌣・言上月

その他の用途不明品は、630点出土している。その多くは穿孔などがない板や木片の類で

ある。

190◎191は、中央の半円形の孔と緊縛孔はないものの、外郭の形状は泥除けによく似て

おり、泥除けの末製品の可能性もある。

19射ま、同様のものが池ヶ谷遺跡言東名遺跡でも出土しているが用途は特定できず調査担

当者の頭を悩ませている。

註且　神奈川大学経済学部　河野適明氏の御教示による。

参考弓l用文献

木下忠『日本農耕技術の起源と伝統。＿］雄山閣1984

奈良国立文化財研究所『木器集成図録　近畿古代篇』1985

静岡市立登呂博物館　『特別展　むかしの音を見る　音の民族学…生活の中の音の再現一一。＿j1985

静岡県教育委員会摘要府城三の丸跡発掘調査報告書月1987

静岡県埋蔵文化財調査研究所『大谷川‡V（遺物◎考察編）。』1989

静岡県埋蔵文化財調査研究所『瀬名遺跡H（遺構編H）』1993

静岡県埋蔵文化財調査研究所『池ヶ谷遺跡H（自然科学編）』1993

静岡県埋蔵文化財調査研究所『瀬名遺跡m（遺物編I）』1994

静岡県埋蔵文化財調査研究所　設立10周年記念シンポジウムF古代における農具の変遷…稲作技術史を農具から見る－j1994

河野通明旺］本農耕具史の基礎的研究。i和泉書院1994

静岡県教育委員会『静岡県史　通史編1　原始◎古代』1994

静岡県埋蔵文化財調査研究所『岳美遺跡I（遺構編）』1995

朝日学生新聞社　『朝日小学生新聞賞199おき主10
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第且節　石製品の概要

石製品は、2点のみでいずれも砥石である。砥石は、法童、材質によって置き砥石、手

持ち砥石および軽石製砥石の3種類に大別でき、岳美遺跡では前者2つが出土している（内

荒遺跡の川合遺跡の分類による）。

置き砥石　　置き砥石は、大型で偏平な自然礫に人為的に磨かれた滑面を持つものである。川合遺跡

手持ち砥石　では、法量からの分類で500gを越える大型品を置き砥石としている。手持ち砥石は、置き

砥石に対し、直接手に持つことが可能、あるいは携帯することの出来る小型の砥石である。

第2節　砥石

195は、15⑳16区りm層下位から出土した手持ち砥石である。石材は、砥石としては一般

的な流紋岩質凝灰岩である。白色で、非常に肌理の細かな石材を利用している。4面の砥

面を持ち、形状から判断すると使用されて細くなった中央部から折れたものと考えられる。

法量は、残存長7。8cm、幅6．2cm、厚さ3。5cm、重量184牒gを測る。

196は、15◎16区のSR…5から出土した置き砥石である。石材は、一部に泥岩を伴う凝

灰質砂岩で岳美遺跡周辺でよく産出する石材である。砂層の上面に泥が堆積した状況で形

成され、平坦な堆積面をそのまま砥面として利用している。砥面は表面の1面のみである。

中央部が平滑でやや窪んでおり使用が認められる。法量は、長さ38。4cm、幅18。9cm、厚さ

大　型　の11。7cm、重量11，05L7gを測る。川合遺跡では、弥生時代中期後半～近世までの65点の置
置　き　砥石

き砥石が出土している。それらの最大長は、完形品で15～37cm、重量で2，000～9，000gの

範囲に収まることから、岳美遺跡のものは置き砥石の中でもかなり大型のものといえる。

参考文献

静岡県埋蔵文化財調査研究所『内荒遺跡（遺物編）』1988

静岡県埋蔵文化財調査研究所紺［合遺跡　遺物編2（石製品◎金属製品本文編）』1992
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67

第25区i　種実分布図
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象としている。そのほとんどはモモの種実であり、9～11区と15◎16区に集中している。　モモの種実

出土位置は、畦畔上あるいはその周辺に集中して見られ、層位は75⑳158以外はすべてりm

層から出土している。

モモは、古くから悪い霊や鬼を追い払うものと考えられてきた。神明原◎元宮川遺跡の　祭　　　祀

大谷川の旧河道からも大量のモモの種実が出土している。9～11区、15◎16区に見られる

ような、大量のモモの種実の集中は単にここでモモを食べたというようには考えにくい。

また、12区の80～83、14区の85～88、9～11区の56～60などは、復元可能な土器の出土ポ

イントとも近いことから、祭祀が行われた可能性もある。

参考文献

静岡県埋蔵文化財調査研究所『古代のいのりとまつり。』1990

第19表　種実計測表且

ドツー
ノ

グ区

1区　Ⅹ54N

1区　西トレンチ

5区　H87N
5区　H88N

7　　　6 区　J93S

6区　J94N
7区　L99S

N
 
N
 
N

O
 
O
 
O

2
　
2
　
2

1
　
1
一
1

Q
 
Q
 
Q

区
区
一
区

1
　
1
⊥
　
1

1
　
1
　
1
⊥

20S

萎qS
20S

20S

20S

R120S

R120S

R120N

29　　9～11区　S120S

層位・遺構 長さ（cm）

DⅢ　S Kつ　1　　2628

DⅢ　S K－1

幅（cm）　厚さ（cm）　　種実
1．318　　　　　モモ

DⅢ　S K－1　　　　2．398

DⅢ　　　　　　　（2．509）

DⅢ　　　　　　　　　　2．067

DⅢ　S K－7　　　　2．297

DⅢ　　　　　　1　　2．454

DⅢ　　　　　　　　　　2．520

DⅢ　S K－9　　　　2．350

DⅢ　S K－9　　　　2．530

DⅢ　SK－9　　　258ヨ

DⅢ　　　　　　　25撃
DⅢ　　　　　　　　　　2632

DⅢ　S K－9　　　　2．152

DⅢ　　　　　　　　　1．884

DⅢ　S K－9　　　　2．763

DⅢ　　　　　　　（2261）

DⅢ　　　　　　　　　　2832

DⅢ　　　　　　　　　　2211

DⅢ　　　　　　　　　　2．461

DⅢ　　　　　　　　　　1．424

DⅢ　S K－9　　　　1．604 1．130

DⅢ　S K－9　　　　2651　　　　1973

DⅢ　　　　　　　　　　2．496

DⅢ　S Kつ　0　　　2．416

9～11区　S120S DⅢ　SKつ01　2．220

9～11区　S120S DⅢ　SKつ　0　　　2．017

32　　　9～1 1区　S120S DⅢ

33　　9～11区　S120N DⅢ

34　　9～11区　S126N DⅢ
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2．000

1．393　　　　　モモ

1．576　　　　　モモ

（1．712）　　　モモ

1．601　，　モモ

1．333　　　　　モモ

1．779　　　　　モモ

1．668　　　　　モモ

1．687　　　　　モモ

1．598　　　　　モモ

0．768　　　　スモモ

0＿牢15　　サクラ属

1659　　　　モモ
1627　　　　　モモ

1504　　　　　モモ

1572　　　　　モモ

1487　　　　　モモ

14学3　　　　モモ
1402　　　　　モモ

1．456　　　　　モモ

2／3残存

一部欠損



第祁衷　種実計測表2

区・ダリ、ソド

9＼11区　S120N

9＼11巨二　S120N

38

39

40

41

42

9＼11区　S120N

9＼11区　S120N

9＼11区　S120N

9＼11区　S120N

9＼11区　S120N

9＼11区　S120N

工1　　9＼11区　S120N

．＝　　　9＼11区　S120N

45　　　9－＼11区　S120N

．16　　9＼つ1区　S120N

．17　．9＼11区　S120N

＿柑　　‾9＼11区　R121S

49　　9～11区　R121S
50

51

52

53

54

9－＼つ1区　R121S

9＼11区　R121N

9＼11区　R121N

9＼つ1区　R121N

9＼11区　S121S

55　　！）－＼11 区　S121S
9＼11区　S122S

9＼・11区　S122S

58　　9＼11区　S122S

59 ！）－＼つ1区　S122S
－

（用　　9＼11区

（月　　　9・＼11区

6萎　　9～11区
63　19～1∴＝区

64　　9㌦つ∴＝区

65　　　9～11区

66　　9～11区

S122S

S122S

S122N

S122N

S122N

S122N

S122N

67　　　9・＼11区　S．122N

68

69

70

71

72

73

74

75

76

9－＼11区　T122S

9～11区　S123N
9＼11区　T123S

9＼11区　T‘12二3S

9～11区　Ti23S
9＼11区　T123N

9＼つ1区　rIつ2‘1N

9・＼11区

12

77　　12

78　　12

79　　12

8（1　　12

81　　12

82　　は2
83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

12

区
区
l
区
区
区
区
区
区

層位・遺構
I〕Ⅲ　SI（110

nⅢ　S Kつ　0

DI］　S Kl10

‾）Ⅲ　S K110

DⅢ　SI（110

Dm S Kつ（）

DⅢ　S K110

nl11　S Kll（〕

I‾‾）lII S K！10

1）lII SIく110

I‾、用I S K110

I〕m S Kつ　O

DⅢ

DⅢ

DⅢ

DⅢ　S Kつ　0

DIII SIくつ　O

D m S Kl10

DⅢ

I‾）Ill

I‾）IIi

I）IlJ SIく111

I‾〕江1　S Khll

I）III S Kつ1

＿）m S Krll

‾＿月11　S Kl11

DⅢ

DIIi S Kつ1

DⅢ　S Kつ1

I＿用I S Kつ1

1‾用I S Kl11

DⅢ

DⅢ

DⅢ

DⅢ

I〕lII S K－ll

DⅡI S Kつ1

I〕ⅡI SIく111

DⅢ

S Kl11

長さ（cm）
2．512

1988

2．（181

2．688

2．645

2．341

2。740

2．234

2」18　　　　　　2．152

2．22・1 2．036

2．118　　　　　　2．18（）

（1．923）

2．394

2．420

2．1180

1。964

2．72〔）

2．工12　　　　　　2．0（持

2．11！）

1．863

1．8：号

1．223

2」17　　　　　1．〔）告）

2．431

2．477

2．281

2．759

2．430

2．231

2．148

2．120

1．981

1．798

2．305

2．（‾）7（う

1．907

1．815

2。484　　　　　1e953

2．．1（う（）　　　　　1．～＝9

2．379　　　　　　2．223

墾20　　　　20761
2．（用1　　　　　2．257

2．154　　　　　　1，893
†

2。428　　　　　1．894

2．622　　　　　　2．121

2．549　　：　　2．159

2．120 1．867

2。399　　　　　　2．144

V131N DⅢ　S K－12，　2．064　　　　　1．994

V131N DⅢ　S K－12

V131N DⅡI SI：－12

V131N DⅡI SIく112

V131N I〕Ⅲ　S Kつ　2

V131N IDⅢ　S Kつ　2
1

V131N Dm S K112

V131N

14区　Z147S
14区　Z147S DⅢ

14区　Z147S
14区　Z148S
14区　Z148S DⅢ

15・16区　B149S DⅢ

15　e16区　B149S DⅢ

15　016区　B149S
15・16区

DⅢ

B149S DⅢ

15・16区　A150N DⅢ

「5・16区　B150S
15・16区　B150S

15・16区　B150S

DⅢ

DI11　S Kl14

2．016 1。897

1。925

2．090　　　　　1．929

2。357 1．939

2．281　　　　　2．072

2．1＿53

2．304

2．199

2．709

2．181

2．511

2．123

2．002

2至51　　　2193
2675　　　　　　2127

T

2320　　　　　　2054

一一一一一一一、5（「1－lll

1／2残存

計測不能

モモ　　　一部欠損

モモ



第2畳表　種実計測表3

I）IIl

区8グリッド

15・16区

15・16区

103

1仕1　15・1（月ぺ：

105　　15　016区
106　　15・16区
107

108　　15・16区
109

HO

HI

H2

113　　15・16区
1「＿1　15・16区

115　　15　016区

11（う　　15・1（汗考

117　　15・16区

118　　15・16区

119　　15・］‖6区
I

120　　15・16区

121　15・1（月メ

122　　15・1（う区

123　　15・16区
ナ

124　　15・16区

125　　15・16区

12（う　　15・1（月寸

127　　15　016区
128

129

130

131

132

133

1＿34

135

136　　15　016区
137

138　　15。16区

1＿軍9　15e16区

11ノ1（〕　15・16区

「′11　15・16区

142　　15・16区
143　－15・16区
144　　15　e16区

15・16区

霊一一一千15つ6区

S DⅢ

N I‾）I‾I S Kl1LI

N DⅢ　S K－14

N DⅢ　S Kつ4

N I‾）m

N DⅢ　S Kつ　4

S DlII

S I）III

N D m

N DⅢ

N I＿＿）lII

N I‾）Iil

N I〕m

N DⅢ

S，DⅢ

S DⅢ

S I＿〕Ⅲ

N，DⅢ

N DⅢ

N l）lII

N DIII

N DlII

NIDⅢ

N DⅢ

N DⅢ

N D m

N I＿）Ⅲ

N　工）Ⅲ

B154N DⅢ　S Kつ　5

D154N，DⅢ

D154N DⅢ

E154S DⅢ

E154S DⅢ　S Kつ　6

E154　S DⅢ　SIく－16

E154S DⅢ

E154S DⅢ　S Kつ　6

E154S DⅢ　S Kつ　6

E154S DⅢ　S Kつ　6

E154S DⅢ

E154S DⅢ

E154S DⅢ

E154S DⅢ

F155S DⅢ

B150S E

厚さ（cm）

絶880）
1．655　　　　　モモ

1．829

2．103　　　　　1．629

（0．803）

（0．843）　　　モモ

1．522 モモ

2．625　　　　　　2．077

2．324　　　　　1．968

2788

2422

27§2

2491

2．246

1．586　　　　　モモ

1．505　　　　　モモ

1．754　　　　　モモ

1．993　　　　　1．625

2．198　　　　　1．748

2．082　　　　　1．547

2．119　　　　　1．729

2．281　　　　　1．977

2．547　　　　　　2．011

2．615

2．641

2．284

2．622

2．060

2．146

2．024

2．11（う

2．522　　　　　　2．155

2。549

2．121

2．157

2．398

2．059

1．808

1．610

1．970

2．555　　　　　　2．097

2．449　　　　　1．970

2．080

2．208

1ゥ847

1．7‾60

2．340　　　　　　2．014

2．402

2．257

1．863

1．881

1．400　　　　　モモ

1．570　　　　　モモ

1．457　　　　　モモ

1．560　　　　　モモ

1．532　　　　　モモ

1．651　　　　　モモ

1．658　　　　　モモ

1．637　　　　　モモ

1・729　　　　モモ
1．506　　　　　モモ

1．302　　　　　モモ

1．563　　　　　モモ

1．481　　　　　モモ

1．541　　　　　モモ

L494　　　　　モモ
1

1．558　　　　　モモ

1．655　　　　　モモ

1．415　　　　　モモ
1

1．499　　　　　モモ

2．305　　　　　1．878　　　　　1．410

2．293

2．213

モモ

1．940　　　　　1．741　　　　　モモ

1．616　　　　　　1．247

2．927　　　　　　2．152

2．405

2．27（う

2．471

2．415

3．526

2．131

2．427

2．072

1．8こ36

1898

1．950

2．314

1．626

1．975

2．111　　　　　2．035

2．359　　　　　1．952

2．183　　　　　　1．663

2．359

2．200

1．938

1．928

2．230　　　　　1．963

2．342　　　　　　2．041

2．459　　　　　　2．011

2・2§1
S R－5　　　　2．460

モモ

1．669　　　　　モモ

1．658 モモ

1．450　　　　　モモ

1．694

1．434　　　　　モモ

1．674

1．387

1549　　　　　モモ

1568　　　　吏モ
1

1501　1　モモ

1524　　　　　モモ

1718　　　　　モモ

1549　　　　　モモ

1．486　　　　　モモ

1．769　　　　　モモ

1．573　　　　　モモ

1．624 モモ

1．621　　　　　モモ

1．586

1．525

1．410　　　　　モモ

1．518 モモ

1．510　　　　　モモ

1．532　　　　　モモ

1．572　　　　　モモ

1．482　　　　　モモ
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第冒章　まとめ

二書甲正′了ヽ仕井
J上i甚ツJl＞ノ⊥†11ヽ

岳美遺跡は、条里型水田遺構を中心とした遺跡であり、他の静清バイパス関係の遺跡の　条里型水田

調査から、条里型水田遺構は平安時代前期に埋没した遺構であるという認識を得ていた。

その年代決定には838年に噴出した、伊豆神津島火山灰を鍵層として、出土土器の年代観

や、出土木製品の年輪年代法による年代測定でそれぞれ成果を上げている（註1）。

岳美遺跡では、9～11区のSK二は盛土内より8世紀第3四半期の有台杯が出土してい　出土土器の

る。また、SK－11上面を厚さ約20cmの泥炭層が被覆しているが、下から5～6cm程上位
年　代　観

に、838年の伊豆神津島火山灰が堆積している（第9図参照）。また、12区のSK－12から8

世紀後半の無高台土不が、14区のDm層からは8世紀の第3四半期の有台杯が2点出土して

いる。これらのことから、条里型水田の構築は、8世紀後半まで遡ると見て良いだろう。

その他、年代が特定できる土器は、8区のC層下面と、2区のDI層下面から10世紀後半

～11世紀前半の灰抽陶器（猿投窯編年折戸53号窯式）が出土している。また、15⑳16区の

C層下面からは、13世紀の青磁が出土している。『池ヶ谷遺跡H（自然科学編）』では、C

層をほぼ中世（600～800年前）ととらえており、岳美遺跡の層序の年代観とも一致する。

次に、伊豆神津島火山灰の検出状況であるが、調査区によって検出された層位が異なる。伊豆神津島

池ヶ谷遺跡に近い西寄りの地域では、DHI層耕作土上位中から確認され、上土遺跡に近い
火　山　灰

東寄りの地域では、DI◎DH層の泥炭層内より確認されている。その変換点は6区に求

められ、6区において5区寄りの部分では、DH層あるいはDm層中及びnm層直上で確

認されているが、7区寄りの部分ではりI層あるいはりH層直上で確認されている（『岳美

遺跡I（遺構編）』）。つまり、1区から6区西側の地域は838年の時点まで耕作が行われて

いたが、6区東側から16区までの地域はその時点にはすでに水田は廃絶されていた。岳美

遺跡全体の条里型水田が、同時期に施工されたものであれば、西側は8世紀後半～9世紀

前半まで水田が営まれていたが、東側は9世紀前半には湿地化し西側より早い段階で放棄

され水田が営まれなくなったと考えられる。

数少ない出土土器から年代を決定してしまうのは危険であるが、以上のことをふまえ、　各層の年代観

大まかに各層の年代観を示しておく。

C層　　　　　　鎌倉時代（13世紀）

DI◎Ⅲ層　　　平安時代前期～後期

Dm層　　　　　奈良時代後半～平安時代前期（8世紀後半～9世紀前半）

大畦畔の補強

大畦畔の補強の状況については、すでに、『岳美遺跡I（遺構編）』で報告がなされてい

る。それによると、東西方向の大畦畔にはほとんど補強がなされていないのに対し、南北

方向の大畦畔には補強が著しい点、西寄りの調査区の大畦畔の補強が強固であるのに対し

東寄りの調査区ではほとんど補強がなされていない点が指摘されている。

今回の遺物整理の結果、木製品の分布と畦畔に対する杭による補強の状況から、先の2

点のことが更に明確に裏付けられた（第4章　第1節　出土木製品の概要、第10節　2◎

杭◎矢板参照）。特に、杭による畦畔の補強の状況では、1区から8区までは杭による補強　8　区　と

が見られるのに対し、9区以東の調査区では、ほとんど見られなくなる。境は、8区と9

－55－

9　区に境



区の間にあるようだ。この事から考えられることは、2つあると思われる。第1には、西

地盤の影響　側の調査区の地盤が軟弱だったということである。第2には、畦畔の使用されていた期間

畦畔の使用　である。畦畔の使用されていた期間が長ければ、当然それに耐え得るだけの補強をしなけ
期　　　間

ればならない。前述の「遺跡の年代」の所で触れたとおり、東側の調査区は西側の調査区

より早く水田が廃絶されている。条里型水田が施工されたのがほぼ同時期であるなら、西

側の調査区の方が、東側の調査区より長く水田が営まれていたことになる。したがって、

長く条里型水田が経営されていた西側の調査区の大畦畔には強固な補強がなされていると

いうことである。

第1の点については、『岳美遺跡I（遺構編）』で、不合理であるという指摘がなされて

いる。補強材の密度が薄い東側の地区の方が、地盤も低く、軟弱であると思われるからで

ある。さらに、nm層およびE層の地質の状況は、4～5区を境にして、西の池ヶ谷遺跡

寄りに行くに従い、砂質の度合いが強くなり、東の上土遺跡寄り“に行くに従い粘土質の度

合いが強くなっていることが指摘されている。そして、砂質の強い地域では乾田化しやす

く、補強材は希少ですむと考えられ、逆に粘土質の強い地域では湿地化が進み、多くの補

強材が必要とされるのに、実際にはその道である点が理解し難いとしている。これらのこ

とから、第2の畦畔の使用期間という点が、この矛盾に対する答えなのではないだろうか

（註2）。

註1　『池ヶ谷遺跡II（自然科学編）』によると、DIII層から出土した木製品の年輪年代測定値が663

年、671年、767年、847年ということである。また、『瀬名遺跡II（遺構編II）』によると、条里型水田の遺

構面である1区19層、2／3区6層、5区8層、7区7層からは、いずれも猿投窯編年折戸53号窯式の灰粕

陶器が出土しており、平安時代後期にあたる。

註2　　これらの点について、次のような考え方もある。畦畔に対する杭による補強の状況が、8区と9

区を境に異なっていることから、経営単位の違いあるいは、望界線が存在した可能性がある。また、南北

方向の畦畔に対する補強が著しい点については、南北方向の通行量が多かったことを物語るものであり、

経営母体が北側から営農Lにきた可能性もある（栗野）。

引用◎参考文献

静岡県埋蔵文化財調査研究所『池ヶ谷遺跡II（自然科学編）』1993

静岡県埋蔵文化財調査研究所『瀬名遺跡II（遺構編H）』1993

静岡県埋蔵文化財調査研究所『岳美遺跡I（遺構編）』1995

整理作業参加者名簿（順不同）

竹下　　寿之　　池田　き　よ子　　岩石　　文江　　石原　　　西　　原川佐伎子

青山　　恵子　　海野　　利子　　杉山久美子　　佐藤　　容子　　平井　　高代

鈴木智恵子　　鈴木由美子　　中島　　頼英　　安倍智恵子　　川名　　桃江

白　井　　温子
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二∴二　千二二二　二三二∴㍉∴二∴∴∴　∴二　∴「÷十二

㈱古環境研究所

1。はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物が枯

れた後も微化石（プラント◎オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は大きさ

や形態が植物群により固有であることから、これを土壌中より検出してその組成や量を明らかにするこ

とで過去の植生環境を復元することができる（杉山，1987）。また、イネの消長を検討することで埋蔵水

田跡の探査も可能である（藤原◎杉山91984）。

岳美遺跡では、発掘調査において平安時代前期とみられる水田遺構や平安時代の条里制に伴うと考え

られる大畦畔が検出されていた。そこで、同遺構における稲作の検証およびその分布、また他の層にお

ける稲作跡の探査を目的にプラント◎オパール分析を行うことになった。

2．試料

調査地点は、1区～16区に設定された第1地点～第34地点の34地点である。

調査区の土層は、大きくB層、C層、DI層、DH層、mm層、E層に分層された。このうち、DH

層（5区主　Dm1層（2区，3区，5区9　6区）、D廿m2層（5区，6区9　8区）、りm3層（2区9　3

区）からは水田遺構が検出されていた。計た、りm層上面からは平安時代の条里制に伴うと考えられる

大畦畔が検出されていた。そこで、2区、3区、5区、6区、8区の水田遺構検出層および14区のDm

3層についても調査を行った（第1図◎第2図）。なお、nI層（泥炭層）の下部付近からは西暦838年

に伊豆神津島天上山から噴出したとされる火山灰（Iz－K）が検出されている。

試料は、第1地点～第34地点においてはりI層～E層について（一部ではB層とC層についても）、各

層ごとにおよそ5cm間隔で採取された。なお、水田遺構検出層では2区、3区、5区、6区および8区

においてそれぞれ当該層の上面でほぼ等間隔で、また第28地点と第29地点の間ではりIIは層の上面につ

いて約50cm間隔で試料が採取された。試料の採取箇所は分析結果の柱状図（第3図～第4図）に示した。

3◎　分析法

プラント◎オパールの抽出と定量は、プラント◎オパール定量分析法（藤原91976）をもとに、次の

手順で行った。

1）試料の絶．乾（1050C⑳24時間）、仮比重測定

2）試料約1gを秤量、ガラスビーズ添加（直径約40〝m、約0．02g）

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量

3）電気炉灰化法による脱有機物処理

4）超音波による分散（300W◎42KHz◎10分間）

5）沈底法による微粒子（20〟m以下）除去、乾燥

6）封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成

7）検鏡◎計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント◎オパール（以下、プラント◎オパールと

略す）を同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になる

まで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。
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検鏡結果は、計数値を試料1g中のプラント◎オパール個数（試料1gあたりのガラスビーズ個数

に、計数されたプラント⑳オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める）に換算して示した。

4啓　分析結果

稲作跡の検証および探査が主目的であるため、同定および定量は、イネ、キビ族、ヨシ属、ウシクサ

族（ススキ属など上　タケ亜科（ネザサ節など）の主要な5分類群に限定した。

採取された試料すべてについて分析を行った結果、イネ、ヨシ属、ウシクサ族、タケ亜科の各分類群

のプラントeオパールが検出された。分析結果を表1◎表2および第3図◎第4図に示す。巻末に各分

類群の顕微鏡写真を示した。

5◎　考察

水田跡の検証や探査を行う場合、．一般にイネのプラント◎オパールが試料1gあたりおよそ5，000個以

上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。ただし、

静岡平野の遺跡ではこれまでの調査で密度が3湖0個／g程度のところでも水田遺構が検出されている例

が多々あることから、ここでは判断の基準とする値を3，000個／gとした。この基準に基づいて稲作の可能

性について検討を行い、その結果を4段階に区分して表3に示した。

なお、本遺跡では1区～8区と9区～16区において堆積状況に若干違いが認められることから、前者

と後者で区域を分けて考察を行うことにした。

（Hl区～8区

1）DII層

本層は、1区～8区全域で認められた。試料は、第2地点と第5地点を除く各地点で採取された。ま

た、5区では別に面的に細かく5試料が採取された。分析の結果、イネのプラント⑳オパールは第1地

点、第3地点、第7地点、第8地点、第10地点、第11地点、第14地点～第18地点および5区で面的に採

取された全試料において検出された。このうち、5区の面より採取された試料ではプラントのオパール

密度の平均値が2誹00個／gと比較的高い値である。これらのことから、DH層の時期には1区～3区と5

区～8区の範囲において稲作が行われていたいたものと推定される。

2）Dml層

本層も1区～8区の全域で確認された。試料はすべての地点において採取された。また、2区、3区、

5区、6区では面的にも細かく採取された。分析の結果、イネのプラント◎オパールは第14地点、第15

地点および第20地点を除く各地点より検出された。このうち、第6地点と面より採取した2区、3区さ

らに5区では、プラント◎オパール密度が比較的高い値である。このことから、りⅢ1層の時期では1

区～8区の広い範囲において稲作が行われていたものと推定される。

3）Dm2層

本層は、第3地点を除く各地点で認められた。試料はこれら各地点と5区、6区と8区の面より採取

された。分析の結果、イネのプラント◎オパールはすべての試料から検出された。プラントのオパール

密度は、5区～8区にかけては高い値であり、その他の地点でも比較的高い値である。したがって、n

III2層の時期では1区～8区のほぼ全域で稲作が行われていたものと考えられる。

4）Dm3層

本層は、2区と3区のみで認められた。試料は当該区に設定された第3地点と2区と3区それぞれの

壁面において採取された。分析の結果、イネのプラント◎オパールはこれらすべての試料より検出され
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′

3地点でも比較的高い懐である。このことから、扮紺臓層の時期では　区と　区において稲梓が行われ

ていた　のと考えられる。

狛　その他の層

B層では、第3地点でのみ試料が採取された。分析の結果、イネのプラント⑳オパーレが湖爛施弱

と比較的高い密度で検出された。したがって、本層では第　地点付近で稲作が行われていた可能性が考

えられる。

¢層　を灰白色粘土膠「で放言第m軌監第の軌鼠言第㌢観点および第摘地点で試料が採取された。プ

ラント◎オパール密度は杭糾廟国毎前後といずれ　低い憶であることから淘本層で稲作が行われていた可

能性は考えに招。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血

′　　　　　　－　　　　′．、ノ　　　′　　、、　　‥　－　ノ　　　　　　　　　　　　　　ー、　　　　　　　　　　　　′　′

′　′　　　　　　　　　　　ノ　′′　′　、　′　　　　　一　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′

い値である。したがって、本層で稲作が行われていた可能性は考えに轟。なお鴇　ここでは全域でヨシ

ー　　　　′　　　　　　　　　　、、　　′　　ノ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

な環境であったものと推定される。

－　　－！　ノ　　ー＼　　　一　ヽ　　、　　－　－　　　　　　　　　′

オパールが検出された。プラントのオパール密度はいずれ机誹輌爛施未満と低い値である。それぞれの

－′′・　ニ　　　　・′′　　　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　′　　　　－ノ′　　　　　　′

ノ　　　　′、　．．　ノ　　　　　　　　　　　　′・∴　　ノ

／ノ　　）＼　′一＞

′

ノ　　　、　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′　　　　　　　　lJJ　　　　　′　　′　－　　　　′　′′　′

、　　′　　、・′　　　　　　　　　　　　′　　ノ　　　′　′ノ　／ノ′

いずれ机誹輌爛施前後と比較的低い値である。このことから、mIm層の時期に稲作が行われていたと

考えられるが、その範囲は比較的限られていたものと推定される。

お「紆m2層

本層は、第凱地点と第霊地点で確認されたが、いずれの試料からもイネのプラント砂オパールは検出

されなかった。

お「紆Ⅲ3層

＼　　　　′　　　　　　　′　　　′′　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ　　ノ　　ノ　　　ノ　　　ノ　　I　　．′　′

各地点の試料からイネのプラント⑳オパールが検出された。プラントのオパール密度は概ね1湖0個／g前

′　　　　　ノ　′　　　　　　ナ　　　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′、－　　　　　　′．　ノ　　　ー

！　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　・・′　　　　　　　　　　　　　　′　、′　　・′　′　′′　′　′

ルが検出された。プラント⑳オパール密度は平均で約湖爛毎と比較的高い値であり、とくに太畦畔と

＼　－ノ′一　一J一　　　　　　′　　　　　　　　　　　′、′　　　　　　、ノ　、－‥I　、　　　　　　′　′　　′

以上の結果から、別報　層の時期には調査区のほぼ全域で稲作が行われていたものと推定される。

射　その他の層

‾′　　－　′　り　一　、一　♪　　′　′　　ノ′　　．ノ′　　　　　　　′　ノノ′　′′　′／　　　　　！∴・、　′／

が、その層準は同層上部もしくは下部に限られている。また、密度机沃消個施前後と低い値であること

から、本層で稲作が行われていた可能性は考えに轟。Ⅲ　層ではヨシ属のプラントeオパールが多く
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検出されることから、当時の遺跡周辺はヨシ属などが多く生育する湿地的な環境であったものと推定さ

れる。

Ⅲ‡I層（泥炭層との互層）では、調査を行った14地点のうち5地点でイネのプラント◎オパールが検

出されたが、密度はL輌個施前後と低い値である。したがって、本層で稲作が行われていた可能性は考

えにくい。

最下位のE層（河川堆積物）では、調査を行った14地点のうち1地点でイネが検出されたが、密度は

7輌個／gと低い値である。したがって、本層で稲作が行われていた可能性は考えにくい。

6。まとめ

岳美遺跡においてプラントのオパール分析を行い、検出された水田遺構における稲作の検証ならびに

その他の層における稲作跡の探査を試みた。そ扮綴鼠、り紆層、扮ml層、りⅢ2層、りm3層より検

出された水田遺構からはすべての地点でイネのプラント◎オパールが検出されたことから、これらの遺

構で稲作が行われていたことが分析的に確認された。また、平安時代の条里制に伴うと考えられる太畦

畔が検出されたりm3層（9区～蟻区）では、ほとんどすべての地点でイネのプラントのオパールが検

出されたことから、当該調査区のほぼ全域で稲作が行われていたことが分析的に確かめられた。

これら以外では、B層において稲作が行われていた可能性が認められた。また、りm2層については

水田遺構検出地点を含め、当該調査区のほぼ全域で稲作が行われていたものと推定された。さらに、1

区～　区のりI層、り犯m層、監唖右封膏と9区～蟻区の抄ml層の時期にも稲作が行われていたと考え

られるが、その範囲は比較的限られていたものと推定される。

なお、本遺跡では検出されたイネのプラント◎オパール密度が全体的に比較的低い値である。その原

因としては、1）稲作が行われていた期間が短かったこと、2）洪水などによって耕作土が流出したこ

と、3）土層の堆積速度が速かったこと、4）稲藁の大部分が水田外に持ち出されていたこと、5）稲

の生産性が低かったことなどが考えられる。
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第二図　試料採取地点（巨、ノ8一事）
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表温　プラント◎オパール（植物珪酸体）分析結果1

検 出密 度 （単位 ：×1∞ 個／g ）

分 男「詳　　 ＼　　 試 料

第 1 地点 第 2 地点　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 3 地 点 第 4 地 点

1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9 1　 2　　 3　　 4 ； 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9 1　 2　 3　 4　 5　 6 ；

イ ネ

キ ビ族 （ヒエ 属 な ど ）

ヨ シ属

7　　　　　　　　　 10　　 22　　　 6　　　 5　　 15 9　　 3　　 20　　　 7 以　 15　　　　 19 ；

7　　 16　　 18　　 20　　 3 0　　　 6　　　 〇

4　　　 7　　　 6　　 14 9　　　　　　　　　　　　　 98　　　 5　　　 7 7 2　　　　　　 3 2　　 22　　　 6　　　 9 ：

ウ シク サ族 （ス ス キ属 な ど ） 7 7　　 13　　 15　　　　　　　 6　　　 5 9

タ ケ亜 科 （おも に ネザ サ節 ） 4　　　 7　　　 6　　　 7 9　　　 6　　　　　　　 7　　　 6　　 10

検出密度（単位：×1∞個／g）

分 穎「詳　　 ＼　　 試 料

第 5 地点 第 6 地 点 第 7 地点 第 8 地 点

1　　 2　　　 3 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　 8　　 9　　 10　 11 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 10 ；

イネ

キ ビ族 （ヒエ 属 な ど）

ヨシ 属

21　　　 9　　 15 8　　　　　　 6　　 3 1　 13　　　 8 14　　　　　 18　　　 6　　　 6　 12　　 6　　 6　　 47　　 27

7　　 18　　　 7

7　　 2 7　　　 7

6 2　　 15　　　 6　　　 6　　 13　　　 8

ウシ クサ 族 （ス スキ 贋 な ど） 30　　　 6 6　　　　　　　　　　　 6 9　　　 5　　　　　　　　　　　　　　　 7　　　 9　　　 5

タケ 亜科 （お も にネ ザサ 節 ） 8　　　 7　　　 6　　　 6　　　 6　　　 8 19　　　 5　　　　　　　　　 11　　 7　　　 9　　　 5　　 7

検出密度（単位：×1∞錮／∂

分 男「詳　　 ＼　　 試 料

第 9 地 点 第 10地 点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 1 1地 点

1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8　　　 9 1　　 2　　　 3　　 4　　 5　　　 6　　　 7　　　 8 ；

イ ネ

キ ピ族 （ヒエ属 な ど ）

ヨ シ属

6　　　　　　　 5　　　 6　　 15　　 14　　 15 7　　　 7　　 20　　 10　　 2治　　 10

54　　　　　　　 5　　　　　　　 7　　　 7　　 15　　 15 5 7．　 か　　　 7　 13　　 2 1　 14　 10　　　 6 ：

ウ シク サ族 （ス ス キ周 な ど ） 6 5　　　　　　　　　　　　　　　　 7 6　　　 7　　　　　　 13　　　 5　　　 7　　　 5
t

タ ケ亜科 （おも に ネザ サ節 ） 6　　　　　　 15　　　 6　　　 7　　 21　　 7　　 15

検出密度（単位：×100個／g）

第 12地 点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第13 地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 14地 点

分 類 群　　 ＼　　 試 料

イ ネ

キ ビ族 （ヒエ属 な ど ）

ヨ シ属

〇

29　 14　 159　　 29　　 52　　 8　　 5　　 8　 13　 14 ． 4 9　　　　　 21　　 8　 17　　 8　　　　　　 6　　 28　　 6　 110　　 8　　 9　 15　 13

ウ シ クサ族 （ス ス キ属 な ど ）

タ ケ亜 科 （お もに ネザ サ節 ） 4　　 7　　 8　　　　　 7　　 8　　 〇　　 8　　 6　　　　　 3 3　　　　　　　　 8　　 8　　 8　 1 1 ：　 6　　 38　　 6　 10　　　　　 9　　 7　　　　　 4

検出密度（単位：×100個／g）

第 15地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 16地 点 第17 地点　　　　　　　　　　　　　　　　 第 18地 点

分 類 群　　 ＼　　 試 料 1　　 2　　 3　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8

イ ネ

キ ビ族 （ヒ エ属 な ど ）

ヨ シ属

9　　　　　　 30　　 37　　　 〇 6　　　 6　　 13　　　 6　　 18

ウ シク サ族 （ス ス キ属 な ど ） 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〇　　　　　　　　　　　 6　　　 6 14　　　 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

タケ 亜 科 （お も にネ ザ サ節 ）i　 7　　 7　　 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6　 12 17　　　 7　　　 7　　　 9　　　　　　　　　　　 7　　　 8　　　　　　　 6　　　 6　　　 6

検出密度（単位：×100個／g）

第 19地 点 第20 地 点

分 類 群　　 ＼　　 試 料 1　　 2　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8

イ ネ

キ ピ族 （ヒエ属 な ど ）

ヨ シ属

5　　 2 2　　 23　　　 7　　　 7 5　　 18　　　 6

13　　　　　　　　　　 7　　 23　　　 7　　　 7

13　　　　　　　　　　 7　　　 7　　　 7

57　　 6　　　 16　　 0　 12　 12　　 6 ：

ウ シ クサ族 （スス キ属 な ど ） 8　　 12　　　　　　　 8　　　　　　　 6

タ ケ亜 科 （お もに ネザ サ 節 ） 8　　　 6　　　 8　　　 8　　 10　　　 6

検出密度（単位：×100個／g）

第2 1地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 2 2地点 第 2 3地点

分 溺「詳　　 ＼　　 試 料 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　 ‥ 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9 1　 2　 3　 4　 5　 6　 7　 8　 9　 10　 11 12　 13 ［

イ ネ 6　　　　　 14　　　　　　　　　　 7　　　 7　　　 7 ‾　　　　　　　　　　　　　 〇　 14　　　 7　　　 6　　　 6　　　　　 15

キ ビ族 （ヒエ属 な ど ） 8
i

ヨシ属 j　 50　 22　　 7　 14　　 7　　 7　 20　　 7 ′　 21 1J　 a　　 5　　 7　 13　　 6　 18　　　　 8　 12　　 6　 12　　　　 7　　 5　　 7　　 6　　 7

ウシ クサ族 （スス キ属 な ど ）】 73　　 55　　 36　　　　 14　　 7　　 7　　 7 ′　 21　 29　　 28　　 0　　 7　　 7　　 6　　　　　　　　 38　 12　 13　 12　　　　　　　　　 5　　　　　 6　　 7

タ ケ亜 科 （お もに ネザ サ節 ：）】 17　 27 14　　 14　 7　 7 13　 7　 29　 7　 〇　　　 7　　　　　　　　 8　 6　　　　　　　　 7　　　　　 6　　　　　 8　 8 I

検出密度（単位：×1∞個／g）

分 頬「詳　　 ＼　　 試 料

第24 地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 25地 点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 26地 点

1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 10　 11 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 10 ；

イ ネ 20　　 6　　 7　　　 〇　　　　　　　　　　　　　 7　　　　　　 6　　　　　　　　 13　　 に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

キ ピ族 （ヒエ属 な ど ）

ヨ シ屑 29　　　　　 7　　　　　　　 7　　 6　　 7　　　　　　　 22 ： 12　　　　　　　　　　　　　 6　　 6　　 〇　　　　　 6　 14　　 6　　 4　　 7　 14　　 7　　 7　 15　 15 ；

ウ シ クサ族 （ス ス キ属 な ど ） 22　　 器　 14　　　　　　　　 20　　　　　 7　　 〇　　 7　　 7 ． 2 5　　 21　 7　　 6　　 8　　　　 13　　 5　　　　　 6　　　　　 50　　 4　　 7　　 7　　　　　 7

タ ケ亜 科 （お もに ネザ サ節 目 7　 13　　　　　　　　　　　 7　　　　　　　 11　　　　　　　　 6　　 21　　　 12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7　　 6　　　　　　　　　　　 7
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表2　プラント◎オパール（植物珪酸体）分析結果2

第27地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第加地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第29地点

検出密度（単位：×1∝個／g）

分類「群　　＼　　試料

イネ

キピ族（ヒエ属など）

ヨシ屑

ウシクサ族（ススキ属など）

タケ亜科（おもにネザサ節）

1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10

6　　　7 7　　　8　　23　　　8　　　8

5　　　9　　27　　13　　　　　13　　11　　7　　　6　　　7　　　　　17　　22　　　　　　　　　　8

0　　　　　　13　　20　　39　　14　　　6　　　6　　14　　　6　　14　　　　　　35

4　　　7　　20　14　13　　　6　　28　12　　　7　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　8

検出密度（単位：×1∞個／g）

第30地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　第31地点　　　　　　　　　　　　　　　　　第32地点

分類「群　　＼　　試料［1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8

イネ

キビ族（ヒエ属など）

ヨシ属

ウシクサ族（ススキ属なと）

タケ亜科（おもにネザサ節）

8　　　　　　㌶　　　8　　15　　　　　　　　　　　　　15　　15　　15　　　8 15　　　8　　15

8　　15　　　　　　8　　　　　　23　　　　　　23　　　8　　　　　　　　　53　115　　38　　　8　　　8　　　　　　8

15　　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

㌫3　　　8　　　8　　　　　　8　　　　　15 15　　15　　　　　　　8　　　8

検出密度（単位：×100個／g）

［　　　　　 第 ㍊地 点 第34 地 点

l
分 頸 群　 ＼　 試 料 ！ 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7 8

：イネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8　　 3 1　 15　 15 7　　　　　　　 8　　　 8

キ ビ族 （ヒエ 属な ど ）　 】

8　　　　　　 15　　　　　　　 8　　　 8

ウシ クサ 族 （スス キ屑 な ど ）i 8　　　 8　　　 8　　　　　　　 8 8　　　　　　　　 8
タ ケ亜 科 （お もに ネザ サ節 ）！　 15　 8　　　　 7

検出密度（単位．×100個／g）

！　　　　　 2 区 D m 1層　　　　　　　　　　　　 2 区 D m 3層 3 区 D m 1層

分 類 群　 ＼　 針 料 恒 l Nn 2　 N8 3　 Nn 4　 N8 5　 NG 6　 N8 7　 軋 8 ‥軋 1 N8 2　 NG 3　 N8 4　 NG 5　 Nn 6　 NG 7　 N8 8 NG I　 N8 2　 Nn 3　 No．4　 ‰ 5　 ‰ 6　 No．7　 軋 8 ：

イネ　　　　　　　　　　　　　　 3 7　 11　 3 2　　 26　　 23　 18　 19　　　 7 ・　 50　　 38　　 27　　 飢　 13　 15　　 57　　 46 7　 25　 18　 15　 16　　 9　 11　 8 i

キ ビ族 （ヒエ 属な ど）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

ヨシ属 18　　　　　　　　 8　　 6　　 6　　　　　 6　 15　　　　　　　　 7　　 8　　 9　　 7　　 8　　 9　 11　 年

ウシ クサ族 （スス キ属 な ど ）　　　　　　　　　　　　　　　 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6　　 8　　 6　　　　　　　　　 9 ＿　　 7　　　　　　 9　　　　　　　　　　　 11

タ ケ亜 科 （お もに ネザ サ節 ）　　 9　 1 1　　 8　　 8　 15　 18　　 9　　 7 ‥　　 8　 12　 13　　 8　　 6　　　　 19　 18　　 7　　 8　　 9　　　　　 8　　　　　 5　　 8

検出密度（単位：×100個／g）

3 区 D m 3層　　　　　　　　　　　　　　　　 5 区 D H 層 5 区 D m 1層　　　　　　　　 5 区 D 川 2層 （上 ）　　　　　　 5 区 D 川 2層 （下 ）

分 類 群　　 ＼　　 試 料 N8 1　 Nn 2　 Nn 3　 Nn 4　 N8 5　 N8 6　 砿 7　 Nn 8　 N8 1　 Na 2　 Nn 3　 Na 4　 NG 5 帖 1　 Nn 2　 Nn 3　 NG 4　 Nn 5　 Na l　 Na 2　 Nn 3　 N8 4　 N8 5　くNn l　 Nn 2　 Nn 3　 N8 4　 Nn 5

イ ネ 19　　 6　 10　　 6　 1 1　　 5　　 20　 1 1 ： 18　 18　 17　 17　　 29 38　　　 7　　 25　　 14　　　 7

7　　　 8　　　 7　　　 7

17　　 17　　 21　 12　　 27

5　　　 8　　　 7　　　 6

22　　 35　　 17　　 12　　 16

7　 28　　 8　 12　　 8 j

キ ピ族 （ヒエ 属 な ど） 9

ヨシ属

ウシ クサ 族 （ス スキ 属な ど）

9　　　 7　　　 8　　 14　　　 7

5　　　　　　　　　　　　　　　 9 17

タ ケ 亜科 （お もに ネ ザサ 節 ） 5　　 17　　　 7　　 12　　　 9

検出密度（単位：×100個／g）

6 区 D 用1層　　　　　　　　　　　　　　　　 6 区 D m 2 層　　　　　　　　　　　　　　　　　 8 区 D 用2 層

分 鶏 群　　 ＼　　 試 料 N n l　 Na 2　 N8 3　 NG 4　 No．5　 N8 6　 Na 7 帖 1　 No．2　 N8 3　 N8 4　 N8 5　 N8 6　 N8 7

イ ネ

キ ビ族 （ヒエ属 な ど ）

ヨ シ属

5　　　 5　　　 8　　　 6　　　 5　　　 7　　　 7

8　　　 6　　　 6　　 13　　　 5　　　 7　　　 7 9　　　 7　　　 7　　 10　　　 8　　 13　　　 8　　　 7

ウ シ クサ族 （スス キ属 な ど ） 5　　　　　　　 8　　　 6　　　　　　 7 6　　　　　　　　　　　　　　　 7 9　　 7　　　　　　　　　　　　　　　 15 ；

タ ケ亜 科 （お もに ネザ サ節 ） 5　　　　　 8　　 6　　 5　　 7　　 7 ：　 8　　 6　　 6　　 6　　 5　　　　 1年　　　　　　　　　　　　　 8　　 6　　　　　 7 ：

検出密度（単位・×100個／g）

分類群　　＼　　試料

イネ

キビ族（ヒエ属など）

ヨシ属

ウシクサ族（ススキ属など）

タケ亜科（おもにネザサ節）

軋1　Nn2　Nn3　Nn4　No．5　Nは6　NG7　Nn8　N89　軋10　Nall N812

8　　16　　　8　　23　　15　　23　　30　　45　　22　　15　　　8　15

8　16　　訟　　8　　8　　38　　8　　　7　　22　　8　　8　　30

8　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　8

8　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　7

表3　各層におけるイネのプラント◎オパール密度と稲作の可能性

層位＼地点　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　日1213141516171819　20　2122　23　24　25　26　27　28　29　30　3132　33　34

1
　
　
2
　
　
3

I

 

H

 

m

 

m

 

m

B

 

C

 

D

 

D

 

D

 

D

 

D

 

E

▲　－　△　1　　－　　－　△　一　　一　　一　　一　　一　・一　▲　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

×　－　×　×　－　▲　△　▲　▲　▲　▲　x X X X X X X X X　▲　×　△　×　▲　入　×　×　×　▲　×　×　Y　▲

△　－　△　×　－　×　▲　▲　×　△　▲　×　×　△　▲　▲　▲　▲　×　×　△　▲　×　×　×　×　×　×　▲　×　△　ン　▲　×

△　▲　△　△　△　○　▲　▲　▲　△　△　▲　△　×　×　▲　△　▲　▲　×　×　△　×　△　▲　×　×　－　△　△　△　一　一　一

△　△　－　△　△　△　○　○　△　△　△　○　○　△　（⊃　△　○　○　△　△　×　－　×　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

△

×ー　一　一　一一　一　一　一　一　一　一・一　一　一　一　一　▲　▲　×　▲　△　▲　▲　▲　▲　△　△　△　○　▲－　×　底　×　　×　×　　×　　×　　×　　×　×　　×　息　－　×　底　×　　×　　×　　×　　×　　×　　×　　×　×　　×　×　　×　　×

○：3，∞0個／g以上（稲作の可能性大），△：1，000～3，000個／g未満（稲作の可能性有），底：1，000個／g未満（稲作の可能性小），×：検出されない，－：試料なし
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紺編　　盛業遺跡はお繹る画然科学分析
パリノ⑳サ由ヴヱイ株式会社

はじめに

岳美遺跡が位置する静岡平野北部の城北平野の地形◎地質の概略は、加藤（1993）を参考にすると次

の通りである。縄文時代中期～後期には安倍川からの砂礫の供給が活発となり、この砂礫層（Augl層）

がいく筋に分かれて北東方向に堆積が進み、これらの間に泥層が堆積する。縄文時代後◎晩期～古墳時

代初期になると湿地が拡大し、泥層（Auc層）が堆積する。古墳時代中期以降になると、再び礫層およ

びその相当層（Aug2層）が堆積するが、その間に平安時代の湿地土層を挟む。岳美遺跡に隣接する池

ケ谷遺跡では、この湿地土層上面で約109m間隔で南北軸N38～390Wの大畦畔が検出されており、平安

時代には条里型水田が広がっていたことが明らかにされているが、岳美遺跡でもほぼこれを踏襲した大

畦畔が検出されており、条里型水田が今回の主な発掘調査対象とされている。

今回の自然科学分析調査は、古墳時代中期～平安時代の環境変遷を知るとともに、平安時代の条里型

水田の様態や廃絶要因などについて検討するために珪藻分析◎花粉分析（イネ属同定を含む）◎種実遺体

同定◎土壌化学分析を実施した。とくに土壌化学分析については、土壌肥沃度に関する情報を得るため

に腐植◎希硫酸抽出窒素（易分解性有機態窒素）◎陽イオン交換容量◎全リン酸◎可給態リン酸⑳可給態

ケイ酸を、過去の水田土壌水分状況などを把握するためにジチオナイト（DCB）抽出鉄◎マンガンの各

項目を選択した。さらに、発掘調査で確認されたテフラについて指標テフラを明らかにするためにテフ

ラ分析も実施する。

上　層序と試料

（自　基本層序

本遺跡の層序は、下位からE層◎Dm層◎nII層◎DI層◎C層◎B層⑳A層に分層されている。E

層は灰色シルトを主体であり、調査区によっては砂あるいは礫を含む。本層は遺跡東側に向かい傾斜す

るが、2／3区東側と9／10／11区西側では微高地を形成する。本層は加藤（1993）によれば古墳時代

中期以降に堆積したAug2層に相当し、氾濫堆積物と考えられる。りⅢ層は暗灰色～灰色を呈するシル

ト～粘土である。本層では、上部で雲管状酸化鉄、下部で炭酸鉄が認められ、これによりDm－3層～D

II上1層に細分されている。Dm層は5区～8区にかけて比較的厚く堆積する。IM層は泥炭を含む暗

灰色粘土である。DI層は泥炭質堆積物で、上部が黒色分解質泥炭、下部が黄褐色分解質泥炭である。

C層は白色粘土であり、水平ラミナが形成される。B層は砂を主体とした堆積物であり、ラミナが発達

する。B層もAug2層に相当する。A層は旧水田層および現在の盛り土である。

発掘調査の結果、排旧層で畦畔が検出されることから、Dm層が条里型水田層に相当する。また、n

m層で検出された畦畔は、上位のnII層あるいはmI層により覆われる。

（2）各調査区の概要と試料採取地点

く1区＞

杭列を伴う大畦畔が検出されている。本調査区では、Dm層で灰白色テフラが検出されている。調査

区北壁に大畦畔を挟むように第1地点◎第2地点を設定した。両地点とも水田部に相当し、DI層～E

層を対象に試料を採取した。

＜2／3区＞

杭列を伴う大畦畔が検出されている。この大畦畔の南側では立木跡が見られる。本調査区では、第1
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地点～第7地点を設定した。第1地点◎第2地点が調査区南壁の水田部、第3地点◎第4地点が調査区

北西壁の水田部である。また、大畦畔には浅い溝状の窪地が確認されるが、この窪地の埋積物を採取し、

第5地点とした。大畦畔窪地埋積物は砂あるいはシルトからなる。第6地点が南北方向の大畦畔と東西

方向の大畦畔が交差する場所にあったと推測される立木跡付近の水田部、第7地点が調査区北側の水田

部である。

＜4区＞

本調査区では方向性が異なり杭列を伴わない2本の大畦畔が検出されている。りm層および大畦畔を

構築する堆積物の中にはテフラが検出されている。試料を採取するにあたり第1地点◎第2地点◎第4

地点◎第5地点を設定した。第1地点が調査区西壁の水田部、第2地点が調査区東壁の水田部である。

第4地点◎第5地点とも大畦畔であるが、第4地ノ如ゞ大畦畔東側、第5地点が大畦畔西側から畦畔を構

築する堆積物を対象に試料を採取した。なお、現地調査では本調査区のほぼ中央部の湧水地．由こ第3地

点を設定したが、湧水の影響により試料採取が困難であった。

＜5区＞

本調査区では、杭材◎板材により補強された南北方向の大畦畔が検出されている。また、DIII層でテ

フラが検出されている。試料を採取するにあたり調査区北壁の水田部に大畦畔を挟むように第1地点◎

第3地点を、大畦畔部に第2地点を設定した。

＜6区＞

東西方向の大畦畔とそれに伴う小畦畔が認められている。この大畦畔では、下部に砂が認められる。

本調査区では、DH層でテフラが検出されている。試料は、第1地点～第5地点を設定して採取した。

各調査地点は、第1地点が調査区西壁の水田部、第2地点が大畦畔、第3地点◎第4地点が調査区西壁

および両壁の水田部、第5地点が小畦畔部である。なお、第3地点◎第4地点は、同一の水田区画であ

る。

＜7区＞

南北方向の大畦畔が検出されている。本調査区では、DI層でテフラが確認されている。調査区西壁

の水田部に第1地点、大畦畔のセクションベルト断面に第2地点、調査区セクションベルト東壁水田部

に第3地点を設定した。

＜8区＞

南北方向の大畦畔が検出されている。本調査区でもDI層でテフラが確認ざれた。試料は第1地点～第

5地点を設定した。各調査地点は、第1地点◎第3地点◎第4地点が水田部セクションベルト北壁であ

り、第1地点が大畦畔の西側、第3地点◎第4地点がその東側にあたる。第5地点は調査区北壁の水田

部断面、第2地点が大畦畔セクションベルト北壁断面である。

＜9／10／11区＞

東西方向の大畦畔が検出された。本調査区では発掘調査の結果、大畦畔をつくり直した痕跡が見られ、

旧条里大畦畔、新条里大畦畔とここでは便宜的に表現する。本調査区では、第1地点～第6地点を設定

した。第1地点は東西方向に設定されたセクションベルト両壁の水田部、第5地点◎第6地点は調査区

北壁の水田部、第4地点が調査区西側トレンチ南側の水田部であり、各地点ともDI層～E層を対象に

試料を採取した。また、DI層中にテフラが確認される。第2地点は南北セクションベルト東壁の旧条

里大畦畔より上位の層準、第3地点は第2地点よりすぐ南の新大畦畔部である。また、第1地点では、

種実遺体同定を実施する試料を9点採取した。なお、種実遺体同定試料の採取層位などは、種実遺体同

定結果とともに表示する。

＜12区＞
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本調査区では、杭材◎板材により補強された南北方向の大畦畔が検出されている。調査区南壁の水田

部に大畦畔を挟むように第1地点⑳第3地点を、大畦畔に第2地点を設定した。本調査区では、DI層

でテフラが検出されている。

＜14区＞

東西方向に走る3本の流路（流路1～3）が検出されている。流路1◎　2は、条里構築以降の流路で

あり、流路3が条里構築以前の流路である。本調査区では、第1地点～第4地点を設定した。各調査地

点は、第1地点⑳第2地点が調査区北側の水田部、第3地点が流路1◎　2、第4地点が流路3である。

各流路の埋積物は、流路1が暗灰色シルト質粘土、流路2が灰色シルト混じり砂、流路3が灰色シルト

質粘土である。また、DH層でテフラが検出されている。

＜15／16区＞

南北方向に走る畦畔が検出されている。調査区北壁の水田部に大畦畔を挟むように第2地点◎第3地

点を、大畦畔に第1地点を、調査区南側の水田部で第4地点◎第5地点を設定した。

（3）分析試料の選択

上記に示した試料採取地点の中から分析調査目的を考慮して、分析調査対象地点および珪藻分析◎花

粉分析◎土壌化学試料を選択した（図1）。とくに花粉分析試料については、含まれるイネ科花粉化石の

中で栽培植物のイネ属の産状などを明らかにするためにイネ属同定試料を選択した（表24）。また、9／

10／11区第1地点のnI層◎DH層◎Dm層◎mm－1～3層◎E層から検出された単体の種実遺体に

ついても種類を明らかにするために同定を行う（表25）。さらに各調査区で確認されたテフラについても

同定を行う（表1）。

表1　テフラ分析試料の一覧

調査区

7区

地点　　　　　検出層位

第1地点　　　Dm－1層
第1地点　　　Dm－1層
第4地点　　　大畦畔東側
第5地点　　　大畦畔西側
第1地点　　　nH層
第1地点　　　DII層
第2地点　　　りH層
第3地点　　　DH層
第1地点　　　DI層
第2地点　　　DI層
第3地点　　　DI層

調査区　　　　　　地点　　　　　検出層位

第1地点
第2地点
第3地点
第4地点
第5地点

9／10．／11区　　　　第1地点
第2地点
第3地点
第5地点

12区

14区

第2地点
第2地点

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
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－

⊥

　

I

 

I

 

I

 

I

 

T

・

l

 

T

I

 

I

 

T

－

⊥

D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D

2。分析方法

（1）テフラ分析

試料を小型超音波洗浄装置により分散し、適宜上澄みを流して泥分を除去し、残った砂分を実体顕微

鏡下で観察してテフラの指標となる軽石◎スコリア◎火山ガラスの産状とそれらの特徴を調べた。

（2）珪藻分析

試料を湿重で約7g秤量し、過酸化水素水、塩酸の順に化学処理し、試料の泥化と有機物の分解◎漂白

を行う。自然沈降法で粘土分、傾斜法で砂分を除去した後、適当量計り取りカバーガラス上に滴下し乾

燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入する。検鏡は光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行

い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体

以上同定◎計数する（珪藻化石の少ない試料はこの限りではない）。種の同定は、K．Krammer and Lange
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ーBertalot（1986⑳1988◎1991a，b主K。Krammer（1992）などを用いる。同定結果は、産出種をアルファ

ベット順に並べた一覧表で示す。また、産出した化石が現地性の化石か他の場所から運搬◎堆積した異

地性の化石かを判断する目安として完形殻の出現率を求め考察の際に考慮した。堆積環境の解析にあた

り、塩分濃度に対する適応性から産出種を海水生種、海水～汽水生種、淡水生種に分類し、淡水生種に

ついては更に塩分◎水素イオン濃度（pH）◎流水に対する適応性に基ずいて生態区分する。そして、主要

な分類群について、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。堆積環境の解析にあたっては安藤（1990）、

伊藤啓堀内（1991）の環境指標種を参考とする。

（3）花粉分析

湿重約10gの試料について水酸化カリウム処理、節別（250仰）、重液分離（臭化亜鉛9比重2。3）、フツ

化水素鞍処理、アセトリシス処理（無水酢酸：濃硫酸＝9：1）の順に物理◎化学的な処理を施して、

花粉⑳胞子化石を試料から分離◎濃集する。処理後の残漆をグリセリンで封入してプレパラートを作製

した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査しながら、出現する全ての種類について同定◎計数を

行う。また、ノマルスキー微分干渉装置を用いて、検出されるイネ科花粉について表面微細構造、発芽

孔の肥厚状況、粒径からイネ属と他のイネ科に区分し、イネ属同定を行う。

結果は同定⑳計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位的分布図として表示する。図中の出現

率は、木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉◎シダ類胞子が総花粉⑳胞子数より不明花粉◎他のシダ類

胞子を除いた数をそれぞれ基数とした百分率で算出する。イネ属同定結果は、イネ科花粉の中でイネ属

が占める割合（イネ属比率：鈴木◎中村，1977）としても表示する。なお、図表中で複数の種類をハイ

フォン（－）で結んだものは、種類間の区別が困難なものである。

（4）種実遺体同定

試料約300～400ccを5％の水酸化ナトリウム水溶液に1昼夜浸し、試料の泥化を行う。0．5mmのふるい

を通して残漆を集め、それを双眼実体鏡下で観察し、種実遺体を抽出する。種実遺体は、その形態的特

徴から種類を同定し、試料◎種類にほう酸とほう砂の混合溶液に保存する。

（5）土壌化学分析

風乾紳士試料または微粉砕試料（風乾細土試料の一部を微粉砕し、0．5mm節を全通させた試料）につい

て、腐植はチューリン法、陽イオン交換容量（CEC）はショーレンベルガー法、可給態リン酸はトルオー

グ法（土壌標準分析の測定法委員会，1986）、可給態窒素は希硫酸抽出法（藤井など91990）、全リン酸

は硝酸◎過塩素酸分解一バナドモリブデン酸法（土壌養分測定法委員会，1981）、可給態ケイ酸は1N酢

酸ナトリウム（pH4．0）浸出法（農林水産省農蚕園芸局農産課91979）、ジチオナイト（りCB）抽出の鉄◎

マンガンは、mCB法の改変法でそれぞれ行った（日本分析化学会91991）。以下に分析項目毎の操作工程

を示す。

＜腐　植＞

①微粉砕試料0．100～0．500gを100ml三角フラスコに正確に秤りとる。

②0．4Nクロム酸◎硫酸混液10mlを正確に加え、約2000Cの砂浴上で正確に5分間煮沸する。

③冷却後、0．2％フェこルアントラニル酸液を指示薬に0．2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴足し、試料

中の有機炭素量（Org－C乾土％）を求める。

④この有機炭素量に係数L724を乗じて腐植量（乾土％）を算出する。

＜希硫酸抽出窒素＞

①風乾細土試料10．00gを100ml三角フラスコに秤りとる。

②0。5M硫酸溶液50mlを加え、室温で1時間振とうし、ろ過する。

③ろ液をケルダール分解し、水蒸気蒸留法によってろ液の窒素を定量する。
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④この定義値から、試料中の可給態窒素量（Nmg／乾土100g）を求める。

＜陽イオン交換容量（CEC）＞

①風乾細土試料5．00gを浸透管に秤りとる。

②これをCEC測定用の土壌浸出装置に装着し、1N酢酸アンモニウム溶液（pH7。0）100m腫加え、4

～20時間で置換洗浄する。

③置換洗浄させた試料に80％ェタノール（pH7調50mlを加え、余剰な酢酸アンモニウム液を4～20時間

で洗浄する。

④洗浄した試料に10％塩化カリウム（pH7調　を加え、4～20時間で再び置換洗浄する。

⑤置換洗浄された液すべてを200mlメスフラスコに入れ、水で定容する。

⑥定容液の40mlを100ml三角フラスコに正確に採取し、フォルモール法によってアンモニア態窒素を定量

する。

⑦この定量値から、試料のCEC（me／乾土100g）を求める（me：mg当量）。

＜全リン酸＞

①風乾紳士試料1．00gを200mlケルダールフラスコに秤りとる。

②はじめに硝酸5mlを加えて加熱分解し、放冷後、過塩素酸10mlを加えて再び加熱分解を行う。

③分解液を水で100mlに定容し、直ちにろ過する。

④ろ液一定量を試験管に採り、リン酸発色a液を加えて分光光度計でリン酸濃度を定量する。

⑤この定量値から、試料中の全リン酸量（P205mg／乾土100g）を求める。

＜可給態リン酸＞

①風乾細土試料1．00gを300ml三角フラスコに秤りとる。

②0．002N硫酸溶液（pH3）200mlを加え、室温で1時間振とうし、ろ過する。

③ろ液一定量を試験管に採り、混合発色試薬を加えて分光光度計によりリン酸濃度を定量する。

④この定量値から、試料中の有効リン酸量（P205mg／乾土100g）を求める。

＜可給態ケイ酸＞

①風乾細土10誹Ogを200ml三角フラスコに秤りとる。

②1N酢酸ナトリウム溶液（pH4．0）100mlを加え、時々振とうしながら400C低温水槽に5時間保ち、ろ

過する。

③ろ液一定量を試験管に採り、0。6N塩酸及びモリブデン酸アンモニウム溶液を加えて約3分間放置す

る。

④これに亜硫酸ナトリウム溶液を加えて分光光度計によりケイ酸濃度を定量する。

⑤この定量値から、試料中の可給態ケイ酸量（SiO2mg／乾土100g）を求める。

＜ジチオナイト（DCB）抽出鉄およびマンガン＞

①風乾細土試料工00gを遠沈管に秤りとる。

②22％クエン酸ナトリウム50mlとハイドロサルファイトナトリウム1誹Ogを添加して16時間振とうする。

③0・4％高分子凝集剤を5滴加えて激しく振とうした後、遠心分離後ろ過し、ろ液を得る。

④ろ液の一定量を蒸留水で10倍に希釈し、緩く蓋をして3日間放置する。

⑤この走容液について、原子吸光光度法で鉄およびマンガンを定義する。

⑥この定量値から、試料中の鉄量（Fe20。％）、マンガン童（MnO2mg／100g）を求める。

3◎　分析結果

（1）テフラ分析
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検出されたテフラを観察した結果、本遺跡で検出されたテフラは全て同一であり、ほとんど細粒の火

山ガラスからなる火山ガラス質テフラであった。火山ガラスは無色透明でスポンジ状に細かく発泡した

軽石型と、気泡の伸びた繊維束状の軽石型および気泡の少ない破砕片状の中間型が混在する。また、窯

雲母の細片も微量認められる。このテフラの特徴およびこれまでの静活平野の調査により得られたテフ

ラ試料との比較から、本テフラは838年に噴出したとされるI z－Kt（町田⑳新井91992）に対比され

る。

（2）珪藻分析

珪藻分析結果を各調査区毎に以下に述べる。

＜1区＞

結果を表2◎図2に示す。珪藻化石は第1地点試料番号1、第2地点試料番号4～2から産出する。

それ以外の試料では非常に少ない。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現率は、50％以下と化石の保

存は悪い。産出種の全ては淡水生種で構成され、産出分類群数が22属89種類である。

第1地点試料番号1は流水不定性のAmphora ovalis var。affinis、Navicula rhynchoceph－ala、好

止水性のFragilaria construeIIS、F。COnStruenS fo。binodisが多産し、流水不定性のNavicula

pupula、同じく流水不定性で好塩性のRhopalodia gibberula、Fragilaria brevistr主ata、陸生珪藻B

群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensを伴う。

第2地点の珪藻化石群集は、試料番号4◎3と試料番号2で異なる。試料番号4◎3では流水不定性

のAmphora ovalis var．affinis、Gyrosigma acuminatum、好止水性のGyrosigma spenwceriiが多

産する。また、珪藻化石の保存が悪く種まで同定できなかったGyrosigma spp。が多産する。試料番号

2では流水不定性のCymbella heteropleura、Amphora ovalis var．affinis、好止水性のGyrosigma

spenceriiが多産する。また、化石の保存が悪く種まで同定できなかったCymbeHa spp・、Gyrosigma

spp。が多産する。

＜2／3区＞

結果を表3◎図3に示す。珪藻化石は第1地点試料番号1、第2地点試料番号3◎1、第3地点試料

番号3、第7地点試料番号4◎3から産出する。それ以外の試料では非常に少ない。珪藻化石が産出し

た試料の完形殻の出現率は、第1地点試料番号1が約70％と高いが、それ以外は40％以下と低い。産出

種の大部分は淡水生種で構成され、産出分類群数は27属124種類である。以下に、珪藻化石の産状を各地

点別に下位から述べる。

第1地点試料番号1では好流水怪のNavicula elginensis var。neglecta、流水不定性のDiploneis

ovalis、Navicula radiosa、Rhopalodia gibberula、好止水怪のFragilaria brevis士riata、F．con－

struensが多産する。

第2地点試料番号3は好流水怪で中～下流怪河川指標種のCymbe11a turgidula、流水不定性のAm－

phora ovalis var．affinis、Rhopalodia gibberula、Synedra ulna、好止水性のGyrosigma spencer－

ii、陸生珪藻A群のHantzschia amphioxysが多産する。試料番号1は試料番号3に近似するが、汽水

付着性のAmphora strigosa、好流水怪で中～下流性河川指標種のCymbella sinuataが産出すること、

Hantzschia amphioxysが産出されない点で差がある。

第3地点試料番号3では化石の保存が極めて悪くほとんどの珪藻化石が壊れていた。よって、種まで

同定できないCymbella sp針、Gyrosigma spp．、Pinnularia spp．が優占する。また、種まで同定が

できたものとしては、流水不定性のCymbella heteropleura、好止水性のGyrosigma spenceriiなどが

あげられる。

第7地点試料番号4◎3では珪藻化石群集が近似しており、流水不定性のCymbella heteropleuraが
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優占し、同じく流水不定性のGyrosigma acuminatum、Amphora ovalisvar．affinis、好止水性の

Gyrosigma spenceriiなどを伴う。＜4区＞

結果を表4◎図4に示す。珪藻化石は第1地点試料番号1、第2地点試料番号5から産出する。それ

以外の試料では非常に少ない。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現率は、15％以下と珪藻化石の保

存は非常に悪い。産出種の全ては淡水生種で構成され、産出分類群数は19属45種類である。

第1地点試料番号1は流水不定性のRhopalodia gibberulaが優占し、流水不定性のAmphora

OValis var・affinis、Caloneis silicula、好止水性で沼沢湿地付着生種のCymbella subaequalis、陸生

珪藻のりiploneisyatukaensis、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praeruptavar。

bidensを伴う。この他、保存が悪く種の段階まで同定できないDiploneis spp．、Pinnularia spp．が多

産する。

第2地点試料番号5は、流水不定性のCymbella heteropleura、好止水怪のGomphonema

acuminatum、Gyrosigma spenceriiが多産し、流水不定性のAmphora ovalis var。affinisを伴う。

また、保存が悪く種まで同定できないGyrosigma spp．、Pinnularia spp。が多産する。

＜5区＞

結果を表5◎図5に示す。珪藻化石は第1地点試料番号7◎3～1、第2地点試料番号16◎2、第3

地点試料番号5～3から産出する。それ以外の試料では非常に少ない。珪藻化石が産出した試料の完形

殻の出現率は6～70％まで変化するが、各地点とも上位の試料ほど化石の保存がよい。産出種の大部分

は淡水生種で構成され、産出分類群数は28属153種類である。この値は今回の調査区の中で最も高い。以

下に珪藻化石の産状を各地点別に下位から述べる。

第1地点の珪藻化石群集は、試料番号7、試料番号3◎2、試料番号1で異なる。試料番号7では流

水不定性のCymbeHa heteropleuraが優占し、好流水性で中～下流性河川指標種である

Cymbella turgidula、流水不定怪のAmphora ovalis var．affinis、流水不定性で好塩性の

Anomoeoneis sphaerophora、Synedra ulna、好止水性のGyrosigma spenceriiを伴う。また、保存

が悪く種まで同定できないCymbella spp．、Gyrosigma spp．、Pinnularia spp．が多産する。試料番

号3◎2は化石の保存も良く好止水性のFragilaria construens、F。COnStruenS fo．binodis、F。COn－

StruenS fo・Venterが多産し、好流水怪のNavicula elginensis var．neglecta、流水不定性のAm－

Phora ovalis var・affinis、Navicula kotschyiを伴う。試料番号1では流水不定性で好塩性の

Rhopalodia gibberulaが優占し、好流水性で中～下流性河川指標種のCymbella sinuata、C。

turgidula、流水不定性のRhopalodia gibbaを伴う。

第2地点の珪藻化石群集は、試料番号16と試料番号2で異なる。試料番号16は流水不定性のCymbella

heteropleuraが優占し、好流水性のNavicula viridula、流水不定性のAmphora ovalisvar．af幽

finis、流水不定性のSynedra ulna、好止水性のGyrosigma spenceriiを伴う。試料番号2は流水不定

性のAmphora ovalisvar．affinis、流水不定性で好塩性のRhopalodia gibberula、好止水性の

Fragilaria construens、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidens、

耐敵性の強い陸生珪藻A群のHantzschia amphioxys、Navicula muticaが多産する。

第3地点の珪藻化石群集は、試料番号5の4◎3とそれぞれの試料で異なる。試料番号5は流水不定

性のCymbella heteropleura、好止水性のGyrosigma spenceriiが優占し、流水不定性のSynedra

ulna、Gyrosigma acuminatumを伴う。また、保存が悪く種まで同定できないCymbella spp．、

Gyrosigma spp・が多産する。試料番号4は流水不定性のCymbella heteropleuraが優占し、流水不定

性のAmphora ovalis var・affinis、流水不定性で好塩性のAnomoeoneis sphaerop－hora、流水不定

性のGyrosigma acuminatum、Pinnularia rupestris、Synedra ulna、好止水性のGyrosigma
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spencerii、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidmensを伴う。ま

た、保存が悪く種まで同定できなかったCymbella spp。、Gyrosigma spp。、Pinnularia spp．が多産

する。試料番号3では化石の保存も良く好止水性のFragilaria construens、陸生珪藻B群で沼沢湿地付

着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensが多産し、流水不定性のAmphora ovalis var。

affinis、Gyrosigma acuminatumを伴う。

＜6区＞

結果を表6◎図6に示す。珪藻化石は第1地点試料番号4◎3、第2地点試料番号7◎3◎2、第3

地点試料番号4◎3、第4地点試料番号6、第5地点試料番号8◎4～1から産出する。それ以外の試

料では非常に少ない。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現率は、15～60％まで変化するが各地点と

も上位の試料ほど化石の保存がよい。産出種の全ては淡水生種で構成され、産出分類群数は25属138種類

である。以下に珪藻化石の産状を地点別に下位の試料から述べる。

第1地点の珪藻化石群集は、試料番号4と試料番号3で異なる。試料番号4では流水不定怪の

Cymbella heteropleuraが優占し、流水不定性のAmphora ovalis var。affinis、Gyrosigma

acuminatum、Pinnularia rupestris、Synedra ulnaが多産する。また、保存が悪く種まで同定できな

いCymbella spp．、Gyrosigma spp。、Pinnularia spp．が多産する。試料番号3では陸生珪藻B群で

沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensが優占し、流水不定怪のAmphora

ovalis var．affinis、好止水性のFragilaria construensが多産する。これに付随して流水不定性の

Caloneis silicula、Pinnularia rupestris、陸生珪藻のPinnularia schroederiiを伴う。

第2地点の珪藻化石群集は、3試料で異なる。試料番号7では流水不定性のCymbeHa heteropleura

が優占し、流水不定性のAmphora ovalis var。Iaffinis、Anomoeoneis sphaerophora、Navicula

kotschyi、Gyrosigma spenceriiが多産する。また、好流水性のNavicula elginensis var・neglectaを

伴う。試料番号3では陸生珪藻A群のHantzschia amphioxysが優占し、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着

生種でもあるEunotia praerupta var．bidensが多産する。試料番号2では陸生珪藻B群で沼沢湿地

付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidensが優占し、陸生珪藻A群のHantzschia amphiox－

ys、Navicula muticaが多産する。

第3地点の珪藻化石群集は、試料番号4と試料番号3で異なる。試料番号4では流水不定性の

Cymbella heteropleuraが優占し、同じく流水不定性のGyrosigma acuminatum、Synedra ulna、好

止水性のGyrosigma spenceriiが多産する。これに付随して好流水性のCocconeis placentula var・

1ineata　を伴う。また保存が悪く種まで同定できないCymbeHa spp．、Gyrosigma spp。、Pinnularia

spp．が多産する。試料番号3は好止水性のFragilaria construensが優占し、陸生珪藻B群で沼沢湿地

付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidens、流水不定性のAmphora ovalis var．affinis、

Gyrosigma acuminatumが多産する。

第4地点試料番号6は好流水性のGyrosigma scalproides、好止水性のGyrosigma spenceriiが優

占し、流水不定性のGyrosigma acuminatum、Navicula kotschyi、Synedra ulnaを伴う。

第5地点の珪藻化石群集は各試料で異なる。試料番号8は流水不定性のCymbella hetero－Pleura、

Synedra ulna、好止水性のGyrosigma spencerii、好流水怪のGyrosigma scalproidesが多産する。

試料番号4は流水不定性のCymbella heteropleura、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもある

Eunotia praerupta var．bidensが優占し、流水不定性のAmphora ovalis var．af仁inis、Synedra

ulnaを伴う。試料番号3は陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。

bidensが優占し、流水不定性のAmphora ovalis var。affinis、好止水性であるFragilaria con～

struens、好流水性のNavicula elginensis var．neglectaを伴う。試料番号2は流水不定性の
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Navicuia rhychocephalaが優占し、流水不定性のAmphora ovaiis var。a仔inis、Pinnularia rupes－

tris、好止水性のFragilaria construens、好流水性のNavicua e短inensisvar。negiectaが多産す

る。試料番号1は流水不定性のSynedra ulna、陸生珪藻A群のHantzschia amphioxysが多産し、好

流水性で中～下流性河川指標種のCymbeHa turgiduia、好流水性のNavicua e短inensisvar。

neglecta、流水不定性のCaioneis sHicua、好止水性のNeidium ampHatumを伴う。

＜7区＞

結果を表7に示す。珪藻化石は第1地点試料番号2から産出する。それ以外の試料では非常に少ない。

本試料の完形殻の出現率は、50％を僅かに越える程度である。産出種のほとんどは淡水生種で構成され、

産地分類群数は20属44種類である。第1地点試料番号2では陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもある

Eunotia praerupta var。bidensが優占し、流水不定性のAmphora ovalis var．affinis、陸生珪藻A

群のNavicula mutica、Hantzschia amphioxys、陸生珪藻B群のNitzschia brevissimaが多産する。

＜8区＞

結果を表8に示す。珪藻化石は、第1地点試料番号2から産出する。それ以外の試料では非常に少な

い。本試料の完形殻の出現率は約20％と化石の保存は悪い。産出種の全ては淡水生種で構成され、産出

分類群数は19属42種類である。この値は今回の調査区の中で最も低い。第1地点試料番号2では陸生珪

藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensが優占し、流水不定性のAm】

Phora ovalis var．affinis、りiploneis parma、流水不定性種であり沼沢湿地付着生種でもある

CymbeHa aspera、好止水性のFragHaria construens、陸生珪藻B群のCaloneisleptosomaが多産す

る。

＜9／10／11区＞

結果を表9啓図7に示す。珪藻化石は第1地点試料番号2砂上第2地点試料番号上第3地点試料

番号2◎1、第4地点試料番号1、第5地点試料番号2から産出する。それ以外の試料では非常に少な

い。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現率は20～44％まで変化し、化石の保存は悪い。産出種の全

ては淡水生種で構成され、産出分類群数は19属79種類である。以下に珪藻化石の産状を地点別に下位の

試料から述べる。

第1地点の珪藻化石群集は試料番号2と試料番号1で異なる。試料番号2は流水不定性のAmphora

OValis var．affinisが優占し、同じく流水不定性のPinnularia rupestris、陸生珪藻B群で沼沢湿地付

着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensが多産する。また、保存が悪く種まで同定できない

Pinnularia spp。が多産する。試料番号1では好止水性のFragilaria brevistriataが優占し、陸生珪藻

B群であり沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidens、流水不定性のAmphora

OValis var。a拝iIlis、Diploneis parma、Rhopalodia gibberulaが多産する。

第2地点試料番号1は流水不定性のAmphora ovalis var。affinis、Pinnularia rupestris、好止水性

のFragilaria brevistriata、陸生珪藻B群に属し、沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。

bidensが多産する。

第3地点の珪藻化石群集は試料番号2と試料番号1で異なる。試料番号2は陸生珪藻B群で沼沢湿地

付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidensが優占し、流水不定性のAmphora ovalisvar。

affinis、Pinnularia rupestrisが多産する。試料番号1は流水不定性のAmphora ovalis var．affinis

が優占する。また、流水不定性種で沼沢湿地付着生種でもあるCymbeHa aspera、陸生珪藻B群で沼沢

湿地付着生種でもあるEunotia praeruptavar．bidens、流水不定性で好塩性のRhopalodiagibber－

ulaが多産する。

第4地点試料番号1は陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidens
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が優占し、流水不定性のAmphora ovalis var。affinis、Pinnularia rupestris、好止水性のFragilaria

brevistriataが多産する。

第5地点試料番号2は陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidens、

流水不定性のAmphora ovalis var．affinisが優占し、流水不定性のPinnularia rupesiris、

Rhopalodia gibbaが多産する。これに付随して流水不定性種◎沼沢湿地付着生種であるCymbella

aspera、流水不定性のりiploneis parmaが産出する。

＜12区＞

結果を表10◎図8に示す。珪藻化石は第1地点試料番号2、第2地点試料番号2、第3地点試料番号

3◎2から産出する。それ以外の試料では非常に少ない。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現率は、

50％前後で化石の保存状態は悪い。産出種の全ては淡水生種で構成され、産出分類群数は20属74種類で

ある。以下に珪藻化石の産状を地点別に下位の試料から述べる。

第1地点試料番号2は陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidens、

流水不定性種◎沼沢湿地付着生種であるEunotiaincisaが優占し、流水不定性のAmphora ovalis

var．affinisが多産する。これに付随して好流水性で中～下流性河川指標種でもあるAchnanthes

lanceolata、流水不定性で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia pectinalis var。minor、流水不定性の

Gomphonema parvulumが産出する。

第2地点試料番号2は陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidens

が優占し、流水不定性のAmphora ovalis var。iaffinisが多産する。また、流水不定性のPinnularia

rupestris、好止水性のFragilaria construensを伴う。

第3地点の珪藻化石群集は試料番号3と試料番号2で異なる。試料番号3は流水不定性のAmphora

OValis var．affinis、好止水性のFragilaria construens、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもある

Eunotia praerupta var。bidensが優占し、沼沢湿地付着生種のEunotia pectinalis var．minor、流

水不定性のPinnularia rupestris、P。meSOleptaを伴う。試料番号2は流水不定性のAmphora ovalis

var．affinis、好止水性のFragilaria construens、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia

praerupta var．bidensが優占し、好止水性のFragilaria construens、F。COnStruenS fo．venter、流

水不定性のPinnularia rupestrisが多産する。

＜14区＞

結果を表11◎図9に示す。珪藻化石は第1地点試料番号5　◎　4　◎1、第2地点試料番号2から産出す

る。それ以外の試料では非常に少ない。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現率は20～55％である。

産出種の全ては淡水生種で構成され、産出分類群数は21属76種類である。以下に、珪藻化石の産状を地

点別に下位の試料から述べる。

第1地点の珪藻化石群集は試料番号5　◎　4と試料番号1で異なる。試料番号5◎　4は陸生珪藻B群で

沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensが優占し、流水不定怪のAmphora

ovalis var。affinisが多産する。この他、流水不定性であり沼沢湿地付着生種であるEunotia

PeCtinalis var．undulata　を伴う。試料番号1は流水不定怪のNavicula kotschyi、好止水性の

Fragilaria construens、好止水性で沼沢湿地付着生種のCymbella subaequalisが多産し、流水不定性

のAmphora ovalis var．affinis、沼沢湿地付着生種のCymbellallaViculiformis、好止水性の

Fragilaria construens fo．binodis、Nitzschia sinuata var．delogneiを伴う。

第2地点試料番号2では陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidens

が優占し、流水不定性のPinnularia rupestris、流水不定性のAmphora ovalis var．af一一finisが多産す

る。
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＜15／16区＞

結果を表12◎図10に示す。珪藻化石は第1地点試料番号3◎2、第2地点試料番号3、第3地点試料

番号4　◎3から産出する。それ以外の試料では非常に少ない。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現

率は25～55％である。産出種の全ては淡水生種で構成され、産出分類群数は20属60種類である。以下に

珪藻化石の産状を軌真別に下位の試料から述べる。

第1地点試料番号3⑳　2の珪藻化石群集は近似しており、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもある

Eunotia praerupta var。bidensが優占し、流水不定怪で好塩怪のRhopalodia gibberula、同じく流水

不定性のAmphora ovalis var。affinisが多産する。また、流水不定性で沼沢湿地付着生種である

Cymbella aspera　を伴う。

第2地点試料番号3では陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidens

が優占し、流水不定性で好塩性のRhopalodia gibberulaが多産する。また、流水不定性のAmphora

OValis varB affinis、Pinnularia rupestrisを伴う。

第3地点の珪藻化石群集は試料番号4と試料番号3で異なる。試料番号4は陸生珪藻B群で沼沢湿地

付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensが優占し、流水不定性のAmphora ovalis var。

affinisを伴う。試料番号3では陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。

bidensが優占し、流水不定性で好塩性のRhopalodia gibberulaが多産する。この他、流水不定性の

Amphora ovalis var。，affinis、Diploneis parma、Pinnularia rupewstrisを伴う。

（3）花粉分析

結果は、表13～23、図11～2工　イネ属同定結果を表2射こ示す。以下に各地点の花粉化石の産状を述べ

る。

く1区＞

第1地点試料番号6では花粉化石の保存状態が悪く、しかも検出個体数が少ない。木本花粉の出現傾

向は第1地点◎第2地点とも類似しており、スギ属◎コナラ属アカガシ亜属が多産する。この他、ツガ

属◎マツ属◎クマシデ属…アサダ属◎コナラ属コナラ属◎クリ属－シイノキ属のこレ属…ケヤキ属など

を伴う。この内、マツ属が上位に向かい増加傾向を示す。

一方、草本花粉の出現傾向は次の通りである。第1地点では試料番号5～3と試料番号2　◎1で出現

傾向が異なる。試料番号5～3ではイネ科が多産する。このイネ科の約40～50％はイネ属である。この

他、ミズアオイ属◎オオバコ属などを伴う。試料番号2　◎1になるとイネ科の出現率が減少する。イネ

属もその中に含まれるが非常にわずかである。また、カヤツリグサ科が増加し、多産する。この他、ガ

マ属◎セリ科などが比較的多く検出される。

第2地点では試料番号5～2を通じてイネ科が多産する。この内の40～50％がイネ属である。また、

オモダカ属◎ミズアオイ属◎バラ科◎ヨモギ属◎サンショウモなどが検出される。

＜2／3区＞

第1地点試料番号1および第2地点試料番号6◎4～1では、花粉化石の保存状態が悪い。とくに第

1地点試料番号1、第2地点試料番号4◎3は検出個体数も少ない。木本花粉の出現傾向は出現率に差

があるものの、各地点ともスギ属◎アカガシ亜属が多産する。これらの種類はスギ属が上位に向かい増

加傾向を示し、アカガシ亜属が減少傾向を示す。この他、ツガ属◎マツ属◎クマシデ属－アサダ属など

が検出される。

草本花粉の出現傾向は次の通りである。第1地点では試料番号3◎2ともイネ科が多産する。この中

の約50％がイネ属である。この他、ガマ属⑳オモダカ属◎カヤツリグサ科◎サンショウモなどが検出さ

れる。

－78－



第2地点ではイネ科が多産する。この他、ガマ属◎カヤツリグサ科◎ミズアオイ属◎ヨモギ属⑳サン

ショウモなどが検出される。イネ属は試料番号7再声2で検出される。イネ属比率は試料番号7が49％

であるが、試料番号6◎2は保存状態が悪いため不明である。

第3地点では3試料ともイネ科が多産し、イネ属は3試料とも検出される。イネ属比率は試料番号4◎

3が約50％、試料番号2が摘％である。この他、オモダカ属のカヤツリグサ科啓ミズアオイ属◎サンショ

ウモなどが検出されろ。

第4地点では試料番号4◎3と試料番号2で出現傾向が若干異なる。試料番号4◎3ではイネ属およ

び他のイネ科が多産する。イネ属比率は約購％である。この他、オモダカ属のカヤツリグサ科◎ミズア

オイ属などを伴う。試料番号1ではほぼ同様な種類が検出されているが、イネ属比率が17％に減少する。

第5地点では全試料ともイネ属および他のイネ科が多産する。イネ属比率は約50～60％である。この

他、オモダカ属◎カヤツリグサ科◎ミズアオイ属などが検出される。

第6地点ではイネ属◎他のイネ科が多産する。イネ属比率は45～50％である。オモダカ属◎カヤツリ

グサ科⑳ミズアオイ属などが検出される。

第7地点ではイネ属◎他のイネ科が多産する。これらの種類は上位に向かい減少する。この他、オモ

ダカ属のカヤツリグサ科⑳ミズアオイ属などが検出される。

＜4区＞

第1地点試料番号1、第2地点試料番号3では、花粉化石の保存状態が悪い。とくに第1地点試料番

号1、第2地点試料番号4　◎　3は検出個体数も少ない。木本花粉の出現傾向は出現率に差があるものの、

各地点ともスギ属のアカガシ亜属が多産する。この他、ツガ属◎マツ属のクマシデ属一アサダ属などが

検出される。また、マツ属が上位に向かい増加傾向を示す。

草本花粉の出現傾向も第1地点◎第2地点で類似しており、上位に向かいイネ科が減少し、カヤツリ

グサ科が増加する。また、第1地点では試料番号2でガマ属が、第2地点では試料番号3でガマ属◎セ

リ科⑳ヨモギ属が比較的多く検出される。イネ属は第1地点試料番号5～2、第2地点が試料番号6～4

で検出され、両地点とも上位に向かい減少する。

、、、∴‖牟、．＼・・・・、

第1地点試料番号9◎2◎1、第2地点試料番号22の16◎　3、第3地点試料番号7◎　5◎4では、花

粉化石の保存状態が悪い。とくに第1地点試料番号9　砂　上　第2地点試料番号22、第3地点試料番号7

は検出個体数も少ない。木本花粉の出現傾向は出現率に多少の差があるものの、各地点ともスギ属◎ア

カガシ亜属が多産する。この他、ツガ属のマツ属◎クマシデ属－アサダ属などが検出される。これらの

種類は層位的に変化し、上位に向かいアカガシ亜属が減少傾向を示し、マツ属⑳スギ属が増加傾向を示

す。

草本花粉の出現傾向は次の通りである。第1地点では試料番号7～3と試料番号2で出現傾向が異な

る。試料番号7～3ではイネ属◎他のイネ科が多産する。イネ属比率は約30～40％である。この他、ガ

マ属⑳オモダカ属のカヤツリグサ科◎ミズアオイ属◎ヨモギ属◎サンショウモなどが検出される。これ

に対して試料番号2ではイネ科の出現率が減少し、ガマ属◎カヤツリグサ科が増加する。

第2地点ではイネ科が多産し、オモダカ属◎カヤツリグサ科◎ミズアオイ属などが検出される。イネ

属は試料番号2で確認され、そのイネ属比率は17％である。

第3地点ではイネ科が多産し、オモダカ属◎カヤツリグサ科◎ミズアオイ属などが検出される。イネ

属は、試料番号5～3で確認された。イネ属比率は試料番号3が18％、試料番号5◎4が不明である。

＜6区＞

第1地点試料番号5㊨3、第2地点試料番号2、第3地点試料番号3、第5地点試料番号8◎6◎4◎
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1では花粉化石の保存状態が悪い。とくに第2地点試料番号2、第4地点試料番号6、第5地点試料番

号1は検出個体数も少ない。木本花粉の出現傾向はスギ属◎アカガシ亜属が多産する。この他、ツガ属◎

マツ属◎クマシデ属…アサダ属などが検出される。これらの種類の中で、スギ属は第3地点試料番号7

で多産し、第5地点では上位に向かい増加する。

草本花粉の出現傾向は次の通りである。第1地点では3試料ともイネ科が多産し、オモダカ属◎カヤ

ツリグサ科◎ミズアオイ属などが検出される。イネ属は3試料とも検出されるが、イネ属比率が求めら

れたのは試料番号4である。試料番号4のイネ属比率は33％である。

第2地点ではイネ科が多産するが、上位に向かい減少する。この他、カヤツリグサ科などを伴う。ま

た、試料番号7でオモダカ属◎ミズアオイ属◎タンポポ重科が、試料番号3でサンショウモが比較的多

く検出される。イネ属は試料番号7　◎　3で検出されるが、イネ属比率も上位に向かい減少する。

第3地点では試料番号7と試料番号5～3で出現傾向が異なる。試料番号7ではイネ科◎カヤツリグ

サ科が現出されるものの、全体的に草本花粉の出現率が低率である。試料番号5～3ではイネ科が多産

し、オモダカ属◎カヤツリグサ科◎ミズアオイ属◎ヨモギ属◎サンショウモなどが検出される。イネ属

は試料番号5～3で検出されるが、試料番号3のイネ属比率は不明である。試料番号5◎4のイネ属比

率は20％以下と低率であり、しかも上位に向かい減少する。

第4地点ではイネ科が多産し、オモダカ属◎カヤツリグサ科◎ミズアオイ属などを伴う。イネ属は試

料番号4　◎　3で検出されるが、イネ属比率が30％以下である。

第5地点では試料番号8～3と試料番号2で出現傾向が異なる。試料番号8～3ではイネ科が多産し、

オモダカ属⑳カヤツリグサ科◎ミズアオイ属◎ヨモギ属◎サンショウモなどを伴う。イネ属は試料番号

6～3で検出される。イネ属比率は試料番号6が約40％である。

＜7区＞

第1地点試料番号2、第3地点試料番号3では花粉化石の保存状態が悪い。木本花粉の出現傾向はス

ギ属◎アカガシ亜属が多産する。この他、ツガ属◎マツ属◎クマシデ属－アサダ属などが検出される。

これらの種類の中で、スギ属は第1地点試料番号6◎1、第3地点試料番号6で多産する。また、第1

地点ではマツ属が上位に向かい増加傾向を示す。

草本花粉の出現傾向は次の通りである。第1地点では試料番号6、試料番号4～2、試料番号1で出

現傾向が異なる。試料番号6ではカヤツリグサ科が多産し、イネ科◎ガマ属を伴う。試料番号4～2で

はイネ科が多産し、サジオモダカ属◎カヤツリグサ科◎ミズアオイ属◎サンショウモなどを伴う。試料

番号1ではイネ科が減少し、ガマ属◎カヤツリグサ科が増加する。イネ属は試料番号4◎　3で確認され、

そのイネ属比率は約40％である。

第3地点では試料番号6と試料番号4～2で出現傾向が異なる。試料番号6ではガマ属が多産し、次

いでカヤツリグサ科が検出される。試料番号4～2ではイネ科が多産し、次いでカヤツリグサ科が現出

される。

＜8区＞

第1地点試料番号6、第2地点試料番号3、第3地点試料番号6　◎3、第4地点試料番号4、第5地

点試料番号6　◎4では花粉化石の保存状態が悪い。とくに第4地点試料番号6では検出個体数も少ない。

木本花粉の出現傾向は各地点ともほぼ同様な傾向を示し、スギ属◎アカガシ亜属が多産する。この他、

ツガ属◎マツ属◎クマシデ属－アサダ属などが検出される。これらの種類の中でスギ属が上位に向かい

増加する。

草本花粉の出現傾向は次の通りである。第1地点では試料番号6と試料番号4　◎　3、試料番号2で出

現傾向が異なる。試料番号6ではカヤツリグサ科が多産し、次いでイネ科が検出される。試料番号4◎
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3ではカヤツリグサ科が減少し、イネ属◎他のイネ科が多産する。試料番号2では他のイネ科◎カヤツ

リグサ科が多産するが、イネ属があまり検出されなくなる。

箪2地点ではイネ科が多産し、次いでカヤツリグサ科が現出される。イネ属は2試料とも検出される。

試料番号2のイネ属比率は30％以下である。

第3地点では試料番号6と試料番号4～2で出現傾向が異なる。試料番号6ではイネ科◎カヤツリグ

サ科◎ヨモギ属がほぼ同じ割合で検出される。また、ガマ属などを伴う。試料番号4～2ではイネ科が

最も高率に出現する。イネ属は4試料とも検出されるが、そのイネ属比率は上位に向かい減少する。

第4地点ではイネ科が多産し、次いでカヤツリグサ科が検出される。この他、オモダカ属◎ミズアオ

イ属◎サナエタデ節…ウナギツカミ節のサンショウモなどが検出される。イネ属は3試料とも検出され

るが、そのイネ属比率は上位に向かい減少する。

第5地点では試料番号6～2と試料番号1で出現傾向が異なる。試料番号6～2ではイネ科が多産し、

次いでカヤツリグサ科が検出される。この他、ガマ属砂オモダカ属昏ミズアオイ属◎サンショウモなど

が検出される。試料番号1ではイネ科が減少し、ガマ属◎カヤツリグサ科が増加する。イネ属は試料番

号6～2で検出されるが、そのイネ属比率は上位に向かい減少する。

＜9／粕／H区＞

第3地点試料番号3鬱第4地点試料番号3⑳第5地点試料番号6では花粉化石の保存状態が悪い。と

くに第4地点試料番号6では検出個体数も少ない。木本花粉の出現傾向は各地点ともほぼ同様な傾向を

示し、スギ属◎アカガシ亜属が多産する。この他、ツガ属◎マツ属⑳クマシデ属…アサダ属などが検出

される。この内スギ属が上位に向かい増加し、アカガシ亜属が減少する。

一方、草本花粉の出現傾向も各地点と通じて類似している。すなわちイネ科のカヤツリグサ科が多産

するが、上部でイネ科が減少し、カヤツリグサ科が多産する。また、イネ属は第1地点試料番号6⑳第

3地点試料番号7◎第4地点試料番号5を除き検出され、上位に向かいイネ属比率が減少する傾向が認

められる。

＜12区＞

第1地点試料番号6⑳第2地点試料番号6◎7、第3地点試料番号2では、花粉化石の保存状態が悪

い。とくに第1地点試料番号6では検出個体数も少ない。木本花粉の出現傾向は各地点ともほぼ同様な

傾向を示し、スギ属◎アカガシ亜属が多産する。この他、ツガ属◎マツ属のクマシデ属…アサダ属など

が検出される。これらの種類の中で上部と下部でスギ属が多産し、また、上位に向かいマツ属が増加す

る。

草本花粉の出現傾向も各地点とも類似しており、上位に向かいイネ科が減少し、カヤツリグサ科が増

加する。この他、ガマ属◎オモダカ属⑳ミズアオイ属⑳ヨモギ属◎サンショウモなどが検出される。イ

ネ属は第1地点試料番号5～2◎第2地点試料番号7へノ1◎第3地点試料番号7～2で検出される。各

地点のイネ属比率は上位に向かい減少する。

＜14区＞

第1地点試料番号8では花粉化石の保存状態が悪く、検出個体数も少ない。木本花粉の出現傾向は次

の通りである。第1地点ではスギ属◎アカガシ亜属が多産する。スギ属は試料番号4◎3でスギ属が最

も高率に出現する。第2地点◎第3地点⑳第4地点では上部および下部でスギ属が多産し、中部でアカ

ガシ亜属が多産する。第4地点ではスギ属◎アカガシ亜属が多産するが、上部でスギ属が増加する。

草本花粉の出現傾向は次の通りである。第1地点ではイネ科◎カヤツリグサ科が多産する。この他、

オモダカ属のミズアオイ属◎ヨモギ属◎ミズワラビ属◎サンショウモなどが検出される。この内イネ科

が上位に向かい増加し、カヤツリグサ科が中部で多産する。また、ガマ属が試料番号3～1で比較的多
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く検出される。イネ属は試料番号7～4　の　2◎1で検出される。

第2地点では試料番号5～2と試料番号1で出現傾向が異なる。試料番号5～2ではイネ属◎他のイ

ネ科が多産する。これに対して試料番号1ではイネ科が減少し、カヤツリグサ科が増加する。イネ属は

わずかに検出される。

第3地点では試料番号6、試料番号5～3◎試料番号2◎1で出現傾向が異なる。試料番号6ではイ

ネ科◎カヤツリグサ科が検出されるものの、草本花粉の出現率が低い。試料番号5～3ではイネ科が多

産する。試料番号2◎1になるとイネ科が減少し、ガマ属⑳カヤツリグサ科が増加する。

第4地点ではイネ科◎カヤツリグサ科が検出されるが、試料番号1になるとカヤツリグサ科が増加す

る。また、ガマ属のミズアオイ属◎サナエタデ節－ウナギツカミ節◎ヨモギ属⑳ミズワラビ属◎サンショ

ウモなどが出現する。この内ガマ属が試料番号1で、ミズアオイ属が試料番号4～2、サンショウモが

試料番号2で比較的多く検出される。

＜15／16区＞

第2地点試料番号7◎1⑳第3地点試料番号8◎1では花粉化石の保存状態が悪く、検出個体数も少

ない。木本花粉の出現傾向は各地点とも類似しており、上位に向かいスギ属が増加し、アカガシ亜属が

減少する。この他、ツガ属のマツ属のコナラ亜属などが検出される。

草本花粉の出現傾向も各地点とも類似した傾向を示し、イネ科⑳カヤツリグサ科が現出されるが、上

位に向かいイネ科が減少する。また、上部ではガマ属が比較的多く検出される。イネ属は第1地点試料

番号6～3◎第2地点試料番号6～2◎第3地点試料番号7～2で検出されるが、上位に向かいイネ属

比率が減少する。

（4）種実遺体同定

結果を表25に示す。以下に形態的特徴について記す。

◎ヒルムシロ属（Potamogeton spの）　ヒルムシロ科

果実が検出される。褐色、半月形で、大きさ3mm程度。背面の皮ははずれやすい。果皮は厚く柔らか

い。表面はぎらつく．。背面に突起が2つ存在する。

◎オモダカ属（Sagittaria sp。）　オモダカ科

果実が検出される。偏平な亜三角形で大きさは3mm程度。果皮は薄く淡褐色で柔らかい。中に黒褐色

のU字形の種子がみられる。なお、果皮が欠損してU字形の種子のみが残存している場合には、属の区

別がつかないので、オモダカ科（Alismataceae）とした。

⑳サジオモダカ属（Alisma sp．）　オモダカ科

果実が検出される。側面観は楕円形、上面観はくさび型で、大きさは2mm程度。果皮は淡褐色で柔ら

かい。一方の側面に溝が存在する。

◎イバラモ属（Najas sp。）　イバラモ科

種子が検出される。黒褐色で長楕円形、大きさは2mm程度。果皮は薄くて柔らかく、表面に縦長の表

皮細胞が密集する。

◎イネ（Oryza sativa L．）　イネ科イネ属

穎の破片がが検出される。大きさは4mm程度。表面には微細な突起が縦に配列している。

◎イネ科（Gramineae sp。）

穎が検出される。額は半球状で大きさ2mm程度。表面には縦長の細胞が密に配列する。表面は柔らか

く弾力がある。

⑳スゲ属（Carex sp。）　カヤツリグサ科

果実が検出される。褐色で3稜形、先端がやや尖る。大きさは2mm程度。果皮は薄く、半透明で柔ら
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かく、表面には多角形の細胞が密集する。

砂ホタルイ属（Scirpus sp。）　カヤツリグサ科

果実が検出される。黒色で、大きさは2mnl程度。腹面は平らで、背面は中央に高まりがみられ稜になっ

ている。平凸レンズ状の広倒卵形。果皮は堅くて光沢がある。表面には細かい凹凸があり、横軸方向に

平行な横しわがあるように見える。刺針状の花被が数本存在し、刺針は逆向きのトゲを持っている。

⑳カヤツリグサ科（Cyperaceae sp。）

果実が検出される。黒色。大きさは3mm程度。広倒卵形で先端部は尖がる。基部には「へそ」がある。

◎イボクサ（AIleHeua Keisak Hassk。）　ツユクサ科イボクサ属

種子が検出される。窯灰色、偏平な半月形で、大きさは2mm程度。種皮はやや柔らかい。くぼんだ発

芽孔が存在し、その側面には一文字のくぼみがあり、それに直行するしわ模様が存在する。表面には円

形の小孔が多数存在する。

◎ミズアオイ属（Monochoria sp。）

種子が検出される。淡褐色、楕円形で大きさは1mm程度。種皮は薄く柔らかい。表面には縦に数本の

筋が走り、筋の問には横長の細胞が密に配列する。

◎タデ属（Polygonum sp。）　タデ科

果実が検出される。3陵形で、大きさは3mm程度。果皮は黒色で薄く堅い。表面は光沢がある。

砂ナデシコ科（CaryophyHaceae sp。）

種子が検出される。茶色で、大きさは1mm程度。表面には荒い突起が密に配列している。種皮は薄く

柔らかい。

◎セリ科（UmbeHiferae sp．）

果実が検出される。半球状で淡褐色。大きさは2mm程度。球面側では数本の縦方向に大きく裂けた溝

があり、内部が露出している。果実が分離した面では、中央に縦軸方向に延びた紡錘形のくぼみがあり、

内部が露出している。

◎オトギリソウ属（Hypericum sp．）　オトギリソウ科

種子が検出される。黒色で光沢がある。楕円形で大きさは1mm程度。種皮は薄くやや堅い。表面は多

表25　種実遺体同定結果
層名
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角形の細胞が密に配列する。

◎キク科（Compositae sp．）

果実が検出される。縁辺部は灰色で中央部は褐色。大きさは2mnl程度。くさび型で中央部は膨らむ。

水にうく。

（5）土壌化学分析

結果を表26～36、図22～32に示す。以下に各地点の結果を記す。

＜1区＞

⑳第1地点

腐植はDI層で40～50％の著しく高い値を示す。りII層～E層では10％未満の値を示し、とくにE層

は3％未満の著しく低い値である。

希硫酸抽出窒素は腐植と同様な層位変化が認められ、mI層で100mg力00g近くの高い値を示す。一

方、腐植の最も低いE層では最高含量に対し、約1／20の5mg／10晦程度の値である。

陽イオン交換容量も腐植⑳希硫酸抽出窒素と同様にmI層で最も高く、40me／100g以上の値を示す。

一方、E層では10me／100g未満の著しく低い値を示す。

全リン酸は腐植などと層位変化がやや異なり、mI層に次いでE層で高い値が認められる。

可給態リン酸は層位変化が全く異なり、E層で著しく高い含量を示す他は、いずれも5mg／100g未満の

著しく低い値である。

可給態ケイ酸は各層位ともに10mg／100g前後の近似した値を示し、特徴的な変化は認められない。

ジチオナイト抽出鉄はりI層下部で5％以上の最も高い値を示すが、その他の層位では2～3％前後

の近似した値である。

ジチオナイト抽出マンガンはり肝－2層で70mg／100gと最も高く、その他の層位では15mg月00g前後

の近似した低い値を示す。

◎第2地点

腐植◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量はnH層、IM旧層、E層の各層位ともに第1地点と含量そ

のものには違いがあるものの、層位変化の傾向は同じであり、りII層で最も高く、E層で最も低い値が

認められる。

全リン酸はE層で最も高い値を示し、上位層になるにしたがい含量の低い層位変化が認められる。

可給態リン酸はいずれの層位ともに10mg／100g未満の低い値を示し、層位変化は全リン酸同様に下位

層で高く、上位層で低い傾向にある。可給態ケイ酸についてもほぼ同様な傾向である。

ジチオナイト抽出鉄はりm層、りⅢ＋2層でやや高い値を示すが、ジチオナイト抽出マンガンはE層

で1000mg／100gを越える著しく高い値を示し、上位層になるにしたがい減少する層位変化を示す。この傾

向は、全◎可給態リン酸含量や可給態ケイ鞍含量の層位変化と同じである。

＜2／3区＞

。第2地点

腐植はり　◎H層で50％以上の著しく高い値を示すが、その上位層であるCI層～cm層では3％未

満の著しく低い値を示す。りm層では10％以下の値を示すが、1区の同じ層準に比較するとやや高い値

である。

希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量は1区同様に腐植含量と同じ層位変化を示し、nI◎II層で最も

高い値が認められる。

全リン酸は各層位ともに35～50mg／100g前後の近似した値を示すが、その中でcm厩巨cm層がやや高

い傾向にある。
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可給態リン酸はCI層～cm層で10mg／100gをあきらかに越え、とくにCI層では20mg／100g以上の

著しく高い値を示す。

可給態ケイ酸はりm層で最も高い値を示すが、cm層⑳cm層を除く層位では比較的近似した値を示

す。

ジチオナイト抽出鉄はDI◎II層で4％を越える最も高い値を示し、その他の層位では1％の近似し

た値を示す。

ジチオナイト抽出マンガンはCH層、り巨II層で40mg／100gの値を示し、層位変化としても特徴的で

ある。

◎第3地点および第7地点

両地点とも各項目に含量そのものの違いはある認められるが、層位変化の傾向は類似している。すな

わち、腐植◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量はりII層で最も高く、Dm－2層で最も低い。全リン

酸◎可給態リン酸◎可給態ケイ酸は各層位ともに比較的近似した値を示すが、可給態リン酸◎可給態ケ

イ酸はDIII－2層で最も高い。

ジチオナイト抽出鉄は両地点ともにりII層が最も高く、ジチオナイト抽出マンガンはDH層とDIII…

2層が高い層位変化を示す。

＜4区＞

⑳第1地点および第2地点

本調査区においても2／3区と同様に含量そのものには地点毎の差があるが、層位変化は各項目で類

似する。すなわち、腐植◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量⑳全リン酸はnI層で最も高く、DII層、

mm層と下位層になるにしたがい含量が低くなる。

可給態リン酸⑳可給態ケイ酸は下位のmHIで相対的に高い値を示す。

ジチオナイト抽出鉄は第1地点ではDI層◎りH層で高いが、第2地点では大きな変化はなく、近似

した値を示す。

ジチオナイト抽出マンガンはDI層◎DII層で高く、しかもDm－3層で相対的に高くなる変化が両

地点で認められる。

＜5区＞

◎第1地点

腐植はりI層で45％の著しく高い値を示し、C層で最も低い値が認められる。希硫酸抽出窒素◎陽イ

オン交換容量についても腐植とほぼ同じ層位変化である。全リン酸◎可給態リン酸◎可給態ケイ酸はC

層、DI層とのm－1B層、nIII…2層上部の上位層と下位層で相対的に高い値を示し、層位変化に特

徴が認められる。

ジチオナイト抽出鉄は各層位比較的近似した値を示すが、その中でりII層、DH「－1B層、nm－2

層上部でやや高い傾向が認められる。

ジチオナイト抽出マンガンはDI層、mm－1B層、りⅢ＋2層上部で高い値を示し、鉄◎マンガン

共通してDm層に層位変化の特徴が認められる。

◎第2地点

本調査地点はDm層の下位層である畦畔から試料が採取（以下、「畦畔試料」と略す）されたが、試料

番号2はりⅢ層から採取された試料であり、他の調査区同様に腐植◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容

量が相対的に高い値を示す。また、試料番号16◎19はDm－2層の試料であり、畦畔試料に比較して腐

植◎陽イオン交換容量が高い値を示す。全リン酸◎可給態ケイ酸はりⅢ層の試料番号2あるいは畦畔試

料よりもDm－2層、E層で相対的に高い値を示し、層位変化の特徴が認められる。
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可給態リン酸は各層位ともに比較的近似した10mg／100g未満の低い値を示すが、その中で最も高い値

を示す試料は畦畔の試料番号Hである。ジチオナイト抽出鉄螢マンガンは両項目ともにDII上2層の試

料番号16◎19あるいは畦畔下部の試料番号13で高い値を示す。とくにマンガンについては、その値が著

しく高い。

◎第3地点

各項目とも同調査区の第1地点と層位変化は類似しており㌦　狩川「∵上層上部で可給態リン鞍◎可給態

ケイ酸◎ジチオナイト抽出マンガンが相対的に高くなる。腐植◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量⑳

全リン酸についてはりm層で高い値を示す。

＜6区＞

◎第1地点

腐魔◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量◎全リン酸◎可給態リン鞍◎可給態ケイ酸◎ジチオナイト

抽出鉄は、5区の第3地点と含量そのものは異なるものの（本地点で高い上　層位変化はよく類似してい

る。一方、ジチオナイト抽出マンガンは各層位とも比較的近似した値を示し、5区の第3地点のように

nII上2層上部で相対的に含量が高くなる傾向はない。

◎第2地点

本調査地点は5区の第2地点と同様に畦畔試料を主体に分析した。各項目とも含量に多少の違いは認

められるものの、第2地点と類似した層位変化を示し、りm層の試料番号2で腐植◎希硫酸抽出窒素◎

陽イオン交換容量が高く、IHm…2層の試料番号7でジチオナイト抽出マンガンの高い傾向が認められ

る。

◎第3地点および第4地点

5区の第3地点と各層位ともに近似した含量を示し、層位変化も類似する。

＜7区＞

◎第1地点

腐植◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量の層位変化は各調査区と類似した傾向にあり、りI層で著

しく高い値を示す点が特徴的である。また、斑層で全リン酸の可給態リン酸が高くなる傾向があり、こ

れは1区と層位変化が同じである。

⑳第2地点

本調査地点は5区◎　6区同様に畦畔試料を主体に採取されている。各項目とも含量に多少の違いは認

められるものの、5区◎6区と類似した層位変化を示す。その中で、畦畔下位の試料番号6でジチオナ

イト抽出マンガンが高くなる変化は5区◎　6区と同じ傾向であり、特徴的な変化とみられる。

◎第3地点

2／3調査区の第7地点と各項目ともに近似した値を示し、層位変化も類似する。

＜8区＞

◎第1地点

腐植◎希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量の層位変化はりH層で高く、可給態リン酸◎可給態ケイ酸の

ジチオナイト抽出マンガンはDHI－2層上部で高い値を示し、各調査区の層位変化と類似した傾向にあ

る。

e第2地点

本調査地点は5区◎6区◎　7区同様に畦畔試料を主体に採取している。各項目とも含量に多少の違い

は認められるものの、層位変化は類似する。

⑳第3地点および第5地点
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各調査区の層位変化と類似した変化が認められる。

＜9／10／H区＞

◎第1地点および第2地点

両地点ともに類似した層位変化を示し、腐植◎希硫酸抽出窒素の陽イオン交換容量◎全リン酸砂可給

態ケイ酸◎ジチオナイト抽出鉄は監「自層が最も高い。一方、可給態リン酸は両地点ともにわずかにnI量上

3層が高い値を示す。ジチオナイト抽出マンガンは第1地点と第2地点で層位変化の特徴が異なり、第

1地点ではⅢ‡層、第封観点で庖虻棚「∴封許管著しく高い特徴が認められる。これは他の調査区と比較

すると第2地点は類似した変化であるが、第1地点では異なった変化となっている。

◎第3地点

本調査地点の各項目の層位変化は他の調査区の畦畔試料の変化と類似した傾向にある。

⑳第4地点および第5地点

両地点とも各項目の含量は近似し、層位変化も類似する。また、この層位変化は他の調査区の層位変

化の特徴と同じである。

＜ユ2区＞

の第1地点および第3地点

両地点とも各項目の含量は近似し、層位変化も類似する。また、この層位変化は他の調査区の層位変

化の特徴と同じである。

◎第2地点

畦畔試料の各項目の値は他の調査区の畦畔試料と比較的近似した値を示し、層位変化も類似する。ま

た、D‡層、り班上3層の値も他の調査区と同様な層位変化を示す。一方、E層ではジチオナイト抽出

マンガンが高い値を示し、層位変化の特徴としては1区の第2地点と類似する。

＜14区＞

⑳第1地点および第2地点

両地点ともに類似した層位変化を示し、腐植の希硫酸抽出窒素◎陽イオン交換容量啓全リン酸◎可給

態ケイ酸⑳ジチオナイト抽出鉄はりI層が最も高い。一方、可給態リン酸は両地点ともにわずかにりⅢ＋

3層が高い値を示す。ジチオナイト抽出マンガンは高い値を示すものではなく、いずれの分析試料とも

比較的近似した値である。

＜15／16区＞

◎第1地点

本調査地点はり‡層の直下に畦畔があるが、畦畔試料の各項目の値は他の調査区の畦畔試料と比較的

近似した値を示し、層位変化も類似する。また、DI層で最も高い腐植含量を示す点では、他の調査区

と共通である。但し、ジチオナイト抽出マンガンが第1地点で10mg／100g未満の著しく低い値を示す点

は、他の調査区にはみられない特徴である。

⑳第2地点および第3地点

両地点ともに類似した層位変化を示し、腐植、希硫酸抽出窒素⑳陽イオン交換容量◎全リン酸、可給

態ケイ酸のジチオナイト抽出鉄はり‡層が最も高い。一方、可給態リン鞍が第2地点のE層で高い値を

示すが、これは1区第1地点⑳6区第3地点◎　7区第1地点で共通に認められる傾向である。また、ジ

チオナイト抽出マンガンが両地点ともにり最上3層で相対的に高い値を示すが、この傾向は他の調査区

に特徴的に認められる傾向である。

の　珪藻化石からみた堆積環境の変化
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E層では、珪藻化石がほとんど検出されない地点が多く、6区第4地点◎第5地点で検出される程度

である。6区第4地点と第5地点の珪藻化石群集は、好流水性種やこれと相反する環境に生育する場合

の多い好止水性種が混在する組成からなる。また、完形殻の出現率も20％以下と極めて低く、多くの種

が壊れたり溶解していたものから構成される。また、産出種も殻の丈夫な大型種が多いことから、殻の

微細な小型種は溶解消失してしまった可能性がある。このことから、得られた珪藻化石群集は、氾濫に

よって運搬⑳堆積したことを反映していると考えられる。

nm層では、1区第2地点、2／3区第3地点◎第7地点、4区第2地点、5区第1地点～第3地点、

6区第1地点～第3地点で珪藻化石が検出される。その保存状態は完形殻の出現率が40％以下と低く、

壊れたり溶解されたものが多い。また、産出率が比較的高い珪藻化石は、殻の丈夫な大型種や形態が特

徴的なAmphora ovaiisvare affinis、CymbeHa heteropleura、Gyrosigma acuminatum、G。SPen－

Cerii、Synedra ulna、Gyrosigma spp。、Pinnularia spp。などである。ただし、これらの群集の生態

性の特徴は各地点とも類似しており、真◎好アルカリ性種、流水不定性種が優占し、好止水性種が伴う

ことである。完形殻の出現率が低いことから溶解消失した珪藻化石も多く存在すると推測されるが、産

出した珪藻化石群集から考慮すると、弱アルカリ性を呈した水深の浅い沼沢地のような環境で堆積した

可能性がある。

りH層になると、りⅢ層と比べて化石の保存状態も比較的良くなり、多くの地点で珪藻化石を含有す

るようになる。とくに水生珪藻が多く産出するが、陸生珪藻の中ではB群に属する種が多く、沼沢湿地

付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensの産出が目立つ。水生珪藻では流水不定性種の

Amphora ovaHs varもaffinisやアルカリ性を呈した富栄養止水域に比較的多く産出するFragilaria

を伴う。したがって、りH層堆積時は、各地点とも水の流れ込みの少ない富栄養沼沢地のような水深の

浅い水域であったと考えられる。

nI層になると珪藻化石の保存状態もさらに良くなる。産出した化石はほぼ現地怪を示すと考えられ

る。珪藻化石群集は各調査区で異なる。1区の2／3区◎5区では、富栄養止水域に多いFragilaria

brevistriata、F。COnStruenS、F。COnStruenS fo。binodis、F。COnStruenS fo．venterが多産するこ

とから、富栄養な沼沢地のような環境で堆積したと考えられる。4区では、流水不定性種のRhopalodia

gibberulaが多産することから、塩類の集積しやすい閉鎖的な環境で堆積したと推定される。9／10／11

区～15／16区では、陸生珪藻B群に属し、沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var．bidens

が多産することから、弱酸性を呈した水深が極めて浅い沼沢～湿地のような環境で堆積したと考えられ

る。このように同じ泥炭層であっても、場所により堆積環境が微妙に異なっていたと判断される。

C層は、2／3区第2地点、5区第1地点、6区第5地点、14区第1地点で珪藻化石が産出した。ま

た、完形殻の出現率も比較的に高い。珪藻化石群集は、2／3区◎5区◎6区と14区で異なる。前者で

は、好流水性種や中～下流性河川指標種を比較的多く産出することから、流水の影響を受けて堆積した

と考えられる。これに対して14区で得られた珪藻化石群集は、好止水性で富栄養止水域に一般的な

Fragilaria construens、F。COnStruenS fo。binodis、水たまりのような極小止水域を好む（小林，1964）

Nitzschia sinuata var．delogneiが多産することから、水の流動の少ない富栄養な止水域の環境を示

している。したがって、遺跡西側では泥炭堆積後に河川の氾濫等の影響を強く受けていたが、遺跡東側

では流水の影響が弱く、富栄養な止水域となっていた時期もあった可能性がある。

畦畔部は珪藻化石が非常に少ない場合が多かったが、6区第2地点で陸上の乾いた好気的環境に耐性

の強い陸生珪藻A群のHantzschia amphioxysが優占したり、15／16区第1地点で陸生珪藻B群であ

り、沼沢湿地付着生種でもあるEunotia praerupta var。bidensが多産する。これは、しばしば乾燥す

るような畦畔の環境をよく反映した結果といえる。
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なお、14区第3地点⑳第4地点の流路埋積物の珪藻化石の保存状態は悪く、水域環境を検討すること

はできなかった。

二．．枯了∴　′；、壷ノ∴、真J∠＼′．ユン′ノ、・．J′′二

日）遺跡周辺の森林植生

遺跡の層序に基づき、各地点で得られた主な木本花粉の出現傾向を比較⑳検討すると基本的にスギ属◎

アカガシ亜属が多産し、この他にマキ属のツガ属⑳マツ属◎ヤマモモ属◎クマシデ属－アサダ属◎コナ

ラ亜属⑳クリ属一言ンイノキ属などを伴う。これらの種類は、若干層位的な変化がみられる。

E層では、スギ属が多産する地点が多い。ただし、6区第5地点、8区第1地点、9／10／11区第5

地点ではスギ属よりもアカガシ亜属が多産しており、上位のりⅢ層と類似する。このような地点による

花粉化石群集の差は、本層が古墳時代中期～後期にかけての洪水性の堆積物であること、および本層上

位が条里型水田層であることなどを考慮すると、二次堆積した花粉化石が多く含まれていること、ある

いは人為的な影響（撹乱や堆積物の削刺）などに起因していると考えられる。

鉦肛層◎扮Ⅲ層では、E層と比較してアカガシ亜属が増加あるいは多産する。ただし、上位に向かい

アカガシ亜属が減少し、I z－Ktより上位ではスギ属が多産する。計た、りⅢ層完売周層では、上位に

向かいマツ属がわずかであるが増加傾向を示す。

C層では、全体的に花粉化石の保存状態が悪い。花粉化石が検出された2／3区第2地点と14区第1

地点を比較すると、前者がスギ属が多産するのに対して、後者ではアカガシ亜属が多産する。これは、

先述したように堆積環境が2／3区と14区で異なっていることに起因していると考えられる。

今回のようにスギ属⑳アカガシ亜属が多産する花粉化石群集は、静活平野北部の池ヶ谷遺跡（金井9

1993）や瀬名遺跡（パリノ㊧サ…ヴェイ株式会社9　印刷中）でも認められている。したがって、スギ属◎

アカガシ亜属を中心とする群集組成が本地域の普遍的な植生を反映している。この内、アカガシ亜属が

暖温帯常緑広葉樹林の主要構成要素であり、この他にも暖温帯を中心に分布する種類が検出されること

から、静岡の清水平野はこれらの種類を中心とした森林植生であったと考えられる。また、平安時代の

頃から、周辺ではマツ属が増加し始めたと考えられる。これは、マツ属が極端な陽樹であること、Dm

層で条里型水田が施行されていることを考えると、周辺森林植生に対する人間の干渉が強くなったため

に二次植生としてニヨウマツ類が分布域を拡げたことを示している。ところで、池ヶ谷遺跡では平安時

代～中◎近世の堆積物を通じてスギ属花粉化石が最も高率に出現するのに対して、本遺跡ではりⅢ層◎

DH層でアカガシ亜属の花粉化石が増加⑳多産するが、］［Z二Ktより上位でスギ属が再び多産する。こ

れは、花粉化石群集の形成過程の違いなどを反映している可能性があり、今後の調査課題の一つとして

残される。

（2）低地の植生

E層で検出されたガマ属◎イネ科◎カヤツリグサ科など花粉は、基本的に他の場所から運ばれてきた

ものが含まれるため、河遺周辺の湿地などに生育していたものが運搬◎堆積したのであろう。

nm層では、各地点ともイネ科が多産する。I男旧層のイネ属比率は、保存状態の違いにより多少の差

があるが、約30％前後あるいはそれ以上となる地点が多い。また、イネの額も検出されている。発掘調

査の結果でも、本層が条昼型水田であることから、これに伴うものと考えられる。ただし、6区第3地

点および15／16区第3地点でイネ科出現率が20％以下と低率である。これがどのような理由によるのか

現時点では不明である。また、本層ではオモダカ属◎ミズアオイ属◎サンショウモなどの花粉化石、ヒ

ルムシロ属◎オモダカ属砂イバラモ属のホタルイ属などの種実遺体が特徴的に検出される。これらの種

類は、水田内で水田雑草として生育していたと考えられる。この内、オモダカ属のミズアオイ属◎サン
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ショウモの花粉は、調査地点あるいは層位により比較的多く検出されることから、水田により分布して

いた雑草の種類に差があった可能性がある。また、現在でも路傍などに生育するオオバコ属やヨモギ属

などが検出されることから、畦畔などにこれらの種類が生育していたと考えられる。

太畦畔からほ言ノイネ属や水生植物のガマ属⑳オモダカ属砂ミズアオイ属◎サンショウモなどが検出さ

れており、その組成が水田部と類似している。したがって、太畦畔は、周辺の水田土壌を利用していた

可能性がある。この他、2／3区で検出された畦畔窪地埋積物や拍区で検出された流路1⑳2の埋積物

の花粉化石群集も水田部と類似した組成を示していることから、周辺の水田土壌などが流入していると

考えられる。また、太畦畔構築以前の流路3埋積物からイネ属が比較的多く検出されることから、条里

構築以前にも周辺にイネ属が存在していたと推定される。

Iz－Kt降灰前後まで、遺跡西側（1区～4区）では、それまでと同様に灰褐色シルト～粘土　のⅢ

層）が堆積しており、イネ科が多産し、イネ属も多く含まれることから、引き続き稲作が行われていた

と考えられる。しかし、遺跡の東側（5区～15／16区）では、泥炭質堆積物（りⅢ層◎mI層）が堆積

した。これらの層準では、イネ属⑳他のイネ科が減少し、ガマ属◎カヤツリグサ科が増加する。また、

9／10／H区では種実遺体としてスゲ属◎ホタルイ属が特徴的に産出する。これらのことを考慮すると、

遺跡東側では稲作が放棄され、ガマ属、スゲ属⑳ホタルイ属などのカヤツリグサ科、他のイネ科を中心

とする湿地が形成されていたと考えられる。この湿地には、他にも花粉化石で比較的多く検出されたミ

ズアオイ属◎サナエタデ節－ウナギツカミ節◎セリ科啓ヨモギ属、種実遺体で検出されたイボクサ◎タ

デ属⑳オトギリソウ属などが生育していたと考えられる。その後、Iz－Kt降灰後になると、遺跡西側

は区～4区）でも同様に泥炭質堆積物（DH層⑳り自百）が堆積し、花粉化石群集も5区～15／16区

のnH層㊧り‡層と同様な変化をたどることから、稲作が放棄されたとみられる。ただし、僅かである

がイネ属が検出されることから、周辺で稲作が行われていたと考えられる。このことは、泥炭が発達す

る湿地のような場所を避けて周辺で稲作が行われていたことを意味していると思われる。

C層が堆積した頃、河道の周辺などには、ガマ属◎イネ科砂カヤツリグサ科◎ヨモギ属などが生育し

ていたと考えられる。ところで、14区ではイネ科が多産し、イネ属が多く含まれている。このことから、

当時も氾濫の影響が及ばないような場所では稲作が行われていたことが推定される。

6砂　土壌の化学的性質

土壌化学分析の結果、化学的特徴は各層位毎にほぼ同様な傾向を示す。したがって、ここでは、化学

的な特徴を層位毎に述べることにする。

＜E層＞

水田耕作土としての土壌化学的な性質すなわち地力面では、現代の水田土壌の基本的な改善目標値（鬼

鞍91985）と比較した場合、各調査区ともに腐植含量（改善目標値2％以上）は改善目標値以上である

が、5％未満と相対的に低い値を示す。これに伴い可給態窒素含量（改善目標値8～20mg／100g）の陽イ

オン交換容量（改善目標値12me／100g以上）は、目標値以下の値を示すものが多く認められる。一方、

可給態（有効態）リン酸含量（改善目標値10P205mg／100g以上）、可給態ケイ酸含量（改善目標値15SiO2

mg／100g主遊離酸化鉄量（改善目標値0．8Fe2の3％）などは相対的に高く、目標値以上の値を示す。この

ことから、リン酸◎ケイ酸などは、氾濫によって供給された無機物を給源として富化していると考えら

れる。なお、可給態窒素含量と遊離酸化鉄含量については、前者が希硫酸抽出窒素童、後者がジチオナ

イト抽出銑量に対比されるものであるが、目標値の分析と方法が全く同じではないため、目標値以下の

値が必ずしも改善の必要があるかはわからない。したがって、この2成分については、ほかの成分も含

めた中で評価することにした。この他にジチオナイト抽出マンガンの集積が特徴的に認められ、上位か
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らの移動が想定される。すなわち、捌最層からの溶脱による可能性が高く、I射胴層が耕作土で、E層が

その下層土となり、水田の様式が乾田あるいは半乾田であった可能性がある。ただし、水田耕作以外に

この水分環境が成立すると、マンガンの移動集積が土層断面に現れるので水田認定の場合に注意が必要

である。

＼I）lIl層＼

りm層の土壌化学的特性をみると、一部の地点（4区第2地点）で腐植含量が20％以上の値を示すと

ころがあるが、そのほとんどが20％未満の値を示す。その中でもりm層最下部の抄紺「∴日計では、いず

れも用％未満である。すなわち、腐植含量は全体的な変化傾向として下部から上部へ増加する特徴があ

る。その他の土壌化学的特徴としては、上部のmm一1層で可給態窒素含鼠陽イオン交換容量が目標

値よりも高く、可給態リン酸含量◎可給態ケイ酸含量が低い傾向にある。一方∴m肛㍉鍼軒端用虹亮

層では各調査区によって可給態窒素含量◎陽イオン交換容量が目標値より軒低い値を示すところがみら

れる。しかし、可給態ケイ酸などはそのほとんどが目標値以上の値を示している。これは、可給態ケイ

酸の給源となる無機物が多く含有されているためと考えられる。以上のことを相対的にみれば、上部の

方が自然肥沃度が高く、そこに水田耕作の影響が現れているとみられる。さらに、自然肥沃度の面で見

ると、各調査区画にそれほど大きな差があったとは言い難い。

また、ジチオナイト抽出マンガンが下部で集積しており、とくに1区第2地点でそれが顕著である。

このような傾向は、先述したように斑層でジオナイト抽出マンガンが多い。これらのことは、上位層が

還元的条件下になり言容出したマンガンが酸化的条件にあケたりm層下部あるいはE層へ移動集積した

ことによる水分環境が想定される。

また、太畦畔では腐植含量が一部の試料を除いて用％未満の値を示し、捌Ⅲ一3層に近似する。この

他の化学的特徴も監時酢一3層とほぼ同じであるが、下部付近でジチオナイト抽出マンガンの特徴的な集

積が共通して認められる。特に5区第2地点ではそれが顕著である。一般に畦畔は水の影響が及びにく

いところで、現水田（乾田）においてもマンガン斑などは畦畔内部までは認められない。ここでのマン

ガンが移動集積によるものとしたら、条里が施行される以前にも乾田あるいは半乾田の水田が存在して

いた可能性がある。

くりH層＞

腐植含量は、各区とも10～30％程度の範囲にあり、捌層よりも1／2程度低い。農耕地土壌分類（久

馬ほか，1993）によると泥炭層区分されるものが多く、いわゆる有機質士の範疇にある。このようにm

H層は、無機質土から有機質土へ変わる漸移層として捉えることができる。土壌の化学性では、陽イオ

ン交換容量の可給態窒素含量⑳遊離酸化鉄が目標値より明らかに高い値を示す。

・＼・・・、、I、）1屑、＼＞

mI層は、そのほとんどが腐植含量20％以上の値を示し、農耕地土壌分類による泥炭層に区分される。

その中でも上部は50％以上の著しく高い値を示す。したがって、り‡層では枯死した湿性植物遺体が加

湿な条件下で分解が抑制された堆積環境が想定される。また、腐植含量が下部で低い状態については、

下部は無機物の混入等とともに酸化的条件下で有機物分解が進み、黒泥化したものと推定される。

この泥炭層は、現在の水田耕作土として利用する場合には土壌改良（排水や客土）が必須とされてい

るが、養分を保持する能力（陽イオン交換容量主あるいは地力窒素（可給態窒素含量主∴遊離酸化鉄に

っいては、今回の結果でも目標値より明らかに高い値を示す。しかし、泥炭は有機物より溶出する有機

酸などによって土壌酸度が著しく低下し、作物に障害が現れやすいpH3以下（極強酸性）になること

もある。したがって、現在の作物生産からすると決して生産能力の高い土壌とは言えない。その他にⅢ・

I層の特徴として、ジチオナイト抽出マンガンの集積が認められる地点がいくつかあり、9／10／11区
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第1地点では特にそれが顕著である。これは、前述したように上位層が還元的条件下になり言容出した

マンガンが酸化的条件にあったり‡層へ移動集積したことによる水分環境が想定される。

＜C層＞

C層は、14区を除く地点で腐植含量が低い。このことから、C層では腐植給源となる動植物遺体供給

が少なかったこと、あるいは供給された動植物遺体の酸化分解がより進んだ環境を推定させる。ただし、

同じC層でも摘区のように局所的に動植物遺体の供給が多く、酸化分解が進み難い時期も存在していた

可能性がある。

一九水田耕作土としての土壌化学的な性質では、可給態ケイ酸含量が改善目標値よりも低いが、イ

オン交換容量可給態窒素含卦可給態（有効態）リン酸含卦遊離酸化鉄義弐改善目標値0。8Fe203％）

などは2／3区を除き、概ね改善目標値に達している。仮にC層が水田耕作土として利用しても土壌化

学的な面では、さほど問題はないと考えられる。

この他にC層の特徴として各区ともにリン酸含量の比較的多いことがあげられる。リン酸は、一般的

に土壌中での拡散移動が少ないので、土壌表層に集積しやすい特徴があるが、2／3区、14区の可給態

リン酸にその特徴が認められる。また、2／3区ではジチオナイト抽出マンガンに特徴的な集積が認め

られている。これは上位層（B層）が還元的条件下になったときに潜出したマンガンが酸化的条件にあっ

たC層へ移動集積したことによる結果と考えられる。

7◎　義美遺跡の酋環境変遷

ここでは、堆積物中に含まれている珪藻化石◎花粉化石◎種実遺体の出現傾向と、土壌の化学的特性

に基づいて、総合的に検討を進めていく。

＜古墳時代中期～後期＞

城北平野は安倍川の氾濫の影響により砂礫層（Aug2層）が堆積する（加嵐1993）。ほぼ同時期、静岡⑳

清水平野に位置する遺跡でも洪水性堆積物が確認されており（加鼠1990主静岡◎清水平野一帯が不安

定な環境であった。本遺跡でもその相当層が確認され、E層がこれに対比される。E層は灰色シルトで

あり、場所により砂を含む。本層は2／3区東側と9／10／Ⅲ区西側で微高地を形成し、5区～8区に

かけては現標高5mあるいはそれ以下と最も低い。本層では、微化石がほとんど検出されない地点が多

い。また、6区第4地点◎第5地点で検出された珪藻化石群集は、相反する環境する示唆する種類が混

在しており、いわゆる混合群集（堀内91993）となる。また、花粉化石でも地ノ由こより出現傾向が異な

り、スギ属が多産する群集とアカガシ亜属が多産する群集が認められる。また、地点によりイネ属も検

出されている。したがって、本層は、様々な水域の堆積物で構成されており、二次堆積した微化石が含

まれていると考えられる。また、その後の水田耕作による人為的な影響（撹乱や堆積物の削剣など）を

受けていたとも考えられる。このような環境であったために、動植物遺体など腐植の供給源が少なく、

無機物の給源とした土壌成分が富化されたと考えられる。

＜平安時代＞

発掘調査の結果で約109m間隔で大畦畔が確認されており、静岡平野北部一帯が条里型水田として利用

されていた。ただし、条里型水田の大畦畔の下部でマンガンの集積が地域的に認められる。隣接する池ヶ

谷遺跡でも分析方法が異なるものの、大畦畔の下部でマンガンの集積が認められている（中晩1993）。

このような傾向が地域的に認められること、さらに　区で検出された大畦畔構築以前の流路3で、イネ

属が高率に出現することを考えると、条里が施行される以前に乾田あるいは半乾田（地表面水型水田）

の水田が存在していた可能性が高い。恐らく、条里の施行されることにより、この時期の水田が破壊さ

れたのではないだろうか。
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条里型水田の堆積物（りm層）は、暗灰色～灰色を呈するシルト～粘土であり、上部で雲管状酸化鉄

が、下部で炭酸鉄が認められ、これによりmm－3層～りm＋つ層に細分される。本層は、E層上限の

標高が最も低い5区～8区で厚く堆積する。したがって、条里型水田を施行するにあたり平坦面が確保

されていたと考えられ、人為的に盛り土がなされた可能性もある。この条里型水田の施行時期は、I z－

Ktよりも下位であることから、隣接する池ヶ谷遺跡の調査結果（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究

所91993）と同様に9世紀以前であると言える。その廃絶時期は、I Z∴潔tが検出される層位から、1

区◎4区がI z…Kt降灰後、5区～14区15／16区がI z－Kt降灰以前である。すなわち、りIH層水田

部上限の現標高が6。2m付近がその境となっている。このことを考慮すると、テフラが明確に確認できな

かった2／3区および15／16区の条里型水田の廃絶時期は、2／3区東側がテフラ降灰以降、15／16区

がテフラ降灰以前の可能性がある。このように、廃絶時期もE層により形成された微地形に起因してい

ると推測される。

条里型水田の水田層では、各調査区とも自然肥沃度が上部に向い高くなっている。また、当時各水田

とも弱アルカリ性を呈した水深の浅い沼沢地のような状態であった可能性がある。このように本時期の

水田内部の状態や肥沃度は、区画により大きな差があったとは考えにくい。また、このような水田内部

では、ヒルムシロ属◎オモダカ属◎イバラモ属◎ホタルイ属◎ミズアオイ属砂サンショウモなどが水田

雑草として生育していたと考えられる。また、地点あるいは層位により花粉化石の出現率が異なること

から、区画により分布していた雑草の種類に差があった可能性もある。また、畦畔上など比較的乾いた

場所などには、他のイネ科◎カヤツリグサ科以外に現在でも路傍などに生育するオオバコ属やヨモギ属

などが分布していたと考えられる。本時期の水田は、E層あるいはりm層下部でマンガンが集積してい

ることから、乾田あるいは半乾田のような状態が想定される。ただし、水田耕作以外にこの水分環境が

成立すると、マンガンの移動集積が上層断面に現れるため、今後遺物の出土状況などを考慮に入れた再

検討を行うべきであろう。

条里型水田の大畦畔は、大畦畔を構築する堆積物の化学的性質や花粉化石群集が水田部と類似するこ

とから、周辺の水田土壌を盛り上げて構築されたことが推定される。ただし、6区で畦畔下部に水田土

壌と全く異なる砂が用いられていることから、場所によりその構築方法が異なっていたことも考えられ

る。ところで、4区で検出された大畦畔は、2つの方向性を持っており、発掘調査の結果から東側畦畔

よりも西側畦畔の方が新しく、構築時期が異なっているとされている。この2つの畦畔で認められたテ

フラは、両方ともI z∴潔tであった。このように構築時期が異なっているにも関わらず同一のテフラが

検出されるのは、先に述べたように畦畔が周辺の水田土壌を利用していることに起因していると考えら

れる。すなわち、西側畦畔で検出されたテフラは元来mIト1層に含まれていたものが、構築刀際に畦

畔内部に二次的に混入したと考えられる。また、2／3区で検出された畦畔窪地は、珪藻化石がほとん

ど検出されないため、溝として機能していたか不明であるが、花粉化石の出現傾向が水田部と類似する

ことから、周辺の水田土壌が混入していると考えられる。

標高の低い5区～15／16区は、Iz…Kt降灰以前、流水の流れ込みの少ない富栄養な浅い沼沢地のよ

うな水域に変化したと考えられる。このような環境変化の下、ガマ属◎他のイネ科◎スゲ属⑳ホタルイ

属◎イボクサ◎ミズアオイ属◎サナエタデ節－ウナギツカミ節のセリ科◎オトギリソウ属◎ヨモギ属な

どを母材として泥炭層（DII層⑳mI層）が堆積する。この変化により調査区東側では、稲作が放棄さ

れたと考えられる。I z∴潔t降灰後になると、標高の高い1区～4区も、同じように沼沢地のような環

境に変化して稲作が放棄され、泥炭質堆積物が堆積したと推定される。ただし、りI層堆積期は、調査

区により若干環境が異なっていたと推定される。このように周辺では、水位が徐々に増加ノて沼沢地の

ような環境に変化することで条里型水田が放棄され、標高のさらに高い場所に生産域が変更したと考え
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られる。この沼沢地化は、旧浅贈沼の拡大に起因している可能性がある。ただし、河川の流路変更など

に伴う環境変化の可能性もあり、地形発達過程を明らかにした上で改めて検討することにしたい。

＜平安時代以降＞

やがてや遺跡の周辺は灰色粘土沌層）が堆積する。C層で検出された珪藻化石は、遺跡西側（2／

3区の5区◎6区）では好流水性種や中～下流性河川指標種を比較的多く産出するが、遺跡東側　は区）

では好止水性種が多産する。また、土壌化学的特性でも摘区で腐植含量が高い。以上のことから、遺跡

西側は氾濫等の影響を強く受けていたと推定される。そのため、腐植給源となる動植物遺体の供給が少

なかったと考えられる。ただし、遺跡東側では、流水の影響があまり及んでない時期も存在し、周辺に

ガマ属◎イネ科◎カヤツリグサ科◎ヨモギ属などの章本類が生育していたと考えられる。また、多産す

るイネ科の中にイネ属が多く含まれることから、当時も周辺で稲作が行われていたと推定される。
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○い・

図五…3　4匹第4◎5地点の土層断薗

第4地点

図且…4　2／3匹第5地点の立層断薗
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表2　皇区の珪藻分析結果（且）

種　　　　　 類 生　 態 件 環 境
相機 種

第 1 地 点
1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6

第 2 地 点
2　　 3　　 4　　 5塩 分 DH 淡 水

A chn an th es in fla ta （X u etz ．）Gru n OV Og h in d a ト il r－ph T 1
Amp h or a ov a l is v ar ． af f in is （X u et z ．）V．He ur ck Og h ind a ト il in d U

U

9　　 1　　　　　 2　　 1　　　　　 6　 12　　 6

An om Oe On e is sph a er oph o ra （K ue tz ．）P fitz er Ogh －h il a ト b i ind 1　 1　　　　　　　　 4　　 6　　 1
Ca lon e is b ac i llum （Gr un ．）C lev e OgI卜ind a ト il r－ph 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Ca lon e is l ept o som a Kr am皿e r ＆ L an ge －B er ta lo t Ogh ind ind トph R B

T

1
Ca lon e is s i licu la （Eh r ．）C lev e Ogh ind a ト il in d 2　　 4

Coc co ne is p la ce nt u la v a r ・eu g lyp ta （Eh r ・）C lev e Ogh ind a ト i l r－ph 1
Cra t icu l a a E）b igtla （Ehr ．）D．G．Wa n Ogfトind a ト i l in d S 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
C ra t icu la c usp ida ta （K ue tz ．）D．G．W a nn Ogh ind a ト il in d S

／ヽ　　搾ヽU ．l　 I

1　 1
C ra t icu la p er ro te tt i i Gr un o O gh ind a ト il in d 1
C 四 be H a as pe ra （Eh r ．）C lev e 0由 I ind a ト il i雨月 ′ヽ∠
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表2　豊匿の珪藻分析結果②
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Oghhob：貧塩嫌塩性種

Oghunk：貧塩不明種

PH：水素イオン濾度に対する適応性
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aトil：好アルカリ性種
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C．R∴流水に対する適応性
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ind：流水不定性種
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「－bi：真流水性種
unk：流水不明種

環境指標種
K：中～下流性河川指標樋　0：沼沢湿地付着生樋（上し上は安藤，1990）

S：好汚濁性概　U：広適応性樋　T：好清水性種（以上はAsai．K．＆Watanabe，T．1995）
RI‥陸生珪藻（RA‥∧群，RB：B群、伊藤・堀内，1991）

一一一一一l一一一一110（十一一一一一



篤媒染慮
楳逆頗

薦鴬忙罫艶

世
職
劃
e
挫
由
卓
越

朝
出
剥
由
一
一
堤
罫
に
名
東

世
要
項
片
老
廃

傭十墟∃鴬単塊
掛削帥増価

傭＋墟薦鴬坦胤

n＝謄写鰭
傭＋洩トミ馬＝＞坦鮒

已工粁咄坦雌
城＋敦儀鯉鰭

絨虻作目乳腺

触酎机相場
細事終偵坦雌
触朝故事鯉鮒

東通冊酢蛸

盟座骨酢慨（中e草）
避他用錮酢甘鈷
世骨相錮酢く鈷

i

画

画

回

国
S血0川duJPP川〇Sみ肌用

SU甲伯．」甘∧PJdrU∂以d鞘OU唱

g∂plO押1J∂gJqpllOUnヨ

‘dds単相JnUUld

．dds田nlpl∂〃

’ddspJ爪神柑N

ddsPuβJS伽句

’ddssJ∂UOJ功ロ

．ddsPJJ呵uU一匂

田∩押JduJt＝川棚準榊

11ノ∂〇∪∂dsp田β1ScU旬

J∂iU∂八一〇ドU∂∩拶UO〇叫Pll伽吋

S！pOU！q．01SU∂mJSUO〇PIJP〃β叫

SU∂叫SUO〇PIJP〃β喝

P押J岬∧釦qP〃佗Jlβ叫

S11Pn餉叩nSPll叫ub

」二
薦蔦塑性

叫仰叩胤晦
印∩ノ呵qJβpJPOlpdow

SlJJS∂dnJpJJ呵nUUJd

叩qlβp〃呵nU叩d
Pl叫d8〇叫3U旬ノ呵∩み購肘

PJndnd叩叩榔W

PulgS1人∂PlpJn31人PN

1′り〇SIOYpJ几神帽N

un押Ulun〇PPuβ1S伽匂

以∩∂Jdの81叫PJl叫の匂

PIPpldsn〇gfl叫uu匂

Pln巧JJgSleUO岬〇

〇りdoJ∂叫ds甲UO30uJOUy

gJU仏陀．」冒∧Sll以OPJO11duJy

S叩lOJd岬〇SPuUβJSαノ匂

絹霧櫓叶

－ ll－　tt■　－

l 書 寡

●

1 ． ．

m ■ ■

■

Sl －　－　 －．
l■■

●

lt■　■■　　●

－

● －．＿　 ●　 －

　 ●　 ■lt

■

●　　 ●

● t■　 ●

＿ e

■　 ●　 ●

－　　 －

■■　 ■■　 ●

■ 〃 書 ＿

哩

N　　 rl）　 寸

匹 ・ 匹

匹　 T　 T

ld．．
〔】 （⊃　 【〕 【⊃

咄 咄

留 留

糠

N
琳

101－

、

　

　

＝

　

H

∴

。

：

一

二

∵

＼

●

．

　

　

．

・

・

∵

　

＝

二

∵

　

二

三

二

二

㌧

・

吋
哺
巨
咄
塔
在
学
ご
芸
森
坤
空
悪
さ
密
封
霊
票
崩
蜃
§
慧
憲
石
垣
聖
霊
．
轟
淵
車
軸
曇
掛
玉
髄
感
薩
涙
・
餅
玉
埋
世
由

賠
重
富
卓
凹
G
雌
鈷
担
ぎ
横
舶
巾
と
揺
り
】
凶
l
 
N
区



ぜ

　

　

m

 

N

唱
避
ト
騒

三
三
l
l
y
 
l
1
－
∴
二
「

寸
　
　
　
N

肇
ぜ
∽
騒

寸

　

　

C

 

N

喝
餞
の
騒

一
票
味
覚
怒
聴
牌
研
削
g
凶
の
＼
N
　
の
肺

噴
薯
N
騒

叫

・
　
・
・
・
－
1
－
　
　
　
　
・
、
　
－
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
．
－
－
－
．
　
　
　
　
　
．
．
　
．

画
－！一　一　ご　一　m　一　一！－　∽】】～　－【－　N　－　N　一　〇宗　一【一　一i－i　－　＝　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　m　一　一【

一　一　一　一　m　－　N　一　一　一　一i　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　品　一　一　一　一1－　－　－　巴　一　一　一　一　一　一　一1－　－　－　－】－

守　一＝

llI

I I I l・→l　・l l l l l I l l（エ）I l l　】l l I l l i l l　】】

l l l l l l l I i l l I I I l l l l l l I　－　へ】I l i i l　一　一　一　一　一　一　】　－　l l l l I I I i l l

l l！ml l I l l l l111111　－　1　－　－　‥　一　一　一　一　一　一　一　一　一　の　一　一　一　l I I I l l l I I I l

1I1111111i l l l l i l l l I】11111　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　l l l I l l i l l I

l i l i　！i l l l I I I l　1！l l l l I l　－　l l l　1　－　1】　一　　一　一　11】l l l l　】l

I l l l l l l l l l l　！l　】l l l l l l l I I I　】l l l l I I l i l I l l l l l l I l l l l l

1111111i l l l l　】l i i l　】l l l i l　一I l l l l l l i　岨l l l l l i l l l l l I l l

；11l　－l i l l l l l l l I I I　－l I　；l i i l　】l l I I I l l I　一　一　l l l l I I I i l l　】

l l l l l l l l l l l I I l l l I l l I l Pつi l l l l l l l I l　いつ】l l I　！l　11111111
両

丁∴∵∵！∵！∵∵∵∴∵∵「∵！∴！∵
一　一　一　一　N　－　‾　＝　一　一　一　一1－　－　－　－　－　－　－　寸　一　巴　一　一　一　一　一　N　一　一　宗　一1－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－

・I l l l l i l I I l i l l l l i　】l l l I I l l l I I l i I l l l I　一　　一　l l l I l l l　！l　【1

鏑

越

河

画

料

l l l I I l l　】I I I I I I l l　1I l　】l l l　】l l l I l l Ln】I i I I l　】】l I I I l l

l l・→11111111I l l I I I i l l i I l l l l l I I l Ln l l　－　l l l i　▼→l I i l i l

I　▼一（J I l l l I　－　▼→l I l　－l I l　－→l　▼一　一　　一　一　　一　　一　▼車l I l i N I　－　l l l I l l l　】l l l I

l　】〇l l i I N l　寸　－　N l l l l l l l l l i I l l l I　－　のl i l　叫1－　－1i l l l l l　＿l
顔

11・一I l・車】】・・－ペI l l l N l l I l l　・車1l　－一　｛　N i　！【｝l i l l l l I I I l l

i

喝
讃

p4

l　llu⊃　I　lP　NN　－　①一　日　N車　一　一　一のN　＝　一　一　一　一！一　一　ロ　ー　の　一　一①一　日　N　一　一1－　－1－1－－11

！日

［
i日

l　i　l

［一　一　一

［

llIlllIIIIIlIIIllIIIlll－．lIllIIIlぐつIllllllllllIll

IIllllIIll1IIIIlllIIIIIIIIIIIIllCOllllIlllllllll

E　騒

g　　　　　　サー叫
を
Fl

l　ll　p．　iINllLnll←イ　ーIICりIllllIlぐつlIIl▼→lIlPつIIIi・－1・→　－　ぐつ1▼→　▼→lI－■　u）il　Ln
戸車

聾
畔

［

i

i

巨叫
ト　　　　　　　　 ⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　 ←←　　　　　　　　　 トト　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 C⊃C〕

｛∽這基ト⊃←　之ココ畠　　←←　P　　eQ　ト　00ト滅○ト墟ト　　　　 ＝　　←忘cl。いつ雲雲

rl1j撃雲

i
I＼

j
i

l

J＝　　　　　　　　　　・璃　ぶ　題．巳　　　　．23．g　　　　　　　　　　　ぷ　　・錦　　・錮　　　　　ぶ　ぷ　　　ぷ　題　　題　　　　　意　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　ぷ　ぷ
てコ　ロ．’てつ　て　て　て　て　エコ　こも　こも　ロ4てつ　てコ　Cb　Cも．滅　て　㌢3．8　°g　CもてコJつ　て　エユ　ーロ　てコ　n　ロ．て⊇　ぢら　寧日嘩‘為㌢コ　て軍　gL鰯∵瑠1臨13　73　℃3　℃「唱．詰㍉蕊

．≡」．≡．≡．三．三．≡⊥⊥」⊥．≡曇LL弓．三．三．三．≡⊥．≡⊥．≡⊥．≡曇」⊥．≡LL弓⊥．三．≡⊥与．≡⊥．三．三．三．≡．≡⊥⊥！

去窯窯意志意志嘉意志窯意志意志琶意志意志去登玉窯去窯窯窯意志意志琶窯去登窯琶意志選れ信は高鳥

［義義

l　I
£　Jココ　コ
骨相

ぷ　エコJC

窯窯窯窯窯窯≡董≡登窯登窯窯窯琶窯窯窯窯窯窯登窯窯登窯窯窯窯窯窯琶窯窯窯窯琶窯窯窯蓋蓋窯蓋重義

ぷ　ぷ　エコ　ぷ　£　ぷ　惑　ぶ　ぷ　ぷJ＝　ぷ　ぷ　ぷ　ぷ　ぷJ＝　ぷ　副宴　ぷJ3　別宴　ぷ　£　ぷ　ぷ　ぷ　惑　遥　惑　惑　惑　別宴　惑　乱葛　惑　乱票　題　惑　惑　惑　題U　q）　qJ
遜己：盟：雲或C⊃　⊂⊃　⊂⊃　くつ　C）⊂〕⊂〕⊂⊃　⊂⊃　C⊃　C⊃　C）⊂⊃　⊂〕⊂⊃　⊂⊃　くつ　⊂⊃　⊂⊃　C⊃　くつ　C⊃　⊂⊃　くつ　⊂⊃　C⊃　⊂⊃　⊂）⊂⊃　C⊃　C⊃　くつ　く⊃　C）くつ　C⊃　く⊃　くつlC）くつ　くつ　⊂⊃　くつ　く⊃　C⊃　く⊃　C⊃

i

i

i
［［1

G）＞
qJ
声叫．よニLJ　一
′－．．．ヽ　．P叫1　白N　レつ
ヰJ　・q）迦
3／一一、滅　・　）　　N

ヰJ
Cq　q）
・ト〉　；ヨiコ．滅

i
I
ト、
Jd ｛〉⊂）
己 J感　　　　　　　　　　　　　　∽

U　　　　　　　　　　　　一　しp可C〕
J＝U
′－．ヽ

望　　 一　遅冨　　　　　　　　 陸　　　 羞　　 羞羞

j
［
I÷I

】　】
i
i
［

一　輝

亡コ
曇　h　　 義　軍三　　　　　　　　　　　 悪　蒸　　　　　 篭　　　 薫蒸

L4Lコ
＿ヽ／

≡　藁　　 義　臣姦去　　　　　　　　　　　 慧　吏　　　 員　竃　　　 貫窯

む田一一旨iやJU．疇読・！診くつ・　C｛）　L可：ヨてコ　ぐ8　LィqJ　＞・uヰJ【／】　∽　∽：コ・一一・一一票　∽　癖

瀕潟常在鉦寵
3 、＿＿′ 已　C8

し 網　も　lLl
h　CQ

も　白

ヰJ　b8

∽．て⊃l⊃

C〕・－・ヰJ
b8；＞　ヰJ

悪さ「雲∽レ㍉三宅言空票＝‖雲己己巴3　‥警已5日㌢三雲霊‖己5 ㌢宗裏目雷名昌ヨ窯　　　　　　　　 一．幽感　　 も鰯相良昆

珂増田．鏑．錦。∽で感．錦一．噂．錦鰯噌臨良し　 も一弘皿も．叫．鏑もヨ鰯．顔母国∴指 摘 読書だ・‡ 雲．．望己己

竃
鰯
憲
U
S
N
霊
芝

曇
　
S
竃
C
O
芸
憲

芸
　
紹
叫
ぶ
U
∽
N
．
霊
把

＝
こ
　
感
芸
U
S
N
霊
葛

篭

霊

巴

○

毛

凛

票
冨
芸
〇
一
田
監
U

も
昆
鰯
竃
0
3
票
U

感
紹
鴎
鏑
ヨ
U
霊
感
h
U

d
s
 
s
芯
U
O
U
U
O
U

t
d
 
s
芯
u
O
U
U
O
U

l
d
 
s
芯
U
O
U
U
O
U

〓
S
 
S
膚
も
U
0
1
d
U

t
芯
　
∽
芯
U
c
I
q
U

旨
顔
S
竃
e
O
扇
U

U
増
血
　
S
鴫
も
已
〇
両
贈
り

臨

忠

恕

雲

竃

名

田
忠
も
S
宍
遠
雲
ぷ

S
竃
已
受
呂
車
望
遠

竃
温
田
旨
羞
凛

竃
＞
○
票
○
毛
葛

竃
箕
二
巴
宝
甚
層

雲
○
鰯
雲
○
毛
男

顔
　
S
も
ぷ
一
日
増
C
曇
童

心
　
S
も
ぷ
一
C
d
C
ぷ
U
域

訝．讐簑監霊3品雲曇蔓日当当室自詮芸芝目監監言㌢竃3
田　U U U　＿C　61　⊂：　∽　∽　∽　◆」　＋」　◆」　【4

鰯
還
遥
霊
農

鰯
竃
遜
霊
盈

S
竃
だ
○
芸
憲

霊
も
起
○
竃
岩

S
竃
馨
芸
憲

∽
叫
u
C
0
－
悪
口

恩

讐

学

芸

昌

鰯
雲
も
届
き

鰯
雲
も
届
き

鰯
雲
遜
監
U

由
一
一
心
l
巳
〕

鰯
雲
も
q
監
U

由
一
一
心
l
白
ト
U

由
一
一
題
巳
〕

村
雲
U
l
白
h
U

票
竃
q
監
U

昭
二
も
q
監
U

句
一
一
u
l
白
ト
〕

空
電
q
監
U

空
電
q
監
U

由
一
－
u
l
白
ト
〕

lll一つ（）2一一一一一

も
噌
誌
悪
宅
已
票
田

も
鰯
畠
田
宅
葛
票
田

霊
鼠
鰯
3
0
当
鋸

霊
亀
田
3
0
喜
田

噂
誌
昆
鰯
雲
○
当
田

叫
U
C
叫
　
向
叫
一
〇
ロ
コ
凹

む
S
義
　
鰯
雲
①
雲
霞



寸：一　一　一　で　－1－i　‾　一　叫【一　一i Ni完‾巳∞　一　一　一！一　一　一【i　一　一【－1－　－　－　－　叫∽一　一　一　∽【－N　一　一　一　一

m

 

N

聖
堂
ト
騒

i

i

j

r

j

i

…

ハ
…
J
、
∵
、
｛
　
言
八
、
奮

N

増
惑
誓
聖
拓

m

 

N

電
留
二
二
騒

「語

＼
∴
ヘ
音
㌧
＼
ノ
ヾ
蝶
　
′
了
ハ
∴
、
＼
、

甲

朝
日
日
日
㈲
㈲
‖
］
再
胤

111】I l I i l l　】l m！　ト　のI I I I l l l l l I l l l l l I l l I i i l l l　1［－I l l　叩

I I l l I l　】l l l l i l l l ml l l i l l l I I I I　】　一　1　－　1　－　－　－　－　－　i l i l l l l I i l

！i I l I i1111l l l i　－　ml l i l l l i i l i　－　l i l I I　一　一　】　一　一　一　1　－　i l l l l l l

一　一　一　一　一　一】一　一　一1－　－　－1－　－　利　一　吋宗　一1－i　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一】一　一　一　一　一　一　一　一　一1－　－

l i　】［（i　】111［i I i l l l l l I l i l l i l l　！l l l I I l l l l l l　一　　一　】　一　I I l i l I l　】l

i I　！l l j I l l l l l I l　－　I i l l l l i l l l i I　】i　111　－　I l l　一　一　一　一　一　　一　1　－　－　111】l l l

l l i l l l i l i l l l i l i l l l l l n i l l I l　】l l I l l　1I I I I I l I l i l I　】l I i I l l I

l i　1・－】i l l I I l l l l l l l・車！N　トl l l l I l l I l I l i l l　1　－　－　　　　－　－　－　－　1111l l l l I

I l l I l l l l l l i l l I l I i I l　－　N l　11i i l I I　】l l i I i l l　一　・　一　一　l i l　】l l I I I i l

l l　】l l l i　】i i l I l l l I i　【1！∽l l l　！l l l l l l l i l　－l l l　一　一　　一　一i l l l l l l l l i

l l l l l l l l l l l I F→l l l l i l l N l l l I　】l l l l l l l l l i l　－　】　一　　一　I l l i I I I l l l l

l l l I l l l l l l　［】l i l l l NI m Ml　：I I I　－l I I l i I I I I l l　－　11　－　11】l I l i I l l

J′て　　　　　こ＼　　　　　・　　′Y　〇、、、　　　　　　　　　一　・　　　　・・　　一

1　1　】　▼・・－　l l l l l l l
l l l I I l

I I l l l l l l I　－11！l l l l i l I l l l l l　1　一　　一　1111111i　】l l l l

I i　；i I　！i I i N】l I I I l i l I l i I l i　1111　－　　－　－　－　！　－　I l l l I I l

暫麗塗鋳蜂蜜憂愁※醸塗
一　一　一【】N　一　一　一叫　－　N　～　N m＝【一　一　一　一　門　一　一　一　一　一【！－　N一！1－1－－－ill N】一　一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一［一　一　ヨ　一　一　一　一iI　一　一　一】－11－　－　－　－　－　－11－　－　－1－】llll

NH l l　】I i　［l l l l i l l I　！i I l l l l l l　】I i l I l l l I I I I I I l l　】　－　I I I l　】I l　】I I

［　l　　－　N　∽　I　　－　l l l I　1　－　－　l　　－　：

銅　両

巨叫　　　　　　　　　　　　ニ⊃

：＝⊃　←　＝⊃　くノつ　　　　b己　　　：＝⊃　⊂⊃　ト　C〕　＝⊃

ぷ　ぷ　ぷ
n　臨　昆　℃
l l l C

一一車　　L一　一一・・q　‥・一

I　－I N　【　－　m I l M　の　m m l　∽　N l　】－　N　－1寸　m l l l　一　一　m　一　＿l　一
声可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳尋

ニ⊃
一　計叫　巨叫　　　　臣叫

瑠璃　　一　　鉢

：：⊃　　　出　畠感　滅　ニ⊃　滅
埼
咄コ

コ
這

璧
題

〇〇〇∽〇

誓
遥

で
曇

で
巳
叫

で
己
叫

登
霊

で
巳
叫

で
巳
叫

で
C
叫

u
C
叫

で
巳
叫

で
巳
叫

で
巳
叫

蔑Ih
で
C
叫

で
已
頑

で
C
叫

J
C
コ

蔑
L

P
U
膚

芸
－
h

還
－
L

u
C
叫

』
己
コ

意
志

亀IL
で
己
叫

』
U
コ

意
志

で
己
叫

；コ　　　ニ〇

一・一　　　　　4．

増　減　ニ⊃　滅

遥　遠霊　威　遥
臨　弘　にも（為白増
I l l I i已

・－q Ll LI L4　：コ

＝⊃

麟
∽　融

u
己
叫

で
C
叫

で
巳
叫

で
C
叫

亀
よ

雲
李
忌
O

P
U
T
忘
O

で
巳
叫
－
竜
○

で
亡
叫
－
忌
○

竃
ア
竜
①

望
ヲ
竜
①

竃
ア
忌
①

竃
ア
忌
O

P
U
T
竜
○

撃
て
竜
①

苫
ア
竜
O

P
U
T
竜
○

雲
苧
竜
O

u
C
叫
－
竜
O

P
u
T
忘
O

u
巳
叫
－
竜
O

u
C
叫
－
竜
O

で
C
叫
－
竜
○

で
己
芋
竜
O

u
C
叫
－
竜
O

u
C
一
室
叫
○

琶
ア
忌
①

竃
ア
竜
O

u
C
叫
－
c
M
○

葛
γ
も
O

J
C
コ
ー
竜
○

で
己
叫
－
忌
○

で
巳
叫
－
竜
○

u
C
叫
－
竜
O

で
己
叫
－
竜
O

u
C
叫
－
蔑
○

』
U
n
上
g

u
C
「
竜
○

で
C
叫
－
竜
○

で
巳
「
竜
○

老
コ
ー
忘
○

登
曇
十
一
竜
①

琶
「
忌
O

u
C
「
上
的
O

u
C
叫
－
竜
○

で
巳
叫
－
竜
○

u
C
叫
－
上
的
O

P
U
T
忘
○

著
デ
竜
○

竃
「
蔑
①

琶
ア
忌
○

竃
ア
毛
O

で
巳
叫
－
竜
○

竃
「
竜
○

嘗
ア
竜
O

で
巳
叫
－
毛
○

望
コ
ー
忘
○

崇
声
㌫
霊
婆
「
3
虫
遥
）
　
聖
霊
宏
幸
呂
望

琶
彗
薫
「
3
霊
萱
監
史

書
u
m
U
（
．
J
云
）
　
J
3
U
U
＞
．
〇
｝
　
S
u
当
J
一
S
U
O
U

害
u
コ
J
U
（
．
J
云
）
　
S
〓
c
U
芸
．
c
－
S
U
む
コ
」
一
S
u
O
U

誇
〇
U
コ
L
U
（
．
J
云
）
　
S
u
当
J
一
S
u
O
U

空
音
ヨ
杢
u
鰯
一
空
よ
S
叫
A
P
義

豊
羞
竃
㌶
S
g
名
芸

忠
恕
雲
欝
よ

悪
法
芸
竃
菌
豊

田
芸
網
雲
欝
と

忠
恕
雲
浮
と

悪
し
忠
義
増
と

悪
し
雲
義
昭
と

曇
誌
雲
欝
と

d
d
∽
空
一
〇
u
コ
田

む
怒
3
㌢
羞
題
）
S
名
憲
法
竃
U
∽

霊
旨
膏
羞
題
（
．
3
舅
望
　
当
霊
曇
当
り
増

・dds

だ
題
窯
己
窯
叫
彗
ぷ
輿
呂
声
3

ぢ

ヨ

転

学

蔓

薫

忘

云

竃

曇

竜

票

尋

盃

三

軍

…

星

ぎ

竃

霊

表

讐

竃

已

星

野
も
薯
も
羞
掴
票
竃
巴
城

も
』
霊
と
二
苺
㌫
霊

域
恕
著
も
畠
田
讐
霊
曇
当
U
鴫

叫
U
c
h
芸
（
．
一
膚
空
芦
〓
）
　
S
二
品
t
コ
＞

・dds

鰯
亀
竃
巳
吉

相
白
地
叫
∽
O
L
ト
ロ

嘲
票
已
①
毛
感
O
u

鰯
感
も
已
○
悪
感
①
u

鰯
感
も
已
○
蔑
感
O
U

鴎
票
e
O
急
喝
O
U

謡
も
已
○
悪
感
O
U

鰯
雲
已
○
悪
感
O
u

増
房
の
e
O
悪
感
O
u

q
〓
コ
一
S
コ
J
h

悪
法
雲
欝
と

』
U
J
ヨ
芸
．
A
（
S
〓
遥
）

白
ゴ
J
U
二
一
S
U
O
U
．
J
再
＞
　
む
再
｛
コ
U
J
叫
U
 
U
O
〓
「
㌫
云

事

蕊

予

選

竃

皐

：

道

学

義

琶
彗
畠
（
．
羞
望
　
S
賢
○
憲
詠
紹
鴎
義
U
S
3
已
題

．
詮
誓
邑
意
表
恵

む
お
岩
憲
霊
甥
這
）
　
芋
蔓
賀
峯
：
邑
惹
き
吾

J
U
叫
J
一
宏
（
．
S
S
d
L
≡

竃
監
昭
電
率
竃

J
P
U
一
S
コ
H

ぎ
嘲
3
舅
滅
増
感
竃
S
竃
霊
画

昌
U
己
U
　
膚
呈
U
S
一
〇
』

盈
登
簑
畠
二
章
票
登

内
一
U
u
H
叫
む
己
・
し
内
＞
∽
叫
∽
C
u
C
竃
H
U

票
雷
雲
U
．
恕
沙
∽
竃
崇
曇
空
も

S
〓
題
㌢
評
畠
）
∽
竃
冨
曇
望
む

事
O
U
n
J
）
　
由
一
U
も
一
u
O
U

3
叫
J
一
む
錮
由
A
s
・
J
g
 
S
U
3
S
U
O
U

曇
鰯
感
恕
U
誓
竃
憲
戸
等
霊
曇
毒
害

賢

藁

喜

怒

固

葦

三

選

宅
竃
霊
も
響
亀
已
感
」

感
電
竃
も
U
紹
鴎
竃
葛
も
S
弘

鰯
の
∽
U
〇
一
鍔
腰
二
竃
冨
一
〇
官

営
曇
ぶ
望
遠
鰯
曇
憂
表

琶
∃
J
U
（
．
雷
J
U
）

軸
己
憲
一
り
コ
出

叫
巳
叫
叫
一
り
コ
出

S
竃
噂
両
誌
5
霊
巴
・
h
感
わ

浮

竃

名

義
鰯
S
O
竃
鰯
も

鰯
の
瑠
感
監
駄

句
一
コ
a
コ
a

票
邑
邑

竃
監
遥
○
聖
書
∽
竃
g
監
瑠
扇

ぎ
竃
霊
3
滅
感
電
麓
も
U
O
膏
民
望

噂
雲
芯
で
慧
還

甲
竃
岩
で
慧
還

感
冒
U
霊
品
盛

瑠
璃
3
U
竃
鰯
把

噂
竃
U
竃
鰯
把

鰯
雲
芯
で
雲
還

鰯
雲
石
で
雲
還

噌
錮
3
U
嘲
慧
還

票
3
U
噛
慧
還

鰯
雲
昌
で
慧
還

鰯
鵬
窯
こ
慧
還

嗜
癖
3
U
ご
蒜
哀

痛
錦
3
U
霊
蒜
蓑

田
鏑
3
？
霊
蒜
遠

田
鏑
3
U
霊
品
哀

感
憲
U
竃
鰯
拓

鰯
竃
U
竃
鰯
名

田
鏑
S
U
嘲
崇
還

噌
両
3
U
竃
鰯
把

1－1一一Il一一一11（）：主一一l一一一一一

一
琶
一
S
3
胃
S
竃
票
己
芸
．
ら
冒

欝
竃
霊
3
票
．
N
霊
3
望

U
＞
u
－
〕
（
．
N
一
心
コ
出
）

渋
面
讐
薫
票
．
羞
空

相
一
相
一
一
U
一
∽
O
h
．
L
由
＞

画
ヨ
霊
芸
　
囲
鰯

・
d
d
s

甲
竃
竃
で
曇
ぶ

鰯
雲
眉
や
セ
義

軍
竃
竃
や
セ
還

白
コ
叫
で
叫
町
名

鵡
雲
呂
で
慧
義

昭
竃
U
噛
慧
義

昭
銅
3
U
霊
蒜
哀

感
竃
U
嘲
沙
鰯
宅

診
○
起
己
は
鰯
腰
S
S
噛
抄
も
羞
票
ぷ
U
S
的
霊
象

琶
当
畠
鰯
憲
嘲
悪
因
感
鰯
義
U
S
N
霊
怒

髪
も
画
崇
薫
芸
濃
．
慧
讐
霊
葛
○
汰
〓
ヨ
宗
薫
選

一
P
3
S
n
コ
（
．
J
志
）
　
S
叫
P
O
u
叫
q
ヨ
叫
P
芯
右



l
コ
N
 
g
　
≡
　
　
C
l
　
　
等
　
　
コ
　
　
コ

m

 

N

N

　

　

∽

コ
コ
N
 
m
コ
【
　
コ
t

0

　

　

0

　

　

0

両

　

　

　

〇

　

　

〇

〇

　

　

〇

　

　

〇

や
　
　
　
画

コ
l
　
　
中
）
寸
　
　
コ
　
　
コ

〇

　

　

〇

　

　

〇

〇

　

　

〇

　

　

〇

〇

　

　

〇

　

　

〇

m

 

N

N

　

　

∽

0
　
　
0
　
　
　
0

0
　
　
0
　
　
　
0

0
　
　
　
0
　
　
　
0

000
l i

〓
　
　
寸
○
【
　
m
 
u
　
　
≡

〓
　
　
寸
コ
l

〇
　
　
　
〇

〇
　
　
　
〇

（
）
　
　
　
ON

の000

∽000

○
叫

000

宗
　
　
N
S
　
卜
m

l
C
　
　
コ
コ
l
　
墨

○

　

　

　

叫

　

　

　

N

O

　

　

　

叫

　

　

　

○

の
〇
両
　
崇

の
〇
両
　
∽
叫

西

　

　

　

の鏑

（
∽
郡
の
【

ト
．
U
q
田
C
田
一
田
迦
　
増
．

（
宗
禦

二
宗
呵
　
恵
蟹
・
磯
良
　
′
姑
∞
‥
∞
讐
姓
ヂ
遥
）
軽
骨
亜
址
こ
出

聖
叫
票
義
朝
「
「
ヨ
）
世
剋
嶺
鰹
鹿
‥
ト
　
世
討
壕
瑠
璃
∵
コ
　
世
患
瑳
悪
態
‥
S

l
聴
撮
五
七
「
∃
）
世
亜
梱
な
ぜ
功
監
饗
‥
○

世
剋
典
故
整
蚕
‥
富

蝉
懸
料
遠
蒜
票
聖
墾
礎
驚
‥
透

せ
華
麗
ミ
定
由
痍
｛
～
甘
‥
滅

世
罫
終
車
悪
‥

世
剋
東
悪
機
‥

世
彰
英
寛
恕
‥

世
討
恨
終
着
菅
‥

世
剋
尊
増
故
‥

世
患
馬
増
咄
‥

填
増
㊥
歯
音
目
地
濱
悪

』
U
コ

芸
1
し

乞
L

P
C
叫

毛
⊥

芸
⊥

∵
㌢
U

世
罫
柊
H
誉
　
望
コ

世
威
儀
磯
二
義
T
U
中

世
剋
患
鹿
‥
〓
ム
増

せ
蛍
根
粒
諷
‥
P
已
叫

健
剋
芸
悪
態
‥
ニ
ー
竃

世
剋
芸
定
席
‥
芸
－
完

封
壕
瑠
㊥
車
撮
り
埴
竪
忌
搬
素
義
弘

世
蛍
龍
野
畔

轡
罫
終
瑚
鱗
‥
老
ヲ
竜
○

世
剋
却
饗
却
鱗
‥
q
O
千
鳥
○

蝉
剋
也
粧
却
鱗
‥
P
C
γ
も
○

世
剋
事
旗
頭
鱗
‥
〓
千
鳥
○

蝉
劇
東
従
‥
　
ぷ
遥

固
郵
糞
婆
料
遠
忌
越
‥
ぷ
岩
上
コ
出

世
舗
素
避
‥
　
膏
山

部
壕
瑠
岬
重
蔵
日
時
増
畢
金
華
‥
．
∝
・
＝電

車

顧
慮
将
霊
姥
増

結
和
せ
亜
素
煤

・
拓
也
世
亜
菅
だ

志
和
世
潮
素
虻
－
素
凝

結
血
遠
誓
警
牽
避

．　－　．　i　　　　．　ノ　　寸　　ニ　　H　－　．ニ　i　［　［　；　寸　〔　l

i　　こ　．　　　　i I　，　・　I　　－　；　l　［　！　1　〔　l j

H j i　　！　　j　　；　l　・　：

rつ　．　　L　　；　1　i　．・　▼・・・・－　i

I　叫　I i　（　i i m i i l I I I i l

；　　　　　．　I　　：　l I l　　．　I I　　：　［　－　；

l l i I i　！　N I l i l l　！　l　！

l i i i l l　叫　i l l l I i i I

I　．　】　i j N　，　［　l i　】　：　I l

i l P叫　！　i I u⊃＋！　i l　画　i l i iI P11

［＋㌣叫＋i

！　　　　　　　　　－　　：　　　　　I　　：　i i l l　　　　　　　　　　　　　－　l l i　　．　1　：

・　，　l l i　．　l H　．　－　i　－　！　！　－　1　1　N　：　1　．．　－　l

l l　啓　1　両　叫　i p叫　画　N l i l p叫　N　ごJ l LC）N i i I l

・　L　；　・　l I　！　　　　1　－　－　　　　1　！　i l I l　寸　－　l　】　！　1

H l　　　　　－　；　！　l　　　　　！　l　　－　l i I I I　　【　　［　；　！　】　i j

［　I I　［　l　1　1　l l i l i i l l l l I l l I i l i

守

叫の

璧
溺
ト
綴

i N～

L－－－

壱叫一一一

意
∽高
一・・－°、

ミ「謀

PW－　　　　　4

ぐつ

寸

　

　

　

N

　

　

一

堂
溺
∽
拓

m

 

N

聖
堂
や
鎧

r

言
㌫
÷

LD

d
 
l
 
m

望
溺
N
踪

N　㌣・－　1

l I l　】　l　　画　l I I l i i l I l l　［　I I l l l l l l

㌣つ　i i N l i　［　C＼〕p叫　l Cエ〉　p→　！　叫　l　叫　rq　くγ）CO l l P■　I　▼・・叫　i

p強

習い

‾－－‾「

いつii

N

 

M

童
画
「
誓
踪

P
曇
－
竜
O

P
曇
l
竜
○

望
ア
竜
O

P
u
「
竜
O

P
曇
ム
雷

雲
デ
竜
○

苫
「
竜
O

P
曇
ふ
g

P
u
「
忘
〇

二
千
鳥
〇

二
ヂ
竜
O

で
⊂
T
エ
晋

望
コ
ー
毛
O

で
⊂
「
竜
〇

苫
「
竜
〇

号
千
鳥
○

で
⊂
T
も
C

P
曇
－
竜
O

U
C
「
竜
へ
L

P
已
叫
去
g

q
〇
千
も
O

P
曇
ふ
g

q
〇
千
も
O

P
曇
I
も
O

q
〇
千
も
C

蔓
「
竜
c

望
3
－
竜
O

P
曇
－
忌
○

竃
で
忌
〇

二
デ
も
O

P
u
「
竜
0

－
日
廟
圃
一
‥

舗

至
）
u
コ
」
三

ヒ
芯
）
　
絹
聖
ご
一
∽
田

S
コ
U
莞
P
〇
已
雲
d
3
S

巴
も
q
巳
の
去
票
・
Z
一
心
コ
望
　
昌
竃
票
P
害
A
s

・dds

∽
し
莞
巳
と
羞
S
C
島
忠
む

已
O
S
S
芸
む
し
的
　
田
一
票
し
む
S
芸

・dGs

ぉ
J
S
叫
豊
3
雲
誉
S
・
J
票
已
〇
J
3
已
巴
憲
の
〇
息

ど
ぶ
巳
も
」
志
S
む
U
已
雨

ぷ
霊
房
S
．
添
　
田
一
コ
U
昭

吾
N
霊
O
A
票
田
C
空
だ
芸
当
S
叫
コ
が

旨
〓
義
．
〇
（
．
J
志
）
　
空
ラ
㌫
羞
芯

量

三

幸

女

」

志

二

藁

志

・Gds

だ
遥
已
の
し
怒
（
・
3
芸
）
S
叫
P
叫
と
A

A
旨
訝
L
U
3
3
叫
d
3
q
コ
∽

〇
＞
ヱ
〕
　
〇
圭
司
」
〇
一
d
巴
一
S

〇
＞
三
〕
（
．
蚤
J
U
）
　
q
」
〇
五
〇
一
昌
〇
一
S

h
む
白
莞
J
票
．
一
コ
≡
　
こ
名
の
〇
よ
U
S

膏
∽
N
一
己
遥
S
二
一
S
鼠
コ
」

ぷ
一
竃
S
．
票
．
上
空
　
3
d
ヱ
（
）
S
呂

〇
＞
三
〕
（
．
J
烹
こ
一
3
日
三
叫
U
昌

だ
〇
q
U
〇
上
田
雲
q
芯

〇
＞
〇
〓
（
．
U
コ
L
C
）
　
〇
二
d
．
1
〓
〇
・
J
雲
S
U
蓋
し
〇
＞
三

一
S
J
〇
エ
已
名
題
（
．
N
一
山
n
空
　
こ
こ
〇
、
S
S
芸
の
L
エ

〇
＞
〇
t
U
（
．
U
コ
J
三
　
二
日
コ
詔
L
q

霊
∵
日
．
曇
J
害
蔑
S
〇
J
U
田

・dns

一
〇
憲
一
J
遥
－
〇
ぎ
書
（
・
已
コ
と
）
一
〇
品
〇
〓
P
　
∴
票
3
雲
曇
S

一
P
3
S
コ
コ
S
こ
一
S
ヱ
監

禁
C
コ
L
u
 
S
還
し
〔
　
こ
て
念
頭
＝
S
・
J
票
票
n
霊
〇

雨
〓
む
七
し
コ
S

霊
芯
上
し
コ
∽

贈
〓
む
と
し
コ
S

S
芯
已
O
J
コ
昭
一
S

S
叫
む
已
○
し
コ
田
一
S

S
芯
C
O
h
コ
田
一
S

S
竃
已
O
h
コ
由
一
S

霊
p
O
憲
d
O
畠

田
叫
苫
叫
監
○
羞

悪
P
O
竃
d
O
墓

●

相

叫

し

柁

一

コ

c

c

叫

L

霊
し
票
ヨ
琶
芸

噌
芸
票
コ
已
已
芸

曇
J
贈
　
コ
C
已
芸

田
二
田
　
コ
已
已
芸

霊
し
雨
画
コ
c
c
芸

悪
J
霊
コ
c
c
芸

甲
し
田
｛
コ
c
c
㌫

甲
「
蒜
云
三
≡
と
こ

悪
±
霊
ヨ
三
二

で
し
融
こ
コ
C
已
芸

璃
二
田
〓
已
u
芸

票
し
田
叫
コ
已
已
芸

で
し
霊
n
u
薫
L

で
エ
U
∽
N
一
芸

霊
エ
U
∽
N
一
芸

で
エ
U
∽
N
一
芸

で
ぷ
U
S
N
と
岩

一一一l一一一一1（）」「－

エ
一
一
日
∽
　
諺
　
S
こ
霊
こ
こ
　
票
エ
U
S
N
J
芸

澄

吊
ゝ
華
子
憲
二
　
b
J
へ
言
＼
八
　
m
吋



＋
薦
＋

伽
　
　
細

、

　

　

・

．

　

∵

‥

一

二

一

．

．

●

　

．

　

　

　

　

　

　

　

∵

　

　

　

　

　

1

．

　

∴

＝

ご

票
岩
垂
竺
筐
芯
下
品
遍
中
東
憲
痺
ヨ
芸
三
世
票
通
塾
聖
晶
苛
蓋
　
′
率
甲
要
望
孟
宗
遠
惑
謹
撫
∴
華
黒
思
票

賠
重
富
坦
哩
G
雌
法
帖
と
横
世
㊥
±
揺
り
）
凶
の
＼
N
 
C
図

8

【

　

　

　

　

　

宕

　

　

　

　

　

○

篇 雷 雲 i

l喜 l 書喜

－

p p川〇SZ押pH
ld s 坤 p仰U呵d

d s P u β1S伽ノ匂

d d s 呵1叫 の匂

du p u 呵p18〃

ds g u 句S仙 匂

U O O 呵摺〃β叫

La呵 叩 町1β呵
1誰〇鬱〟叫 仙 匂

pulハ叩 e U佃

rβp炉0岬d 叫肘

血 坤 Pln U叫d

Ilp 駄J 呵几神柑〃

印0年 叩坤押 W

沌 馴血 匝伽 匂

膵矧 か明 OUJlヨ

臥 0 g Je U O両 ロ

〟呵 pJle q の匂

押卑 PIJ叫 u」匂

31JIS S押UO四〇

りeU O e O 〟OU∀

帥 0 勘 叫 血 相

lJβJ針叩叫押 W

）S pのβJS cは匂
レ明 叫J叫 の匂

UJS g ll叩 u▲匂

Td s le U O 〇〇の

附 ＝ 肌坤 血 付

属 砿 腑 叶

畔 哺

】1lJ［
1● ■

－
● l－

●　ttr

I

■ ．＿

l
1＿● ●　　●

●

l
書 － i－

m　 －

■■ ●

表
】

■l

〃 ＿
●　 ＿．・．

書 －　 l■

●　　●

〃l ●

● ●

＿ l

●

－ －．　●

●　　● ●

案

l

－
●

■　↑ l■　■l
e

●
■　書

■■ 1
】

－ l

嵯
▼l　　M

腱 竺

U　O

噸
宥
N
鮪

M

嵯

l

凸

J喧
賓
の
條

付，．寸

嵯　嬰
▼l　　Nl　　l

凸 lつ

噌
著
卜・
米

－105－

華
鰭
胡
e
蝉
棚
鴬
楽

JJJa〇U3

gUanJIS

田∩押Ulun3
JOUJ〟．」セ∧

以∩31doJe

りdcue叫dss

明押‘」t！∧S椚肌

坦
　
　
憧
罫
片
馬
痙

憧
辿
老
∃

蝉
憩
側
陪
貴
腐

」
「一一一g1〇31βさび‘Jt∋∧

S叩1“叫昏〇

PI叫β∩∂．」ロ∧ヽ

憧
華
鴬
薦

女〔老舗贈
pl呵Ue〇p



蔑堵　磯匿の萱量藻分析結果
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表13　1区の花粉分析結果
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表蟻　　匿の花粉分析結果
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表畳9　8匹の花粉分析結果
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表21且2匹の花粉分析結果
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表22　且4区の花粉分析結果
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スギ属
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノ
ヤナギ属
ヤマモモ属
サワグルミ属

クルミ属
クマシデ属－アサダ属
カバノキ属
バンノキ属
ブナ属
・コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属
クリ属－シイノキ属
ニレ属－ケヤキ属
エノキ属－ムクノキ属
ヤドリギ属
シキミ属

カラスザンショウ属
コクサギ属
キハダ属

センダン属
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グミ属
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イポタノキ属
トネリコ属
ガマズミ属
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ガマ属
ミクリ属
ヒルムシロ属
サジオモダカ属
オモダカ属
ミズオオバコ属

イネ属
他のイネ科
カヤツリグサ科
ホシクサ属
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クワ科
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ミズワラビ属
サンショウモ
アカウキクサ属

他のシダ類胞子
合　計
木本花粉
草本花粉
不明花粉

シダ類胞子
総計（不明を除く）
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表24　イネ属同定結果
単 位 ； ％

i　　　　　　　　　　 l 試 料 i ［
調 査 区　 ！地 点

試 料
イ　ネ 属調 査 区　　 「地 点　　 ！層 位　　 I 番 号 I イ　ネ 属 層 位　　　　 番 号

1 区 i 第 1 地 点 鳥 1 （　 4） 1 8　区
i
l
！
i
l
i
！

i
i
！

第 3 地 点 D Ⅲ つ　 i　　 3 ＋
2 （　 7） D　Ⅲ －2 4 5 0
3 4 9 E 6 ＋

i D Ⅲ つ 4 摘 第 4 地 点 D　Ⅱ ’　　 2 2 6
D　Ⅲ －2 5 4 9 D　Ⅲ －1 3 i　　 4 7
E 6 0 D Ⅲ －2 4 ＋

2　地 点 D　Ⅱ 2 ∠‖ E 6 0
D Ⅲ －1 1　　 3 5 2 第 5 地 点 ！D I　　 i

i D　Ⅱ
i 0

D　Ⅲ －2 4 5 1 2 1 4
E 5 4 4 D Ⅲ －1 畑　　　 5 0

2　　 3　区 第 1 地 点　　 D I ・‡ i　 l 0 D Ⅲ －2 4 ：　　 ‡
D　Ⅲ－1 2 5 0 E 6 ‡
D　Ⅲ－2 3 4 9 9　／ 1 0 第 1 地 点 ！

！
！

！
i

D I i 3
2 地 点 ：C I F　　　 l － ／ l i 区

I
i
i
i
i
l
l
l

l
i
l
l

D ‡ 2 ！　 1 6
C　Ⅱ 2 ＋ D　Ⅲ 一つ 3 ！　　 3 8
C　Ⅲ 3 0 D　Ⅲ －2 打　　　 開
D I ・Ⅱ 4 0 D　Ⅲ －3 5 ！　　 4 9
D 6 ‡ E 打　　　　 0

E 7 4 9 第 2 地 点 i
！
l
i
I

D I 1 ニ　 （　 9 ）
第　3　地 点 1 D　Ⅱ 2 1 4 D　Ⅱ 2 ； 4 2

I D m －1 3 招 D　Ⅲ －1 3 ！
4 ；
5 i

4 9
下 漸 輔 粧 誓

j　D Ⅲ 一2　 I

4 4 7 D Ⅲ －2 5 6
2 1 7 D　Ⅲ －3 3 8
3 ∠‖ 第 3 地 点 i

i

l

l

D I
l

l i （　 4 ）

4 4 0 2 i （　 3 ）
第　5　地 点

6 地 点

7　ま　点

i 5 7 畦 畔 1 3 ；　　 ‡
2 5 4 畦 畔　 2 4 ［　 1 6

4 5 4 畦 畔　 3 5 ！　　 2 9

3 4 8 畦 畔 4 6 i　　 2 2
D Ⅲ －1 i 4 4 E 7 i　　 O
D Ⅲ －2 2 5 1 第 4 地 点 ！

！
】
l
i

D I l ！ （　 7）
D　Ⅱ 2 4 2 D　Ⅱ 2 i　　 3 8
D Ⅲ 」 3 ． 4 8 D　Ⅲ －1 3 i　　　 ＋
D　Ⅲ－2 4 4 8 D Ⅲ －2　 ； 4 3 9

4 区 ！第 1 地 点 施

1　　　　　 i E）Ⅲ㍉4

2 地 点 ！D　Ⅱ

1 0 E 5 0
2 1 8 ［第 5 地 点 i

i l

D I 1 （　 2）
3 2 8 2 （ 1 3 ）

4 4 7 D　u　　　 ；　　 3 4
5 5 2 ー　D Ⅲ －2 …　　　 4 3 9

3 ‡ D　Ⅲ －3 5 4 3
；D Ⅲ つ 4 3 9 E 6 十
I D Ⅲ －2 5 5 0 ‖ 2 区 ！第 1 地 点

l
i
i
I　　　　　　　 第 2 地 点
i
i
i　　　　　　　　　　　　 i

i
i

l　　　　　　　　　　　　 i

D I 1 0
ミlll

D　Ⅲ －3 6 5 0 2 （ 1 3）

5 区　　 ［第 1 地 点 C l 0 D　Ⅱ 3 1 2
；　　　　　 D l 2 0 D　Ⅲ －2 4 5 2
l　　　　　　 D Ⅱ 3 3 7 D　Ⅲ －3 5 5 9

i　　　　　　　 D Ⅲ－1
；　　　　　　　 D Ⅲ一l A

r　D Ⅲ 一l B
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E

4 3 4 E 6
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i［
！
；　 3 地 川、

i
i
［

D　Ⅱ 2 1 7 畦 畔　 3 5 3 5
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C 1 5 1

D　Ⅱ 2 0 2 4 4
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D　　 －2 7 3 0 4 （　 4）
D　Ⅱ　　　　 － 3 ‡ D　Ⅱ 5 2 4
D Ⅲ つ 4 1 D Ⅲ －1 1　　 6 3 6

D　Ⅲ－2 5 i 1 6 D　Ⅲ －3 7 4 7

l E 7 i 0 E 8 －
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l】

D　Ⅱ 3 1 2 D l 1 （　 5）

D　Ⅲ－2 畑 2 6 D II 2 3 0

E 6 i
i H

1　　 3 1

0 D　Ⅲ －1 3 4 3
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l1
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l

第 5 地 点 ！ C
E 5 4 5D I 0
D I　　　 I　 l 0D　Ⅱ （ 1 6）

l

D　Ⅱ－A 4 ＋ 2 0
畦 畔 1 3 （ 1 6）D Ⅲ－1 5 3 7

D Ⅲ －2 6 烏 ‾」 畔　 2 4 i　　 3 5

i E ！　　 8
】　 l

畔　3 5 i　　 4 2
E 6 i　　 3 87　区 第 1 土　点 I D I

D　Ⅱ
D Ⅲ －l
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i E
第 3 地 点 i r）Ⅱ

D Ⅲ一1

2 第 2 地 点 C 1 0

3 4 2 ｝　D I 2 （　 5）
3 （ 1 0）；　　 4 4 3

6 0 ナ　D　Ⅱ 4 （ 1 9）

2 3 5 D Ⅲ －「 2
D　Ⅲ －3

i E

5 3 7

3 ‡ 6 5 4
7 0D Ⅲ－2 4 3 4
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C l
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‡ ：イ　ネ 属
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D　Ⅱ 2 （　 8 ） ！D I

［ D　Ⅱ
！D Ⅲ つ
i D Ⅲ －2
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：E

求 め て い な
試 料

2 （　 6）

D Ⅲ－l
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畔　　　 I

D　Ⅱ
総 数 が 1 0 0個
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3 i
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打
！　　 2 i
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表26　五匹の豊壌化学分析結果
i 地点 i 試料名　 腐 植含量 羞 希硫酸怨 霊 陽イオン交禁票票d 孟 豊 1。。d 可給態 ル酸

P205mg／100

可票 禁 。d DCB抽 票 。3措 濫 鵠

！　　 ．畑　　　　 中1 iD I 層 上部 】　 39．19 ！　　　 92．2 42．4 57．4 1．6 7．9
i　　　 D I 層 下部　　　　 48・叫　　　　 97・5 43．8 60．4 2．2 10．5 5．7 i　　　　 所
［　　　　 D I 層 8．08 i　　　 26．8 i　　 18．9 i　　　　 36．9 2．6 10．9 ！　　　　 2．4　　　　　 10

！　　 1．5　　　　　 8i　 iD Ⅲ－1層 5．96 ！　　　 24．4 14．9 32・町 4．2 9．9
i　　　　 D Ⅲ－2層 6．41 ！　　 12．中　　　 1 ．0 38．O i 4．7 9．5 2．3　　　　　　　　 7 1

E 層　　　 ［　 ，5日　　　　 ．9 i　　　 8．3 45．3 22．7 10．8 1．4　　　　　　　 15 ；
［　 2　 D Ⅱ層　　 ［ 15・町　　　　 2 ・自　　　 25．9 38．6 1．6 3．5 7．信　　　　「　　　 釘

［＋ ＋＋ iD Ⅲ－1層　 】　　 6．57 ！　　 12．9 i　　 15．0 】 38．8 4．2 私町 4．7　　　　　　　 212
r　　　 iD Ⅲ－2層　 ！　 5．91 ！　　　 6．町　　　 15．9 ！ 朋し＝ 7．狛 i4．4 7．0　　　　　　　 476
i　　 iE 層　　　 ！　 3．51 ；　　　 5．叫　　　 10．9 63．2 9．4 17．1 5．6　　　　　　 1025 ；

表27　2／3匹の土壌化学分析結果
地 点

トj

…　 試 料 つ 腐 植 含 量 鐙 硫 酸 慧 票 陽イオン交 禁 票 莞 d 1　 全 リン酸　 i 可 給 態 リン酸

P 2 0 5 m g 月 0 0 d　 p 2 0 5 m g ／10 0

可 給 態 ケイ酸

S iO 2m g ／1 0 0

D C B 抽 出 鉄　　 D C B 抽 出 マンガ ン

F e 2 0 3　　 M n O 2 m g 月 0 0 d

～　　　 2

l
i
［

li
！

C I 層　　 ；　 1．9 0 i　　　 l．6 4 ．9 4 8 ．4 2 1．8 1 2 ．2 i　　　　 l．3 ［　　　　　 2信

】C Ⅱ層 1．6 8 1 ．4　　　　　　　　 3．9 5 1．0 1　　 14 ．4 7．7 1 ．2 4 1
C Ⅲ 層　　 i　 2．4 4 i　　　 4．5 ［　　　 7．9 5 3 ．5 18 ．7 4．0 1 ．1　　　　　　　 2 4

D I ・Ⅱ層 5 1 ．2 7 7 2．7 i　　　 3 6 ．1 4 7 ．7 2 ．1 10 ．4 4 ．2 3 8
iD Ⅲ 層 ［　　 8．8 2 7．7 1 4 ．7 3 5 ．4 1 0 ．9 1 3．3 1 1

i つ D Ⅱ層　　 ！　 2 8 ．2 3 3 1．6 4 2 2 ．6 3 7 ．0 ！　　 2．1 6 ．4 3．9 4 4

D Ⅲ －1層 7．3 5 4 ．7 1 3．8 3 8 ．4 7 ．3 10 ．8 1．8 19

D Ⅲ －2層 5．4 0 3 ．5 i　　 lO ．8 3 5．3 7 ．8 1 0 ．6 2 ．1 5 2

7 D　 層　　　　　　　　 は 弼 2 7 ．3 2 2．5 3 2．5 2 ．1 8 ．4 5 ．9 3 5

ミi
i　　 i

D Ⅲ－1層 7．5針　　　 1 9 ．l i 17 ．0 2 6．8 4 ．7 8 ．5 1．6　　　　　　　　 2 5

D Ⅲ－2層 上 部 5．0 3 ［　　　　 7．1 1 2．0 30 ．3 5 ．1 9 ．7 1．7 ［　　　　　　 3 1

表28　4区の土壌化学分析結果
［ 地 点

】

［

試 料 名 …丁 …腐 植 含 量

】

［　　　 ［　　　 ％

希 硫 酸 抽 出 窒 素

N m g ／10 0 d

】陽 イわ 交 換 容 量

m e／1 0 0

全 リン酸

P 2 0 5 m g ／1 0 0

可 給 態 ル 酸

P 2 0 5 m g ／1 0 0

可 給 態 ケイ酸

S i O 2 m g ／10 咽

D C B 抽 出 鉄

F e 2 0 3

D C B 抽 出 マンが ン

M n O 2 m g ／10 0

】 1

［

i

D I 層　　　 j　　 5 3．1 3 8 1．3 4 9．6 5 0．9 ［　　 2．3 1 2 ．0 9 ．8 ヨ5 7

D II 層　　 ［　 2 2．7 9 3 5 ．9 ［　　　 25 ．7 3 8．8 2 ．2 4 ．7 8 ．7 3 8

D Ⅲ －1層 1 5．0叫　　　　 1 2．0 2 3　 3 30　 2 1．6 8 ．4 3 ．0 1 2

D Ⅲ －2層　 ［　　 5．5 5　　　　　 4．5 10 ．8 2 9．3 4．6 9 ．2 1 ．3 5

［
［

D Ⅲ －3層 上 部　 j　　　 4．7 5　　　　　 4．4 軒 1 3 L 4 6．8 ；　　　 9．0 1 ．2 14

；　 2 D Ⅱ 層　　 ［　 2 6．7 5 1　　 1 7 ．1 2 5 ．5 3 6 ．3 1　　　 2．5 8 ．3 2．1 3 日

D Ⅲ」 層　　 j　　 2 5 ．5叫　　　　 1 2．0 18 ．0 3 4 ．7 3．1 1 0 ．4 2．2 2 2

】i
［
L…

D Ⅲ－2層 5．3 7 9 ．0 9 ．8 3 4 ．3 － 10 ．9 1 1 ．4 1．1 2 0

D Ⅲ－3層 上 部 】　　 4．9 7 】　　　　 6．5 】 8．9 3 0 ．4 10 ．4 1 2．8 1．6 3 4

表29　5匹の土壌化学分析結果
「‾‾‾‾‾‾－ … ‾
［　 地 点 試 料 名 緬 毎 1 希 硫 酸 抽 出窒 素

N m g ／1 0 0

陽 イオン交票 鵠　 孟豊 1。。 可 給 態 リン酸

P 2 0 5 m g 月 0 0

可票 禁 。j D C B 誓 禁 。3 D C B 抽 出 マンが ン

M n O 2 m g ／1 0 0

！ 1

［

j
i

ーC 層 2 ．6 0 1 7．7 1 0．日　　　　 5 1 ．4 1 2 ．4 10 ．3 1．3 7

ニD I 層　　　 i　　 4 5 ．6 7 5 4 ．2 4 9．3 5 2 ．8 2 ．6 13 ．6 3 ．8 2 4

D Ⅲ層 1 1．5 1 19 ．1 1 9．6 】　　　　 3 3 ．0 2 ．6 5 ・3 －　　　　　 4．7 1 6

D Ⅲ －1層 1 0．7 4 2 0 ．7 1 8．2 3 5 ．4 3 ．1 ！　　　 6．5 2 ．3 1 6

D Ⅲ －1 A 層 6．2 5 14 ．7 1 2・町　　　　　 3 1 ・8 6 ．9 9 ．3 】　　 1．9 3 2

D Ⅲ －1 B 層 4 ．7 1 1 3 ．1 9 ．9 3 9 ．6 9 ．3 1 1．6 3 ．8 8 9

iD Ⅲ －2層 上 部 6．6 1 9 ．4 13 ．0 4 9．7 7．3 1 1 ．5 3 ．1 8 1

2

i i

［i

E　　　 I

試 料 番 号 2 16 ．4 5 －　　　　　 1 5 ．0 2 3 ．9 3 3．8 2．6 8 ．0 8 ．9 23

試 料 番 号 3 3 ．5 8 1 4 ．4 12 ．3 2 6．3 4．1 1 0 ．4 1 ．1 1 2

試 料 番 号 5　 i　　 2．4 3 1 2 ．4 10 ．8 24 ．2 4 ．6 1 1 ．7 1 ．8 3 1

試 料 番 号 7　　　　　　 2．3 8 1 3 ．5 1 0 ．6 2 0 ．2 5．1 1 1 ．5 1．2 17

試 料 番 号 9　　　　　　 3．6 3 1 4 ．2 1 1 ．9 2 4 ．4 4 ．2 1 0．3 1．7 17

試 料 番 号 1 1 】　　 4．2 8 臥 2 ．叫　　　　 3 3 ．6 8 ．町 1 3．6 2．4 7 8

試 料 番 号 1 3　 ；　　 5．6 1 ．叫 1 1 ．4 4 3 ．9 6 ．2 1 6．9 3．6 2 5 9

試 料 番 号 1 6　 ， 7．5 7 6．2 1 7 ．8 5 4 ．0 2 ．5 2 2．5 3．1 2 7 4

試 料 番 号 1 9 7 ．7 6 6．3 1 4 ．8 6 4 ．8 2 ．0 2 2．2 4 ．3 3 1 8

試 料 番 号 2 2　 i　　 2．0 2 3．6 4 ．9 】 4 3 ．0 1．5 1 9．0 1．3 5 6 －

3 D II 層 1 5．9 9 15 ．0 1 9 ．5 3 3 ．3 2 ．1 4 ．1 i　　　 6．9 2 4

j

D Ⅲ －1層　　　　　　 1 0．7 3 14 ．7 2 0 ．0 2 7 ．7 3 ．7 7．9 ；　　　 4．1 2 0

D Ⅲ －2層 上 部 6．0 1 14 ．4 1 0．8 i　　　 3 2 ．2 8 ．8 10 ．4 2 ．5 5 6

表30　6区の土壌化学分析結果
「 酪 丁 試 料 名 腐 植 含 量 希 硫 酸 抽 出 窒 素 陽 イオン交 換 容 量 全 リン酸 可給 態 リン酸 可 給 態 ケイ酸 D C B 抽 出鉄 D C B 抽 出マンが ン

N m g ／1 0 0 m e ／10 0 P 2 0 5 m g 月 0 0 P 2 0 5 m g ／1 0 0 S iO 2m g ／1 0 0 F e 2 0 3 M n O 2 m g 月 0 0

1 D Ⅱ層 18 ．5 8 2 1 ．9 2 2 ．0 3 6．0 2．6 6 ．1 2 ．7 2 1

D Ⅲ－1層 1 6 ．0 3 2 0 ．2 2 2 ．7 3 5．5 3．7 1 2 ．5 1 ．9 20

D Ⅲ－2層 上 部 8．5 1 1 7 ．1 16 ．1 3 4 ．2 9．0 1 3 ．4 1 ．6 14

i 2

i

l

j

試 料 番 号 2 2 3 ．6 2 1 8 ．2 3 2 ．2 3 3 ．1 1．6 2 3 ．7 5 ．5 1 7

試 料 番 号 3 4 ．15 1 0 ．7 15 ．9 2 4 ．3 4 ．1 1 5 ．9 1 ．5 1 2

試 料 番 号 4 2 ．8 3 7 ．8 1 5 ．6 2 4 ．0 5 ．1 1 5 ．3 1 ．4 9

試 料 番 号 5 5 ．2 7 1 3 ．8 1 3 ．0 2 7 ．2 4 ．1 1 6 ．9 1 ．8 14

】

試 料 番 号 6 3．9 4 4 ．0

6．7

】　　　 5．0 4 0 ．4 6 ．2 1 9 ．2 1．8 3 4

試 料 番 号 7 7 ．18 ！　　　 1 2 ．2 6 1．8 5 ．7 1 8 ．6 3．5 2 0 8

3　 i

［

i ！

D Ⅱ層 1 5 ．9 5 1 8．8 2 0 ．7 3 5 ．7 2 ．6 5．2 3．2 2 4

D Ⅲ －1層 1 1 ．8 0 1 7．3 1 8 ．4 3 5 ．7 4 ．3 9．7 2．1 2 2

D Ⅲ －2層 上部 7．9 7 1 9．6 1 7 ・0 】 3 4 ．9 8 ．9 1 2．0 2．2 2 町

E 層 3．1 8 2．5 7 ．8 4 9 ．0 3 0 ．4 10 ．7 0 ．7 12

4 D Ⅱ層 1 9 ．6 1 3 3．6 2 3 ．8 3 9 ．4 2 ．7 6．0 5 ．5 4 4

D Ⅲ －2層 上部 8．8 0 1 6．7 1 7 ．1 3 7 ．2 4 ．7 1 1．6 2 ．9 4 4

一一一一一一つ討一一一



表別　　区の土壌化学分析結果
「 葡 点
［
」

融 「 腐 植含量 希硫酸慧 票 陽柏ン交禁 霊　 霊 ㌫ 訂

［ 1

i

j
i
［

D I 層 63．5 8 日日∴2 5 ．日　　　　 47．0

D Ⅱ層　　　 j　　 21．1日　　　　 4 ．狛　　　　 2 ．狛　　　　 3 1．2

D Ⅲ－1層 13．40 22．8　　　　　　　 2L 2 3 1．2
i

D Ⅲ－2層 上部 i　　 9．43 ；　　　 20．4 j　　　 18．0 j　　　　　 32．9 ［

E 層　　　　　　　 2．両　　　　 ．6　　　　 ．狛　　　　 50．5

i　 2

［
［

】
i
［［
lj
i

試料番号 2　　　　　 3．05 1　　　 1 ．狛　　　 13．8 25．3

試料番号 3　 ！　　 3．5信　　　　 用．鋸　　　　 は 町　　　　 23．3

試 料番号 4　　　　　 3．6 日　　　　　 20・0 ・ 18・2 ；　　　　 26・畑

試 料番号 5　 －　　　 7．1叫　　　　 25．3 15．9 ［　　　 33．8 g
i

試 料番号 6　 ；　　 7．35 j　　　　 23．7 　 」　 埜 」　　 31・6

試 料番号 7　 ［　　 6．8狛 18．0 ，　　　 14．8 ！　　　　 朋∵＝

3　 ［D Ⅲ層　　　　 j　　 i4・02 ［　　　　 27・2 21・2 1　　　 30・‖

．狛　　　　　　 5 0．5 ；　　　 2 7 ，5 1 1．5 j　　　　　 i・1 …聖 」

1 3．8 2 5 ．3　　　　　　　 2．5 1 3．0　　　　　 1．2 …　　　　　 1 6

ほ 町　　　　 2 3．喜 3．7 9 ．3 1 ．4 「 す 1

1 8　2　…　　　　　　 2 6　射　　　　　　 3　0 すう 】　　　　 1．6 ＝

1 5・9　　　　　 3 3・町　　　　 ・7 1　　　 9．5 1 ．針　　　　　 6 3 1

－ 壁 土 」　　 3 ・叫　　 ・7 ；　　 1 1．3 …　　　　　 ．狛　　　　　　 6 3

14 ．8 ！　　　　　 4 3．7 6 ．8 ［　　　 16 ・5 3 ．0　　　　　　　 8 5 ［

… …一… ‾‾‾ 五 丁 十　　　 3 0．1 2 ．1 ［　　　　 5．8 3 ．両　　　　　 m j

1 ．狛　　　　　　 3 1．8 4 ．2 － 「 五γ 「 ‾ u　　 2．自　　　　　 2い

表32　8匹の豊壌化学分析結果
可給態リン酸

DⅢ－2層上部
試料番号2
試料番号3

試料番号4

試料番号6

DⅢ－2層上部

DⅢ－2層上部

8．75∵
．　　　？1‘：）．

11．7

一　一　　　　　十

104　7［

一W＿十＿＿＿＿霊寒憲二重：‡＿＿旦軋「‾‾‾一…‾∵㌃

可給態ケイ酸

SlO2mg月00
3 ．7 3 ．6 ［　　　　　　 2 9

8 ．5 4 ．2 亘

9 ．9 2．1 4 9

．針　　　　　　　 3．2 2 6

∠J ．4

2 5 ．0

】　　　　　 ∠・∂
ヨ】　　　　 2 ．5

h L 41　　　　　　　　 l・J

1 0 ．5 i　　　 L 5

「 ‾ ‾ 苛

2 9．5 3 ．日　　　 1 1 ．3 ［　　　 2．1 5 2

3 3．5 …　　　　　 4 ．7 1 1 ．叫　　　　 2．8 9 7

3 1．1 i　　　 2 ・6 7 ．畑　　　　 ．9 2 8

3 1．1 2 ．1 1 0 ．2 ［　　　 3．4 2 7

3 2．8 4 ．7 1 0 ．1 ：　　　　　 2．4 6 言

4 5．4 2 3 ．3 1 ．叫　　　 1．7 7 8

4 7．7 2 ．7 1 4 ．6　　　　　　　 4 ．9 3 1

3 3．5 1　 1 ．6 8 ．6　　　　　　　　 4 ．6 3 8

3 2．5 2 ．0 ［　　　　 9 ．9 4 ．2 3 1

－ －→
3 3 ．8　　　　　　 3 ．1 ［　　　　　 1 2 ．4 2．0 4 0

表33　9／皇0／H区の土壌化学分析結果
「‾‾‾一ム“画 ヤ‾‾「 廟 を 丁 蘭 画杏豆 丁 画彿 商 魂 ‾‾‾‾…

「′〝丁 ‾‾‾1 前 面 … 「 「 1 5．1 1

I‾頂 南 扇 画 商 訂 「 「 如 ン酸　　 可給 態リン酸　 可給態ケイ酸

m e／100　　 P205mg／100　 P205mg／100　　 S iO2mg月 00

DCB 抽出鉄

Fe20 3％

D CB抽出マンガ ン

MnO 2m g／100

52・5 1　　 45・71　 1・6　　　　 28・2 5．9 267

［
l
j

jjj
；

； 28・蒜 「 ‾‾‾‾‾＝ 三 重 二 ‾‾…‾‾ム…五 哀‾「一一一一一一一一一一一一一一一－ 一一一一
】　　　　　　 34．7
4

；　　　　 2．0 】　　　　 16．7

．侶　　　　　 12．9

5．1 56
仁 恵 「 ＝ 誓 書十＝ 二 甘 7

17．5

5　　　　　　　 29．4 2．3 39

［　　　　　 30．0 9．2　　　　　　 12．7 L 4

1．9

26

F　　　　 D Ⅲ－3層 8．56　 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾みUル′〃〝′′ル…‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾打 ル”ノバ”′′′〝‾‾‾‾‾‾‾　 15．0 ［　　　 35．‾4 10．9　　　　　　 12．1 45

4．5 732

j！

D I 層　　　　 …　　　 4 9，4 1　　　　 177．0　　　　　　 45．7 ，　　　　　 43．8　　　　　　 2．1　　　　　　 21．4

4．1 －　　　　　　 52D II 層 ナ 21．48 ミ　　　　　　 19．4 －　　　　　　 26，0 29．8　　　　　　 2．6　　　　　　 13．8

［ D m －1層 12．59 13．8
ト ムみム′ふーんが′””〝ル…五 す「 …′‾　 25．5 …　　 2．6　　 14．3 2．4 35

D Ⅲ－2層 12．46 12．7 5 ‾‾‾‾‾一一ん”〃‾…〝‾「 酪丁 † 29．7 －　　　 3．1 i　　 14．7 2．4 34

D Ⅲ－3層 i　　 7．47 6．9 14．4 33．7 6．日　　　 12．7 3．1 233

i　 3

［

i

i

ll

D I 層上部 4 8．40　　　　　　 149．0 48．3 30．9 2．7 1　　　 17．7 4．8 69

D I 層下部 20．52 32．3 29．5 23．4 2．5 14．4 L 9 34

畔 1層 4．98 7．4 14．6 】　　　　 21．0 】　　　 5・6 12．0 L 2 23

㌃ 十一一一一一 ；霊 8，1 17．5 i　　　　　　 25．0 5．1 12．2 1，4 19

6．2

4．4 ．

「 三 軒 ＝　 霊 7．2 12．7 2．2 50

［　　 8．2 14．5 2．5 66畦畔 4層　　　　　　　　 8 00

4 蓬 ⇒ 三 栄 二 幸 二二 蓋 巨 ‾三 三 16．4 11
．叫　　　 13．3 5 ．0 5 8

．自　　　 1・3．9 2 ．1 4 4

D Ⅲ－1層　 i　　 8．4 6　　　　　 乱 打 17二千 …「′‾‾．‾‾‾‾…‾‾…‾‾‾‾‾‾一……‾〃…
3 1．4 6 ．8　　　　　　 13．1 1 ．3 3 6

D Ⅲ－3層　　　　　 8 6 6　　　　 6 6 「 ｛ …… ‾丁 石 打 3 1 8　　　　　　 7　 9　　　　　　 13　 5 1 8 4 2

5 D I 層 上 部 5 4 7 9　　　　 1 9 0 1　　　　 5 1 9　　　　　 4 3 1　　　　 2 7 】　　　 18 0 5　8 2 6

i

［ l

j
L － ＿…が……W

D I 層 下 部　 ： 3 0．4 叫　　　　 3 6．4 ［　　　 3 1．町　　　　 2 6．5　　　　 2・1 】　　 16 ・2 3 ・5 」［　　　　　 8 2

6 2 ［
D Ⅱ層 18 ．8 1 2 8 ．0　　　　 2 1．9 1　　　 2 6 ．8　　　　 3．1 ！　　　 9．6 2 ．7

4 2D Ⅲ－2層　　　　　　　 9．7 6 2 1 ．2　　　　　 16．日　　　　　 2 8．0　　　　　 5．3 12 ．2 1 ．6

D Ⅲ －3層　　 ⊥　　 8・0 8ヱヱ⊥＿＿……＿　　 5・7 i 16 ・9⊥ ＿　　　 2 ・町　　　　 8・4　　　　 14・7 1 ．8 5 0

－15〔「－1－－



表34　皇2匹の土壌化学分析結果
地 点 試 料 名

D I 層 上 部

腐 植 含 量 羞 希 硫 酸 怨 霊 陽 イオン交 禁 害 票 孟 豊 1 。詔 票 漂 可 給 態 ケイ酸

S iO 2 m g ／10 0

…　 D C B 抽 出 鉄

F e 2 0 3

D C B 抽 出 マンガ ン

M n O 2 m g 月 0 0

1 5 7 ．3 5 1 1 ．日　　　　 眉 ．8 】　　　　 3 9．6 2 ．7 13 ．8 6 ．9 5 6

D I 層 下 部 i　 2 6．5 0 4 5 ．1 ！　　　 2 4 ．3 3 ．日　　　 ．6 10 ．6 i　　　 4 ．9 4 1

i＋ ＋ ＋ i

D Ⅱ 層 1 3．9 6 3 ．項　　　　 は 0 2 5．6 5 ．2 I；　　　 1 1．4 1 ．0 3 2

D H 一2 層 】　　 6 ．9 5 ．中　　　　 用 ．9 j　　　　 2 ．自　　 1 1 ．0 11 ．2 L O 1 6 i

ま
D Ⅲ －3 層　　　　　　　 7 ．1 6 6 ．5 ！　　　 4 ＆ 6 3 1．畑　　 1 ．0 10 ．6 1 ．6 4 3

「 2

j

L

D I 層 上 部 i　 弧 54 8 8 ．2　　　　　　　 4 9 ．1 2 4 ．7 2．7 】　　 1 岩．4
9．0 …　　　　　　 5 8

D I 層 下 部　 i　 17 ．24 3 2 ．1　　　　　　 2 3 ．4 2 7 ．日　　　　 3．1 l L 2 5．6 3 2 1

畦 畔 1層 6 ．3 2 5 ．5　　　　　　 1 5 ．2 2 5 ．畑　　　 5 ．2 i　　 1 5 ．7 ！　　　 1．7 2 0

畔 2 層 4 ．5 7 1 8 ．O i　　　 2 1 ．2 i　　　 2 0 ．3 ［　　 3 ．0 i 2 ．8 1．9 18

畦 畔 3 層 6 ．3 2 ト3．町　　　　 1 4 ．8 2 5 ．3 i　　 7 ．3 1 2．1 1．3 －　　　　　　 2 7

D Ⅲ －3 層　　　　　　　 5 ．9 8 …　　　　　　 3・9 1 9．7 i　　　 2 7 ．4 9 ．8 1 2．7 ヨ 1．4 1　　　　　 2 5

E 層 2 ．9 0 3．9 i　　　 8．0 4 4 ．0 6 ．1 6．1 3 ．2 2 8 1

3

i　 j

i

i　」

D I 層 上 部 壷 ．13 1 16 ．0 …　　　　　 2 6．7 4 3 ．5 2 ．9 16 ．1 6 ．2 9 7

D I 層 下 部　　　　　 3 0 ，9 8 5 1．9 ！　　　 20 ．9 2 7 ．6 3 ．2 14 ．8 1 ．8 5 4

D Ⅱ 層　　 i　 1 3．5 0 1 2 ．叫　　　　 用 ．1 2 4．8 i　　 3 ．1 拍 」 2 ．2 3 3

D Ⅲ －1 層　 ！　 1 5．9 3 2 6 ．叫　　　 15 ．2 2 5．0 6 ．4 12 ．4 1 ．0 3 5

D Ⅲ －2 層 7．6 9 5 ．4 12 ．9 3 5 ．7 日 ．5 1 0 ．4 1 ．1 2 2

D Ⅲ －3 層 7．1 7 5 ．2 16 ．7 3 0 ．3 ［　 1 0 ．4 1 2 ．3 2．1 7 3

表35　掴区の土壌化学分析結果
地点 試料 名

l
l

腐植含 量 ］希硫 酸抽出窒 素

［　　　　 ％　　　　 Nmg／100

漂 オン交禁票 票 孟 豊 1。。d 可給態 リン酸

P 20 5mg／100

可給 態ケイ酸 ！ DCB抽 出鉄

S iO 2mg月 0 鴫　　　　 Fe203％

DCB 抽出マンガ ン

MnO2mg／100

1 C 層上部 －　　　 8．37 16．4 16．8 35．5 12．5 10．6 ！　　 1．1 11
i C 層 下部 8．92 17．9 …　　　　　 75．1 38．6 7．8 11．0 l 1．3 9

D I 層上部 79．86 93．7 38．1 4 6．5 3．2 49．1 4．6 27
D I 層下部 4 9．43 i　　　 56．0 17．6 4 1．4 3．2 25．9 2．7 23

D Ⅲ層 12．78 10．5 …　　　　 17．4 22．4
E

l 4．7 11．7 0．9 11

D Ⅲ－1層 10．01 6．0 15．0 24．6 3．7 14．5 1．2 13
iD Ⅲ－3層 ［　　 6．4 8 3．6 62．0 19．2 7．8 14．3 0．7 13

2 D I 層 62．13 115．4 17．8 5 1．6 3．2 27．8 4．9 23
i i

i

D Ⅱ層 9．27 i　　　 34．2 1 ．叫 22．5 2．町 12．7 ！　　 1．2 9

D Ⅲ－1層 4．97 ［　　　　 9．7 i

5．9畑　　　　　 11．「

13．0
ヨ

24．6 4．2 9．叫　　　　 ．2 12

D Ⅲ－3層 14．狛 22．3 4．7 9．4 2．1 20

表36　且5／16匹の土壌化学分析結果
j　 地 点 試 料 名 腐 植 含 量

［　　　　　 ％

希 硫 酸 抽 出 窒 素

N m g ／1 0 0

陽 イオン交 換 容 量

m e 月 0 0

全 リン酸

P 2 0 5 m g 月 0 0

可 給 態 ル 酸

P 2 0 5 m g 月 0 0

可 給 態 ケイ酸

S i O 2 m g ／10 0

D C B 抽 出 鉄

F e 2 0 3 ％

D C B 抽 出 マンカ’ン

l　 M n O 2 m g ／1 0 0

1

［

4i i

D I 層 上 部　 ！　　 6 6 ．1 8 8 8 ．0 1 0 2 ．1 6 0 ．1 2 ．6 3 5 ．4 】　　　　　 5 ．7 6

！D I 層 下 部 4 5 ．7 3 5 1 ．4 5 L 6 ヨ　　　　　 5 3 ．0 3∫1 2 5 ．8 1 ．8 3

匪 畔 1層 1 6 ．2 1 5 ．8 2 5 ．9 2 3 ．4 4．7 16 ．8 0 ．8 4

畦 畔 2 層 8 ．2 2 6 ．1 2 4 ．5 ［　　　　 2 1．0 4．6 1 8 ．0 1 ．3 4

畦 畔 3 層 4 ．8 1 3．8 ！4 ・9

1 2 ．4

写＿芋・＿＿＿隻

5 3 ．0

7．8 1 6 ．2 1．4 6

2 C 層 i　　 3 ．3 4 5．5 1 3．7 1 2 ．0 1．6 7

D I 層 上 部　　　　　 7 6 ．9 6 2 9．4 9 0 ．9 4 0 ．8 3 ．9 3 8 ．9 2．8 3 2

i

！

i

D I 層 下 部 ！　 4 1 ．1 9 2 2．6 3 4 ．5 3 臥 5 3 ．8 2 1 ．6 1．3 17

D Ⅱ 層　　 ！　 2 1 ．2 8 5 ．9 2 4．4 2 6 ．6 5 ．7 1 9．6 1．3 14

D Ⅲ 一卜 2 層 1 1 ．1 8 6 ．0 1 7．0 3 0 ．8 6 ．9 1 5．2 1．5 12

D Ⅲ －3 層 5．9 7 4 ．7 1 1．7 3 6 ．0 9 ．2 1 1．5 ：　　　 1．8 3 7

E 層 3．1 1 ；　　　　 4 ．6 5．8 4 1．0 2 4 ．7 1 1．5 0 ．7 1 4

3 C 層 4 ．0 1 1 3 ．4 14 ．6 4 7．0 5 ．1 1 2．0 1 ．3 1 6

i

i

i

i i

D I 層 上 部 6 9 ．1 3 6 2 ．4 8 8 ．2 5 8．7 3 ．2 4 2 ．7 4 ．4 1 2

D I 層 下 部 4 3 ．3 6 3 8 ．0 4 6 ．5 4 6．8 3 ．7 2 6 ．9 2 ．0 7

D Ⅱ 層　　 i　 2 3 ．9 7 1 0 ．0 3 2 ．0 3 0 ．8 4 ．7 18 ．9 ！　　　 1 ．8 1 2

D Ⅲ －1 層 1 8 ．5 7 8 ．日 2 2 ．9 2 6 ．7 6 ．3 17 ．9 0 ．9 1 0

D Ⅲ －2 層　 i　　 8 ．2 7 5 ．0 2 L 7 2 5 ．3 6．2 1 7 ．2 1 ．4 9

駐 堅 墜 」 ＿ ⊥　　 3 ．1 9 3．9 1 0 ．3 － 4 4 ．5 9．8 7 ．6 1 ．両 6 0

一一一一一一一つ6（主一一一



試

料
層　　　番

名　　　号腐植 希硫酸抽出窒素　陽イわ交換容量全リン醸　　　　可能態リン醸　　可始態ケイ酸　　シ‘柑ナイト抽出鉄　シ’テ材イ軸出マガン

第 1 地 点　 D l 増 上 部　 1

D l 層 下 部　 Z

D l l層　　　　 3

D 川 －1暦　　　 4

D H －2 層　　　 5

●

◎

◎

●

⑳E 層　　　　　 6　　　　　　　　　 0

第2地点擬 畑 畑

】

「

i

〔
棚　　　卸　　　　1∞　　ZD　　　　沿　　1釣　　　　棚　　助　　　　　か　　の　　　　　都　　　側　　　　　刀　　　劇　　　　ま刀　1∝0

％　　　指吋1喝　　　料一喝　　愉耐一喝　　旭吋1喝　　S－肋間〆一喝　　　　F成％　　勤伽が喝

図22　　匹における土壌化学特徴の層位的分布

試
料

筆　雪片弓丸山 希硫酸抽出窒素　陽イオン交換容蔓全リン醸　　　　可絵態リ腐　　可給態ケイ醸　　シ‘チ柑イト抽出鉄　シ7才ナイト抽出マカーン

第2地点；：－淳一層i』匡◎◎匡賢
第3地点　Dil層　　2 攣

◎
⑳

誌 匪
；

D ll「1 暦　 3

D 川 て 層　 4

第7地点　Dll層　　　ZD川－1層　3D川－2層　4
翠

亜　　幻　　　　1∞　　Ⅹ幻　　　　　釦　　1∞　　　　雌）　　紗　　　　　那　　棚　　　　　乱　　　調

％　　　　肖耐1喝　　　　撒ノー鋤　　　P愈吋1（鞠　　　P血耐1鞠　　　mh昭雄喝

；り　　　《）　　　　　宣X）　1∝D

F細％　　　　伽肋喝／1（鞠

図23　2／3匹における土壌化学特徴の層位的分布

胡　　瓜　　　　1∞　　罰　　　　の　　tの　　　　郎　　蹴）　　　　初　　旬　　　　　初　　　旬

％　　　　　H喝／1（鞠　　　　　随／1喝　　　P血喝／1∞g P血喝／′l喝　　　Si飯野／1∞g

図24　4匹における土壌化学特徴の層位的分布

試
料
番
号腐植 希硫酸抽出窒義　陽イわ交換容量全リン醸　　　　可始態リン醸　　可給態ケイ醸　　シ‘テ柑イト抽出鉄　シ．チ桝軸出マガン

第 1 地 点　 C 層　　　　　 1

D l 層　　　　　 2

D Ii 層　　　　　 3

D ll卜 1 層　　　　 4

D H －1 A 層　　　 5

D ll卜 1 8 層　　　 6

D ＝ －2層 上 部　 7

◎

●

◎

●

第 2 地 点　 D I I層　　　　　 2

畦 畔　　　　　　 3

畦 畔　　　　　　 5

畦 畔　　　　　　 7

畦 畔　　　　　　 9

畦 畔　　　　　 1 1

睦 畔　　　　　 1 3

畦 畔　　　　　 1 6

畦 畔　　　　　 1 9

畦 畔　　　　　 2 2
◎ ●

●

◎

◎

●

第3地点　Dll層　　　　　3
DH－1層　　　　4
D川－2層上部　5

匡 ◎◎
慮）　　　80　　　　　1（刀　　　加　　　　　80　　1g）　　　　　40　　　邸　　　　　　Ⅹ）　　　郎　　　　　　初　　　旬

％　　　　　国昭／1喝　　　　配／lC鞠　　　P企用♂1（鞠　　　P愈喝／1∞g s一晩砂′1∝ね

図25　5区における豊壌化学特徴の層位的分布
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試
料

層　　　　　　番
名　　　　　号腐植 希硫酸抽出要義陽イオン交換容量全リン醸　　　　可胎盤リ腰　　可蛤態ケイ醸　　シさテ耕軸出鉄　シ．紺ナイト抽出融’ン

第1地点　Dll暦　　　　　3DH11層　　　　4DH－2倍上部　5
賢 ＋ 』 藍 e⑳◎第 2 地 点　 D l l暦　　　　　 2

畦 畔　　　　　　 3

畦 畔　　　　　　 4

畦 畔　　　　　　 5

畦 畔　　　　　　 6

D 川 －2 暦　　　　 7

e

◎

◎

◎

⑳

第3地点　Dll暦　　　　　3DH－1層　　　　4D川－2層上部　5E層　　　　　　　7 ○

監 「 塾 ◎◎
◎　　　　　　　　　　　　　　◎第 4 地 点　 D l l層　　　　　 3

D H －2倍 上 部　 4

郎　　　 試） ぺ●　　　　 ；ま●

匪

2り　　　 郎1∝）　　 宣Ⅹ） 旺）　　 1血 、ぢI　　　　 もl ：弘　　　　 道n 堵Y 1　　 1n nn刀　　　郎　　　　　5Ⅸ）1∝り

駕　　　　河噺喝　　　　料1喝　　　愉邸C馳　　　P愈用が∞g S一飯均が一喝　　　　　F感3駕　　　舶2喝1鞠

図錆　　区における土壌化学特徴の層位的分布

試
料

iL　　亨：例もr号 希硫酸抽出窒義　陽イオン交換容量全リン醸　　　　可絵態リン醜　　可綬ケ磯　　シ‘研イト抽出鉄　シ’柑ナ樟抽出ガン

第 1 地 点　 D l 暦　　　 1
】
際群法相

D ll暦　　　　　 2

D H －1 暦　　　 3

D 川－2 暦 上 部　 4

巨層　　　　　　 6 ⑳

第 2 地 点　 畦 畔　　　　　 2

畦 畔　　　　　 3

畦 畔　　　　　 4

畦 畔　　　　　　 5

畦 畔　　　　　 6

畦 畔　　　　　 7

◎

e

◎

第3地点　DII屠　　　　2
DH－1層　　　3
DH1層上部　4

「

一幻　　　⑪　　　　1∝）　　加　　　　　釦　　1釦

翠血．上 磯賢料，圭 上 ，∞

冤　　　日雇1喝　　　　随の鞠　　　P血密一喝　　　輸妙1∝壇　　St蝕密1喝　　　　F威b駕　　的昭が喝

聞27　　匹における土壌化学特徴の層位的分布

希硫酸抽出墾姦　陽イオン交換容量全リン醸　　　　可陪態リン醸　　可紀態輌醸　　シ’柑ナイト抽出鉄　シ’チ耕ト抽出マガン

第1地点　　Dll層　　　　　2D川一1層　　　3D川－2層　　　　4
臣 賢 藍 藍

第2地点　　Dll層　　　　　2畦畔　　　　　　3畦蝉　　　　　　4畦畔　　　　　　5畦畔　　　　　　6
匡 匡 e

第3地点　　DII層　　　　　2Dll卜1層　　　　3D川一2層上部　4E層　　　　　　6
評 邑「邑

第4地点　　 D l層　　　　 1
D II漕　　　　　 2

D＝－1層　　　　 3
D H－2層上部　 4

『 ．彿

1∞ニ＋ 2m 部　　1度）

匡

40　　　Ⅸ） Ⅹ）　　　郎

匡

；り　　　戯 Ⅹ）　　　40 測　　1（Ⅹ刀
鴛　　　　封喝／1（鞠　　　　　肥／1（鞠　　　P愈喝／1（鞠　　　P愈喝／1∞g Sl伽喝／1（鞠　　　　　F感h駕　　　　的勒／1∝壇

図28　8区における土壌化学特徴の層位的分布
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試
科

買　　誓′細 希破顔抽出重義　陽イオン交換容崖全リン醸　　　　可能態リン感　　可絵餃ケイ醸　　シ’研イト抽出鉄　シ’テ桝ト抽出7ガン

酎舶射討窯 親 許棋
l第 2 地 点　 D l 雁　　　 1　　　　　　　 原資綴遠舶 渕

D ll層　　　　 2

D 周一1層　　　 3

D H －ZJ替　　　 4

D ＝－3層　　　 5
－

第 3 地 点　 D l 層 上 部　 1

D l 層 下 部　 2

畦 畔 1層　　　 3 ◎

醸 畔 Z層　　　 4 e

醸 畔 3僧　　　 5

瞳 畔4 滞　　　 6　　　　　　　　 ⑳

E 層　　　　　 7 e ○

第臓；：；：呈F 閻 目　 巨　 ［
第5地点　Dl層上部　1　　　　　　　闘冊Dl雁下部　ZDII雁　　　　3DM－2滴　　　4D＝－3層　　　5

［．

超　　郎　　　1∞　　Z刀　　　　餌　　場　　　　郎　　船　　　　か　　朝　　　　か　　都　　　　祁　　都　　　　慧刀　l（X刀

笈　　　　髭鞄／t∞ロ　　　　餌！！（鞄　　　P血鞄／1（鞠　　　P血埠／l鞠　　　Sl仇鞄／1鞠　　　・F感h霊　　　妙仇喝／tC鞠

図29　9／鼠0／鼠1匹における豊壌化学特徴の層位的分布

試
料

岩　録ヰtrく 希硫酸抽出窒轟　賜イわ交換容量全リン醸　　　　可治襲リン醸　　可給態ケイ醸　　シ’テ桝抽出鉄　シ湖ナイト抽出7ガン

第1地点　Dl暦上部　1Dl層下部　2Dll暦　　　　3DH－2層　　　4D川－3層　　　5

『

●

露
⑳◎ ●

第 2 地 点　 D l 層 上 部　 1

D l 層 下 部　 2

畦 畔 1層　　　 3

畦 畔 2層　　　 4

畦 畔 3 層　　　 5

D 川 －3 層　　　 6

E 層　　　　　 7

◎

◎

⑳

e

e

L

第 3 地 点　 D l 層 上 部　 1

D l 層 下 部　 2

D II層　　　　 3

D H －1層　　　 4

D ＝－2 層　　　 5

D II卜3 層　　　 6

◎

⑳

郎　　即　　　l∞　　Z刀　　　　紛　1位　　　　郎　　郎　　　　却　　郎　　　　a　　都　　　　祁　　の　　　　ヨ刀　1（I刀

鴛　　　　肖妙1鞠　　　　既ゾ1∝ね　　　P血妙1鞠　　　P血財1∞g S一飯昭が1（鞠　　　　　F感3％　　　馳妙1∝壇

図3012区における土壌化学特徴の層位的分布
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希硫酸抽出窒轟陽イオン交換容量　全リン醸　　　　可始態リン醸　　可始態ケイ醸　　シ’柑ナ件抽出鉄　シ‘チ射イト抽出融’ン

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i。

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◎

3

4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の　　　　　　　　　 ◎

6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e

7　　　　　　　　　　 e ◎　　　　　　　　　　　　　　 ◎

1 e

e

e

e

2

3

4

！

旬　　釦　　　1併　　2Ⅸ）　　　紗　1①　　　　郎　　助　　　　力　　都　　　　祁　　郎　　　　劫　　の　　　　斑沿　1（氾）

駕　　　　　肖勒／1∝短　　　　　肥／1（鞠　　　　P愈喝／1喝　　　　P血喝／1∝壇　　　Sl伽喝／1∞g F恕飴駕　　　輸喝用鞠

図凱　摘区における土壌化学特徴の層位的分布

希硫酸抽出墜姦　陽イオン交換容量全リン酸　　　　可始発リ醸　　可紀態舛酸　　’肘舶抽出鉄　’柑摘出ガン

第 1地点　 D l層上部　 1 i
接議蟻蹴
匡

D l暦下部　 2

因圭畔1層　　　 3

畦畔2層　　　 4

畦畔3層　　　 5

第 2 地点　 C 層　　　　 1 i

臓 融講珪渕
賢

D l暦上部　 2

D I層下部　 3

D ll層　　　　 4

D 川一卜2層　 5

D ll卜3層　　　 6

E 暦　　　　　 7

第3地点　C暦　　　　1＋D l 層 上 部　 2

D l 層 下 部　 3

D ll層　　　　 4

磯　　　　部

圏『酎 許∵
◎

O

の

e

e　　　　　　　　　　　　　　 e

◎

⑳

○

◎

e　　　　　　　　　　　　　　　 e

○

㌍
1m　　Ⅹ退　　　　助　　1釣　　　　棚　　出　　　　　初　　の　　　　　お　　　郎　　　　a　　　郎　　　　まり　1∝幻

覚　　　　　崗喝／1喝　　　　　随／1喝　　　　Pめい喝／1（鞠　　　　P鹿町／1（鞠　　　SIh喝／1∝壇　　　　　　F曲％　　　　勤＆喝／1喝

図32　皇5／蟻区における土壌化学特徴の層位的分布
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図33　試料採取地点（皇～8匹）
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図34　試料採取地点（9～16区）
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出丑遺物観察表



土器観察表

遺物番号 図面番号 種別

器種

出土地点 法量 （c m ）

口径

底径

器高

形態の特徴 手法の特徴 胎土

焼成

色調

備考

1 2 … 2 須恵器 1 5 ・1 6 区 （1 4 ． 7 ）平底の底部から、ご くわずか 胴部の上約 3 分の 2 は、回転 密　 径 1 m m 以下の 約1／′5残存

無高台杯 B 1 5 4 N （8 ． 8 ）に内湾 しながら立ち上が り、 ナデ調整。胴部の下 3 分の 1 白色粒子を多 く含む

S K －1 5 （4 ．3 ）［コ緑部はやや外に開 くU から底部にかけて、回転へラ

削 り。

／軟質／灰 白色　 7 ．5 Y

7／1　 日縁部のみ灰色

N 5／0

2 2 － 1 須恵器 1 2 区 （1 1 ． 3 ）平底の底部から、直線的に立 胴部、回転ナデ調整、ノタ臥ラ 密／良好 （硬質）／内面 約4 ／5残存

無高台杯 V 1 3 0 ノ、

1 3 1 N

S K －1 2

（8 ． 4 ）

3 ． 6

ち上がる箱形 を呈す る。、 底部、回転へラ削 り。－ノ 黄灰色　 2 ．5 Y 6／1

外面　 灰白色　 N 7／0

口縁部 は灰色　 N 5／0

3 1 － 1 須恵器 9 ～ 1 1 区 1 1 ． 6

7 ． 9

4 ． 6

断面四角形の張 り付け高台。 回転ナデ調整、ノ夕日。底部 密／良好 （硬質）．／ ほぼ完形

有台杯 S 1 2 2 S

S K ム1 1

底部は肉厚で、胴部は直立気

味に立ち上がる。，

糸切 り、外側のみへラ削 り。 内面　 灰色　 N 6 ／0

外面　 灰白色　 N 7／0

4 2 … 3 須恵器 1 4 区

1 0 ． 7

高台は、太 くつぶれたような 底部　 回転へラ削 り。つ やや密　 径0．5 ～ 1 m m の 底部のみ残存

有台杯 A 1 4 7 S

D Ⅲ層

形 をした、張 り付け高台。 鉄分の吹 き出しが多 く見

られる／良好 （硬質）／

灰白色　 N 7／0

底部の1／4

部分に焼成時

の大 きな火ぶ

くれあ り

5 1 － 4 須恵器 1 4 区 （1 3 ． 3 ）断面四角形の張 り付け高台。 回転 ナデ調整。－ 密／良好 （硬質） 約1／7残存

有台杯 Z 1 4 8 N （9 ． 2 ）底部から斜めに開 き、そこか 内面　 褐灰色7．5Y R 5／1

いⅢ層 4 ． 8 ら直線気味に立 ち上が り、変

換点は稜 をなす。）目線部 は、

そのまま丸 くお さめられる。

外面　 黄灰色2．5Y 6／1

6 3 須恵器

杯

6 区 （1 1 ．2 ）内湾 しながら立ち上がる胴部 内面か ら外面目線部 ヨコナデ、 密　 径0．5 m m 以下の白 口縁部1／5 残存

J 9 3

D Ⅲ層

［］縁部は立ち上が りなが ら丸

く収める。

胴部へラナデ。フ 色粒子をわずかに含む／

良好／灰 白色　 5Y 7／1

7 1 － 3 灰粕陶器 2 区 （1 3 ． 6 ）高台は、端部 をやや内側に引 回転ナデ調整，。底部、糸切 り

痕。

密／軟 質／ 約1／3残存。

碗 W 6 1 N

D I 層

6 ． 4

4 ． 7

き込む張 り付け高台。胴部は

ほぼ直線 的に立ち上が り、目

線部は、外側に引き出 されて

いる。フ

灰白色　 5 Y7 ／1 内面の半面 にス

ス跡。無粕。

8 1 … 2 灰粕 陶器

碗

8 区 （1 5 ． 2 ）高台は、端部をやや内側に引 ［自］転ナデ調整 、ノタ軋ノ　内面 密　 径 1 m m 以下の 約 1／3 残存。

C 層 （6 ！ 6 ）

5 ． 8

き込む張 り付け高台。胴部 は

内湾気味 に立ち上が り、口縁

部はやや外反 している。

に重ね焼 き痕。 白色粒子を含む。／良

好 （硬質）／灰黄色

2．5Y 6／2

無粕。

9 ふ‥1 土師器

襲

1 5 ・1 6 区 （1 7 ，0 ）外反 しなが ら立 ち上が り、［二］ 外面パケメ後 ヨコナデ、内面ヨ 密　 径 1 m m 以下の礫 ［：］緑部1／4弱残存

B 1 5 0 S 端部は内面がやや肥厚化され

ている。

コナデ 長石、白色粒子を多く

含む／良好／にぷい褐色

7．5 YR 5 ／3

10 「○
須恵器

襲

1 5 ・1 6 区

D 1 5 2 N

外面斜行のタタキ目、内面青海

波文

密／良好／灰白色　 N 7／0 破片
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木製品観察表

遺物番号 図面番号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量 （c m ）

縦

特徴　 ①外形 ・残存状況

②技法 ・加工など

木取 り 分類　　　 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大厚

③使用痕 ・庄痕

④その他 （焼け焦げなど）

1 1 … 1 5 1 … 1 輪 カンジキ型田下駄 W … l （3 5．の 前方裏面は、段差をつけるように加工 されてい 板 目 ト a スギ

（足板） 3 区　 A 6 7 S 10．3 る。後方裏面 も、同じような加工があった形跡

D tⅡ層 1．4 がある∴両面 とも、多数の長 さと方向が一一一一定 し

ていない線状刃痕がある。表面 には、小さな炭

化がある。裏面には、横板 の跡 と思われるとこ

ろが、黒 く変色 している。〕緒孔は円形で、表裏

の両面か ら穿 たれた と思われ る。ニ

1 1 … 2 5 1 … 2

l

輪 カンジキ型圧「下駄 W － 2 3 3．8 前後に切 り込みを入れて、有頭状に している二 板目 （スギ）

（横木） 3 区　 A 6 7 S

D 土工層

2．4

0．8

表面には、庄痕 ・加工痕 が見られる．ノー）

ユ　2 4 9 － 2 輪カ ンジキ型田下駄 W － 1 27 ．1 小ぶ りの方形の足板。前 に 1 カ所、後 ろに 2 カ 1 －b （スギ）

9 、 1 1 区　 S 1 2 0 N 15 ．7 所の緊縛孔がある。、緊縛孔、緒孔ともに円形に

D 旺1層 1．8 近い形で、大 きさもほぼ同 じである。裏面にご

く小さな焼痕有 り。）

1 3 3　9 … 1 輪 カンジキ型肝下駄 W … 1 38 ，2 前端部は切断 したときの刃物痕がはっきりして 板 目 「 b （スギ）

2 区　 X 6 3 S 1 1．1 お り、製作時の切断痕 と思われる∴ 三孔縦型で

D 工層 1．8 その他 に上下にやや小 さい四角い孔がある二

表面は風化 しているが、裏面は していない

1 4 5 0 輪 カンジキ型 m 下駄 W － 2 4 1．1 長方形の足板ムつ前 に l カ所、後ろに 2 カ所の緊 板 目 「 b （スギ）

2 区　 X 6 3 S 11．2 縛孔がある。ニ　裏面には貫通 していない孔があ り

D l 層 l．8 緒孔 を穿 とうと してやめたと思われる′　孔 の形

は、緒孔 も緊縛孔 も円形である。裏面には、刃

物痕がある。 1 3 と．－”・W一対で出土 した。

1 5 5 5 輪カ ンジキ型田下駄 W … 2　5 5 7．3 転用 して足板 を作 り出 したと考 えられる。前後 板 目 I －b （スギ）

1 区　 北 トレンチ 18、0 に一一一一一つずつ緊縛孔がある二　緒孔の近 くに′一一一・カ所

D m 層 2．3 孔 を穿 どうと した と思われる窪みがある㌢　貫通

は していないが、裏面の同じ位置が盛 り上が り、

もう少 しで孔が貫通するところ まで来ていた と

思われる。．全体的に、木 目で剥離 しているうえ

に木 も歪 んでいる。

1 6 4 3 W…2 輪 カンジキ型肝 卜駄 W … 1 5 4

1 ！メ： X 5 4 N

5 5．8

12 ．8

孔が全部で 8 つ、右最後方の緒孔は丸い孔だが

他は四角い。ン　左 下の緊縛孔は半分 しか貫通 して

板 目 「 C スギ

S K l

D Ⅲ層

2．1 いない：ノ　前端部は表か ら切断 しているが、後端

部は裏か ら切断 しているノ

1 7 4 0 － 2 輪 カンジキ型 H 下駄 W － 3 ・11．5 1 8 と′一対で出上 した。方形の孔が 、中央に 板 目 L c （スギ）

2 区　 X 6 3 N 16．1 一孔ずつある。．全体 に風化 していて孔の周 りは

D ユ層 2．5 特 に激 しく窪んでいる。

1 8

l

4　0 … 1 輪カ ンジキ型け＝＼‘駄 W r一一ワー4 12．0 1 7 と・一一対で出土した。ノ　中央に＿二つ緒孔があ 板 目 「 C （スギ）

2 区　 X 6 3 N 「1．5 り四隅に一弓 Lずつ方形の孔がある。表面は風化

D ll層 2．6 している。前端部 は表か ら切 断しているが、後

端部は裏か ら切 断してお り製作時の切断と思 わ

れる。

1 9 4　9 － 1 輪 カンジキ型［汀下駄 W － 6 二川．5 小ぶ りではあるが方形の足板。前部を弧状 に加 板 目 「 C （スギ）

9 ㌦ 1 1 区　 R 1 2 0 N 1五9 I二してお り、変 わった作 りであ る。前後に 2 カ

D u 層 ：3．0 所ずつ緊縛孔 が穿たれている。緒孔 より緊縛孔

の方が小さ くできている。ノ〕孔は裏面か ら穿 たれ

た と考えられ、いずれも方形で きれいな作 りで

ある．。表面 は、乾燥によるクラックで加 ‾］二等は

よくわからない。裏面には、加工痕 も見られる。

2　0 4　3 － 1 輪 カンジキ型田下駄 W － 5 9 47 」 左下は欠損 しているが、三孔縦型で上に二つ、 板目 、 I －C （スギ）

9 、 1 1 区　 R 1 2 1 S

S K －1 0

D Ⅲ層

12 ．7

1．9

下にこっの孔があったと思われる。下から 9

cm ぐらい上 に切 り込みが両側に入っていて、
その間を細い線が通ってお り切 り込みの 目印 ラ

インかと思われる。孔 はすべて丸い。全体に風

化 しているが、裏面は特に激 しい。

2 1 6　0 輪カ ンジキ型田 下駄 W － 1 6 V46．0 長方形の板材 を使用 しているさ。前の緊縛孔の手 板 目 I NC ヒノキ

9 ～ 1 1 区　 R 1 2 1 N

S K －1 0 ’

D Ⅲ層

12．5

1．3

前に 2 ㌦ 3 m m の小さな孔が穿 たれている。）表

面 に比べ、裏面はきれいに加工されている。ノ　全

体的 に歪んでいて割れ もあ り状態 は良 くない。

2　2 3　9 － 2 輪カンジキ型田下駄 W － 7 3 6．9 三孔縦型で、四角い孔が穿たれている。担描射二 板 FIi 1 －d （スギ）

3 区　 A 6 6 S 11．9 直径 0．2 5cm くらいの木釘が入ってお り、裏面

S K －3

D Ⅲ層

1．6 に出ている。また、前端から 3 c nl、後端から

5 c m の両面に切 り込みがある。表面に稜があ

芸：孟宗 禁 漂 震 憲宗 讐 霊 ：、る i
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遺 物 番 号 図 面番 号 器 種 登 録 番 号

区 ・出 土 地点

法 量 （c n l ）

縦

特 徴　 ① 外 形 ・残 存 状 況

② 技 法 ・加 工 な ど

木 取 り 分 類 樹 種

出 土 遺構

出 土 層位

横

最 大 厚

③ 使 用 痕 ・庄痕

④ そ の他 （焼 け焦 げな ど）

2 3 1 7 輪 カ ンジ キ型 田下 駄 W － 4 8 4 1 ．0 後 部 に 欠損 が あ る が 、 ほぼ 完 形 品 。）緒 孔 はい ず 板 目 I「 1 ・a （ス ギ）

1 区　 X 5 5 S 9 ．8 れ も丸 い。。表 裏 の 両面 に前 後 2 c n l の位 置 に 切

D Ⅲ 層 1∴4 り込 み が あ る。 穿孔 方向 は 、 両 側 か ら であ る 。う

2 4 2　6 － 1 輪 カ ンジ キ型 田 下 駄 W … 2　3　4 L4 1 ．6 岳 美 遺跡 出十 の 足板 と して は 、 ／トぶ りな物 で あ 板月 I「 1 “a （スギ ）

1 区　 Ⅹ 5 5 S 9 ．8 る 。前 後 に頭 を 作 り出 し、 そ の くび れ部 分 で 輪

S K －1

D Ⅲ層

1．3 を 固定 した と考 え ら れ る。 裏 面 で 、 その 輪 の庄

痕 と思 われ る 部 分 が 見 られ る し－　表 ・裏 面 と もに

一 部 に加 二1二痕 が 軋 られ る、′、孔 は 、径 約 0 ．5 Ill王1 1

の 隅丸 方 形 で 、 いず れ も表 裏 両面 か ら穿 た れ た

と考 え られ る 。。

2 う J一一 1 8 輪 カ ン ジキ 型 田下 駄 W － 1 2 、4 9 ．9 残 存 状 態 は 良 く、完 形 品 で あ る。 緒 孔 は 方 形 板 目 11 ユーa ス ギ

1 区　 Ⅹ 5 4 N 1 0 ．3 で 、 きれ い に穿 たれ て い る 。表 面 の 後 方 部 分 に

S K ノ1

D Ⅲ層

2．8 線 状 の 刃 痕 が 多数 あ る 。 裏面 には 、 調 整 した加

工 痕 が あ り、 後か ら約 4 c Illの 所 は 削 っ て藩 を

付 けて い る 。輪 カ ン ジキ ‾型 出 卜駄 の 中 で は厚 み が

あ り、 2．8 c m を 測 る、

2　6 3　5 輪 カ ン ジキ 型 旧下 駄 W … 5 （、4 8 ．1 ）前 後 に くび れ を入 れ 、頭 部 を作 り出 した タイ フ 板 目 Il l a （スギ ）

6 区　 K 9 5 S 1 0 ．6 だが 、 後 ろ の頭 部 は 欠損 してい る ．＿二　表 面 は風 化

D m 層 1 ．7 して い て 、傷 んで い る 。－ノ　緒 孔 は い ず れ も方形

で 、　 一辺 約 1 c m ほ どあ る。

2　7 5 6 輪 カ ンジ キ型 田 卜駄 W … 0 3 （5 6 ．2 ）前 後 に 切 り込み を入 れ て 、有 頭 状 に した タ イ フ 板 目 ‡「 「 a （ス ギ）

1 2 区　 V 1 3 1 N 1 6 ．8 の 足 板 。ニ　緊縛 孔 が な い の で 、 くび れ 部 分 のみ で

S K Y 1 2

D Ⅲ層

2．3 輪 を固 定 した と思 わ れ る、．表 ・裏 面 とも加 ト痕

が は っ き り残 って い る ．裏面 前 方 の くび れ 部分

は 、 両 力つ句 か ら刃 物 を 入 れて 削 っ て い る

2 8 4 8 輪 カ ンジ キ型 田 卜駄

i

W 一一 1 3

8 区　 N l l l S

5 5 ．7

1 2 ．8

前 後 に 浅 い切 り込 み を 入れ て 、 頭 部 を作 り出 し

た タイ ナ ＿　前 は 丸 み を帯 びて い る の に対 し、 後

板 目 l「 1 ′a スギ

D Ⅲ層 2 」 ろ は そ れ ほ どで もな く横 長 で あ る　 緒 孔 は 方 形

で あ る 。、表 ・裏 面 と も、 加 1：痕 、 使用 痕 と も見

られ な い。〕

2　9 2 4 輪 カ ン ジ キ型 川 ド駄 W － 2　7 4 5 ．7 前 後 に切 り込 み を 入れ て 、 頭 部 を作 り出 して い 板 L i il 1 a （スギ ）

9 ′＼ 1 1 区　 S 1 2 0 S 1 3 ．3 る。） 下部 は 、 －4部 欠損 して い る、ノ　くびれ 部 分 で

S K －1 0

D Ⅲ層

2．2 緊縛 し た と思 わ れ るが 、 緊 縛痕 は残 って い な

い 。緒 孔 は 3 つ あ り、 い ず れ も ほぼ 円 形 で 、 大

き さ も統 一一一して い る、

3　0 5　9 一一み2 輪 カ ン ジキ ‾聖描 け 駄 W 、”ハムル3 6 11 8 ．1 前後 に切 り込 み を入 れ て 、 くびれ を作 り出 した 板 il ii ユ　 a （スギ ）

5 区　 H 8 7 N 1 0 ．9 有頭 状 の 足 板 こ′、前部 イ晶 は 、 欠損 して い る と い

D Ⅲ層 1．5 う よ りは 加 ⊥ され て い る よ うで あ る　 前 後 の山

部 に径 1 ㌦ 3 n lIllの 極 小 さな孔 が あ る が 、 貫通

して い な い もの もあ り、 虫 食い の 可 能 性 あ 年

3 1　　 t 2　2 輪 カ ンジ キ型 田 卜駄 W － 6 6 3 ．5 縦 長 型 で 、 方形 の 緒 孔 が 3 つ あ る 、－ 板 目 †「 1 －a （スギ ）

6 区　 IJ 9 6 S 16 ．6 表 面 は 平 坦 だ が前 部 は 反 っ てお り ［と－‾l然 に 曲が っ

D Ⅲ 層 l！3 た もの と考 え られ る 。 裏面 の Fj了「 後 端 部 に L

字 状 の 溝 が あ り、 側 板 を樺 紐 で i上め た と思 われ

る 孔 が 2 つ あ るた め 、楕 廿形 曲 物 か ら輪 カ ン ジキ

型 田 下駄 に転 用 した 可 能性 もあ る 、こ．

3 2 3　3 輪 カ ン ジ キ型 肝 下駄 W － 8 6 0 ．3 前 後 で頭 部 を作 り出 す ため に、 削 りだ してい る 板 目 n ′1 a （ス ギ ）

5 区　 H 8 7 S 1 0 ．2 が 欠損 して いて どの 程度 頭 部 が あ っ た か は不

D IH 層 2 ．9 明 。、表裏 の両 面 と も劣化 して い て状 態 が悪 い 。

緒 孔 は きれ い な 方 形 で残 り もよ い ノ　両側 面 と

も、頭 部 の くび れ 部分 を作 りだ した 時 の 刃物 跡

が 残 っ てい る 。二ニ

3 3 3　8 輪 カ ン ジキ 塑 注目、‾駄 W … 5 5 0 ．9 前 後 に切 り込 み を 入 れて 、 頭 部 を作 り出 した 夕 板 目 I「 1 a （ス ギ）

9 ㌧ 1 1 区　 R 1 2 0 N 1 9 ．7 イ ブ の足 板 。 横 幅 が 1 9 ．7 c Ill とか な り広 い 。二

S K －1 0

D u 層

2 ．1 前後 の 両 端 を 、 表 と裏 の 両 面 か ら削 って い る 。

緒 孔 を穿 つ た め に 、両 面 か らか な り 刃物 を入 れ

た よ うで あ る 。二　頭 部 を作 り出 す ため に も、 か な

りの回 数 刃 物 を 入れ た と思 わ れ る．、ノ

は 4 8 9 － 1 輪 カ ンジ キ 型 出 卜駄 W 一一一 4　7 ・用 ∴4 前 後 に虹 1＿二を 施 し、 頭 部 を作 り出 した タ イプ ． 板 Il ii l －a　 l （スギ ）

7 区　 M 9 8 S 日 ．4 緒 孔 は 何 回 も刃物 を入 れ て 、穿 た れ た と思 われ

S K －7

D Ⅲ層

1．4 る。 表 面 の み加 工 痕 が 残 っ てい る。1 頭 部 が 一一一部

欠 損 して い る が、 残 存状 態 は よい ′ニ

3　5

3 6

5 3 … 2

2 3

輪 カ ンジ キ型 田 下 駄

輪 カ ン ジ キ型 田 下駄

W － 1 0　7 3 9 ．8 板 材 の 四 隅 を切 り落 と し、緩 い カー ブ を持 たせ 板 目

板 目

I「 1 －b

II －1 －b

（スギ ）

（ス ギ ）

5 区　 G 8 8 N 1 0 ．4 る よ うに加 工 して い る 。う　前 後 に、 一一一カ 所 ず つ緊

S K －5

D IⅢ層

W － 1 1 0

1 ．4

5 0 ．0

樽 孔 が あ るが 、後 部 は 欠損 して い る ′ノ　緒孔 は円

形 を して い て 、緊 縛 孔 は 、楕 円 形 を して い た と

思 わ れ る。 裏 面 は 剥 離 してい る 。。

縦 長 型 、板 状 で 緒 孔 ・緊縛 孔 と もに 方 形 で 、穿

1 区　 Ⅹ 5 4 S 1 3 ．6 孔 方 向 は両 側 か らで あ る。〕ほ ぼ 完 形 品 で 、残 存

S K －1

D Ⅲ層

2 ．0 状 態 は 良 い。 表 面 は 、平 らに した 調 整痕 が 見 ら

れ る。 両 側 面 は 、 な め らか に カ ー ブ させ た加＝ 二

痕 が 見 られ る 。 裏面 は腐 食 して い て 調整 痕 が わ

か ら ない 。 上 端 部 は 、斜 め に 切 断 して い る。．

1－…1172一一一一一一一1



遺 物 番 号 図 面番 号 器種 登 録 番 号

区 ・出土 地 点

法量 （c m ）

縦

特 徴　 ① 外 形 ・残 存 状 況

② 技 法 ・加 工 な ど

木 取 り 分 類
樹 種 l

出土 遺 構

出土 層 位

横

最 大 摩

③ 使 用痕 ・庄 痕

④ そ の他 （焼 け 焦 げ な ど）

3　7 5 9 一一1 輪 カ ン ∵キ 型 肛 下駄 W － 6 6 （4 6 ．2 ）前 後 に緊 縛 孔 があ った と考 え られ る が 、後 方 の 板 巨‥］ Iト 「 b ス ギ

5 区　 H 8 8 S （9 ．8 緊 縛 孔 は 欠損 して い る ∴　緒 孔 も、 緊縛 孔 も 方形

S K v 5

D Ⅲ層

2．0 で、 大 きめ の しっか り と した孔 で あ る。∴ l二部

は、 表 と裏 の両 方向 か ら刃物 を入 れ て加 工 して

い る。

3 8 － 1 4 － 1 輪 カ ンジ キ型 田下 駄 W … 4　7

2 ．5

1 ．5

数 カ所 で 割 れ てい る が 、約 半 分 残 存 して い る 。、 芯 持 ち材 マ タ ク ビ属

（輪 ） 7 区　 K 9 9 N

S K －7　 D Ⅲ 層

上 部 、 下部 に樹 皮 が 残 存 して い る 。、ニ

3 8 … 2 5 輪 カ ンジ キ 草餅廿 下駄 W P…－4　5 2 7 ．9 足 板 の 上 部。、下部 は 欠損 して い る が 、緒 孔 が穿 板 目 1「 1 －b タ イ　ミン

（足 板 ） ’日東　 K 9 9 N

S K －7　 D Ⅲ層

9 ．5

1 ．9

た れ て い る。． タチバ ナ

3　8 … 2 5 輪 カ ンジ キ型 揖 下 駄

（足板 ）

W … 4　6

7 区　 K 9 9 N

S K －7　 D u 層

2 2 ．7

9 ．5

L 7

W － 4 5 の足 板 の 下 部。、 板 目 H “1 －b タイ ミン

クチ バナ

3 8 〝〝－　3 4　〝′－2 輪 カ ン ジ キ型 間 下駄 W － 4　8 2 9 ．3 芯持 ち の技 を利 用 して いる 。 表 面 には 削 れ て い 芯 持 ち材 ス ギ

（横 木 ） 7 区　 K 9 9 N 2 ．3 る 部分 が あ り、 発掘 時 の 欠 損 と思 われ る　　 一一部

S K －7　 D Ⅲ層 1．9 に樹 皮 の付 着 が み ら れ る。二ノ

3　9 4　7 … 1 輪 カ ン ジ キ型 田 下駄 W － 9 （5 1 ．8 ）長 方形 の 板 材 の 四隅 を削 り、 緩 い カー ブ を作 り 板 目 H w I Y b （ス ギ ）

1 5 ・ 1 6 区　 C 1 5 3 S 9 ．6 出 して い る。⊃　前 後 に不 整 形 な 緊縛 孔 が 穿 た れて

S K －1 5

D 江1 層

2 ．1 い る。 緒 孔 は 円 形 で 、い ず れ も きれ い に穿 たれ

て い る．‥∴裏 面 は 風化 の た め 状態 が 悪 く、 使用 痕

等 観 察 が で きな い．。

4　0 2　9 輪 カ ン ジキ 型 注目、－駄 W ⊥ 5 2 5 1－4 ．9 ほ ぼ長 方 形 だ が 、前 後 の 幅 は 、 中央 部 よ りや や 板 目

i

11 1 －b 】 （スギ ）

】

7 区　 M 9 8 S 1 2 ．1．狭 い。。 前 後 に 緊縛 孔 が あ っ た が、 欠 損 してい

S K ′7

D IⅢ層

2．6 る。 緊 縛 孔 は 約 3．5 c m 四 方 とか な り大 きい ．ご

緒 孔 は 中 心 よ り前 の 方 に 方形 の孔 が穿 たれ て い

る，。 表 ・裏 面 と も刃 物 痕 が数 カ所 見 られ る厚 め

の 板 材 で しっ か り と した作 りで あ る 。）

4 1 4　5 一“ 1 輪 カ ンジ キ 巧用 ＝こ一駄 W 一一 1 5 1 6 9 ．5 長 方 形 の 板 材 の F耶削 二、緩 い カー ブ を描 く加 二L 板 目 I「 1 －b （ス ギ）

1 区　 X 5 4 N 9 ．2 を して い る 。，前 後 に ほ ぼ正 方形 に 近 い緊 縛 孔 が

S K －1

D Ⅲ 層

2．0 あ る が 、 後 方 は欠 損 して い る．ノ′．j　緒孔 は小 さ く「1j

形 に 近 い 形 で あ る。‥ノ　表 ・裏 面 と も、剥 離 欠 接 し

て い る 。．

4　2 5　7 輪 カ ンジ キ型 田 下駄 W 一一〃2　8 6 7 ．0 前 後 に 切 り込 み を入 れ て 、有 頭 状 に作 り出 した 板 目 I＿I －1 －a　b （スギ ）

9 、 1 1 区　 S 1 2 0 N 1 5 ．5 タ イプ こ） くびれ 部 分 に長 方 形 の 緊縛 孔 を穿 っ て

D Ⅲ層 2 ．2 い る 、－ン　表 面 の緒 孔 の 周 りが 劣 化 して いる 、．、裏 面

は 腐 食 してお り、 欠損 の範 囲 が 広 い。

4 3 2　7 輪 カ ン ジ キ型 旧 下駄 W 一一一 1 4 ・4 5 ．8 前 後 に頭 部 を作 り出 し、輪 を酢 左す るた め の 緊 板 H I「 1 ”a　b （スギ ）

2 区　 Y 6 4 N 9 ．9 縛孔 も穿 たれ て い る。 裏 面 に は 、輪 の 庄 痕 と思

D Ⅲ層 1．5 わ れ る部 分 が 見 られ る。 緒 孔 は 「ト L、よ り前 に穿

た れ て い る。‥，い ず れの 孔 も円 形 に近 く、 径 は約

1 c m ほ どで あ る、一二

4　4 5 4 －－－－－－1 輪 カ ン ジキ 触 1日、‾駄 W 一一一一一一一8 1

9 ′㌦ 1 1 区　 R 1 2 1 S

5 7 ．8

1 2 ．6

前 後 に切 り込 み を 入れ て 、 頭 部 を作 り出 した タ

イ プ l′、 前後 に 方 形 で、 大 きめ の緊 縛 孔 が穿 た れ

板 目 1「 1 a　b （スギ ）

S K －ユ　0

D Ⅲ層

1．8 て い る。）緒 孔 は 円形 に近 い 形 を して お り、左 ト

の もの は 、 欠損 して い る 。

4　5 3 1 輪 カ ンジ キ型 田下 駄 W … 1 3 3 6 2 ．4 前 後 に頭 を作 り出 した タイ プ であ る が 、 削 り だ 板 目 Ⅲ“1 ”a　b （スギ ）

1 区　 X 5 5 S 1 0 ．1 した 部 分 は わ ず かで あ る 。つ　前 後 2 カ 所 の孔 で 輪

D I 層 1 ．9 を固 定 した と思 われ る が 、 緊縛 痕 は 見 ら れ な

い。〕緊 縛 孔 も欠損 して い る 。ニ緒 孔 は 、 前部 の 物

は方 形 で あ る が後 ろ の 2 つ は形 が 整 っ て い な

い 。

4　6 2 8 輪 カ ンジ キ型 肝 下駄 W 一一 1 0 6 3 ．3 前 後 に 頭 部 を作 り出 した タ イ プで あ る が 、欠 損 板月 H －1 －a　b （ス ギ）

9 ㌦ 1 1 区　 Q 1 2 0 N 1 0 ．4 して い る た め わず か に 残 る だ けで あ る。ニ　孔 は い

S K －9

D 【Ⅲ層

1．7 ず れ も方 形 で 、表 側 よ り穿 たれ た と思 われ る。

裏 面 に 、加 〕L 痕 が 一一一一一部 残 っ てい る 。表 面 は、 乾

燥 に よ る傷 みが 激 しい 。⊃　緒 孔 は 、 中心 よ り前 に

穿 た れ て い る。〕

4　7 2 0 u… 2 輪 カ ン ジキ 型 田 下駄 W … 1 （5 7 ．3 ）三 孔 縦 型 で 、後 部 に や や大 きい 緊縛 孔 が あ る 。 板 目 Ⅲ－「 a b （ス ギ）

7 区　 K 9 9 S 9 ．2 前 部 は 欠損 して い る が 、二 次 加 工 と思 わ れ る 切

S K －7

D Ⅲ層

1．6 断 痕 が あ る。 表 裏 と も 、調 整 した よ う な加 工 痕

は 見 ら れ ない 。

4　8

4　9

2　5

1 9

輪 カ ン ジキ 型 田 下駄

輪 カ ンジ キ型 田下 駄

W － 3 0 4 5 7 ．6 前 後 に頭 を作 り出 し、首 の 部 分 に輪 を固 定 す る 板 目

板 目

ロー1 －a　b

H －1 －a　b

（ス ギ）

（スギ ）

I

1 区　 X 5 4 S 9 ．9 た め の孔 を穿 っ た と思 われ る 。孔 はい ず れ もほ

S K ノ1

D Ⅲ層

W － 3

1 ．9

5 1 ．1

ぼ 方形 で 大 きめ で あ る。 緊 縛 孔 や 、横 板 の 庄痕

は 見 られ ない 。 裏面 はか な り腐 食 して い る 。

三孔 縦 型 で 、 前 後 に輪 を固 定 した緊 縛 孔 が あ

2 区　 Z 6 4 N 1 0 ．8 る。 表 面 は 、 平 らに した 調 整痕 が あ り、 裏面

D Ⅲ層 1．8 は 、両 縁 部 を 削 って 平 らに して い る。 後 端部 は

折 れ て 、 割 れ が 入 って い る 。 緊縛 孔 は 、緒 孔 よ

り大 き く作 っ て い る。

l一つ731一一一一一



遺 物 番 号 図面 番 号 器 種 登 録 番号

区 ・出土 地 点

法 量 （c m ）

縦

特徴　 ① 外 形 ・残 存状 況

② 技 法 ・加 工 な ど

木取 り 分 類 樹 種

出 土 遺構

出土 層 位

横

最大 厚

③ 使 用 痕 ・庄 痕

④ そ の 他 （焼 け焦 げ な ど）

5 0 3　7 輪 カ ンジ キ型 田 下 駄 W … 1

8 区　 N l l l

D Ii 層

5 2 ．0

1 0 ．3

2 ．3

前 後 に切 り込 み を いれ 、 頭 部 を作 り出 した タ イ

プ。） く びれ 部 分 に孔 をあ け 、輪 の 固 定 を した と

思 われ る。 緒孔 は／J、さめ （約 0 ，6 c m ） で 、 方形

であ る。．加 工痕 は一 部 残 っ て い る．。 前 後 両端 を

厚 め に し、 中心 部 を薄 く したつ く りを して いる 。

板 目 H －1 －a　b （スギ）

5 1 3 4 輪 カ ン ジキ 型 田 下駄 W … 1

6 区　 K 9 6 S

D Ⅲ層

5 0 ．3

8 ．0

2 ．0

前 後 に 切 り込み を入 れ て 、頭 部 を作 り出 した タ

イ プ。 くび れ部 分 に孔 を あ け、 輪 を 固 定 した と

思 わ れ る が 、緊 縛 痕 は 見 られ ない ，。 孔 は いず れ

も隅 丸 方形 であ る 。⊃

板 目 Ⅲ Y l －a b （ス ギ）

5　2 4　7 －－－－－－2 輪 カ ン ジキ 型 出下 駄 W 一一7 0 5 1 ．ご4 長 方 形 の板 材 の 四 隅 を切 り落 と した タイ プの 板 目 f「 1 w c スギ

9 ㌦ 1 1 区　 R 1 2 1 S 1 2 ．8 足 板 。 前後 に 2 つ ず つ 緊縛 孔 が 穿 た れ てい る ．こ．ラ

S K “1 0

D Ⅲ層

2．1 表 面 は加 工 痕 が は っ き りと観 察 で き るが 、 裏 面

に は ほ と ん ど見 られ な い。 緒 孔 、 緊縛 孔 と も円

形 を 意識 して 穿 た れ た と思 わ れ る 。

5 3 5 4 －－ 2 輪 カ ンジ キ 型 田下 駄 W … 2　6

1 区　 W 5 5 N

5 5 ．0

9 ．7

前 後 に切 り込 み を 入 れ て、 緊 縛 部 を作 った 有頭

状 の足 板 。）前 後 の 緊縛 部 の 形 が 異 な る。、前 部 よ

板 目 I「 2 －a （スギ ）

D IH 層 1．8 り後部 の方 が 厚 み が あ る。、緒 孔 は 円形 で 、 穿 ち

方 も きれ い で あ る。 表 面 は 、 全体 的 に剥 離 して

い る と思 わ れ る 。

5 4 2　0 － 1 輪 カ ンジ キ型 田 下 駄 W － 1 3

2 区　 Y 6 4 N

D Ⅲ層

4 9 ．7

7 ．9

1 ．5

前 端 部 は 、 上 下 か ら斜 め に 切 断 され て お り、製

作 時 の 切 断 か と思 われ る 。 前 か ら約 3 c m の所

に切 り込 み が 入 って い る が 、左 右 の 削 り方が 異

な って い る 。 後端 部 は 欠損 してい る ．。

板 目 lト 2 Y a （ス ギ ）

5　5 2 1 輪 カ ン ジ キ型 椚 ド駄 W 一一 1 5 5 0 ．9 縦 長 型 で 、左 下 の緒 孔 は 方形 で あ る が 他 の 2 つ 板月 1「 2 －a （ス ギ）

2 区　 Y 6 4 S 9 ．6 は楕 円 形 で あ る。 前 端 か ら約 5 c m の所 に、 左

D Ⅲ層 1．5 右 か ら切 り込 みが 入 っ て い る。 後 端 部 は 、細 く

削 られ て お り、約 5 c m の幅 とな っ て い る。 裏

面 に は 、横 板 と輪 をつ け た と思 わ れ る圧 痕 が 見

られ る 。ニラ　ま た 、裏 面 の緒 孔 の 後 方 に 径 数 n H ll か

ら 1 c m ほ どの 円 形 の窪 み が 並 ん で い る。。

5　6 3 2 輪 カ ンジ キ塑 出 卜駄 W … 6 5 2 ．6 前 後 に切 り込 み を入 れ て 、有 頭状 に した と思 わ 板 Fi I1 2 －a （スギ ）

鋸 ズ： I 9 4 N 1 3 ．3 れ る が 、 欠接 して い る ため 原 形 は わ か ら ない 二一

D Ⅲ層 1．1 薄 い板 材 を利 用 して い る。．緒 孔 は いず れ も比較

的′」、さめ （約 1 c m ほ ど） で 、 隅丸 方 形 で あ

る。 使 用 痕 は 見 られ ない 。

5　7 3 0 輪 カ ンジ キ塑 ［甘 下駄 W …Fは 7 9 6 2 ．6 前 後 に六 角 形 の 頭部 を作 り出 してい る。 前 側 は 追 柾 目 I「 2 －a （スギ ）

9 ㌦ 1 1 区　 Q 1 2 1 N l l ．4 鋭 角で 、 後 側 は 丸み を肯 び た 作 りで あ る 二．緒 孔

S K Y l O

D Ⅲ層

1．9 は 、 中心 よ り前 にあ り、 い ず れ も横 長 の 長 方形

を して い る 。）表 面 は平 らで あ るが 、 裏 面 は か な

り凹 凸 が 激 しい。

5 8 4　2 輪 カ ン ジキ 型 田 下駄 W … 1 8 0 6 2 ．2 前 か ら約 5 c m の所 に 切 り込み が 入 っ て い る。． 板 目 H －2 Y a （ス ギ）

H 吏　 X 5 4 N 1 5 ．7 表 面 は 、 平 らに した 加 工痕 が 見 られ る が 、裏 面

S K ム1

D I］層

2．3 は 加 工 して い な い。二．後 端 部 は 、両 側 が 欠損 して

い る の で 前 の部 分 の よ う に 有頭 状 に な っ てい た

と思 わ れ る。 鉄 製 ＿′1二具 の 刃物 で 、 約 1．2 c n l の

孔 を あ け て い る。

5 9 3　6 輪 カ ンジ キ型 田下 駄 W K － 0 1 （5 5 ．6 ）前 後 に切 り込 み を入 れ て 、頭 部 を作 り出 した 夕 板 目 I「 2 “b （ス ギ）

7 区　 K 9 9 S 9 ．2 イ ブ と思 われ るが 、 両端 と も欠損 して い るた め

S K －7 杭 列

D Ⅲ層

2 ．2 本 来 の形 はわ か らな い。 緊 縛 孔 は 、縦 約 3 ．5 c m

横約 2 c m で 、 や や大 きめ の 方形 を して い る く〕

緒孔 は約 0 ．8 C ．n lの 、 隅 丸 方形 で あ る ′ニ．

裏面 に は、 横 板 の庄 痕 と思 わ れ るへ こみ が 見 ら

れ る。 特 別 な 2 次加 工 は 見 られ ない が 、 後 部 を

下 に して 杭 と して転 用 され て い た。

6 0 5 3 － 1 輪 カ ン ジキ 型 田 下駄 W － 4 6 （4 5 ．0 ）長 方 形 の 足 板 の 四隅 を切 り落 と して い る 。前 後 板 目 リー2 －b （スギ ）

8 区　 0 1 0 9 N 1 0 ．0 し、…一カ所 ず つ 緊縛 孔 を穿 っ て いる 。 い ず れの

S K h 8 杭 列

D m 層

2 ．1 孔 も、 長 方 形 を してい る 。足 板 と して 使 用 され

た後 、 二 次 的加 工 を され 、 後部 を トに して杭 に

転 用 され て い た。

1 9　7 8　7 … 2 輪 カ ンジ キ 型 田 下駄 W … 2 0 ・ 2 1 5 1 ．1 右 約 半 分 が 欠損 して い る 。〕表 面 は 、 か な り線 状 刃 板 目 「 a （ス ギ ）

9 、 1 1 区　 R 1 2 1 N （8 ．0 ）痕 が 見 られ るが 、 裏 面 に は 見 られ な い 。，前 後 に く

S K －1 0 ’

D Ⅲ層

1．2 びれ 部 分 を作 り出 して い る。 緒 孔 は 小 さ な円 形 で

あ る 。

1 9 8 8 8 － 2 輪 カ ンジ キ型 田下 駄 W － 2 3 （4 0 ．5 ）前 半 部 が欠 損 して い る。 前 後 に 切 り込 み を入 れ 、 板 目 「 a　b ‾ （ス ギ）

7 区　 J l O O N 1 0 ．3 そ の くびれ 部 分 に 緊縛 孔 を穿 っ て い る。 孔 は い ず

S K “7　 D IH 層 1 ．7 れ も方形 で あ る 。

1 9 9

2 0 0

1 1 3 … 2

8 5 － 2

輪 カ ン ジ キ型 田 下駄

輪 カ ンジ キ 型 田 下駄

W ⊥ 0 1 6 0 ．4 右側 が 一 部 欠 損 して い る。 前 後 に 二つ の 緊 縛孔 を 板 目

板 目

L c

ト C

（ス ギ）

（スギ ）

9 、 1 1 区　 R 1 2 1 1 0 ．3 もっ た長 方 形 の 足板 。 左 側 右 側 面 に p〝”′一カ所 切 り込

S K ．1 0 ’

D 江I 層

W － 3 8

1 ．8

4 9 ．3

みが あ る。 穿 孔 は いず れ も横 長 の 、 きれ い な 方形

で あ る。

前 後 に二 カ 所 ず つ緊 縛 孔 が あ る。 緊 縛 孔 は 、緒 孔

1 5 ・ 1 6 区　 D 1 5 2 S （1 8 ．5 ）と比 べ 極 小 さ い 。表 面 は 、 剥離 して い る 部分 が 多

D Ⅲ層　 大 畦 畔 交 差 部 2．4 い。 足 板 と して利 用 した 後 、二 次 加 工 を 施 し再 利

用 され た もの と思 わ れ る 。
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遺物番号 図面番号 器種 登録番号 法量 （c nl）

縦

特徴　 蓬）外形 ・残存状況 木取 り　　　 分類 樹種

区 ・出土地点 ②技法 ・加工など

出土遺構 横

最大厚

③ 使用痕 ・庄痕

出土層位 ④ その他 （焼け焦げなど）

2　0 1 8 3 － 2 輪 カンジキ型 田下駄 W … 6 4 9．0 側面を、緩 いカーブを描 くように加工 している。ノ 板 目 I「 1 ”a （スギ）

3 区　 Z 6 6 N 1 0．2 前後に頭部 を作 り出 した形跡はないが、前方右側

D fn 層 L 7 面がわずかにへ こんでいる。う　緒孔は方形で、 一一一辺

約1．7 c m でそろっている∴

2 0 2 1 0 5 一一ユ輪 カンジキ型田 F 駄 W － 1 ．ニ41．0 前の緊縛孔 は上部が欠損 してお り、緒孔は後片側 板 目 I「 1 －b （スギ）

2 区　 Y 6 2 S 6 ．9 の一一一一つだけ残存 している。〕両方とも方形である。

D Ⅲ層 1．5 手斧による大 きな加工痕が見 られる。ニ

2 0 3 8 8 …－3 輪カ ンジキ型柑廿‾駄 W … 1 4 （2 4．4 ）足板の約半分が欠損 している。端部 に緊縛孔 があ 板 目 I「 1 b （スギ）

6 区　 K 9 5 N 10 ．4 り、その約 5 c nl下にも円形の穿孔があるため、

D Ⅲ層 l．2 欠損後 に穿 ちなお した と思われる。）もう　 一万の端

部に緒孔の後 と思われ るものがあ り、その位置か

ら残存部分は後半部 と思われる。

2　0 4 8 3 － 1 輪カンジキ型田下駄 W －3 3 （46 ．9）前後 に緊縛孔があ り、輪を固定 した と考えられる 板 目 ＝ 1 h （スギ）

7 区　 J l O O N （9 ．8 ）が、前方部は、発掘時に欠損 している。、、緒孔 、繁

S K ”7　 D 猥層 2．0 縛孔 ともかな り大 きめで粗雑 な穿 ち方を している

2 0 5 9 0 … 2 輪 カンジキ型旧下駄 W …8 L47．2 前端部中央に、欠損 しているが 方形の大きな緊縛 板目 11 1 －b （スギ）

1 メ： W 5 5 S （l l．1）孔が穿たれている。二、中央部には、 二カ所方形の緒

S K ノ1

D m 層

1．6 孔が穿たれている。＿）後端部中央 にも」二と剛 立置に

割れ と欠損 があるが、孔の痕跡は見 られない。全

体 に劣化が著 しい。

l2 0 6

1

1 0 6 … 3 輪 カンジキ聖m 下駄 W … 7

月来　 し 9 8 N

（4 0，6）

1 0．7

端部に切 り込み を入れて頭部 を作 り出 している．っ 板 目 I「2 va （スギ）

円形の緒孔 が一一一一つ残存 してお り、後半部は欠接 し

S K　 7　 D IH 層 1．5 ているが右後方の緒孔の痕がある。フ

！2 0 7 8 4 － 1 輪カ ンジキ型ト廿卜駄 W … 2　8 ・2　9 （4 6．3）前後に くびれを付け頭部 を作 り出 している∴　頭部 板 目 I「2 ′a （スギ）

1 区　 W 5 5 N l ：3．7 は、かな り丁寧に加丁二している。：、緒孔 は小 さめの

S K －1　 D 江I層 1，－4 円形である。

2　0 8 8 9 一・・W 2 輪カンジキ型出下駄 W － 1 L4 1．8 前方のみ緊縛孔が穿たれている。‥3　全体 に腐食 して 板 目 Iト2 －a スギ

1 5 ・ 1 6 区　 E 153 S l l．8 いて残存状態は良 くない。〕いずれの孔 も楕円形で

S K 1 6　 D Ⅲ層 2 ．3 大 きい。．

2　0 9 8 4 …M・”2 輪カンジキ型田 上駄 W －…－1 8 （3 6．2 ）前後に くびれを作 り出し有頭状 に作 り出 した足板 板引 II 2 1〕 （スギ）

l 区　 W 5 5 S 9 ．5 で、前半部は欠損 し残存部 も中央で割れている

S K －i　 D Ⅲ層 1．3 緒孔 は、楕円形である。）

2 1 0 9 1 輪 カンジキ型肝下駄 W －2　7 ・2 8 （60 ．5）前方にわずかに切 り込みを入れている。後方は、 板 目 II－2 －a スギ

1 1 0 －－－1 9 ＼′1 1 区　 R 1 2 1 N （16 ．4）欠損 しているが、後端部の加工 は二次的なものと

S K －1 0 ’　 D 江I層 2．6 思 われ る。．全体に表面が凸凹 している。

2 1 1 1 0 0 MWが1 輪 カンジキ型田下駄 W －…一1 ・2 （35 ．7）前端部か ら約l．5 c m のところに、 L 字型に切 り 柾 H IL 2　 a スギ

9 ㌦1 1 区＋ R 1 2 0 N （7 ．0）込みがあるため、曲物か らの転用 と思われる　 輪

D I 層 1．1 カンジキ型田下駄 には珍 しい柾 目の木取 りをして

いるの も、そう した理由からと思われる。＝形の

緒孔が一つ穿 たれているが、その位置から右側が

欠損 しているものと思われる。

2 1 2 8　7 … 1 輪カ ンジキ聖田 下駄 W … 1 （52．1）後方が 一一一部欠損 し、残存状態 も良 くない、二、緒孔は 板目 臣 2 ”a （スギ）

3 区　 Z 6 6 S

S K －3　 D IH 層

10 ．9

1∴4

円形である。．．ン

は 1 3 9 0 －－－1 輪カンジキ型出 卜駄 W － 6 （5 0．0）前部が欠損 している。後部 に緊縛孔があり、輪に 板 目 11 2　b （スギ）

2 区　 Z 6 5 S l＿（）．8 司走 したためか孔の後方に剥離欠損が見られる、、

S K －2　 D Iu 層 1．5 中央に円形の緒孔があ り、内部が摩滅 しているニ

2 1 4 1 2 3 輪カンジキ型田下駄 W …3 8 58 ．5 右側が欠損 している。 上下 に二つの緊縛孔 を穿ち 追 い柾 目 Ⅲ－2 －C （スギ）

9 ～ 1 1 区　 R 1 2 1 N

S K ′1 0 ’　 D Ⅲ層

（11．．8 ）

2 ．0

輪 と緊縛す る形態である′ニ

2 1 5 9 0 － 3 輪 カンジキ型冊下駄 W －…9 8 145 ．7 右側が欠損 している、前後に　 二つの緊縛孔を穿ち 板 目 l「2　C （スギ）

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 1 S （10 う）輪に固定 した ものである。二二．表裏両面とも劣化が著

S K －1 0 ’　 D Ⅲ層 2．0 しい。

2 1 6 9 9 － 4 輪 カンジキ型田下駄 W …6　5 （2 5．1）右半部 と後半部が欠損 している。前部 に円形の非 板 目 H －ト a　b （スギ）

1 区　 W 5 5 （5 ．1）常 にきれいな緊縛孔が穿たれている。。左側面に切

S K －1

D Ⅲ層

1．4 り込みがあ り、右側面 と後端部に緒孔の痕が見ら

れる。

2 1 7 8 5 … 1 輪カ ンジキ型田 上駄 W － 2 5 36．8 右 半部が欠損 している。前後に・二カ所ずつ緊縛孔 板月 l「2 －C （スギ）

7 区　 L 9 8 N

S K ”7　 D Ⅲ層

（9 ．1）

1．．6

があ る。）孔はすべ て方形である。フ

2 1 8

2 1 9

8 6 － 1

8 6 … 2

輪カ ンジキ型田下駄

輪カンジキ型田下駄

W － 1 5 1．6 曲物 を転用 したもの と思われる。緒孔 と思われる 板 目

追い柾 目

転用

転用

スギ

スギ

9 、 1 1 区　 R 1 2 0 N （15．4）孔が見 られるが、左右の間隔が通常の輪カンジキ

S K wl O

D Ⅲ層

W － 1 4

1．2

（4 8．3）

型田下駄と比べ著 しく離れている。 また孔 も全体

的に後ろ寄 りであ る。表裏両面 とも多数の刃物痕

が有 り、炭化 も一′′一部に見られる。

曲物を足板 に転用 した ものと思われる。緒孔は楕

6 区　 L 9 7 N （9．3）円形で、右 の欠損部にもうが一一つ穿たれていたと思

2　2　0 8 2 … 2 輪 カンジキ型田下駄

S K －6　 D Ⅲ層 1．4 われる。

板 目 分類不可 （スギ）W －3 5 （4 6．5）前後両端が折損 している。二 カ所に緒孔が残存 し

9 、 1 1 区　 R 1 2 1 N （8．9 ）ているが、丸形の ノミのような もので穿 たれたよ

S K －1 0 ’　 D Ⅲ層 2 ．1 うな形状であ る。
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遺物番号 図面番号 器種 登録番号 法量 （c nl）

縦

特徴 i①外形 ・残存状況 木取 り 樹種
区 ・出土地点 ②技法 ・加工な ど

出土遺構 横

最大厚

③使用痕 ・庄痕

出土層位 ④その他 （焼け焦げなど）

6 1

i

4　6 r…一一2 匪 卜駄 W …n6 4

月末　 M 9 8 S

S K ′7

D Ⅲ層

72．7

18．3

2．1

長方形の板材 を使用 している∴　緊縛孔もな く、

特別に加 L された ところもな く、簡単なつ くり

である÷∴次的 に使用されたのか、切 り込み を

入れて段差を作 り出すように している＿．緒孔は

全体に中央 より前方に穿 たれてお り、 1 つは欠

損 している。．

瞥 （スギ）

i6 2

！

4　5 －－－－2 旧 卜駄 W … 1 6 66 ．9 長方形の長い板材を利用 したと思われる、＿∴前端 板 目 （スギ）

9 ＼′1 1 区＋ R 1 2 0 N 1 5．7 には切断痕 と見 られる痕がある。穿孔が後部に

S K l O

D Ⅲ層

1．9 1 つあり前部にはないため、緊縛孔 になるの

か、転用 される前に穿 たれた ものか判断で きな

い。穿孔はすべて方形である∴　加工痕、使用痕

は、表裏両面 とも見られない。
「 3 4　5 一一一3 出 卜駄 W … ユ　0 4 68 ．7 前部側面は、加丁二が施 されているが、後部は欠 板 目 （スギ）

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 1 S 13．9 抗 しているような感 じである 言等曲している

S K A 1 0 ’

D Iu 層

2．9 が、加 ‾L のためで はな く、乾燥 したためと考え

られる。）穿孔 は、緒孔のみで、円形である

「6 4 6 3 日日、牒太

！

W 一一一1 0 9 56．7 前端部の左右 の角が、斜めに削 られているが、 板 ［二＿＿二1 （スギ）

1 区　 X 5 4 S 2 ・4．1 後端部の角はその ままである。緒孔は 3 ヶ所穿

S K －1

D m 層

34

！

たれてお り、いずれ も方形 であ る。緒孔の周 り

には、緊縛孔は見 られない。前部の緒孔が 、後

部の 2 つの緒孔の中心よ りお寄 りにあるため、

左足用と思われる 二

6　5 6 4 出 卜駄 W 一一一一一2 5レ1．8 緒孔が前 中央ぶ」 ヶ所 、後 ろに2 ヶ所穿たれて 板 目 （スギ）

1 区　 X 5 5 S 2 こ3．5 いる∴緒孔の形は、ほぼ方形であるが、外郭は

D m 層 2．5 磨耗 し丸み を帯びている二二　前部の緒孔が、後部

の 2 つの緒孔の中心 より左寄 りにあるため、右

足用と思われる。。表面 に加＿＿：i二痕が見られるここ

！6 6

i

4 1 甘下駄 W …V 1 5 6 63 ．6 三孔縦型で、穿孔 は最大径0．8 c m の維状の 「具 板 目 （スギ）

1 区　 X 5 4 N 15．3 できれいに穿たれた甘形の緒孔がある

S K －1 l．9 前後両端部は、削った刃物痕がはっきりしてい

D Ⅲ層

l

る。 また、後端部 は、表裏から刃物 を入れて切

断している。，

6　7 8 8 －－－－－－－－ユ 日日く‾駄 W ”－み一一一1 8 5 3 9．0 欠損 しているが、本来は長方形の足板だったと 板 目 スギ

1 区　 1’5 4 S 1・1．6 思われる。、小㌢な円形の緒 孔が穿たれている、

S K l

＝Ⅲ十㌧可

1．9 表縮 ま、剥離 欠損 してお り段差がある．前後の

側面は、刃物で加 L されている。二

6 8 6 2 旧下駄 1㌔し一一1 5 8 4 1．こう長方形の板材の四隅を斜め に切断 している．、′、方 板目 （スギ）

1 区　 X 5 4 N 19 ．9 形の穿孔が 4 つ中央に穿た れている．こ　前方 2 つ

S K 」

D u 層

2．6 は約14．5 c m の間隔で、後方 2 つは約8．5 c Il′l

の間隔であ るrぅ幅 1 c m 程度の鉄製工具で穿た

れたと思われる′一　前後両端部は、両方向か ら刃

が入ってお り、切断時の刃物痕がはっきりして

いるつ享みが2．O c rl1㌔ 24 c m あ り、 樟蓬もかな

りある二ノ

6　9 4　4 － 1 田下駄 W 一一一W 1 8 80．6 かなり大型の田下駄であるこ、前方の隅を切 り落 板 目 スギ

8 区＋ 0 1 1 0 S 21．1 と し、前端部は斜めに切断 している　 緒孔は、

S K ′8

I〕tIユ層

2．9 正方形に近い形 をしている。前方に長方形の穿

孔があるが、後部 にはないため、板状椚下駄 と

判断 したが、後端部が欠損 した輪 カンジキ‾型間

卜駄の足板 であ る可能性 もある。

7 0 4　4 － 2 田下駄 W 一一4 1 8 ＆2 6 9 と同形 である。表裏両 面とも、使用痕 、加 1： 板 目 スギ

8 区　 0 1 0 9 N

S K　 8　 D Ⅲ層

17．5

2．0

痕 とも見られない。緒孔 は方形である。

7 1

！

4　6 …′ムー1 H 汗一駄 W … 4　2 （7 6．3）長方形の板材の前部の左右両端 を斜めにカッ ト 追柾 目 （スギ）

3 区　 Z 6 6 N 18 ．1 してあ り、後部は欠損 して いる。）表面はかな り

S K －3

D IH 層

2 ．7 はっき り、手斧による加1 二束が見 られる。ノ裏面

は、かなり剥離欠損 してい る。）

7　2 6 1 田下駄

i

W － 0 8 54 ．0 4．0 c m とかなり厚い板材 を使用 している。方形 板 目 スギ

9 、 1 1 区　 R 1 2 1 N 22．7 の板材の四隅を切 り落 とした タイプ。〕緒孔は方

S K A1 0 ’

D m 層

4．0 形をしている。前後両端 とも、表から裏へ刃物

を入れ、斜めになるように加＿工 している。）

7 3 5 8 田下駄 W －…0 5 7 1．1 長方形の板材の四隅 を切 り落と し、カーブを持 板 目 （スギ）

7 区　 K 9 9 S 17．1 たせ るように加工 している。緊縛孔はない。）緒

S K Y7

D Ⅲ層

2．1 孔は円形を していて、表裏の両方か ら穿たれた

と思われる。両面 とも、手斧痕があるが裏面は

表面に比べ わか りに くい。表面の錯乱の後方 に

円形の窪みが 1 つあ り、緒孔 として穿とうとし

てやめた可能性 もある。

lll一一…つ76－－－－1一一一



！遺物番号 図面番号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量 （c nl）

縦

特徴　 ①外形 ・残存状況

②技法 ・加工 など

木取 り 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大摩

③使用痕 ・庄痕

④その他 （焼 け焦げなどラ

2　2 1 8 7 … 3 侶下駄 W －4　2 3 L18．2 ′一般的 な閏下 駄は、後ろの′二つの緒孔がほぼ中心 板目 スギ

1 区　 X 5 5 N （l ‾1．1 に くるため、右側が 欠損 している冊下駄 と思われ

E 層 2．2 る。二＿緒孔は方形で何度 も刃を入れた痕跡がある、＿、

2　2　2 1 0 5 W－2 田下駄 W …ユ　5 ．45．3 左側が欠損 している。．前部はカーブを描 くよう加 板 目 （、スギ）

9 、 1 1 区　 R 1 2 1 N

S K ム1 0 ’　 D Ⅲ層

（12 ．1）

2．1

工 し、後部は板 を切断 したままの状態 である．二〕

2 2 3 8 2 … l 揖下駄 W － 4　9 （二持．O）前端部が欠損 している、、）中央 よりやや前 よりに方 板 目 （スギ）

鋸束　 0 ユ0 9 N 1 3．0 形の緒孔が二カ所穿たれている、孔のJ射 ）には緊

S K －8　 D u 層 L 7 縛痕は見 られない。ニ

2　2 4 1 2　0 田下駄 W … 7 50 ．8 全体に風化 が激 しく欠損 部も多い、二　中央綜 寄りに 板 目 （スギ）

7 区　 K 9 9 S 19 ．3 一カ所、その後ろに左右 ひとつずつの緒孔が確 認

S K －7　 D Ⅲ層 3 ∴4 で きる。緒孔の位置から左足用と思 われる。

7　4 9　2 大足 W 一一7 （4 －4．5）大足の足板 を固定するための横板。右端部が欠 板 目

i

（スギ）

（足板横枠）

】

6 区　 L 9 6 N 9 ．1 ：損 し、途中か ら折損 しているこ′、方形のホゾ孔の

S K　 6

D u 層

1．6 内側には、足板が当たった圧痕がはっきり見ら

れる。足板の最大幅は、約 1 2 c Illほどと考え

え られる。二　左端のホゾ孔 に差 し込む突起部分に

にはホゾ孔 に差 し、楔 を打ち込んだ割れ 目があ

る。ノノ　また、突起部分の　一一部に、ホゾ孔に差 し込

んだ際の庄痕が見られるノ

7　5 －－－－－1 7　9 大足

（棟木）

W …ル′1 8 ・：1二．

1 5 ・ 1 針束　 B 1 5 0 S

S R ′5　 E 層

け1．（〕）

5．2

1！う

両端 に薄 く削 りが入ってお り、緊縛痕が軋られ

るノ

追柾Ii （スギ）

7 5 一ム2 7　9 大足 W …1 8 ② ト44 ．1）

5．2

0．9

縦枠のホ ゾ孔へのさし込み部分 に線状の擦痕が 板 目 （スギ）

（横木） 1 5 ・1 6 区　 B 1 5 0 S

S R －5　 E 層

見られ る。 さし込み部分の付け根に、庄痕が 見

られ る。

7　5 一一3 8 0 大足 W … 1 8 ③ け4．5）

5．0

1．2

縦枠のホゾ孔へ のさし込み部分 に、擦痕が 且ら 柾 目 （スギ）

（横木） ユ5 ・1 6 i＿束　 B 1 5 0 S

S R 、5　 E 層

れ る、

7　5 －－－－－－4 7 8 大足 W 一一一一一一ユ8 争寺ノ 8 ∴1．（′）

5．3

3．0

側日柄二1 5 ヶ所のホ ゾ孔があり、横木の欠損部 柾引 （スギ）

（縦枠 う 1 5 ・1 6 匝： B 1 5 0 S

S R み5　 E 層

分及び楔が残っている．二　南端部 より、 1 ・2 番

目の孔の中程に緊縛痕が見られ、一一一一万には樹皮

が付着 した紐が残っている　 側面は、横木が装

着する面はγ租であるが、対面は半円形工 加 ！二

してある。また、装着面には、横木が 、iうたった

と思われる圧三痕が軋 られる　 前後両端は、、出目一

に加⊥されている．．ホゾ孔 には、楔が、横木と

平行及び垂 直に打ち込まれていたと思われるニー

横木の装着面には、ホゾ孔 をあけるときの 日印

に したと思 われるケビキ線が 2 本、再 J二して軋ら

れる。

大足

（組）

W 〝′”ム1 8 ノ二本寺

1 5 ・1 鋸束　 B 1 5 0 S

S R －5　 E 層

5．7、 3．9

1．0、 0。9

0．5、 0．6

2 本残存 してお り、どちらに も樹皮が付着 してい

た。ノ

lマ タクビ）一・五

7 6 1 1 0 － 2 鋤 （柄） W … 2 （40 ．2 ）両側面 は、丸 く面取 りしてある。つ　上下 とも切断 柾 目 スギ

1 5 ・1 6 区　 B 1 51 S

S R　 5　 E 層

7．0

2．0

されてお り、何かに転用 された可能性がある ．

／／ 1 鋤 （柄） W …－5 3　6

1 区　 X 5 4 N

S K ”ユ　 D Ⅲ層

8 6．8

10．9

2．6

数 カ所で割れてお り、 卜部は欠損 している 柾 ii アカガシ

亜届

7 8 2 えぶ り W … 3 1 3 3．6 6 つの歯を持ってお り、歯の部分の残存状態は 板 F‾二1 スギ

2 区　 Z 6 5 N 1 0．6 よい。〕上部は欠損 しているが、2 つの正方形の

S K －2　 D Ⅲ層 2．8 緊縛孔が穿たれていた と思われる。う

7　9 1 3 … 2 泥除け W w・…3　8 2 5．1 左側は完形であるが、右側は一一部分のみ残存 し 板目 （スギ）

2 区　 Z 6 5 N （9．6）ている。〕孔はいずれ も大 きめで、粗雑な穿 ち方

S K ′2　 D 江I層 0 ．9 である。

8 0 1 5 … 2 泥除け W －7 ・8 24 ．8 上部 1 カ所 、下部に 2 カ所 に緊縛孔が穿たれて 板 目 （スギ）

7 区　 M 9 8 S 17 ．l いる。右側の泥除けの下部 は、欠損 しているた

S K －7

D Iエ層

1．0 め緊縛孔 が見られない．二つ　全体 に風化 してお り、

残存状態 は良 くない。二　また、厚み も　一定 してい

ない。J

8 1 1 1 － 3 泥除け W －1 28 ．0 2 枚式の泥除けで、左側の左半部が欠損 してい 板 目 （スギ）

3 区　 Y 6 7 N （14 ．4 ）る。上下 2 カ所を緊縛 して使用 されたと思われ

S K －3

D Ⅲ層

1．2 る。 1 カ所緊縛痕と思 われる部分を観察で き

る。孔 はいずれ も大きめであるr＝ニ

・－一つ771一一一一1一一1－



遺物番号 図面番号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量 （c m ）

縦

特徴　 ①外形 ・残存状況

②技法 ・加工な ど

木取 り 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大厚

③使用痕 ・庄痕

④その他 （焼け焦げなど）

8 2 1 2 ……2 泥除け W － 2 2 3．〔

8．8

0．9

／ 2 枚式泥除けの片側。 4 つの緊縛孔のうちの 1 板 目 （スギ）

1 0 － 3 9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 3 N

D Ⅲ層

つほ欠損 している。上部の 2 つの緊縛孔は孔の

距離が近いが、下部の緊縛孔は離れている。

表 ・裏面とも加工痕が残 っている。

8 3 1 2 … 1 泥除け W － 1 24 ．4

8 ．4

1．0

2 枚式泥除けの左側。4 つの緊縛孔があ り、い 追柾 目 （スギ）

1 0 － 2 9 ㌔ 1 1 区　 S 1 2 3 N

D Ⅲ層

ずれもきれいな円形であ る。．表裏とも、 2 枚 を

緊縛 したときの緊縛痕が見 られる。緊縛痕 から

見て、たす き掛 けで緊縛 されたと思われる。：、柄

装着 角度は、上が 2 4 。、 F が 3 8 ここノ　である。

8 4 ユ 1 … 4 泥除け W －2 2 0．7 2 枚式泥除けで、…一一一一部欠損 している。．上下 2 カ 板 目 （スギ）

8 区　 0 1 1 0 S

S K A8

D Ⅲ層

13．5

0．7

所 を、それぞれ2 つの緊縛孔 で緊縛 して使用 さ

れた。孔はいずれ も不定形 で、大 きさもばらつ

いている。右側の もの と、左側の ものと孔の位

置が違 うが、孔の間の距離 はほぼ同 じである。二．

左側の泥除 けは表面が風化 している、二，岳美遺跡

出土の泥除 けとしては、小 さめの ものである。．

8 5 1 4 － 5 泥除け W … 1 4 8 26 ．0 2 枚式泥除けの片側。上 下2 つずつの緊縛孔が 板 目 （スギう

5 区　 H 8 8 N

D Ⅲ層

（7．3）

0 ．7

あったと思われるが、上部の 1 つのみ残存 して

いる。緊縛 したため磨耗が見 られる。孔は、横

長の楕 円形である。側面縁辺から表面にかけて

は、わずかに加工痕が残る。

8 6 1 0 － 5 泥除け W …・・…2

3 区　 Z 6 7 S

S K －3

D Ⅲ層

（2 1∴4）

84

0．8

2 枚式泥除けの片側。柄装着部下側が欠損 して

いるが、上部の緊縛孔は 2 つ残存 している。二

表 ・裏面 とも、数個の刃物痕 が見られる、ノ　表面

右端が炭化 している。

板 目 （スギ）

8 7 巨 4 － 4 泥除け W … 4 2 5，0 2 枚式泥除けの右側。⊃左側下部が欠損 してい 板目 （スギ）

8 区　 0 1 0 9 N （7．6）る′－）表 ・裏面 とも、加工痕が残存 してる．こ。上部

D IH 層 0 ．8 に 2 つ、下部 に1 つ緊縛孔があるが、 「部の も

のは、欠損 した後に補修するために穿たれた も

の と考えられる。

8 8 1 3 － 1 泥除け W …8 2 24 ．2 2 枚式の泥除けの片側。う　上下 2 つずつ緊縛孔あ 板 目 （スギ）

1 区　 W 5 5 S 6．6 り。上部の 2 つの孔 は間隔が近いが、下部の 2

S K －1

D Ⅲ層

0．8 つの孔は間隔が離 れている，。 8 2 と孔の穿 たれた

位置が似ている。
8 9 i1 3 －－－－－－－3 泥除け W ′′…′4 2 0．7 2 枚式泥除けの片側。 上部の緊縛孔の部分が　 一 板 目 （スギ）

6 区　 L 9 6 N 7．1 部欠損 している。〕その後、補修孔 を穿ち再利用

S K －6

D Ⅲ層

0．8 された と考えられる。比較 的小型の泥除けであ

る．ニ

9 0 1 3 －－4 泥除け W 一一3 19 ．8 2 枚式泥除けの右側で、中央 より2 つに折れて 板 目 （スギ）

9 、 1 1 区　 T 1 2 2 S 6 ．3 いる。上下に 1 つずつ緊縛孔があ り、粗雑に穿一

D Ⅲ層 1．0 たれている。左側面は、加＿AVI二面であるか割れた

画であるかは不明である。岳美遺跡としては、

比較的小 さめの泥除けである。

9 1 1 0 － 4 泥除け W …2 25 ∴4 2 枚式泥除けの片側。上部は緊縛孔が 2 つで、 板 目 （スギ）

6 区　 H 9 2 N 9．5 平均 的数であるが、下部は多数穿 たれている。二ン

D Ⅲ層 1．0 m一一部 欠損 しているものの、残存状態は良好で

ある。

9 2 1 1 － 1 泥除け W m…1 2 6．9 2 枚式泥除けの片側。補強のためか、あるいは 板 目 （スギ）

6 区　 I 9 2 N 8．5 再利用のためか、緊縛孔が多数あ る。表面 に

D Ⅲ層 1．1 は、発掘時の損傷あ り。

9 3 1 5 － 1 泥除け W … 1 9 2 7．8 2 枚式泥除けの片側。上下 4 つの緊縛孔があっ 板目 （スギ）

1 4 区　 Z 1 4 7 S 7 ．6 た と考えられ るが、上部 の緊縛孔か ら装着部 ま

D Ⅲ層 0 ．7 で欠損 しているため、下部の 2 つの緊縛孔のみ

残存 している。孔は円形で、 きれいに穿たれて

いる。

9 4 1 2 － 4 泥除け W …4 6 27 ．2 2∴枚式泥除けの片側。大 きめの緊縛孔が 4 つ穿 た 板 目 （スギ）

8 区　 0 1 1 0 S （6 ．4 ）れている。表 ・裏面 とも緊縛痕が残 っている。

D Ⅲ層 0．9 2 枚 を緊縛する際 は、緊縛孔 からたす き掛 けの

ようにして緊縛 したと思われる。

9 5 1 1 … 2 泥除け W － 2 2 3．9 2 枚式泥除けの片側。 2 片に割れている。柄装 板 目 （スギ）

6 区　 I 9 2 S 9．7　‾着部下側が欠損 している。上 部の緊縛孔は、2

D 江l層 1．0 つ残存 している。

9 6 1 2 － 3 泥除け W … 2 27 ．5 2 枚式泥除けで片側のみであ るが、完形品であ 板 目 （スギ）

6 区　 K 9 4 S 7 ．4 る。 4 つ緊縛孔があ り、いずれ もきれいに整っ

D Ⅲ層 0 ．9 た円形である。表面にわずか に加工痕 と思われ

る ものが残 っている。

－178－



遺物番号 図面番号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量 （c m ）

縦

特徴 （力外形 ・残存状況

②技法 ・加工 など

木取 り 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大厚

③使用痕 ・庄痕

④その他 （焼け焦げなど）

9 7 1 0 － 1 泥除け W …3 28．0 2 枚式泥除けの左側で、””W一部欠損 している。緊 板目 （スギ）

8 区　 0 1 0 9 N 8．7 縛孔が、上部に ユつ、下部に2 つある。柄装着

n Ⅲ層 0．6 角度は、測定不可能である。表 ・裏面とも、板

を切断 しようとした ときの刃物痕が見られる。

9 8 1 4 … 3 泥除け W … 4 2 5．0 2 枚式泥除けの片側で、丸み を持たない長方形 板 目 （スギ）

6 区　 L 9 7 N 6．4 をしている。上下に 1 つずつ緊縛孔がある。

D I］層 0．8 それ以外 に、孔が 1 つあるが、穿たれたものか

どうかは判然 としない。風化に より、表面剥離

してお り、全体的に残存状態は悪い。）

9　9 1 4 － 2 泥除け W … 6 （3 0．1）2 枚式泥除けの左側。右側上部が欠損 してい 板 目 （スギ）

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 1 S 9 ．3 る。 2 つの緊縛孔 とは別 に、下端部 に錐状工具

D Ⅲ層 0 ．8 で穿ったような 2 つの穿孔があるが、何のため

に穿 たれたかは不明。緊縛孔 とは、穿孔の方法

が違う。

1 0 0 1 4 … 1 泥除け W －3 1 33 ．6 2 枚式の泥除けの片側で、かな り大きい物であ 板 目 （スギ）

3 区　 Z 6 6 N 10 ．0 る。 2 つ に割れてお り、発掘時の欠損がある。）

S K 〃3

D Ⅲ層

1．2 孔は上 下に 1 つずつあ り、いずれも小 さめであ

る。

1 0 1 1 3 － 5 泥除 け W －8 6 22．5 2 枚式泥除けの左側。上下に 1 つずつ緊縛孔が 板 目 （スギ）

l
9 ㌦ 1 1 区

S K －1 0　 D Ⅲ層

6．4

0．8

ある。全体に、正面側に内湾 し、風化が著 し

い。

1 0 2 1 6 …ム′4 泥除け W …3　5 1．9．8 泥除け と思われるが、緊縛孔が中央 よりかなり 板 目 （スギ）

9 ～1 。1 区　 T 1 2 3 S （8 ．0 外側 にあるため、断定はできない。）左側面 を、

S K －1 1

D Ⅲ層

1．1 表裏の両面から削 り、薄 く加工 している。ノ孔は

表裏の両面から穿たれたと思 われるが、あまり

きれいではない。

1 0 3 1 0 3 － 1 泥除け W … 1 2 2 4．9 まぼ完形。緊縛孔は、上下に2 つずつ4 つあっ 板 目 スギ

1 4 区　 Z 1 4 7 N

D IⅢ層

9．1

0．9

た と思われるが、上部の 2 つのみ残存 してい

る。

1 0 4 1 6 － 1 泥除け W …・－6 2L4．3 2 枚式泥除けの片側。表面右側が欠損 してい 板 目 （スギ）

15 e16 区　 西 トレンチ （6．5 て、完形 の緊縛孔は残 っていないが、孔のあっ

D IⅢ層 0 ．8 た位置はわかる。緊縛孔 は全部で 4 つで、円形

であったと思われる。 中央部は厚 く、左端部に

かけて次第 に薄 くなるように加ム‾一二している、。

1 0 5 1 5 －－－5 泥除け W …′”2 17 ．3 挽物 を泥除けに転用 した物 と思われる。：．緊縛 柾 目 ヒノキ

1 区　 W 5 5 S （8 ．3 孔は、上下に 1 つずつあ り小 さめである．。′こ．表 ・

S K －1　 D IH 層 0 ．9 裏面 とも、刃物痕 が多数ある。

2　2　5 1 5 － 4 泥除け W …4 （1 2．9 ）挽物 を、泥除けに転用 した ものと思われる。緊 柾 目 ヒノキ

1 区　 W 5 5 S （5 ．5 ）縛孔が非常に′J、さい。内面に刃物痕がある。全

S K －1　 D 江I層 0．7 体 に風化 し、乾燥 している。

2　2 6 1 5 … 7 泥除け W －1 2 （13 ．4 ）泥除 けのげ一一一部と思 われ る。）かな り小 さい緊縛孔 板 目 （スギ）

9 ～ 1 1 区　 S 1 2 2 N

D Ⅲ層

（生2）

0．6

であ る。

2　2　7 1 6 － 5 泥除け W … 7 （15 ．0）欠損部分が多 く、泥除け としては小 さめである 板 目 （スギ）

9 、 1 1 区　 南 トレンチ （5．2）ため、断定はできないが、緊縛孔の位置や、柄

D Ⅲ層 1．0 装着部の加工 は、泥除けの特徴 を表 している。

2　2 8 1 5 … 8 泥除け W － 2 （15．8）半分ほ ど欠損 しているが、泥除け と思われる。〕 板 目 （スギ）

7 区　 K l O O S （5．0）緊縛孔が 2 つ残 ってお り、 1 つ には緊縛痕 も見

られる。S K －7　 D m 層 0．7

2　2 9 1 5 … 6 泥除け W … 2 6 （15．5）泥除けの上半部 と思われる。）全体に、残存状態 板目 （スギ）

5 区　 H 8 8 N

S K －5　 D Ⅲ層

（7．6）

0 ．8

は悪い。緊縛孔は、上部に 2 つ穿たれている。

2 3 0 1 6 － 3 泥除け W －9 （19．8 ）緊縛痕と思 われる穿孔があ り、中央の丸みな ど 板 目 （スギ）

8 区　 0 1 1 0 S （8．8 ）泥除けの形 に似ているが、この ような柄装着部

D 江I層 0 ．8 の形では、柄 を装着できるのか疑問であり、 2

次加工 を受けている可能性 もある。

2 3 1 1 0 3 … 2 泥除け W －8 3 （1 9．5 ）柄に装着 される部分の加工 と緊縛孔 が見られる 板 目 （スギ）

5 区　 H 8 8 S 6 ．2 が、緊縛孔はその位置か ら欠損後に穿 たれた と

S K －5　 D Ⅲ層 1．1 思われる。

2 3 2 1 0 3 － 5 泥除け W …5 11．0 泥除けの一部 と思われる。緊縛孔 は－一一一つでわず 板 目 （スギ）

1 4 区　 Z 1 4 8 N

D Ⅲ層

2．0

0．6

かに緊縛痕が見られる。

2 3 3 1 0 3 … 4 泥除け W … 2 1 （1 1．0）泥除 けの一部と思 われる。緊縛孔 は一つで、柄 板 目 （スギ）

9 ～ 1 1 区　 S 1 2 0 N

D Ⅲ層

4．2

1．0

の装着部分の加工 も見られる。

1－…一つ791一一一lll



遺物番 弓 図面番 号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量　 k Ill）

縦

特徴　 ①外形 ・残存状況

②技法 ・加工など
木取 り 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大厚

③使用痕 ・庄痕

④その他 （焼け焦 げなど）

i2 3 4 1 0 3 －－－－－m 3 泥除け W …・ル2　4

9 ′、 1 1 区　 S 1 2 0 N

D Ⅲ層

＝04

5．2

0 ．9

）緊縛孔 が2 つ見 られる泥除 けの　 一部。、柄の装着

部の加＝二も見 られる。1

板引 （スギラ

2 3　5 1 5　－－－－－－3 泥除け W 一一…－7

6 区　 L 9 7 N

D Ⅲ層

＝5月

9．2

0．7

）は二半部のみ残存 している㍉殉存部から推定する

と、復元長は30 c m を越える大型の泥除けだっ

たと思われる。

板 目 （、ろギ）

2 3　6 1 6 －－2 泥除け W 一一一1 8 4 ミ′2 1．こ弓）泥除け と思われるが、確定はできない　 孔 を穿 板 ii （スギ） i

1 匝　 X 5 4 N （6 ．5 ）とうととしたと思われる刃物痕が 見られるた

S K l

D u 層

1．1 め 、泥ド斜ナの、末製品 とも思われる　 卜貼 ま、

そ ぐように して薄 く加 L L てある、

2　3　7 1 0 4 み〃′ム2 泥除 け W …7

6 匝　 H 9　 N

D I］層

2 5．9

8．2

1．1

形状は泥除 けに似ているが、穿孔が　 一ノバニある

のみで しか もかな り離れた位置 に穿たれている

こと、柄の某着部の加工が顕著でないことか ら

泥除けと断定は出来ない。‥ノ

板目 （スギラ

2 3　8 1 0 4　－－－－－1 湿潤封ナ W 一一一一一1 5 30 ．1 柄の装 着部の孔の角度、形状は泥除けと同 じで 板 「1 （スギ）

1 区　 X 5 4 S

S K －l　 D u 層

1 1．5

L 2

あるが、緊縛孔は 一方に 1 つ しか軋られない

1 0　6 ′ulJ．’－　　　　　　′‘‾1J‾‘‘1／こ）‾“＼ノ／／
馬鍬 （台木 ） W 一一5 6 122 ．2 左右それぞれ 1 本目と2 本 目の菌の間に、引棒が 柾 ［二i アカフケシ

8 区　 0 1 1 0 S 6．9 挿入されていたホゾ孔が穿たれている、その 下に 亜属

S K －8

D Ⅲ層

6．3 ほ、引棒があたったと思われるけ二痕が 軋られる、

また、ん右それぞれぞれの 3 番i＝二4 番目の巌の

間に、鳥居 形把 トが装着 されていたホゾ孔が穿た

れている、、ノ　ホゾ孔の角度か ら、約 4 5　 の輝度で

把手が装着されていたことがわかる　 ホゾ孔の付

近は ‾i二序で変形 し、左 側のホゾ孔 には、把 羊の装

着部が残存 している、
i l O 6 7 5 ㌦7 7 馬鍬 （菌） W ”′”〝′5 6 15 ．1 ト郡に割れがある 板目 アカガシ

ノi二か ら 1 番目 針メ： 0 1 1 0 S

S K　 8　 D 田層

2．8

1．8

亜居

！用 6
／；＿）へし／／ 馬鍬 （菌）

2 番 目

W 一一一′　5 6

8 区　 0 1 1 0 S

S K －8　 D Ⅲ層

23 ．2

2．9

l．8

上淵廿∴＝トによる割 れがある 板 ii アカか“シ

亜屈

1 0　6

】

／こ）＼′／′／ 馬鍬　 r歯）

お酌 1

W 一一一一一5 6

8 区　 0 1 ユ　O S

S K　　　 D IU 辱ラ

2－1．2

2．5

2．2

ホゾ孔の挿入 されていた部分に、線状痕が軋られ

る

板 Ii アカガシ

ー肛屈

1 0 6

l

′‾、　「　　　　　　ノー．1′‾‾．’、／；）＼′／／ 馬鍬 （歯） W　 －〃5 6 2 、′1．2 挿 入されていた部分が抜け、そこに細かな線状痕 板 目 アカか、シ
年番引 8 区　 0 1 ユ　O S

S K －8　 D m 層

2」

2．5

が 軋られる＿つ 亜屈

1 0 6 75 へ－7 7 馬鍬 （歯） W 一一一一5 6 20 ．8 長 さは短いが、割れなどは軋られず、きれいに削 板「i アカガシ
5 番目 8 区　 0 ユ1 0 S

S K　 8　 D Ⅲ層

3．0

2．0

られ r いる 亜屈

1 0 6 rlr　　　　　rフ　′「／i）‾㌦／／ 馬鍬　 欄1

6 番 目

W …一一5 6

8 区　 0 1 1 0 S

S K －8　 D Ⅲ層

22 ．3

2 ！3

2 ．8

i二端部に　 U i二による割れが 見られる、 板 目 アカガシ

【帖貢

1 0 6 75 r＼77 馬鍬 （歯） W －5 6 2・4 ．3 芯持 ち材であるが、他 と同材であるニ　3 カ所に割 芯持ち材 アカガシ

7 番目 8 区　 0 1 1 0 S

S K A8　 D m 層

2．0

2．0

れが見られる。 舶～一元

1 0 6 J‾フ　「　　　　　　′’．lrつ／こ）‾‾＼ノ／／ 馬鍬 （歯） W ′…サ5 6 26．2 最 も長い齢 ぐある　 芯持 ち材で、 2 カ所に割 れが 芯持ち材 タイ　ミン

8 番 目 8 区　 0 1 1 0 S

S K ハ8　 D Ⅲ層　　　 】

L 2

2．9

見られる、 タチバナ

1 0 6 75 ㌦7 7 馬鍬 （歯） W … 5 6 2 0．7 上部に土庄痕 、上端部から約 1 c m までの部分に 柾 目 ア カガシ
9 番 目 8 区　 0 1 1 0 S

S K －8　 D Ⅲ層

2．0

2．5

細かな線状痕が 見られる。中央 には割れがあ る‥ 1日待玉

1 0 6 7 5 ㌦7 7 馬鍬 （歯）

1 0 番目

W － 5 6

8 区　 0 1 1 0 S

S K ム8　 D Ⅲ層

2 2．1

2．6

2 ．0

上部に土庄痕があ り、 3 カ所 に割れが見られる。 板目 アカガシ

亜屈

1 0 6 7 5㌦ 77 馬鍬 （歯 ）

1 1 番 目

W …5 6

8 区　 0 1 1 0 S

S K －8　 D Ⅲ層

2－4．4

2 ．6

2．5

上部に土庄によるへ こみが 見られる．。 板 目 アカガシ

亜属

1 0　7 7∠lw…1 横槌 W － 1 8 3 39．2 握部 に細かな加工が施 されている．‥つ J部 は欠損 芯持 ち材 ツカ1l・玉
1 区　　 Y 5 4 S 8．1＿が大 きく刃物痕 が数 カ所に見 られる。言封 寺ち材

S K －1　 D Ⅲ層 7．3 を削 り細めて握部 を作 り出 している。

1 0 8 7 4 － 2 横槌 W … 1 2 （3 1．9ル芯持 ち材を使用 した と思われるが、撞部に芯の　　 ノ芯持ち材 イヌマキ属

15 ・16 区　 B 1 5 0 S 6．1 中心は きていない。打部と握 部を分けるように

S R －5

E 層

（3．2）加工 している。打部は、木目にそ って欠損 して

いる。

l一一1－1－一つ80－－－－1一一1



遺 物 番 号

！

図面 番 号 器 種 登 録番 号 法 量 （c Ill ）

縦

特 徴 〔D 外 形 ・残 存状 況 木 取 り 樹 種

区 ・出土 地 点 ② 技 法 ・加 工 な ど

出 土遺 構 横

最 大 摩

③ 使 用 痕 ・庄痕

出土 層 位 ④ そ の 他 （焼 け焦 げ な ど）

1 0　9 7 3 … 2 間 舟 W 一一一一1 （7 5 ．6 ）把 手付 きの 槽 で 、把 手 は 1 つ の み残 存 して い 追 柾 il ス ギ

1 2 区　 V 1 3 1 N

S K －1 2

D IⅡ層

（1 6 ．0 ）

5 ．2

る 。言 采さ ば約 3 c n l と浅 め で あ る。フ　把 持 ま側面

の縁 にか な り近 い 位置 につ く られて い る 。∴加十

が わず か に見 られ る。

1 1 0 7 3 －－－ 1 田 舟 W － 1 1 1 0 0 ．0 角 に 丸み を持 た な い長 方 形 の 田舟 。 前 後 に把 手 板 目 スギ

8 区　 N l l O S （1 9 ．2 ）が つ いて お り、左 欠損 部 に も把 手 が あ っ た と思

S K ”8

D Ⅲ層

9．0 わ れ る。、把 手 は 、約 7 c m 程 でや や 短 め で あ

る。ノ　深 さ も、 約 6 ．5 c Ill で浅 め で あ る、つ 巴白 土

［1雄 三状 に作 り出 してい る し

1 1 1 一… 1 8 翼状 木 製 品 （軸部 ） W 〝〝〝′′5　5 ′ノ12 ．9 L 端か ら的 t 6 c m の所 に賞 適 して る孔 が 、 そ の 追柾 目 ス ギ

7 区　 J l O O N 2 ．2 約 1 c Ill F には 貫 通 して い ない 孔 が あ る

S K －7　 D 江I 層 2 ．1 この 2 つ の 孔 の周 辺 に は榛 東 がみ られ る 二

1 1 1 … 2 ／ 翼状 木製 品 （翼 部 ） W 一一一5 4 3 0 ．7 軸 部 を通 す 円形 の 孔 が 非 常 に きれ い に穿 たれ て 柾 目 スギ

7 区　 J l O O N

S K　 7　 D IH 層

∴1．6

2 ．1

い る。′：士 F 両端 の 形 、 軸 部 か らの 長 さは異 な る

1 1 2 6 8 曲物 W …げ”1 （2 8 ．3 裏 面 の 縁 の 断 の部 分 に 、 木釘 が 2 か 畑 二残 存 L 板 I l スギ

6 l束　 K 9 4 S （9 ．男 て い る 。＿、、表 面 は平 坦 で 刃物 痕 が み られ 、裏 面 は

D Ⅲ層 2．1 剥 離 して お り面 が 荒 れ て い る。

1 1 3 1 0 1 … 1 曲物 W － 6 4 （3 7 う）中 央 右 寄 りに貫 通 して い る方 形 の孔 が 、す ぐ右 板 目 （スギ ）

9 ㌦ 1 1 区　 R 1 2 1 S （1 8 ．0 ）隣 に は 貫 通 して い な い孔 がみ られ 、 曲物 を何 か

S K l O

D Ⅲ層

2。0 に 転 用 した と思 わ れ る ∴　右 端 中 火 狛 二、 斜 め に

木 釘 の 跡 がみ られ る ∴ ド端 部 の 切 断 部分 に は 、

数 カ所 の 刃物 跡 が み ら れ る、

ユ 1 4 1 0　ユ　ー一一　2 曲 物 W 一一一一　6 3 r2 7 ．（＿） 左 端 の 欠損 部 分 とそ のす ぐ相 勘 二木釘 の 跡 が み 板 目 ス ギ

5 区＋ H 8 8 S

S K －5　 D Ⅲ層

（7 ．0 ）

1．5

られ る 。裏 面 は 平 坦 であ る ∴

1 1 5 6　7　 4 曲 物 W －…　3 「1．8 ク レ底 の 曲物 の 底板 、、．木釘 が 1 ヶ所 残 存 して い 追 柾 目 ヒ ノキ

9 －＼′1 1 い： S i 2 3 N

D 田鹿「

（3。5 ）

0．〔）

る ．、 刃物 痕 が 数 か 机 とられ る

1 1 6 6　7　－－ノー2 曲物 W ”〝W 4 （1 二号。1）クレ底 の 曲 物 の 底板 ．こ一　木 釘 が 1 ヶ所 残 存 してい 板 目 スギ

9 ＼ 1 1 区＋ S 1 2 3 N

D Ⅲ層

「i）

0．9

る、、刃物 痕 が 軋ら れ る

1 1 7 6　7 ′－ 3 曲物 W －W－3　9 日 6 ．2 ）カ キ イ レ底 の 曲物 の 底 板 し一　種 皮が 、 1 ヶ所 残 存 板 il スギ

7 い　 K 9 9 N （7 ．2 ）して い る．、 裏 面 の カキ イ レ狛 ま、段 ノミ′モを付 けて

S K　 7

I〕 u l再

0 ．〔）い る とい うよ りも 、藩 の よ うに した ／ノく りで あ

あ り、　 一部 欠損 ‘して い る

1 1 8 6　7 ハ”一一一1 曲物 W w ”み5

9 ㌦ 1 ＿1 区　 S 1 2 3 N

「1．8

（8 ．1 ）

ク レ底 の 曲 物 の底 板 し　木 針 が ＿1 ヶ所 桟 存 して い

る。＿　表 面 に は 数 カ所 、 裏 面 に は 多数 の線 状 刃 痕

追柾 i i スギ

D Ⅲ 層 0．9 が 見 られ る ．二ノ

1 1 9 7 0 ”一一一1 別 物 W 一一一一一′－5 3 2 8 ．3 ユ「形 の 別 物 で 、　 一部 欠 損 して いる　 板　 団初 の 板 目 スギ

7 区　 J l O O N

S K　 7

D u 屑

（2（日 ）

5∴1

た め 、 年 輪 に よ り、 剥 離 欠損 した よ う に思 わ れ

る 。二つ　底 部 は ‾、「勘で 、 縁 は か な り甘 み が あ る． 縁

は 全 体 的 に 、劣 化 して い る、

1 2　0 7 0 －－－－－－2 別 物 W 一一一一一一1 （l l ．2 ）円 形 の別 物 だ った と考 え られ る物 で 、底 酢の み 柾 目 スギ

6 区　 I 9 4 N

D Ⅲ層

（8．3）

（l．0 ）

残 存 して い る。 －…一一部 、縁 の部 分 が 残存 して い

る 。

1 2 1 7 0 － 3 別 物 W 一一一2 6 日 7 ．3 、）挽 き痕 が 見 られ な い た め 、別 物 と思 われ る ハ　底 板 目 ス ギ

7 区　 J l O O N （5 ．8 部 と縁 を は っ き り と分 け て な く、緩 やか に カ ー

S K A 7　 D Ⅲ層 3 ．0 ブ を描 い てい る 。j

1 2　2 6　9 別物 W 一一一 1 6 4 ・ 1 7 4 1 7 ．9 方 形 の別 物 で 、 中 央 で割 れ 、　 一部 欠損 して い 板 目 スギ

1 区　 X 5 4 N 1 5 ．9 る ．こ。 内部 が 黒 く変 色 してい るが 、 加 ‾1二しや す く

S K －1

D Ⅲ層

7 ．1 す る ため 焦 が した 際 の炭 化 か 、 仕 上が った と き

に漆 な ど を塗 っ た の か ど うか は 不 明∴　底 部 は平

班 で 、左 右 の 縁 は I e Ill程 の 厚 み で斜 め に 立ち

上が り、 ト トは 底 か ら半 分 まで は斜 め で 、 そ の

後 は垂 直 に立 ち 上が って い て 厚 み もか な りあ

る。ン

1 2 3 6 5 下 駄 （連 歯 下駄 ） W － 1

8 区　 0 1 1 0

D l 層

2 3 ．5

5 ．6

l ．5

中央 よ り左 半 部 が折 損 。 緒 孔 は 、 歯 を避 け る よ

う に歯 の 前 に穿 た れ てい る た め 、全 体 に 孔 の位

置 は 、前 に よっ て い る。）歯 は 、表 側 面 よ りやや

外 にで て お り、正 面 か ら見 る と 、歯 の 部 分 が張

り出 した よ うな形 を して い る 。． 表 し紬 ま‾、臣 ［tだ

が 、 前 部 に わ ず か なへ こみ が あ る。）

板 目　 l ス ギ

1 2 4 6 6 下 駄 （連歯 下 駄 ） W …∵1 ・ 2 2 3 ．2 縦 半 分 に 折損 してい るが 、 ほ ぼ完 形 品 。緒 孔 は 板 目 ス ギ

2 区　 W 6 1 N 1 4 ．0 す べ て 、 歯 に か けて 穿 た れ て お り、 前 の緒 孔 は

D I 層 3 ．1 縦 長 の 長 方形 、後 ろの 緒孔 は正 方 形 で あ る。 歯

は 、 表 側 面 に沿 って 作 り出 さ れて い る ．、表 面

は 、 剥 離 して い るた め 、 足跡 の へ こみ は 見 られ

な い 。 下部 に炭 化 の 跡 が 見 られ る 。

一一一181－一一一一一一



遺物番号 図面番号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量 （c n′l）

縦

特徴　 ①外形 ・残存状況

②技法 ・加工 など
木取 り 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大摩

③使用痕 ・庄痕

④その他 （焼 け焦げな ど）

1 2　5 7 1 … 1 横櫛 W …6

9 、∴1 1 区　 Q 1 2 0 N

7 ．9

（1 ．95

肩が丸み を呈 している。 3 c m 当たり2 5 から

）2 7 本の歯がある。）裏面は削れてお り、歯も序

板 目 イスノキ

D Ⅲ層 0．6、迫されていて、残存状態は悪い。残存する幅

は、2 c nlであるが、復元すれば3．－－圧 rllになる

と思われる。

1 2　6 8 1 …－2 火 きり棒 W －9

2 区　 X 6 2 S

S K －2

D u 層

3 9．8

1．6

下端部が使用され、黒 く炭化 している、〕上端部

は、周 りから中央に向かって加‾丁二されているrこ、

途中で折 れているが完形 品つ 則面はすべて面取

りされている。．

板目 ヒノキ

1 2　7 8　ユ∵… 1 火き頃二i W …・〃”1

15 ・16 区　 C 1 5 3 S

S K －1 5

D Ⅲ層

（17．3）

2」

1．5

士 ・ド端部が折損 している、．ウス部は6 カ所あ

り、すべ て炭化 しているこ　ウス部は、直径1．（ト

1．．1 c m を測るこ：

柾 目 スギ

1 2　8 7　2 確 W … 2 132 ．3 バチ形で、′一一木造。〕軸 を丸 く作 り出している、‥ 極J l スギ

15 ・16 区　 A 1 5 0 N 10 ．8 和 封寺たず内湾 している．こノ　軸部の端か ら6 eill

E 層 3．6 程のところに、切り込みをいれ、くびれをつ く

る加工 を施 している。、′　表 ・裏面とも、加t 痕が

残 っている。使用痕が見 られないので、実際 に

使 われたかどうかは不明。ノ

1 2　9 1 0 9 … 2 机 W … 5

2 区　 Z 6 4 S

7 3．3

（「1．9）

周囲 を斜めに切 り落 としてある、裏面は、腎 「t 追柾 目 スギ

である、．）i二トに藩を作 り出 している　 ホゾ孔 ら

S K －2

r）m 層

2．5 しき孔があるが、 2 次加 L によって穿たれた 可

能性 もある。＿

1 3　0 9 … 2 付礼状木製品 W …バ2 1 2 3．0 左 i二端部が欠接 し、半分で割れている 上．に、 I二 板 仁一i （スギ）

1 区　 X 5 5 3．7 半分は縦 に割れている。‥－　乾燥による反りもあ

D Ⅲ層 0 ．2 る。 1 3 5 と全長がほぼ等 しい．＝ノ

！1 3 1 9 一一一3 付礼状木製品 W …V－”2　7 2－′1．7 右目二端部が欠接 している　 L 端部を六角形に作 板 目 （スギ）

2 区　 Z 6 5 N

S K　 2　 I〕Ⅲ層

1 」

0 ．5

り出 している．

1 3　2 9 －－－－－7 付札状 木製品 W …2　9

月メ： K l O O

D Ⅲ層

（2t 7 ）

5，2

0．9

上下とも、先端が 欠損 している　 左f fの肩の位

置が、多少異 なるJ 7 区 K 10 0肛 f二のW －16 、

W －24 と法量、形 ともよ く似 ている。ノ

板 目 （スギ）

1 3　3 9 －－－6 什札状木製品 W …2　4

月メ　 K l O O S

S K　 7　 ［）u 層

（25 ．8）

5．（＿）

0．9

表面左側部が、剥離 している二　卜端を鋭 裾 二加

L L てある． ユニ3 2 、 1 3 4 と法・憲二、形ともよく

似ている。ノ

板目 （スギ）

1 3　4 9 －－－－5 付札状木製品 W … 1 6

月末　 K l O O S

S K ”7　 D Ⅲ層

2 5．9

54

1．（＿）

表面の招 則と、 卜部 が剥離 している、 卜端 を鋭

角に尖 らせている。 上瀾 左側は、欠損 している

板 ij （スギ）

1 3　5 9 … l 付札状木製品 W 一一一1 0 22 ．7 と二部の両端部が欠損 している．ごノ左肩に比べ、ff 板 目 （スつ

1 区　 W 5 5

D m 層

2 ．7

0 ．2

肩がやや落ちている，′．乾燥によ り反っている．ニ

1 3　6 1 ユ．1 …3 付札状 木製品 W 一一一一一一4　7

8 区　 0 1 0 9 N

S K －8　 D Ⅲ層

20．1

5．0

0．8

薄い板状で、 日経が欠損 している、 板 目 （スギラ

1 3　7 9 …－4 付札状木製品 W …1 （12 ．3）肩の位置は、左右対称と思 われる。左側は、全 板 巨］ （スギ）

3 区　 A 6 6 S

S K ′3　 D I月層

2．9

01う

体的に剥離 してお り、残存状態は、あまり良 く

ない。、

1 3　8 1 2　4 樋状木製品 W ヮ一一′・－V－3　7 「－11．8 大変荒削 りであるが、 ㌻斧痕 と思われる加 用 吏 柾目 スギ

9 ㌔′1 1 区　 S 1 2 1 S

S K －1 0 ’ D Ⅲ層

1 1．5

2．3

が顕著である、こ　2 カ所 に鉄釘の跡が見られる：＿ノ

1 3　9 1 2　5 一一1 樋状木製品 W 一一4　8 （13 7．1）左側が欠損 してお り、縁の L 部 も傷みが激 し 板 H スギ

9 ㌔ 1 1 区＋ R 1 2 1 S

S K wl O　 D Ⅲ層

（15．鋸

7 ．8

い。）手斧痕が顕著であ る

1 4　0 1 2 5 －‾2 I樋状 木製品 W 一一5 0 2 「49．2 偏平な形 をしてお り、左側の縁の 上部が、欠損 追柾 ii スギ

1 区　 X 5 4 N

S K －1　 D u 層

18．8

74

してい る。）

1 4 1 1 2 6 扉板 W － 1 1 （156 ．7）表面は、手斧痕が顕著に見 られるが、裏面 は炭 板 目 スギ

1 5 ・1 6 区　 D 1 53 N

S K －1 6　 D m 層

3 5．1．

3．9

化が著 しい。下の突起部分は一一一一部欠損 してい

る。

1 4　2 1 3 0 建築材 W 一一1 （126．5）上二部に3．O c nlX 3 ．2 c m の方形の孔が穿たれて 柾 目 （スギ）

1 5 ・1 針 メ： B 1 5 0

S R －5　 E 層

12．0

5．7

いる。上下両端に も方形のホゾ孔が穿たれてい

た と思われる。裏面を中心 に風化が著 しい．こ〕
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遺物番号 図面番号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量 （c m ）

縦

特徴　 ①外形 ・残存状 況

②技法 ・加工など

木取 り 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大厚

③使用痕 ・庄痕

④ その他 （焼 け焦 げなど）

1 4 3 1 1 7 有孔棒状木製品 W － 8 5

9 、 1 1 区　 R 1 21 S

S K －1 0　 D Ⅲ層

100 ．6

5．4

4 ．0

板 目材を丸 く棒状に加工 している。 上部側面に

孔が穿 たれている。下部 は、削 ぎ落 とす ように

加工され、2 カ所 に割 れ目がある。

板 目 スギ

1 4　4 1 2 1 － 2 有孔棒状木製品 W …2 3 1 （13 0．2）上から6 cm の所 に、方形の孔 が穿たれている。 柾 目 （スギ）

1 区　 W 5 5 S 5 ．0 上端部 は摩滅 していて、加工痕がはっきりしな

S K －1　 D Ⅲ層 4 ．6 い。左側面にわずか に加工痕が見られる。

1 4　5 1 2 1 … 1 有頭棒状木製 品 W …3　9 3 11 1．8 長い枝 を用い、上部 を有頭状に、下部 を杭状 に 芯持ち材 イヌマキ属

1 区　 W 5 6 N 3 ．5 鋭 くしている。芯持 ち材で、表面は磨いたよう

D I 層 4 ．0 になめ らかである。

1 4　6 1 2 1 … 3 杭

i

W … 3 3 2 154．8 表面 と右側面に手斧 による加工痕がはっき りと 板 目 （スギ）

1 区　 W 5 5 N 6．2 みられる。裏面 は、風化 している。上端部は5

S K －1

D Ⅲ層

3．6 c m 、下端部は 1 0 c m 位のところか ら右側面

を斜めにカ ットしてある。また、下端部は、裏

面か らも削って先 を尖 らせている。⊃　上部がわず

か に炭化 している。

2　5　7 1 2 2 － 2 杭

i

W － 2　0 17 ご4．8 正面右側に、 7 ．4 ～ 1 0 ．1 c m の間隔で、刃物 割 り材 （スギ）

8 区　 N l l l S 9．5 による切 り込みが入っている。）切 り込みは上部に

D Ⅲ層 6．3 7 カ所、下部 に5 カ所刻まれている。側面 にも2

カ所に加工痕が見 られる。裏面は平坦である。

3 3 6 1 3 1 建築材 W … 3　5 29 7．0 上部に正面か ら裏面に貫通す るホゾ孔が穿たれて 板 目 （スギ）

7 区　 K 9 9 S 194 いる。う　また、その孔の横両側面に、貫通していな

S K r7　 D Ⅲ層 8．6 い孔がある。側面の孔の下には、みぞがあ り、上

部は浅 く下部は深 く断面がH 型を呈する。、表裏に

加工痕があるようだが、不明瞭である。∴正面左端

部の 2 カ所 に庄痕かと思 われるわずかなへ こみが

認め られる。下部は欠損 している。

1 4　7 1 2　7 有頭棒状木製品 W … 1 9 15 1．2 上部を有頭状に作 り出 している。ノ頭部以外には 割 り材 スギ

封哀　 H 8 7 N

D Ⅲ層

8 ．2

5 ．6

加工がほとん ど見られない。頭部裏側 にも鉄製

工具による加工が見られるため丸太材 を割って

加工 したもの と思われる。）

1 4　8 1 2　8 有頭棒状木製品 W －4　0 192 ．3 上端部上面に切 り込みがあ り、有頭 となってい 芯持ち材 スギ

5 区　 H 8 7 N 9 ．0 る。表面は磨耗され剥離欠損が激しく特に有頭

D Ⅲ層 9．4 部で顕著である。木の芯の部分はないが、左側

面が自然画 となっている丸太材である。）

1 4　9 1 0 8 … 1 有頭板状木製品 W 一一一一一一5 2 （6 5．5 ）非常 に薄い板材 に切 り込みを入れ頭部 を作 り出 板 目 （スギ）

8 区　 0 1 0 9 N

S K －8　 D Ⅲ層

も1．1

0．5

してい る。）上部 、 下部 ともに欠損 している、．

1 5 0 9 4 … 2 有頭棒状木製品 W －3 4 6．6 上部は頭部を作 り出し、下部は側面 をなだらか 板 目 （スギ）

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 1 S 3．1 二削 ってある。上下 ともに、楔が打 ち込まれて

S K －1 0 ’　 D Ⅲ層 1．9 いる。

1 5 1 9 3 … 2 有頭棒状木製品 W 一一1 ム45．1 析面が方形の板 目材の上下両端 に丸い頭部を作 板 目 （スギ）

9 ㌦ 1 1 区　 T 1 2 3 N 3，3 り出 している。形状、大 きさなどか ら輪カンジ

S K －1 1　 D Ⅲ層 1．9 キ型田下駄 の横木 になる可能性が高い。

1 5 2 9 3 … 3 有頭棒状 木製品 W － 2　9 4 2．8 上半部の両面 に炭化が見 られ、表面に庄痕が見 追柾 目 （スギ）

8 区　 0 1 0 9 N 2．9 られる。形状、大 きさなどから輪 カンジキ型田

S K －8　 D □I層 2．1 下駄の横木になる可能性 が高 い，。

1 5 3 9 3 … 4 有頭棒状木製品 W － 2 （4 3．0）下部が欠損 している。形状 、大 きさか ら、輪 カ 板 目 （スギ）

6 区　 I 9 3 N

D Ⅲ層

2．6

1．9

ンジキ型田下駄の横木になる可能性が高い。〕

1 5 4 9 3 … 1 有頭棒状木製品 W … 1 8 4 1．8 表面は平 らであるが、裏面 は丸みを帯びている 追柾 目 ヒノキ

9 、 1 1 区　 R 1 2 1 N 2．9 形状、大 きさな どか ら、輪 カンジキ型田下駄の

S K Yl O ’　 D Ⅲ層 1．6 横木になる可能性が高い。

1 5　5 9　5 － 1 有頭板状木製品 W － 1

2 区　 Z 6 5 N

D Ⅲ層

40 ．0

5 ．5

1．4

上下に頭部 を作 り出 している。上の頭 に比べ、

下の頭 はやや小 さめである。形状、大 きさか ら

輪カンジキ型出 下駄 の横 木になる可能性があ

る。

板 目 スギ

1 5 6 1 0 2 － 1 有頭棒状木製品 W －3 3 39 ．0 先端 を加工 し、ホゾ孔 に組み込むように加工 し 板 目 （スギ）

3 区　 Y 6 7 N 2．9 たと思われる。断面 などの形状や、大 きさか ら

D Ⅲ層 1．5 大足 の横木である可能性が高い。

1 5 7 9 4 － 1 有孔棒状木製品 W …5 2 （38 ．7）表 ・裏面 とも、先端の孔 に向けて、そぐように 迫柾 目 （スギ）

7 区　 J l O O N 3．6 加工 している。下端部 は欠損 しているが、同 じ

D Ⅲ層 2．1 ような作 りを していたと思われる。 中央に、刃

物 を入れて、わずか な段差を作 り出してお り、

足板の乗る部分かもしれない。先端の孔の両側

面 には、わずかなくびれをつけている。以上の

ことか ら、輪 カンジキ型田下駄 の横木である可

能性が高い。
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遺 物 番号 図 面 番 号 器 種 登 録番 号 法 量 （c nl ）

縦

横

最 大厚

特徴　 ① 外 形 ・残 存 状 況 木取 り 樹 種

区 ・出土 地 点 ② 技 法 ・加 工 な ど

出土 遺 構 ③ 使 用痕 ・庄 痕

出土 層 位 ⑥ そ の他 （焼 け 焦 げ な ど）

1 5 8 9 3 － 5 有 頭棒 状 木 製 品 W － 4　5 3 2 ．5 上下 に頭 部 を作 り出 して い る 。・）中 央に 近 い 位置 板 ［‥壬i （スギ ）

1 区　 Ⅹ 5 5 S 2 ．7 で 、 2 つ に折 れて い る 。 輪 カ ン ジ キ塑 m 卜駄 の

D Ⅲ層 1．2 横 木 の 可 能性 あ り。

1 5 9 9 5 … 3 有頭 板 状 木 製 品 W － 1 6 （3 1 ．5 ）表 ・裏 面 と も 、欠 損 部 が 多 く、残 存 状 態 は あ ま 板 目 （スギ ）

2 区　 Y 6 4 N

D m 層

3 ．9

1 ．5

り良 くな い。 左 側 半 分 と 、 下 部 が 欠損 して い

る。

1 6 0 9 5 … 2 有頭 板 状 木 製 品 W … 8　7 （2 9 ．0 ） 1 つ だ け しか 頭 部 が な いが 、片 方 は 欠損 して い 板 目 （ス ギ ）

1 区　 V 5 5 N ・－1．0 る。‥，頭 部 の右 側 も欠損 して い る。 右 の 肩 に比

S K ”1　 D Ⅲ層 1．6 ベ 、 左 の肩 は、 下の 方 まで 削 られ て い る、．

1 6 1 9 5 … 4 有頭 板 状 木 製 品 W － 4 － （2 3 ．0 ）首 の 部 分が や や 長 め で あ る 、． ‾卜部 は 、 欠損 して 板 目 （ス ギ ）

8 区　 N l l O S 3 ．4 い る 。 欠損 が あ る の で は っ き り断 定 で き ない が

S K －8

D Ⅲ層

2．0 形 状 か ら輪 カ ン ジキ型 田下 駄 の 横 木 に な る可 能

性 が あ る。

1 6　2 9　5 … 5 有 頭 板 状 木 製 品 W … 3　4 （1．3．0）有 頭板 状 木 製 品 に は珍 し く柾 口取 りの板 材 を使 柾 目 （ス ギ ）

5 区　 H 8 7 N

D 江I 層

3 ．6

1 ．l＿

用 して い る。 下 部 は 欠損 し てい る 。ノ、、

1 6 3 1 0 9 … 3 有 頭 棒 状 木製 品 W － 3 （7 4 ．3 ）芯 持 ち材 の 上 部 に頭 部 を作 り出 して い る、 そ れ 芯 持 ち材 イヌマ キ屈

1 5 ・ 1 6 区　 B 1 5 0 3 ．1 以外 の部 分 は 、 枝 を は らっ た だ け で加 工 され て

D IⅢ層 3 ．0 い な い。

1 6 4 1 1 2 有 頭 棒状 木 製 品 W － 3

針 ヰ　 K 9 5 N

S K ハ6　 D m 層

6 6 ．1

5 ．2

5 ∴4

ス ギ の割 材 を 利 用 し、 上 端 か ら約 8 c m の 所 で

頭部 を作 り出 して い る。－　トに 行 くほ ど細 くな り

棒全 体 が 緩 や か に湾 曲 して い る 。－

割 材 （スギ ）

1 6　5 9 5 … 7 有 頭棒 状 木 製 【；ご－ W … 1 （l L 4 ）非常 に短 く細 い棒 の 全 面 を 六 角柱 の よ うに 加 I二 板 目 （スギ ）

1 区　 東 トレン チ 1．1 してい る 。フ頭 部 の 全 面 に も加 ＿‾＿j二が 軋 られ る 。ノ． 卜

D Ⅲ層 1．0 部 は欠 損 して い る。。

1 6 6 1 1 8 … 3 有頭 棒 状 木 製 品 W － 1 2　3 こ4 8 ．5 上 部 に 切 り込 み が あ り、 上 端 部 が 中央 に 向 か い 柾 目 （スギ ）

5 ［吏　 G 8 8 N L4 ．3 斜 め に 加口二され て い る ，：‥ノ　裏 面 は 平坦 で 、 断面 は

S K －5　 D u 層 2 ．0 か まぼ こ型 を して い る 。 上 部 に切 り込 み が 軋 ら

れ る、う

1 6　7 1 1 0 … 4 棒 状 本 製 品 W … 1 0 ・ヰ2．8 i二トが や や細 くな り、 全体 が 離 射 ）され 丸 く加 板 i l ス ギ

2 区　 Y 6 3 N 1 ．7 L され て い る。．う ド端 部 卜廊 ま加 上面 で あ るが 、

S K Y 2

D ［i 層

1 ．5 上 端 部 は切 断 され た ま ま で あ る 二、両 端 と も焼 け

痕 は 見 られ ない 。

1 6 8 1 0 0 －W 3 有頭 棒 状 木 製 品 W … 1 7 （3 8 ．3 ） h 那 右 側面 に大 き く切 り込 み が あ り、左 側 面 は 板 目 （スギ ）

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 2 N 3 ．3 0 4 c m ほ ど削 られ て い る 1 切 り込 み の 内部 に

S K ′1 1

D Ⅲ 層

2．3 は 、 緊縛 痕 と庄 痕 が み られ る、 切 り込 みの トの

部 分 は 離 採り して あ り 9 面体 とな っ て い る．、 卜

部 は 欠損 して い る 。⊃

1 6　9 1 0 2 － 3 有 頭 棒状 木 製 品 W － 1 5 （2 4 ．3 ）表 裏 と も に加 工 を施 して い る。 裏 面 の加 工 は 表 追 柾 目 （ス ギ）

8 区　 0 1 0 9 S 2 ．9 面 と異 な り、 側 面 に もか か る よ うな削 り 方を し

D Ⅲ層 1．8 て い るこ　下部 は 欠損 して い る 。ム二

1－7 0 9 5 －－・6 有頭 棒 状 木 製 品 W …・M 1 9 （1 8 ．2 ）先端 を加 」二し突起 を作 り出 して い る。、楔 を打 ち 板 目 （スギ ）

9 一㌦′1 1 区　 S 1 2 0 N 3 ．0 込 ん だ よ うな 裂 け 目が あ る た め 、 ホ ゾ孔 挿 入部

D Ⅲ層 1．8 材 と考 え られ る。

1 7 1 1 0 2 － 2 有頭 棒 状 木 製 品 W … 4　5 （1 9 ．1 ）全面 に加 工 が施 され て い る 。 表 面 のみ 段 差 を つ 板 目 （スギ ）

3 区　 Z 6 6 N 2 ．8 け る よ うな加 工 を して い る 。二　残 り 3 面 は 、 先端

S K －3　 D m 層 2 ．1 二向 か って わず か に削 っ て い る 。）

1 7 2 9 8 － 4 有孔 棒 状 木 製 品 W ′… 1 2 3 （2 2 ）析面 方 形 の棒 状 材 に方 形 の孔 が 穿 たれ て い る。 板 目 （スギ ）

1 区　 X 5 5 S

S K ん1　 D Iu 層

2 ．2

l ．5

卜狛 ま欠接 して い る 、．　　　　　　　　　 ◎

1 7 3 9 6 －－3 有 孔 棒 状 木 製 品 W 一一一6 6 （2 6 ．9 ）上 部 に 方形 の 孔 が 穿 た れ て い る。二．孔 の 矧 勘 二 板 目 （‘スギ ）

9 、 1 1 区　 S 1 2 1 S 3 ．9 は、 角 が しっか り加 」＿二され て い る。つ　下 端部 に加

S K A 1 0 ’

D IⅢ層

2．1 工 の 跡 が あ り、 孔 の 位 置 を示 す 二　上面 も、加 工

痕 が しっか り残 っ て い る。1 接 合 は しな い が 、 1

7 1 と同 〝′一個 体 と考 え ら れ る，二〕

1 7 4 9 6 － 4 有 孔 棒状 木製 品 W － 9 1 （3 2 ．2 ）上 部 に 長方 形 の 孔 が穿 た れ 、下 端 部 は折 損 して 板引 （スギ ） l

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 1 S 3 ．8 い る が 、孔 の 跡 が あ る。 接 合 は しな い が 、 1 7

S K －1 0 ’ D Ⅱ1層 2 ．3 0 と同 一一一一個 体 と考 え ら れ る。

1 7 5 1 0 8 － 3 有 孔棒 状 木 製 品 W － 1 6 5 9 ．7 方 形 の孔 が 2 つ 穿 た れ てい る。 左 右 両側 面 と も 板 目 （ス ギ ）

8 区　 0 1 0 9 N （5 ．2 ）欠 損 してい る と思 わ れ る。 表 ・裏 面 と も剥 離 欠

D Ⅲ層 2 ．1 接 して いる た め 、面 が で こぼ こ して い る。ノ　表 面

は 、 か な り大 きい単 位 で 加 工 痕 が あ る。

1 7 6

1 7　7

1 0 8 － 2

1 1 4

用途 不 明 品

孔 板 状 木 製 品

W － 2 6 5 ．5 下端 部 は斜 め に 切 断 され て い る 。 極小 さな 孔 が 板 目

板 目

ヒ ノキ

（スギ ）

9 、 1 1 区　 R 1 2 0 N 4 ．1 1 カ所 穿 た れ て い る。 表 裏 両 面 とも 、加 工 痕 が

S K －1 0　 D Ⅲ層 0．5 まっ き り残 っ て い る。

W － 3 1 （5 6 ．5 ）上下 と も欠損 し、 中央 で 2 つ に 割 れ てい る 。⊃　表

9 ㌦ 1 1 区　 R 1 2 1 S 3 ．3 裏 両 面 と もか な り腐 食 して い る 。大 きな 孔 が 中

S K －1 0　 D Ⅲ層 2 0 ．7 央 にあ る た め 、建 築 部 材 の 可 能性 もあ る 。
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遺 物 番 号一　 図面 番 号 器 種 登 録 番 号

区 ・出 土 地 点

法 量 （c m ）

縦

特 徴　 ① 外 形 ・残 存状 況

② 技 法 ・加工 な ど

木 取 り 樹 種

出土 遺構

出土 層 位

横

最 大厚

③ 使 用 痕 ・庄 痕

④ そ の 他 （焼 け焦 げ な ど ）

1 7 8 1 1 6 有孔 板 状 本 製 品 W … 3　2 6 9 ．3 左 側 が 厚 く、 右 側 に な るに つ れ て薄 くな っ て い 板 目 （ス ギ）

7 区　 K 9 9 S

S K F 7

D Ⅲ層

1 9 ．5

5 ．5

る。 ほ とん ど加工 の痕 は み られ な い。一つ大 きな孔

が 1 つ 穿 た れ て い るた め 、 建築 部 材 の 可 能性 も

あ る。

1 7　9 1 0 9 … 1 有 孔 板 状 本製 品 W … 5 4 3 8 8 ．0 両 端 にか な り大 き な孔 が 穿 た れ 、右 側 中央 部 に 板 目 （スギ ）

1 区　 Ⅹ 5 4 N 2 2 ．8 切 り込 み が あ る。 切 り込 み の 1 つ の 面 は 、斜 め

S K －1

日Ⅲ棋

4．8 に切 り落 とさ れて い る 。 下端 部 は 、 表 裏両 面 か

ら斜 め に 角 を落 と して い る貢 右 側 面 の 中 央 よ り

下側 は 、 土庄 に よっ て 変 形 して い る 。）

1 8　0 1 1 8 wwノー′1 有 孔板 状 木製 品 W … 1 9 5 0 ．9 中 央 部 に 1 つ、 右 寄 りに 1 つ 孔 が 穿 た れ てい る 。‥． 板 H （ス ギ ）

9 、 1 1 区　 R ユ　2 1 N （8 ．8 ）右 端 に 0．3 ㌦ 0．4 c m の 円 形 の 孔 が 3 カ所 、 ［型

S K －1 0 ’

D Ⅲ層

1．4 の 切 り込 みが 1 カ 所 み ら れ る。 表 面 に 多数 の 刃

物 痕 が あ る。

1 8 1 2 6 －－－ 2

i

有孔 板 状 木 製 品 W … 1 3 7 ．5 曲 物 の蓋 、あ る い は底 板 を転 用 した もの か 、．裏 柾 目 （スギ）

ト区　 X 5 4 N 9 ．－4 面 に は 、 わず か に カ キ イ レ底 に 見 ら れ る よ うな

S K －1　 D Ⅲ層

！

l．0 段 差 が あ る。 穿 孔 の一一一つ は 、 欠損 してい る 。二二．前

部 で 7 つ の 穿 孔 が あ り 、い ず れ も円形 で きれ い

に穿 たれ て い る 。輪 カ ン ジキ 型 田下 駄 の 足 板 の

よ う に も見 え る が 、緒 孔 の 位 置 が異 なっ て い る た

め用 途 は 特 定 で き ない 。 表 面 に は 、多 数 の 刃物 痕

が 見 られ る 。，

1 8 2 1 0 6 一一一一　2 有 孔 板状 木製 品 W ”′… 1 4 3 6 ．8 左 側 が 欠 損 して いる 。）中 央 に孔 が 1 つ あ り、左 板 目 （スギ ）

1 5 ・ 1 6 区　 C 1 5 3 S 8 ∴4 側 の 欠 損 部 に も孔 が 穿 た れ て いた 可 能 性 が あ る。う

D R I層 l ．5 加 工 痕 が ぁ′ルー部 み られ る 。）

1 8 3 1 1 9 有 孔板 状 木 製 品 W － 1 3 （5 4 ）中 央 部 に 3 カ所 斜 め 方 向 に きれ い－な 丸 い孔 が 穿 板 目 （スギ ）

1 4 区　 Z 1 4 8 N 1 8 ，3 た れ て い る。）孔 の 断 面 は 、非 常 に シャ ー プで あ

D m 層 3 ．3 る 。 上二部 は 欠損 し、 卜部 に は焼 け 痕 、 刃物 痕 が

見 られ る。 裏 面 は 劣 化 して いる 、。．

1 8 4 9 6 －－－2 有孔 板 状 木 製 品 W … 3　7 （3 1 ．2 ） 淵 に 乞8 c n l X 2 4 c m の 方 形 の孔 が穿 た れ て 板 目 （スギ ）

8 区　 0 1 0 9 N

S K　 8　 D Ⅲ層

8 ．0

1 ．2

い る 。7　下端 部 は 折損 し、表 裏 と も風 化 が著 しい 。．

1 8 5 9 8 － 2 有 孔 板 状 木 製 品 W － 8 ②

8 区　 N l l O N

D IH 層

（1 8 ．1 ）

5 ．0

l ．6

方形 の孔 が 縦 に 3 カ所 穿 た れ 、 下 端部 に も 1 カ

所 孔 の跡 が あ る 。裏 面 は 平 坦 で 、 断面 はか まぼ

こ型 を して い る 。，‘形 状 か らは 大 足 の縦 枠 の 可 能

性 もあ る。‥、

顆 目 （ス ギ ）

1 8 6 1 1 8 ””－〃 2 用 途 不 明 品 W ”′””′8　9 4 8 ．5 右 側 面 が 、 緩 や か に カー ブ す る よ う に削 られ て 追 柾 上i （ス ギ ）

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 1 S 8 ．0 い る。 上 端 部右 寄 り に、 方 形 の孔 が 穿 た れ て い

S K －1 0 ’　 D IⅡ層 1．8 る。 上 ・下端 部 は、 L 字 型 に加 工 され て い る。コ

1 8 7 1 0 0 －－ 5 用 途 不明 品 W 一一1

5 匝： I 8 7 S

D m 層

3 9 ．6

5 ．l

l ．5

方 形 の 孔 が 1 カ所 穿 た れ 、 下端 部 の 欠 損 部分 に

も 1 カ 所孔 の跡 が あ る 。‥，下端 部 の 孔 の 跡 の部 分

に圧 痕 が み られ る。、ノ　ト紆 紺 則面 に うっ す ら黒 く

変 色 して い る部 分 が あ り、 炭化 した もの と思 わ

れ る 。

板 目 ス ギ

1 8 8 1 0 7 － 1 用 途 不 明 品 W － 2 1 L4 －4 ．8 板 状 で 、先 端 を細 く加 工 して い る。 表 側 か らの 板 目 （スギ ）

1 5 ・1 6 区　 画 トレ ンチ

E 層

1 1 ．7 み段 差 をつ け て い る 。 欠損 部 は ほ とん ど な く、

2 ．4 完 形 と思 われ る 。

1 8 9 1 0 7 －－2 用 途 不 明 品 W … 2　4

5 区　 H 8 8 N

S K －5　 D u 層

1 2 ．7

1 2 ．9

h4．2

か な り厚 め の 板 材 で 、突 起 部 分 を作 り出 して い

る 。）

追柾 ［‥‾］ （スギ ）

1 9 0 1 0 4 － 3 用 途 不 明 品 W … 4　0 2 3 ．4 側面 には 、 カ ー ブ を作 り出 す た め に加 」二を した 板 目 （ス ギ ）

3 区　 Z 6 7 S

S K w 3　 D Ⅲ層

7．0

1 ．0

跡 が あ る。 全 体 に 反 って い る 。

1 9 1 1 0 4 … 4 用 途 不明 品 W － 4 1

1 区　 X 5 5 N

D Ⅲ層

2 5 ．4

5 ．1

0 ．5

ひ び割 れ た とこ ろが 2 カ所 あ る 。、L　上 端 部 に は 切

断痕 が み られ る。＿j　全体 的 に 反 っ て い る。二う

板 目 （ス ギ ）

1 9 2 9　7 … 1 用途 不 明 品 W 一一5 2 4 ．7 表 面 に 切 り込 み をい れ て 、段 差 をつ く って い る。 柾 目 （ス ギ ）

7 区　 L 9 8 N ・4 ．3 そ の 段 差 か ら 、下 方 に 向 か い 、 中央 部 に幅 約 0．7

S K Y 7　 D Ⅲ層 2．9 c m ㌦ 1 ．0 c m の溝 が あ り、 そ の 溝 の 中 に丸 い 孔

が 7 つ 穿 た れて い る 。 一一一番 下 の孔 には 木 釘 が打

ち込 ま れ て い る。 裏 面 に も、孔 の位 置 に 幅 1．5

c m ほ ど の藩 が あ る 。

1 9 3 9　7 － 2 用 途 不 明 品 W … 3 4 2 2 ．6 1 8 9 と似 た よ うな 形状 で あ るが 、 こち ら に は 板 目 （ス ギ）

7 区　 J l O O N 3 ．5 段 差 、潅 が な く円 形 の孔 も 2 カ所 で あ る。 側 面

D Ⅲ層 2 ．6 か らみ る と上 部 か ら下 部 にか け て 、 だ ん だ ん細

くな る よ う に加 工 さ れ て い る。
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遺物番号 図面番号 器種 登録番号

区 ・出土地点

法量 （c m ）

縦

特徴　 ①外形 ・残存状況

②技法 ・加工 など

木取 り 樹種

出土遺構

出土層位

横

最大厚

③使用痕 ・庄痕

④その他 （焼け焦げな ど）

1 9 4 9 6 … 1 用途不明品 W －1 26．3 何 かの部材であるが、 どの ように使われたかは 板 目 （スギ）

1 5 ・1 6 区　 B 日 9 S 15．2 不明。中央部に大 きくⅤ字型に切 り込みが入

D Ⅲ層 1．3 り、下端部両脇 に方形の孔 が穿 たれている。右

の孔の下部は、欠損 している。

2 3 9 9 8 － 3 有孔板状木製品 W － 6 （22 ．9）中央に、方形の孔が穿たれている。 卜端部 は折損 板 目 （スギ）

2 区　 Y 6 3 N 6：0 しているが、中央部に向か い両側 よりL 字型 に切

D Ⅲ層 1．9 り込 まれホゾ孔に挿入 したと思われる突起部 を作

っている。

2 4　0 1 0 6 … 1 有孔板状木製品 W … 1 2 1 3 8．0 かな り厚手の板材で、 1 カ所方形の穿孔がある。 板 目 （スギ）

5 区　 G 8 8 N 14．0 形状か ら判断 して、田下駄の末製品である可能性

S K －5　 D Ⅲ層 3．8 がある。

2 4 1 9 9 － 3 有孔板状 木製品 W －4 （2 6．8）円形で完形の孔が 1 カ所、方形の孔の痕 と思われ 板 目 （スギ）

1 4 区　 Z 1 4 7 N （6．9 ）る ものが3 カ所見られる。上端の方形の孔の痕が

S R －3　 D Ⅲ層 1．5 緊縛孔 、その下の 2 カ所の孔の痕が錯乱 となる輪

カ ンジキ型田下駄 に一部である可能性がある。

2 4　2 9 9 … 2 有孔板状木製品 W －7 4 （3 0．8 ）中央に方形の孔が 1 つ、上下両端に孔の痕があ り 板 目 （スギ）

9 ㌦1 1 区　 R 1 2 1 N （6 ．9 ）形状 から判断 して、上下、左端部が欠損 している

S K －1 0 ’　 D Ⅲ層 1．4 輪カンジキ型田下駄の可能性 がある。

2 4 4 1 1 5 有孔板状木製品 W －2 8 56．1 両面か ら穿たれた、三角形の孔 があ る。粗雑 な作 板 目 （スギ）

1 区　 W 5 5 S 18．2 りで、刃物痕が はっきりと残っている。下端部 は

D Ⅲ層 2．2 両面か ら斜めに切 り落 とされているが、士端部は

垂直である。 中央で 2 つに割 れている。

2 4　7 9 8 － 5 有孔棒状木製品 W － 1 9 （23 ．6）上部 に直径0 ．5 m nlの「⊥J形の穿孔があり、左右両 板 目 （スギ）

1 4 区　 Z 1 4 7 N 2．2 側面に 2 カ所 Ⅴ字型の切 り込みがある。右側面の

D Il層 1．2 切 り込みは、下端部欠損の ため半分 しか残存 して

いない。

2 4 8 9 9 － 1 有孔棒状 木製品 W － 1 5 （25．3）上部に直径0 ．8 c m の円形の穿孔 がある。上部 が 板目 （スギ）

9 ㌦ 1 1 区　 S 1 2 0 S 2．7 欠損 し、下部右側面が斜め に削 られている。〕表裏

S K －1 0　 D Ⅲ層 1．0 ともわずか に加工痕が 見られる。

2 5 4 1 0 0 － 4 用途不明品 W － 1 0 ① 7 ．8 薄 く、非常に滑 らかな板。上部に円形の穿孔があ 板 目 スギ

1 4 区　 Z 1 4 8 N 1．6 り、右側面に 2 カ所の切 り込みがある。穿孔、切

D Ⅲ層 0 ．4 り込みの周 りには、緊縛根な どは見られない。

2 5 5 7 1 － 3 棒状 木製 品 W －5 b 19 ．3 樹皮が付着 した丸材。本来あった芯が抜け 2 つに 丸材 マタタビ属

1 5 ・1 6 区　 D 1 5 3 N 3．2 割れたものを、ツルで巻いて固定 したもの と思 わ

S K 1 6　 D IⅢ層 2．1 れる。 ツルは、表面 に3 本残存 している。土庄 に

よ り変形 している。）
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図1　土器・石製晶実測図
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図32　樋状木製品・扉板実測図
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写真図版



カラー図版1

馬鍬出土状況

火きり棒と火きり臼



カラー図版　2

条里型水田施工期の土轟

土器集合

条里型水田廃絶後の土器（右2点）

翼状木製品



図版1

土器
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図版　3

輪カンジキ型田下駄2



輪カンジキ型田下駄3



輪カンジキ型田下駄4



輪カンジキ型田下駄5



輪カンジキ型田下駄6



輪カンジキ型田下駄7



駄下田
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図版11

馬鍬・鋤・えぶり
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図版13

泥除け2



図版14

ll0

横槌・田舟



図版15

翼状木製品・曲物



図版16
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磁鰻転

I22



図版17

下駄・横柄



図版18

付札状木製品



図版19

建築材・土木材・用途不明木製品



図版20

用途不明木製品（有頭）



図版21
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用途不明木製品（有礼板等）



図版22

その他の用途不明木製品



図版23

I95

火きり棒・火きり臼・擢・机

砥石



上　イネ

2。イネ

3．イネ

4．イネ（側面）

5．サヤメカグサ属

6。サヤメカグサ属

7．ヨシ属

8．ウシクサ属（ススキ属など）



図版24

プラントオパール顕微鏡写真l



9．ジュズダマ属

10．ネザサ節型

Il。クマザサ属型

I2。表皮毛起源

13．棒状珪酸体

国。イネ科（ヨシ属？）の茎部起源

は言毎綿骨針

16。タケ亜科



図版25

プラントオパール顕微鏡写真2



図版26

1．Synedraulna（Kuctz，）Ehrcnbcrg（2／3区第2地点：試料番号3）
2．Fragilariaconstruens（Ehr．）Grunow（12区第2地点：試料番号2）
3．Fragilariaconstruensfo．binodis（Ehr，）Grunow（14区第1地点：試料番号1）
4．FragilariabrevistriataGrunow（9／10区第1地点：試料番号1）
5．Anomoeoneissphaerophora（Kuctz．）Pfitzcr（1区第1地点：試料番号3）
6．Caloneissilicula（Ehr．）CIcvc（2／3区第7地点：試料番号4）
7．CymbellaheteropleuraKuctzing（2／3区第7地点：試料番号4）
8．Cymbellaaspera（Ehr．）CIcvc（12区第3地点：試料番号3）
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9．CymbellaturgidulaGrunow（2／3区第2地点：試料番号3）
10．Cymbe11asubaequalisGrunow（1区第2地点：試料番号4）
11．Cymbellagracilis（Ehr．）Kuctzing（12区第1地点：試料番号2）
12．CymbellasinuataGregory（5区第1地点：試料番号1）
13．Amphoraovalisvar．affinis（Kuctz．）V．11curck（14区第1地点：試料番号1）
14．Amphorastrigosallurtcdt（2／3区第1地点：試料番号1）
15・Diploneisovalis（Hilsc）CIcvc（2／3区第1地点：試料番号1）
16・GomphonemaacuminatumEhrcnbcrg（1区第2地点：試料番号4）
17．GomphonemagracileEhrcnbcrg（14区第1地点：試料番号1）
18．GomphonemaparvulumKuctzing（12区第1地点：試料番号2）
19．NaviculakotschyiGrunow（14区第1地点：試料番号1）
20・Naviculaelginensisvar．naglecta（Krass．）Patrick（2／3区第2地点：試料番号3）
21．NaviculadecussisOcstrup（5区第1地点：試料番号1）
22．Navicula kotschyiGrunow（1区第2地点：試料番号4）
23．NaviculaignotaKrasskc（14区第1地点：試料番号1）
24．NaviculacontentaGrunow（14区第1地点：試料番号1）
25．Pinnulariaschroederii（11ust．）Krammer（12区第2地点：試料番号2）
26・Pinnulariamesolepta（Ehr．）W．Smith（5区第1地点：試料番号3）
27・Pinnulariarupestrisllantzssch（12区第2地点：試料番号2）
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28．Gyrosigmaacuminatum（Kuctz．）Rabcnhorst（2／3区第7地点：試料番号4）
29．Gyrosigmascalproides（Rabh．）CIcvc（2／3区第2地点：試料番号1）
30．Hantzschiaampioxys（Ehrz）Grunow（14区第1地点：試料番号1）
31．Nitzschiapalustrisllustcdt（12区第3地点：試料番号3）
32．Nitzschiabrevissdma Grunow（5区第1地点：試料番号3）
33．Nitzschiasinuatavar．delognei（Grun．）Langc－Bcrtalot（143区第1地点：試料番号1）
34．Rhopalodiagibba（Ehr．）0．Muller（5区第1地点：試料番号3）
35．Rhopalodiagibberula（Ehr．）0．Muller（2／3区第1地点：試料番号1）
36．EunotiapeCtinalisvar．undulata（Ralfs）Rabenhorst（9／10区第1地点：試料番号1）
37．Eunotiapraeruptavar．bidensGrunow（9／10区第1地点：試料番号1）
38．Eunotiapectinalisvar．minor（Kucz．）Rebenhorst（9／10区第1地点：試料番号1）
39．Achnantheslanceolata（Breb．）GrunOW（12区第1地点：試料番号2）
40．Achnantheslanceolata（Brcb．）Grunow（12区第1地点：試料番号2）

珪藻化石（3）
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花粉化石（1）

1．マキ属（14区第1地点：試料番号1）

3．ツガ属（14区第1地点：試料番号1）

一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　1　．　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　－

2．マツ属複雑管東亜属（14区第1地点：試料番号1）

4．スギ属（14区第1地点：試料番号1）

5．コナラ属コナラ亜属（14区第1地点：試料番号1）　　　6．コナラ属アカガシ亜属（14区第1地点：試料番号1）
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花粉化石（2）
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7．ガマ属（14区第1地点：試料番号1）

9．ミクリ属（14区第1地点：試料番号1）

11．イネ属（14区第1地点：試料番号1）

8．オモダカ属（14区第1地点：試料番号1）

10．ミズアオイ属（14区第1地点：試料番号1）

12．他のイネ科（14区第1地点：試料番号1）
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13．オオバコ属（4区第1地点：試料番号4）
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（15，16）

0．5mm

14．カヤツリグサ科（14区第1地点：試料番号1）

15．サンショウモ（15／16区第1地点：試料番号6）　　　　16．ミズワラビ属（14区第1地点：試料番号1）

17．神津島天上山テフラ（Iz－Kl）の火山ガラス（7区第1地点DI層）
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1．ヒルムシロ属（試料番号7）

3．オモダカ属（試料番号7）

5．イバラモ属（試料番号7）

7．イネ科（試料番号4）

9，ホタルイ属（試料番号3）

11．イボクサ属（試料番号7）

13．タデ属（試料番号4）

15．オトギリソウ属（試料番号1）

17．キク科（試料番号7）

（1－3，6，13）　　　（4，5，7－12，14－17）

2．サジオモダカ属（試料番号7）

4．オモダカ属（試料番号7）

6．イネ（試料番号7）

8．スゲ属（試料番号3）

10．カヤツリグサ科（試料番号8）

12．ミズアオイ属（試料番号7）

14．ナデシコ科（試料番号7）

16．セリ科（試料番号3）
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